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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　第一の角笛　〝火と雹ひようが地に投げられた〟








　　クイズです♪　クイズです♪

　　地上最強の狩人かりうどオリオンが、唯ゆい一いつ勝てなかった相手はサソリでした。

　　それで今もオリオン座は、サソリ座がいる間は空に現れないのです。

　　ではそもそもなぜ彼は、サソリにだけは勝てなかったのでしょうか？

　　　Ａ☆あまりに巨きよ大だいだったから

　　　Ｂ☆猛もう毒どくの持ち主だったから

　　　Ｃ☆ひどく醜みにくい姿だったから



　　　　Ⅰ




「さ──ぁ♪　答えはどれですかしら──っ♪　乙ツバメさん、雛ヒビナさん、冬真トウマさん？」

　少女の朗ほがらかな声──お昼過ぎのミリオポリス第二十三区リーズイング。

　広々とした通りの真新しい教会──アウグスティヌス派参事会＝その一階・応接室。

　ソファでくつろぐ三人の少女たち／カフェを淹いれる少年。

　無視シカトその一。「はーぁ、誰だれも褒ほめてくんないし、やだもぉー、オレもテレビ出てーっす」

　少女のぼやき──乙ツバメ・アリステル・シュナイダー。

　鮮せん烈れつなる蒼い眼スカイ・ブルー／鋭えい角かく的な弧こを描えがくツインテール／なめらかな首にチョーカー／潑はつ剌らつとした肩かた出し胴巻きチユニツク風の小隊制服／青いミニスカート＆ニーソックス＆エナメル靴ぐつ。

　可か憐れんな唇くちびるにくわえたロリポップを、真っ白い歯で容よう赦しやなくガリガリ囓かじり、すらりとした足を組んでソファに座すわる──反はん抗こう精せい神しんに満ちた若いシャム猫ねこの姿し態たい。

　手にした携帯端末ＰＤＡの画面で地上波デジタル放送の番組映像をダウンロード──ニュース映像＝何かのキャンペーン／着き飾かざった者たちがカメラに向かって笑え顔がお。

　無視シカトその二。「………………」

　完全自己閉へい鎖さ少女──雛ヒビナ・イングリッド・アデナウアー。

　淡あわくきらめく琥珀色の瞳アンバー・ライト／さらさら金色ショートヘア／細い体に愛らしいフリフリつき小隊制服／芥から子し色のスカート＆ストッキング＆エナメル靴。

　両耳にヘッドホン／腰こしに旧式アイポッド＝大好きなセージ・オザワ指し揮き〈ウィーンフィル公演曲・二十世紀版完全セット〉ランダム×大音量──音楽という名の防ぼう壁へきを張り巡めぐらせて自分の殻からに閉じこもる金の子こ羊ひつじ。

　その目がちらりと隣となりにいる乙のＰＤＡを見る──ぽそっと呟つぶやき。「…………いいな」

「えっと……」淹れたてのカフェを盆ぼんに載せる少年──冬真トウマ・ヨハン・メンデル。

　瑞みず々みずしい碧あおい睛ひとみ／柔やわらかな金きん髪ぱつ／健康そうな白い頰ほお／きちんとアイロンをかけた黒い学童服＆襟えりに白いカラー＆綺き麗れいに手入れをした革かわ靴。

　手にした盆の上で、均等にカフェを注そそがれ湯気を立てる真っ白いカップ×四──何をするにしても真ま面じ目めに取り組む、まだ立ち上がったばかりの子こ鹿じかの風ふ情ぜい。

　一人だけクイズについて思案するも、二人の見事なばかりの無視シカトっぷりに言葉が続かず。

　やがてきたる少女の過か剰じよう反応をいち早く予よ測そくし、固かた唾ずを飲む。

《お・ふ・た・り・と・も》

　少女＝半眼／地声から無線通信ウイスパーへ──手を腰こしへ。

　ポシェットから魔ま法ほうのように取り出される九ミリ拳けん銃じゆう──カチリと音＝撃げき鉄てつ／警けい告こく。

《お返事の代わりに、血ち反へ吐どをぶちまけたいですかしら？》

　冬真──当然ながら無線通信による警告は聞こえておらず＝硬こう直ちよく／棒立ち。

　デジタル機器なみにスイッチが入る乙＋雛──姿勢を正して挙手。

「Ｂでーっす、小隊長」「Ｃだと思いまーす、鳳アゲハ先生ぇー」

「よろしい」

　にっこり愛らしい微び笑しよう──鳳・エウリディーチェ・アウスト。

　気品に満ちた深紫の瞳デイープ・パープル／艶つやめくロングヘア×ウェーブ／凜り々りしくも可憐な横顔／左目の眉まゆの上から頰にかけてざっくり走った海かい賊ぞく傷きず。

　凜りんと背筋を伸のばした長身／胴巻きチユニツク風ふんわり袖そでの小隊制服／紫むらさきのピンストライプのタイ＆スカート／上品なタイツ＆黒靴──年長者の貫かん禄ろくをたたえる十五歳さい。

　きちんと撃鉄と安全装置を戻もどし、手慣れた様子で速すみやかにポシェットへ収納──気け高だかく麗うるわしい容よう姿しなるも、いったん怒おこると大変に怖こわい白オ鳥デのツ姫トの風情。

　優やさしい笑顔をきりっと引き締しめる──小こ言ごとモード。

「二人とも、ぼんやりしていてはいけませんわ。ヘルガ長官とニナ副官の護ご衛えい中ちゆうであることをお忘れですの？　そんなことでは、ふいの非常時に素す早ばやく対たい処しよできませんわよ」

「はーい」「はーい」乙＋雛──仰ぎよう角かく四十五度の宙に向かって生返事。

　冬真──盆を手にしたままタイミングを逸いつして動けず。

「冬真さんの答えは？」鳳の微笑──完全に何ごともなかったかのように促うながす。

「え、Ａかな……。巨大だったから」

　ちょっと怖おじ気けづきつつ返答──ようやく盆をテーブルに下ろす。

「さあ、なんでしょう♪」

　やたら嬉うれしげな笑顔──直面した冬真が思わず見とれる輝かがやかしさ。

「答えはのちほど。乙さんと雛さんには、お仕事が終わった後でお教えしますわね♪」

「うぃーす」「はぁーい」乙＋雛──同角度にて気のない返事。

　その隙すきにカップを配りながら、どこに座るべきか目で測る冬真──三人掛がけのソファに並んで座る乙＋雛／真向かいの同じソファに鳳／奥おくに一人掛けのソファ＝神父様用。

　ふと鳳と目が合った。きわめて自然に五ミリほど横へずれる仕し草ぐさで着席を促してくれた。応接しているのは自分の方なのだが、何となく遠えん慮りよがちに鳳の隣に腰を下ろす──微び妙みような少年心など全く気にした様子のない乙／妙な上うわ目め遣づかいでじーっと冬真を見ている雛。

「あの……カフェをどうぞ」

　やっと応接主らしい言葉が出る──お客様たる三人の即そく応おう。

「ありがとう、冬真さん」「ありがとダンケっす」「いただきまぁす」

　テーブルにあらかじめ用意された調味料──全員が瓶びんごと手に取る。

　当然のように外されるキャップ──どくどく投入される瓶の中身＝火をくべるかのような紅ぐ蓮れんのタバスコ／滝たきのようになだれ落ちる砂糖／雨のように降り注がれるレモン汁じる。

「う……」

　青ざめる冬真──カップの中身を何か別のものへと変へん貌ぼうさせる三人。

「ちょっと、お二人とも。いくらなんでも入れすぎですわ」

「鳳にだきゃぁ言われたくねーっしょ」

「ボク酸すっぱいのいっぱい欲ほしい酸っぱいのいっぱい」

　魔術の品でも生まれそうな攪かく拌はん──僅わずか数秒で、それ以前は確かにカフェだったものが、真っ赤に染まる／シャーベット状と化す／胃い壁へきすら溶とかしそうな濃のう厚こうな酸味を帯びる。

　カップを手に取る三人──目が釘くぎ付けになる冬真＝怖いもの見たさ。

　そっと上品に口にふくむ／盛せい大だいにぐーっと喉のどに流し込む／肩をすくめてこくこく嚥えん下か。

「美お味いしい、体が温まりますわ♪」「冬真、カフェ作んの美味いねー」「美味しいよぉ」

「そ……そう、良かった……」誉ほめられた気になど全くなれない、どれほど心を込めて淹れたものであろうが一いつ瞬しゆんにして台無しになる惨さん状じように咳せき払ばらい＝むせたふり。

　脳のう裏りに甦よみがえる知識＝空中機動型の特トツ甲コー児童は、激しい脳への負ふ荷かゆえに味覚異常を呈ていするということは聞いていたが、実際に目まの当たりにした衝しよう撃げきに、めまいがする思い。

「ねー、鳳ぁ。長官に頼たのんで、オレらもテレビ出よーよぉ」

　ＰＤＡをもてあそぶ乙──珍めずらしく懇こん願がん口調。

「ボクも色んなお洋服着たぁーい」

　追つい随ずいする雛──自じ称しよう〝男の子〟の割には、限りなく女の子っぽい衣服を常に欲求。

「ダ・メ・で・す。マスコミ戦略は、あたくしたち〈ミリオポリス公安高機動隊ＭＳＳ〉の管かん轄かつではありませんもの。それに、テレビに出たからといって、必ずしも良いことばかりではありませんわ。心ない人々による好こう奇きの目やバッシングにも耐たえねばなりませんもの」

「そんなん気にしなきゃいーっしょ」「そんなの聞こえないもん」

「テレビ……？」

　冬真──ＭＳＳの特甲児童の存在は機密扱あつかいだと思っていたので、ちょっとびっくり。

「冬真、知んないの？」

　乙──ＰＤＡの液晶パネルを展開＝画面を倍以上のサイズにしてこちらに向ける。

　先ほどダウンロードしたデータを再生──テレビ番組＝治安機構の平和キャンペーン。

　対凶きよう悪あく犯はん罪ざいにおける憲けん兵ぺいの武装を正当化する番組──かと思ったら、自分と同い年くらいの女の子たちが、やたらと派は手でできわどい衣い装しように身を包んで登場。

　挑ちよう発はつ的かつ悩のう殺さつ的な衣装／姿態／ポーズ。

　ぎょっとなる冬真──たちまち険けわしい表情になる鳳。

　かと思うと新規ダウンロード表示に──どうやらリアルタイムのキャンペーン映像。

　どきっとするくらいスタイルの良い真しん紅くのビキニ姿の少女が、馬ば鹿かでかいライフルを抱かかえ、舞ぶ台たい上でパリコレ式モデルポーズを取っていた。

　剝むき出しの腹部にフェイクタトゥー＝標語。

『人により程度は異なりますが、銃器の使用は、殺人にいたる可能性があります』

　それ以外にどんな可能性があるというのか──思わず呆あきれるも、ストリーキングすれすれの少女の姿態に、少年の目は当然のごとく大いに奪うばわれかけた。

「およしなさい」

　断だん固ことした鳳の声こわ音ね──ぎくっとなる／目を伏ふせる／なんとなく頰が赤らむ。

「なんでよー」渋しぶ々しぶＰＤＡの画面を消してパネルを元に戻す──冬真を見る。「な。オレらと違ちがって、すっげー目立ってっしょ」

　雛──珍しく参加。「あっちの特甲児童は、いっぱいお洋服とか着せてもらえるの」

　冬真が目を丸くする。「……特甲児童？」

「〈ミリオポリス憲兵大隊ＭＰＢ〉の……あたくしたちとは違う、特甲児童たちです」

　ようやく合点──乙と雛がこだわる理由。

　自分たちと同様に、機械化された戦場の子ら──いわば同類への対たい抗こう意識。

「この国オーストリアは現在、三十名余の特甲児童を輩はい出しゆつ……うち紛ふん争そう地域に派は遣けんされなかった者の多くが、この都市ミリオポリスでの治ち安あんを司つかさどっているのですわ」

　淡たん々たんとした口調──先ほどの映像の記き憶おくを、この場から綺き麗れいさっぱり消去するため。

　あっさり蒸むし返す乙＋雛。

「テレビ出んの、あいつらだけなんだぜ？」「いっぱいお洋服もらってるんだよ？」

「そ……そうなんだ」

「別に、あの方たちだって、決して好きであんな格好をしているとは限りませんわ」

「目立っていーじゃん。鳳だって似合うっしょ」「鳳も着ればいいのにぃ」

　乙＋雛──あまつさえ揃そろって冬真を見る／味方につけようと同意を求める。

「鳳、似合うよな」「ね」

「う……」あっという間に追い詰つめられる──改めて三人を意識＝その容姿／印象。

　乙──健康的な肢し体たい／快活な仕草／ときおりそれがやたらと婀あ娜だっぽい。

　雛──細い手足／華きや奢しやな首筋／ガラス細ざい工くの人形のような繊せん細さいさ。

　鳳──多分、先ほど見た紅い水着姿の少女に勝まさるとも劣おとらず豊ほう麗れい。

　出来る限り和なごやかに返答。「似合うんじゃないかな」

　強きよう烈れつな一いつ喝かつ。「似合いませんっ‼」

　まさしく逆げき鱗りんに触ふれる寸前といった、もんの凄すごいまでの怒いかりの激発。

　のけぞる冬真＋乙＋雛──ほとんど無意識に両手を挙げて投降姿勢に。

　と思うと、鳳が急に勢いを喪そう失しつ。「どうせ不格好になるだけ。余計な恥はじをかくだけです」

　冬真が初めて耳にする、いじけたような調子──いつもの凜りん然ぜんかつ問答無用の態度からは予想もつかない。ふと、顔の傷のせいかも、という考えがよぎる／なんとなく胸が痛む。

　乙＋雛──あっさり方向転てん換かん。

「冬真もテレビとか出たいっしょ？」「いっぱいお洋服欲しくない？」

　きわめて間接的に話題を続行──二人の諦あきらめの悪さに感心／鳳の怒りの再発を恐おそれる。

「さ、さあ……。考えたこともないし……そんなに沢たく山さんの服があっても困るかな」

「そーいや、冬真っていっつも同じ格好してんね」「なんでぇ？」

「えっと……」

「もしかして、ねーの、服？」「可哀かわい想そぉ」乙＋雛──容よう赦しやのない同情の眼まな差ざし。

「あ……あるよ。単にクロースターノイブルク修道院の規則で……」

「冬真って教会の人になるんだっけ？」「結けつ婚こんしないのぉ？」

　妙みような方向に話が逸それる──鳳までもが興味を引かれたようになる。

「そういえば冬真さん、将来はバロウ神父様のようになりたいと仰おつしやっていましたわ」

「神学校には入ったけど、神の道に入るかどうかは決めてなくて……」

　鳳＝にこやか。「もしかしたら、いつか冬真神父様とお呼びすることになるのかしら」

　乙＝感心したように。「カトリックの神父って、ずっと独どく身しんっしょ？」

　雛＝急に身を乗り出して。「冬真、女の子のこと好きじゃないのぉ？」

「分からないよ結婚なんて……恋こい人びともいたことないし……」目が勝手に隣となりの鳳を向く。

「あら。冬真さんなら素す敵てきな人と出会えますわ」あっさりと返す──ほぼ他人事。

「そ、そうかな……」笑い返しつつも、なぜか妙にショックだった。




　　　　Ⅱ




「やはり、今は協力することは出来ない」

　穏おだやかな声で告つげる初老の男──トマス・ルートヴィヒ・バロウ神父。

　優やさしげな灰色の目／見事な白はく髪はつ／深く刻まれた皺しわ／長身瘦そう軀くに司祭服──さながら厳冬に佇たつ老オークの樹きの風ふ情ぜい＝決して揺ゆるがず／動じず／折れも倒たおれもしない。

「教会関係者の中には、聖職にありながら、治安に関かん与よすることを批ひ判はんする者もいる。私が教会を離はなれずに済むなら多少は協力出来るだろう。だがそれ以上は望まないで欲しい」

「それでは情報管理に支障が生じることは、ご存じのはずです」

　怜れい悧りな声音の女──ＭＳＳ副官ニナ・潮音シオン・シュニービッテン。

　黒ダイヤのような眸め／短い黒くろ髪かみ／冴さえ冴ざえとした肌はだ／硬こう質しつな美び貌ぼう──トルコ系。

　しなやかな細身に純白のスーツ──あたかも氷像のような透とう明めい感／存在感。

「これまで御協力いただいてきた際にも批判はあったはず。なぜ今なのですか？」

　やんわりと宥なだめるような口調。「理由は幾いくらでも挙げられるよ、ニナ。何しろこの齢としだ。心も体も衰おとろえてくる。むろん思考の方も。私などより役に立つ人材は幾らでもいる」

「バロウ神父様ほどの人材が他ほかにいると本気で仰るのは、神父様くらいのもの……」

　声を挟はさむ女──ＭＳＳ長官ヘルガ・不知火シラヌイ・クローネンブルグ。

　ぱっちりとした目＝藍あい色の虹こう彩さい／アップにした金髪／愛くるしい小顔／公安局の制服に身を包みながらも柔やわらかな雰ふん囲い気き──小こ柄がらだがバラの花のような存在感。

「神父様のような実績と技術と名めい誉よを求める多くの技術官たちには酷こくなお言葉ですわ」

「そうだとしたら過去の愚おろかな争いによって真に優ゆう秀しゆうな人材が喪うしなわれたということだ。どのような評価を受けようと、大して役に立てるとは思えない」

　艶えん然ぜんと微笑ほほえむ。「言い換かえれば、どのような批判を受けようと動じはしないと？」

　溜ため息。「私も、出来れば君たちに協力したいと思っている。あの子たちの未来を守る役に立ちたいし、それ以外に贖しよく罪ざいのすべはないという思いもある。だが……今は無理だ」

　ヘルガ。「……かつて神父様の優秀な生徒であったメンデル博士の一人息子むすこたる冬真さんが、二年後に正式に科学アカデミーの門をくぐるまでは、ということでしょうか？」

　バロウ＝重い溜め息／重い眼差し──真意を突つかれた者の重い声。

「冬真は父親の死後、クロースターノイブルクの寮りように入ったが、そこで少々……問題があってね。彼が私の元で生活し、勉学に励はげむことを望む限りは、そうさせてやらねばと思っている。彼の将来のためになるものを与あたえねばと……。決して、若くして公安局に関かかわったことで将来の批判の材料になったり、十三歳の子供が爆ばく弾だんで吹ふき飛ぶ現場を見たことで心に傷を負ったりしないような、健全なものを」

　ヘルガもニナも何も言わない──ただ沈ちん黙もくをもって相手の言葉を引き出している。

「まだ時々……悪あく夢むを見るそうだ。目の前にいたのに、救うことが出来なかった、三人の子供たちの夢を。冬真がそのような現場に居合わせたことを、私は後こう悔かいしている」

　静かに声を差し込むヘルガ。「独立閉へい鎖さ型の端たん末まつをご用意させて頂きます」

　バロウが目を細める──ニナが後を続ける。「その端末に、今事件において解かい析せきのご助力を頂きたいデータを入れてお渡わたしします。お好きな場所で作業を行って下さい」

「それは……情報保護の原則に反するのではないかね？」

　ヘルガ＝共犯者に向けるような微び笑しよう。「規定内に収まるよう、辻つじ褄つまを合わせますわ」

　バロウ＝注意深く二人を見つめて。「……それほど、切せつ迫ぱくした状じよう況きようなのかね？」

「その可能性は大いにあります……としか今は言えません」

「協力を決める前に、どのようなデータか、概がい略りやくを教えてもらえるかね？」

　うなずくヘルガ──ニナが超ちよう多機能型の携けい帯たい電話を取り出し、データを読み上げる。

「大型兵器の部品パーツと推測される物品解析、約六千項こう目もく。その他の武器に関する解析、約四百項目。テログループが通信に用いていると判断された仮想現実空間の構造解析、約二十項目。また、同空間で発見されたメッセージと、その通信解析が七項目です」

「兵器と仮想現実空間に関しては、厳げん密みつに系統を判別することで十数項目から数項目にまでまとめることが出来るだろう……。メッセージとは？」

　ニナが口をつぐんで上官を見る──ヘルガがそれを口にする。

「〝七位の天使が七つの角笛を与えられ地を訪おとずれる〟……二十時間前に暗号解読された、最初のキーワードです。七つの言語に翻ほん訳やくされた痕こん跡せきが認められたことから、出身国を異にするグループが少なくとも七つ、関与していると推測されておりますわ」

「七つ？　〝七位〟……つまり〝七人の天使〟が、グループの数を表すと？」

「マスターサーバーの解析でも、その可能性大とされましたわ」

「信じがたい話だ。私も宗教連れん絡らく会議を通じて多数の宗教家たちとやり取りしているが、互たがいの民族性や宗教観を越こえて結けつ束そくすることほど難しいものはない」

「そのため、本来なら出会うことさえなかったグループ同士を結びつけた、強力な何かがあると考えております」

「……その何かの正体を、解析によって特定したいということかね」さらに重々しい溜め息。「あまり期待しないで欲ほしい。私の心身が衰えているというのは、ごまかしでも何でもない。多くの高こう齢れい者しやと同じ、単純な事実だ」

「老ろう練れんという言葉もありますわ」にこりと返す。「解析中、護衛をつけますか？」

「教会に公安の人員がいれば、信者を不安にさせてしまう。君らの貴重な人的資源を削けずる必要はない。近ちか頃ごろ、宗教連絡会議の決定で大手警備会社と契けい約やくしたばかりでね。軍隊経験のある優秀な警備員たちが、この教会を守ってくれている」

「それは頼たのもしい限り……。参考のため、その警備会社の名を教えて頂けますか？」

「ドライクローネン社だ。みな有能で親切でね。警察にも巡じゆん回かい強化を頼んだが、縄なわ張ばり意識が強く難なん儀ぎしていた。それに比べ、信者とのトラブルもなく、大いに助かっている」




　ヘルガとニナの退去──鳳らとともに教会を出る／見送る冬真＋バロウ神父。

「あっは！　来た来た！」乙の歓かん声せい──通りに響ひびく、獣けものが低く唸うなるような音。

　ＭＳＳ地上戦術班はんの軍用機体──滑なめらかな漆しつ黒こくの巨きよ体たい。

　正式名めい称しよう〝ケンタウロスツエンタウアー・ＡⅡ型アー・ツヴアイ〟──背の丸い操そう縦じゆう席せきや機体前部の鋭するどい角などから、〝カケブートフムエシル〟の異名で知られる単独操縦用の機体×四台およびＭＳＳ通信車両が到とう着ちやく。

　なんとも物々しい光景──道行く者がぎょっとなる様子に、バロウ神父が軽い溜め息。

〝教会を公安の道具にする気か〟と批判されがちな神父の立場に配はい慮りよして軍用機体が散さん開かい──ＭＳＳ通信車両と距きよ離りを取り、教会裏の駐ちゆう車しや場じように入らず通りで停車。

　教会に部隊が集合しているという印象を住民に与あたえないようにするものの、地区一帯に強力な火器を持つ機体を誇こ示じすることに変わりはなく、〝非常事態への備えは万全〟と受け取るか、〝非常事態を地区に持ち込まれるのは大おお迷めい惑わく〟と思うかは、住民次し第だい。

「オレも、これ欲しーっ！」乙──〝何のための道具かはさておき格かつ好こう良ければいい〟という態度で機体に跳とび乗る／精せい密みつな探たん査さ装置をぎっしり詰つめ込まれた角に座すわり込む／すっかり気に入った様子で黒い鋼鉄の装そう甲こうをバンバン叩たたく。

　不ふ機き嫌げんそうな低い声。「オモチャじゃないぞ、坊ぼう主ず」

　操縦席からぬっと顔を出す男──ＭＳＳ地上戦術班・副長ロルフ・日向ヒナタ・アナベル。

　日に焼けた精せい悍かんな顔／切れ長の黒目／白い布で束たばねたコルク色の髪かみ／広い肩かた・広い胸むね・長い手足──がっしりとした体たい軀くだが長身のせいで細身に見える。

　暗あん灰かい色しよくと金の縁ふち取どりの小隊制服／昼食代わりの乾し肉ジヤーキーを真っ白い歯でバリバリ囓かじり、あっという間に嚥えん下か──さながら憮ぶ然ぜんとした若わか虎とらの風ふ情ぜい。

「坊主じゃねーっしょぉ？」乙──スカートをひらひらさせて女の子的存在を誇示。

　日向──全く眼中になし／もう一機の搭とう乗じよう者しやを振ふり返る。

「御ミ影カゲ、この小僧をどうにかしてくれ」

「……小僧でもねーし」乙──半眼／意地でも降りないストライキ態勢。

「いい加減になさい、乙さん」鳳──腰こしに手を当て叱しつ責せきモード。

「まあまあ」鷹おう揚よう──地上戦術班・専任士官ホルスト・御ミ影カゲ・ブレネンデ・リーベ。

　白はく皙せきのおもて／瑠璃色の瞳サフアイア・ブルー／長髪のブロンド／日向に劣おとらず長身／均整のとれた体つきに小隊制服／やたら悠ゆう然ぜんとした仕草で機体から降りる、さしずめ青い瞳ひとみをしたしなやかな豹ひようといった雰囲気を発散。

「可愛かわいいお嬢じようさんを乗せていれば、市民のための機体というアピールになるぞ、日向」

　日向──じろっと乙を一いち瞥べつ。「……可愛い？」

　乙──むかむか。「もー、このあんちゃんやっぱ頭おかしー」

　むっつり。「あんちゃんじゃない」

「隊員同士、すっかり互たがいを認め合ってるという感じだな」御影＝あくまで鷹揚。

「……そうですかしら」鳳＝疑念。

　御影──ヘルガとニナに、ぴしっと敬けい礼れい。「地上戦術班、ただ今到着しました。各区域に配置した全十六機、いつでも稼か働どう可能な状態にあります」

「ありがとう。移動しながらブリーフィングを行います」

「了ヤ解ー」手を下ろす──ニナに微笑ほほえみかける。「統一ファイルの配信を頼む、潮音シオン」

「成人前の名で呼ぶな」冷淡──文化委い託たくされた漢字名キヤラクターは二十五歳でミドルネームに。

「昔ながらの流りゆう儀ぎを急に変えるのは難しいものだ」平然──ヘルガへ目を戻もどす。「どうやらスカウトの方は、あまり首しゆ尾びがよろしくなかったようですな」

「今のところはね。解かい析せき協力には応じて下さっているわ」

　バロウ神父と冬真──ヘルガらと距きよ離りを取りつつ見送り。

　冬真──ＭＳＳの主力が勢せい揃ぞろいする様子に、何かが起こっているのを察するも、傍かたわらのバロウ神父がそれから遠ざかることを選ぶ限り、鳳たちと接点を持つ必然はなし。

　いつもの感覚──相手が自分の助けどころか、声も届かない場所にいる気分。

　鳳が、以前の事件をどう思っているか聞きたかった。救えなかった三人の子供たち──自分はいまだに衝しよう撃げきと心の痛みに脅おびやかされている一方で、鳳はすっかりそれを乗り越え、次の事件へ関心を寄せているように見えた。

　その鳳が、ふと歩み寄る──バロウ神父に挨あい拶さつするのかと思ったら自分のところへ。

　意味深な微び笑しよう──なぜか妙みようにどきっとなった。
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「冬真さんにだけ、先に答えをお教えしておきますわね」

　そう言ってさらに近づいた。耳打ち──クイズの答え＝Ａ・Ｂ・Ｃのうちどれか。

　鳳の吐と息いきを感じてさらにどきっとなる／良い香かおりがする／柔やわらかな声が耳をくすぐる。

　視線──通信車両のそば＝遠間からじっと見つめる雛──冬真も鳳も気づかず。

「……そうなんだ」

　すぐに相手が離はなれる──自分でも意外に思うほど名残なごり惜おしく感じる。

「なぜその答えなのかは、お仕事を終えてまたお邪じや魔ましたとき、お教えしますわね」

　ちょっと驚おどろくほどの信しん頼らい──クイズ＝生きて答えを聞くための。無事を約束する言葉。それを聞くことを嬉うれしく思う反面、危険に満ちたお仕事とは無む縁えんの自分に気後れした。

「……ありがとう」それでも自然とその言葉が出た。

　にっこりと微笑む鳳──丁てい寧ねいに辞じ去きよ。「それでは、冬真さん、神父様。ごきげんよう」

　うなずくバロウ神父。「無事に解決できることを祈いのっている」

「さ、参りましょう、乙さん、雛さん」鳳のかけ声──機体から降りる乙。

　見送る冬真──ふと雛と目が合う／微笑むでもなくじっと見つめられる。

　何となく軽く手を振ってやると、やけにぶらんとした動作で手を振り返された。

　鳳たちが通信車両に乗り込む──ヘルガとニナがこちらに目礼して後に続く。

　車両と機体──あっという間に通りを去る。

　ここではないどこか──危険や悲ひ惨さんに彩いろどられた場所へ向かう彼らを、ただ見送った。




　街路を走る通信車両──後部車両では通信官たち三名の操そう作さにより大モニターが複数のファイルを展開／ウィンドウにヘルガの顔を表示／地上戦術班に同じデータを配信。

　入り口付近で部隊の移動を指揮するニナ──隅すみの席に並ぶ鳳・乙・雛。

　ヘルガ──真ん中の座席で、カメラに向かって通信マイクを握にぎる。

「約二十四時間前、解析班がマスターサーバー〈[image: バク]バク〉を通して、非合法に構こう築ちくされた仮想現実空間を発見。間もなく同空間に暗号化メッセージが発生。七種類の言語に翻ほん訳やくされてダウンロードが行われたことが判明したわ。解析は進んだかしら、シャーリーン？」

《はあ、まあ》

　新規ウィンドウが映し出す女──ＭＳＳ解析課課長シャーリーン・巫カンナギ・フロイト。

　シャープな容よう貌ぼうだが、ぼんやり無表情／適当に束ねた金きん髪ぱつ／深い緑の目に銀ぎん縁ぶち眼鏡めがね／だらんと脱だつ力りよく気味の長身によれよれの白はく衣い──まるで理科室に住みついた幽ゆう霊れいの佇たたずまい。

《えー……暗号化メッセージの翻訳データですが、七つのうち四つまでは特定しました。日本語、ロシア語、アラビア語、あとチェチェン語……民族的自称に従えばノフチー語ですかね。これらのダウンロード先を解析して、鋭えい意い、グループを特定中。……で、残り三つの言語ですが、うち二つは英語か、もしくは英語に近い言語のようですね。最後の一つは、今のところハンガリー語の可能性が最も高いです》

　説明とともにデータが出現──予想される敵集団の規き模ぼ／敵の目標／手段／潜せん伏ぷく地点。

《同じく発生した数値データの方は、過去に例を見ない膨ぼう大だいさで、今なお解析中。その概がい要ようは、貿易禁止に指定されている鋼材と電子製品の一覧、大型兵器らしき設計図、あと、滑かつ車しや式の何かです。で……過去の事例やら、都市の電力消費データやらをもとに、敵が都市内で兵器を組み立てているであろう施し設せつを特定してたんですが……その最中に数値の一部が、暗号化されたドイツ語のメッセージであることが判明しました》

　表示されるデータ＝解読されたメッセージ。

〝リヒャルト・トラクルより、ロートヴィルトへ。約束の品を送る〟

　にわかに車内に下りる沈ちん黙もく──冷れい厳げんな表情になるニナ／火のような怒いかりの念をあらわす鳳／退たい屈くつそうにしていた乙＋雛が目を丸くする。

「……驚きのメッセージね」ヘルガ──通信マイクを握る手に力がこもる。

《ええ、まあ。ご存じ、支し援えん型のテログループ〈プリンチップ社〉のエージェントと目されている、あの国際指名手配犯です》

　リヒャルト・トラクル──男／年ねん齢れい不ふ詳しよう／出身不詳／本名不詳／関かん与よしたとされる国内外のテロ・誘拐・内乱・事件＝多数。ある事件により、その容か貌おが判明。

《リヒャルト・トラクルの名前が出た時点で、〈[image: バク]バク〉による事件の〝信しん憑ぴよう指し数すう〟が桁けた違ちがいに跳はね上がりました。つまり、七つのグループは実在していて、今現在、この都市のどこかで活動を始めようとしているか、もしくは既すでに始めているかです》

　ニナが口を挟はさむ──刃やいばのような声こわ音ね。「ロートヴィルトとは？　グループ名か？」

《確率的には、個人名だね。グループの一つに所属する誰かさんに、この大物指名手配犯がじきじきに何かをプレゼントしたみたい。これで、七つのグループのうち一つが、ドイツ語を使う集団である可能性が出たってところ》

　ヘルガ。「〝約束の品〟が何であるか分かるかしら？」

《データを見る限り銃じゆう器きですね。〈[image: バク]バク〉の解析では、過去にこの都市でも使用された、プリンチップ社製の狙そ撃げき用ライフルに似た品とのこと。あと、〈[image: バク]バク〉の予想では、連中はあたしらの監視を前提にメッセージをやり取りしてます。より複雑な暗号が隠かくされているか、でなければ、こちらの対たい処しよよりも相手の行動の方が早いっていう自信があるんでしょう。いずれにせよ七つのグループとも、既に決行に移る寸前である可能性が高いです》

「ありがとう。引き続き、同空間に発生する全すべてのデータの解析をお願いするわ」

《了解。そちらの捜そう査さが進展するつどデータ更こう新しんしますんで、みなさん定時確かく認にんをお忘れなく》のんびりとした口調で通信アウト──シャーリーンを映すウィンドウが消える。

「見ての通り、危機レベルは確実に上昇中であるも、敵の明確な目標も手段も不明。ゆえに私たちの上部組織〈憲法擁護テロ対策局ＢＶＴ〉もいまだ現実的な対処に出てはおらず、一方で敵は前代未聞の多数のグループによる連れん携けいをはかっているわ。ＭＳＳの全捜査官チーム、要撃小隊、および戦術班はんは、解析班と連携して予想された敵の拠きよ点てんを捜査。七つものグループを結束させるほどの何かを、最優先で判明させること。私たちの初動捜査こそ勝利の鍵かぎよ。ここで事態を好転させなければ手て遅おくれになるわ。良いわね」

「了解」ニナ／鳳ら／通信官ら──斉せい唱しよう。

《了解》御影たち戦術班員の応答。

　ヘルガが席を立つ。「後は任せるわ。私は雲の上の人々に会いに行く準備をします」

「はい、長官」ニナ──自分用のマイクを手に取る＝素す早ばやく指示。「戦術班は各自、目標地点へ。危機レベルに応じて要撃小隊員を派は遣けんする」

　ヘルガは奥おくへ──待機室に入る／カーテンを閉めようとして、乙＋雛が顔を覗のぞかせる。

「ねえねえ長官。オレたちお願いがあるんですけど」

「乙さん、雛さん」鳳──すかさず叱しつ責せきモード。「長官の邪じや魔まをしてはいけません」

「構わないわよ、鳳さん。着き替がえながらで良ければね」

　乙＋雛が顔を見合わせる──ここぞとばかりに鳳を無視して待機室へ直じき訴そ体勢で突とつ入にゆう。

「お二人とも……」鳳──困こまり顔で二人に続く／きちんとカーテンを閉める。

「何かしら？」ヘルガ──上着を脱ぬぐ／手早い着替え＝壁かべにかけてある朱しゆ色いろのドレス。

「オレたちもテレビ出たいでーす」「色んなお洋服着たーい」乙＋雛──仲良く主張。

「テレビ？」

「オレたちと違うやつらがやってるみたいに」「ボクたちと違う子たちみたいに」

「違う……？」

「憲けん兵ぺい隊たいの特トツ甲コー児童のことですわ」鳳──渋しぶい顔。

「ああ……ＭＰＢのマスコミ戦略のことね」シャツを脱いでドレスを手に取る──その背に傷＝右肩かたから左腰こしへと雷らい火かのように走る火傷やけどの痕あとがあらわに。

　乙＋雛が目を丸くする──無む邪じや気きな質問。「長官、それどーしたの？」「大きな火傷ぉ」

「昔の傷よ」あっさりと受け流す──引き締しまった肢し体たいにドレスをまとう。花のような優ゆう雅がさ──それだけで武骨な待機室の中が華はなやかさを帯びる。

　手鏡でラインをチェック。「慌あわてて新調したばかりだけど、おかしくないかしら？」

　鳳──羨うらやむような視線。「よくお似合いですわ」

「ねー、長官ってば」「ボクもドレス着たーい」

　腕うで組ぐみ。「そうね……」

　不安げ。「あまり本気になさらないで下さい、ヘルガ長官」

「ＭＳＳも独自のマスコミ戦略を講じているし、いずれあなたたちにも協力してもらうことになるのは間違いないわね。でも多くの規則に左右される、気苦労の絶えない仕事よ。今以上に言動や行動を日常的に制限されても良いかしら？」

「どんな風に？」「どういうこと？」

「ちょっとした発言や行いが原因で、しょっちゅう怒おこられるってこと。鳳さんに、今よりもっと厳しく二人に接してもらう必要があるでしょうね」

　途と端たんに哀あわれっぽい顔に。「それじゃ死んじゃう」「殺されちゃうよぉ」

　呆あきれ顔。「そんな風に大げさな言い方をするものじゃありませんわ」

　身をすくめる。「……大げさじゃねーし」「……事実だし」

　ヘルガ──揺ゆれる車内で器用に化け粧しよう直し。「それでも良ければ、あなたたちを使ったマスコミ戦略を、今の時期から本格化するよう広報部へ指示するわ。どちらにせよ、小隊長である鳳さんの同意を、まずは得ることね」

　乙＋雛──揃そろって鳳を見る。

「ダ・メ・で・す」一いつ蹴しゆう──二人が恨うらめしそうに溜ため息を零こぼした。




　　　　Ⅲ




　ミリオポリス第二十一区フロリズドルフ──超ちよう高層ビルが建ち並ぶ地区。

　午後五時──教会のある第二十三区リーズイングとは、ドナウ川を挟んで反対側の地区へ地下鉄で移動。駅を出るなり、天を仰あおぐようにして林りん立りつするビル群を見上げる冬真。

「いつ来ても、まるで別の都市みたいですね、神父様」

　やや難なん儀ぎそうに階段を上って来て、同じく見上げるバロウ神父。

「……ミリオポリスはウィーンと呼ばれていた頃ころから、高層建築を拒こばんできた都市なのだがね。だがそれでは都市設計が立ちゆかなくなり、この第二十一区フロリズドルフのみに、七十階以上のビルを建てることが許されたのだよ」

　観光資源たる景けい観かんを損そこなう高層ビルは、条例により制限が課されるも、文化委い託たくにより保護すべき建物が増加──州境を大おお幅はばに拡かく大だいしてもなお土地が不足し、ただでさえ制限され続けてきた都市設計がいよいよ困難となり、住民投票を施し行こう。

　結果──第二十一区フロリズドルフでのみ〝超高層ビル特区〟として高層建築が許されることに。

　そしていったん規制が緩かん和わされるや、国内外の企き業ぎようが超高層ビルを建設──様々な批判をよそに、僅わずか数年で約三十件ものオフィスビルや高級ホテルや超高層マンションが林立。

　そして──二千十六年の今年、地区でも最高階層を誇ほこるビルが完成を目前に。

「地図ではこのすぐ先に──……」

　冬真──角を曲がった途と端たん、通りの先に立つ巨きよ大だいな物体に息を吞のむ。

　全高六百六十七メートル。

　百四十階建て超高層コンプレックス・システム・ビル──〈ヴィエナ・タワー〉。

　百を軽く超こえる商業用エリア／超高級マンション／医い療りようおよび治安および文化施設。

　冬真が手にした招待状によれば、十七階に設置予定の動植物園には千数百種類もの動植物が〝移住〟／文化性アピールのため、ビル内部に様々な文化建築を再現。

　遠目にはあり得ない煉れん瓦が造りに見える超硬こう化か建材を集積──半チューブ型構造体により、強度を保たもちながら多くのフロア面積を広く確保。

　数百基のエレベーター／多層式テラス／それ自体が一つの都市と言っても過か言ごんではない、現代建築の粋すいを極きわめた〝縦にしたノアの箱船〟と呼ぶべき巨大な塔とう。

「圧巻だな」バロウ神父──言葉とは裏腹に、さして感かん銘めいを受けた様子もなし。

「やっぱり、テレビで見るのとは全然違ちがいますね」冬真──素す直なおに感動。

　招待状──完成を目前としたタワーのお披ひ露ろ目め＝政財界や宗教関係者や著名人を集め、ミリオポリスの新たな中心地としてアピール。

　既すでに一いつ般ぱんに開放されているタワーふもとの公共エリアから入り、お披露目のためにいち早く内装を整えられた玄げん関かんホールへ。まだ水を張ったばかりの噴ふん水すい／金ぴかのエレベーターホール／ハイテク感たっぷりの硬化ガラスと鉄材の吹ふき抜ぬけ。

　着き飾かざった他の招待客たちとともに七階へ──広々としたフロア＝パーティー会場。

　ウエイターがグラスを差し出す──バロウ神父が、ふと手を止める＝かすかな震ふるえ。

「いただきます」冬真がすぐにフォロー──二人分のオレンジジュースを受け取る。

「ありがとう、冬真」そっと右手をさするバロウ神父。

「……痛みますか？」

「それほど酷ひどくはない。教会を出る前に薬を飲んでおいた」相手を安心させるように微笑ほほえみ、ゆっくりグラスを受け取る。「この季節になると決まってリュウマチの症しよう状じようが悪化する。……すまないね。これのせいで、いつもお前の貴重な勉強時間を割さかせてしまう」

「バロウ神父様のおそばにいる方が勉強になりますし、普ふ通つうは入れない場所にも入らせてもらえますから」本心からの微び笑しよう。「辛つらいときは仰おつしやって下さい──」

「おお、バロウ神父様」

　野太い声──巨漢の男／胸に閣かく僚りようバッジ／三白眼／むくみ気味の頰ほお／人一倍せり出した腹／分厚い手に握にぎったグラス＝蜂はち蜜みつ色のブランデー──人相の悪いヒグマの威い圧あつ感かん。

「ゴットフリート・シーレ内務大臣、お久しぶりです」穏おだやかに返しつつ、握あく手しゆを避さけて手を背後へ。「近頃は議員教会堂でのミサで、お顔を拝はい見けんしておりませんね」

「大臣職に就ついてからというもの夕方は決まって大事な用件が入ってしまうのですよ」

　冬真──神父様が担当するのは全すべて昼間のミサなんだけど、と心の中でだけ呟つぶやく。

「そうですか」あくまで穏やかなバロウ神父。

　内務大臣──強引に手招き。「エゴン局長。君も挨あい拶さつをしたまえ」

　歩み寄る男──瘦そう軀く／黒ずくめのスーツ／縁ふちなし眼鏡めがねの奥おくで光る神経過か敏びん気味の目／細長い指に絡からめたグラス＝血のような赤ワイン──さながら人間大の黒いカマキリの容よう貌ぼう。

　きびきびとした低い声。「常々、我わがＢＶＴの下部組織であるＭＳＳを通して捜そう査さに御協力頂き、感謝しております」

〝下部組織〟という語をやたらと強調──あくまで上層組織であるＢＶＴこそ全ての捜査の主導権を握っているのだという、あからさまなまでの誇こ示じ。

「市民として協力をしているに過ぎません。私の持つ知識は古くなる一方です。もうそれほど協力を請こわれることもないでしょう」

「いえ。兵器開発局の技術顧こ問もんであったあなたを、政府は常に求めております」

「昔のことですよ、エゴン局長」

「そうだぞ、局長。バロウ神父様はじきに多くの都市の教区を束ねるお方だ。政府の仕事も大事だが、何より多くの信者が神父様を求めておられる」内務大臣──笑顔を浮うかべれば浮かべるほど、人相の悪さのせいで、お世せ辞じすら何かの脅きよう迫はくに思える。「我が国民党は、数多くのカトリック教徒から支持されております。ぜひ次の選挙では、敬けい虔けんなる信者たちに、我らの党こそ教会の味方であることをお伝え下さい。我らは教会への寄付こそ、都市の安あん寧ねいにつながると確信しておりますゆえな」

　冬真──つまり金を払はらうから選挙で信者の票をくれと言うことだろうかと自問。

「教会の信者たちに代わって感謝を申し上げます。近頃は選挙に関心を持つ信者も少なくありませんが、投票に行くよう勧すすめましょう」

　やんわりとかわすバロウ神父──どの党に票を入れるかは口にせず。

「我が国民党こそ、この国の発展に貢こう献けんする党ですぞ、神父様。今期においても、エゴン局長の未来党と連立し、政権を堅けん持じするでしょう」ふと言葉を切る──そこらにいる議員や政府関係者を呼び寄せる。「──おお、君らも挨拶したまえ」

　ぞろぞろ集まってくる男女──どこまでも穏やかな受け答えを続けるバロウ神父。

　冬真──その光景に、なぜ教会がバロウ神父にタワーへの招待を担当させたか納なつ得とく。

　教会も政治とのつながりを失えば、いつどこで教会の保持に不利な政令や政策が打ち出されるか分からない。かといってその見返りに信者の票をとりまとめようとしたりすれば、明らかに政党政治の道具と化してしまう。バロウ神父は、どちらにも偏かたよらず、相手から反感を買わず、無用な波風を立てずに場を収める上では最適の人物だった。

　ふいに、客たちが左右に分かれて道を作った。

　低いモーター音──電動車くるま椅い子す。

　身なりの良い老人が、同じく綺き麗れいに糊のりの利きいた高価そうなスーツ姿の男女と、一人の青年を従したがえて接近──バロウ神父のすぐそばでぴたりと停止。

　老人──手入れの行き届いた白はく髪はつ／濁にごった灰緑の目アツシユ・グリーン／炯けい々けいとした闘とう犬けんのごとき眼光。

　電動車椅子のレバーを操そう作さしてきちんと神父に向き合い、ごろごろ喉のどに痰たんが絡からんだような、低いくせにやたらと迫はく力りよくのこもった声で言った。

「ようこそ〈ヴィエナ・タワー〉へ、トマス・バロウ神父。招待状を出させて頂いた、エルメンライヒ建設の最高経営責任者ＣＥＯ、ヴェンツェル・エルメンライヒです」

「ご招待にあずかり光栄です」

「カトリック教会とは、タワー内に教会堂を設置することで合意しておる。ぜひ教区の束ねとして、この後、タワーで最初の、ドイツ系民族のためのミサを執とり行おこなって欲ほしい」

　いきなり人種差別的発言──バロウ神父がちょっと意表を突つかれたようになる。

「……人種によってミサを分けるということは違い法ほうとされています」

「教会は一般開放のフロアではなく、このタワーの中でも選ばれた者だけが入れる場所に作られている。ここに集つどっておる政党の党員のほとんどがミサに参加する予定だ」

「私の教区ではありません、エルメンライヒさんヘル・エルメンライヒ。あくまで招待に応じさせて頂いただけで、勝手に私がミサを行えば教会内で問題になります」

　老人──みるみる顔が紅こう潮ちようする／興こう奮ふんで声が濁る／ごもごも喉が鳴る／何を言っているのか分からなくなる。「ここの教区の司祭は黒人……でご……どにも……のが……」

　どうやら、実際に言葉にならない方が世のためになるような発言を試みているらしく、周囲の内務大臣やエゴン局長たちが、ひやっとした表情になる。

　男女＝ボディガード兼けん世話係が、さっと左右から魔ま法ほう瓶びんに入ったお湯を差し出して飲ませ、喉スプレーを噴ふん射しや──老人の声こわ音ねが復活／ぜえぜえ息を切らせて言った。

「……ご執しつ行こう頂けない場合は、わしが執り行うことになろうが、よろしいか」

　啞あ然ぜんとなる他の招待客たち／冬真。バロウ神父に向かって、聖職を代わって務めると言い放つとは、その場にいる誰だれの予想をも越こえた。

　バロウ神父──なおも動じず。「夕食の前後に祈いのることを教会は禁じません」

　老人がミサと主張するものを黙もく禱とう扱あつかいに──笑いそうになった客たちの咳せき払ばらいが響ひびく。

「……お墨すみ付きが頂けて何よりですな」老人──怒ど気き＝表情を消してレバーを操作／男女とともにその場に背を向けて去る／青年が肩かたをすくめながら遅おくれて後を追う。

　バロウ神父──政治家たちに声をかけられる前に、傍かたわらの冬真を振ふり返る。「少し食事を頂いておきなさい。私はもう少しだけみなさんとお話をしてから頂こう」

　畏かしこまって立っていることに疲つかれ始めていた冬真は、素直にうなずいた。「はい、神父様」

　たちまち再開する政治家たちとの会話を穏やかにいなす神父に感心しつつ、その場を離はなれてビュッフェへ。他の何人かの客たちとともにテラスへ出て、ベンチで食事を摂とる。

　ふと、フロアの隅すみに並んで立つ、珍めずらしい者たちを見た。

　二人のアジア人の男性──どちらも初老。片方はスーツ、他方は着物キモノ。冬真の知識では、羽は織おり袴はかまも袈け裟さも法衣も、下手をすると柔じゆう道どう着ぎまで〝キモノ〟としか認にん識しきできないが、どうやらその男は、相撲スモーの力士リキシが着るたぐいのキモノを身につけているようだった。

　かといってリキシなみの巨きよ漢かんというのでもなく、むしろ棒のように瘦やせている。細いが頑がん丈じようそうな、やけに弾だん力りよくに満ちた植物──青竹を連想させるさっぱりとした風ふう貌ぼう。

　昔から観光名所であるこの都市に日本人がいるのは珍しくないが、フロアの招待客全員が白人だったため、〝珍しい〟と思ってしまった。先ほどの老人の差別的言動からすると、あえて白人ばかり集めたのだろうか──と考えていると、横合いから声をかけられた。

「やあ。ここ、いいかな」

　あの老人──エルメンライヒ氏とともにいた青年。

　二は十た歳ちそこそこ──灰色がかった金髪／老人と同じ灰緑の目アツシユ・グリーン／すっきりとした長身／にっこり笑うと目が細くなる──親しげというより、丁てい寧ねいに作った仮面を思わせる表情。

「どうぞ……」横へずれつつ、自分に話しかける者がいることに単純に驚おどろいていた。

「うちの父が失礼したね。大きなイベントがあるせいで少し興奮気味なんだ」

「……そうですか」イベントとはこのタワーのお披露目のことだろうかと思いながら、別のことに気を取られた。「ご子息の方ですか」

「ハインツ・エルメンライヒ」手を差し出す──無機的な微び笑しよう。「孫じゃないよ」

「はあ……」素す直なおに握あく手しゆに応じる。

「君のことは知ってるよ」手を握にぎったまま、驚くことを言った。「トマス・バロウ神父の生徒だった、あのメンデル博士の息子むすこさんだろう？」

　大いにびっくりする。「どうして、それを……？」

「精密機械工学を学んでてね」まだ手を握っている。「それと、ずっと気に入って乗っている車があって、その設計者に興味があったのさ」力を込めて握り、やっと放した。

「ああ……」納得する──亡なくなった冬真の父＝大手車メーカーの専属設計技師。

「噂うわさじゃ君の父上も、政府から仕事を依い頼らいされていたそうじゃないか」

「環かん境きようエネルギー省の下で、環境保全を考えた車の開発をしていたって聞いてます」

「憧あこがれるな。まさに花形だよ」

　臆おく面めんもない讃さん辞じ──さすがに悪い気はしなかった。「ありがとうございます」

「畏まらないで。君は僕にとって憧れの人の息子さ。僕の方が畏まっているくらいだ」

「それは……光栄です」

「君は将来の専せん攻こうは？」

「まだ決めていませんが、多分、数学か工学だと思います」

「良ければ明日、うちに遊びにおいでよ。今ならまだ作りかけの場所が沢たく山さんあるからね。自由に案内してあげられるよ。僕が組み立てに参加しているものを君に見てもらいたい」

「うちというと……？」

「ここ」すぐ背後で、天を貫つらぬかんばかりにそびえるタワーを指さす。「二週間前から父と一いつ緒しよに住んでてね。居住者第一号にして、今のところ唯ゆい一いつの住民さ」

　やっと相手の言っていることを理解した。「〈ヴィエナ・タワー〉に住んでるんですか」

「もちろんタワー内のマンションの一つにね。これ全部がうちとはさすがに言わないよ。もっとも父は、これを自分のものみたいに言うことがあるけどね」

　確かに言いそうな気がした。「組み立てているものって、なんですか？」

　微笑──最初に見たものと一ミリとしてずれのなさそうな表情。「大きな電子レンジ」

　意表を突つく答え──なんの比ひ喩ゆかと想像を働かせかけたとき、ざわめきが起こった。

　思わずそちらを見やる──テラスにいる者たちが地上を指さして話している。

「ああ、やっぱり止められなかったんだ」青年が立ち上がる──冬真を手招きする。「ねえ。このタワーの、世間でのもう一つの呼び名を知ってる？」

「さあ……」

「見れば分かるよ。来てご覧らん」

　すっかり相手のペースに引きずられて起立──青年の後を追ってテラスの端はしへ。

　そのあまりに桁けた外はずれの光景に、冬真は愕がく然ぜんとなって言葉を失った。

　眼下を埋うめ尽つくさんばかりに集まった、数千人規模の──老人たちの群。

　薄うす暗ぐらい曇どん天てんの下、タワー周辺のあらゆる路上に群れ集い、後から後から数を増やし、止めようもない異常現象が発生したかのごとく蝟い集しゆう。

　その様子を見つめながら、青年が笑えみを浮うかべて言った。

「別名、〝老人殺しの塔とう〟さ」
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　ＭＳＳ通信車両──モニターに映し出される巨大な老人たちの群＝テレビのニュース。

　ニナ＝携けい帯たい電話へ。「ヘルガ長官の車は無事にタワーに着いたな？　よし、そのまま長官の護衛に徹てつしろ。デモは現地警官に任せて手を出すな。襲撃情報についても憲けん兵ぺい隊たいが既すでに動き出している。我々の仕事ではない」

　通信アウト──パタンと携帯電話を畳たたむ／ほっと安あん堵どの溜ため息。

「ぎりぎりだったな。あと五分遅れていたら長官がデモに巻き込まれていた」

　入り口付近にて、おまじないを与あたえている鳳──星座の印が記しるされた香りつき絆ばん創そう膏こう。

　乙──ほっぺた＝魚座の印＝スモモの香り。

　雛──小さな鼻の頭＝山や羊ぎ座ざの印＝パインの香り。

　あぐらをかいて席に座すわる乙が、ロリポップをガリガリ囓かじりながらモニターを指さす。

「なんで、じーちゃんとばーちゃんたちが、あそこに集まってんの？」

　鳳──呟つぶやくように。「高こう齢れい者しやに対する福ふく祉しカットへの抗こう議ぎデモ……ですわね」

　雛──怖こわいものを見るように首をすくめている。「……洪こう水ずいみたい」

　乙──合点せず。「どういうこと？」

　ニナ──鋭するどくモニターを見つつ説明。「第二十一区フロリズドルフのビル建設には、市民の雇こ用ようおよび商業利益を見込み、ミリオポリス市が多額の出資を行っている。そしてその出資で、ある問題が浮うき彫ぼりになった。すなわち福祉予算の一つ、社会保障費の急激な減退だ」

　乙＝眉み間けんに皺しわ──決して子供向きではない説明に不満げ。「それって、どーいうこと？」

　鳳＝フォロー。「普ふ通つう、働けなくなったお年寄りや、体の不自由な方には、都市が生活保護のためのお金を出すものです。けれども、いつの間にか、そのお金がほとんど支給されなくなっていることが、問題になっているのですわ」

「ふーん。なんで？」

「市議会は、高齢者が生活保護を必要としていないと主張しているが、実際は財政の立て直し策だ。超ちよう少子高齢化で福祉費用が莫ばく大だいな額になり、都市財政を圧あつ迫ぱくする。出て行く一方の福祉予算をカットし、商業的に有用なビル建築などへの投資を優先させた」

「……お金が勿もつ体たいないから、じーちゃんやばーちゃんを助けないでビル作ったわけ？」

「簡単に言えばそういうことですわ。それで州議会が、高齢者や体の不自由な方々を市が見殺しにしていると批判を始めたのが議論の始まり。以来、あらゆる政治的な場面で話し合われ続けているけれども、いまだに問題の解決には至いたっていません」

「そんで怒おこって集まってんだ」乙──漠ばく然ぜんと理解。「ニナ、襲撃って言ってなかった？」

　雛──怖いもの見たさ／ちょっとわくわく。「あの人たちがビルを襲おそうのぉ？」

「いいえ逆ですわ。あの方々への襲しゆう撃げきを企たくらむ者たちがいるということです」

「じーちゃんとばーちゃんたちを？」「なんでぇ？」乙＋雛──皆かい目もく分からず。

「福祉の取り合いだ。失業者たちが保護を求めて、高齢者への生活保護を取り消させたがっている。また福祉カットされた高齢者の大半が移民の血筋の者であることから、特に失業中のドイツ系市民が憎ぞう悪おの的にしている」

　モニター＝地区の危険レベルが上じよう昇しよう──〝推すい奨しようされた武力行使〟の状態に。

　遅おくれてテレビのニュースを通して届く銃じゆう声せい──にわかにビル街に響ひびく闘とう争そうの音。

　テレビ局の空くう撮さつヘリが、銃を握る男たちを映す──スキーマスク／大量の銃器で武装。

「始まったな」ニナ──モニターを一いち瞥べつ。「極きよく右うグループ〈純粋兵士ラインゾルダート〉……貧ひん困こん層そうの白人たちの中でも、人種差別を心の支ささえにして群をなしているような連中だ」

「うぇ……」雛──怖そうに身をすくめる。

「銃を買う金あんじゃん」乙──囓り終えたロリポップの棒をガジガジ甘あま嚙がみ。

「彼らは実行グループに過ぎません。銃器の購こう入にゆう資し金きんを与えた者が他ほかにいるはず」鳳──怒いかりと悲ひ愴そうをたたえた瞳ひとみ。「互たがいに助け合うべき市民が……なんということを」

　襲撃犯たちの無む謀ぼうな突とつ進しん──たちどころに待機していた憲兵隊に取り囲まれ、老人たちの群には一発として銃じゆう弾だんを浴びせることなく射しや殺さつ／逮たい捕ほ／鎮ちん圧あつされてゆく。

　あっと声を上げる乙──テレビの画面内に自分と同い年くらいの少女の姿を発見。

　特トツ甲コー児童──憲兵隊が擁ようする、自分たちとは別の機械化された戦いの子ら。

「テレビ出たーい！」「お洋服欲ほしいー」乙＋雛──激しく再燃する要望。

「いい加減になさい」鳳──いよいよ憤ふん激げきモードへ。「あれは、あくまで治安維い持じの一環であって、個人が目立つためにしているのではありませんっ」

「……でも有名じゃん」「……目立ってるし」乙＋雛──びびりつつも弱々しく反はん抗こう。

「我々の仕事ではない」にべもないニナ──モニターを監かん視し。「戦術班はんが、散在する電力消費施し設せつの特定に入った。じきに敵グループが実在する証しよう拠こをつかむ。脅きよう威いが存在する前提で、第二態勢へ移行。先取攻こう勢せいによる要撃準備！」

「了りよう解かい」鳳──起立。「さ、あたくしたちにはあたくしたちのお仕事があります」

「オレ絶対、有名になるから」「お給料でいっぱいお洋服買うから」

　席を立つ乙＋雛──鳳が後部扉とびらを開く／走行中の車両から身を乗り出す。

「では行って参りますわ、ニナさん」

　ニナの激げき励れい。「お前たちの都ま市ちを守れ、妖精スプライトたち」

　にっこり微び笑しよう──宙へ手を差し伸のべる。

「転送を開かい封ふう」

　にわかに唸うなり──獣けものの咆ほう哮こうにも似た音とともに、手足がエメラルド色の輝かがやきに包まれる。

　指先から粒りゆう子し状じように分解／置ち換かん──一いつ瞬しゆんで機き甲こう化か。

　車両から跳ちよう躍やく──その背で翻ひるがえる、大きな大きな紫むらさき色いろのアゲハチョウの羽。

　優美な紫の光こう沢たくを放つ、滑なめらかなフォルムの鋼鉄の手足。

　宙でさらに転送＝右手に非常識なサイズの特大兵器──磁じ化かされた弾だん丸がんを千発単位で高速射出する、十二・七ミリ超ちよう伝でん導どう式重機関銃を軽々と運うん搬ぱん。

　二人の追つい随ずい──機甲化／車両から離り脱だつ。

　青く輝くトンボの羽／黄色いスズメバチの羽──紫の輝きとともに見る間に上空へ。

　分厚い灰色の雲の下、三つの輝きが北上。

　鳳──三人の中で最も安定した飛行／自分の体重の何倍もの重量を容易に運搬／決して姿勢を乱すことのない高度な揚よう力りよくと平行移動ホバリング能力。

《戦術班に合流。脅きよう威いが出現し次し第だい、これを要撃。乙さんは戦術班第二班、雛さんは第三班を追随。副官の判断に従い、相そう互ごに要撃を支し援えん。よろしいですわね、お二人とも》

《ドキドキしたーい！》乙──三人の中でもずば抜ぬけた高速飛行＝鋭い形の鋼鉄の手足／四つの関節を持つ長大な腕うでに内蔵された灼刃機能ヒートブレイドのスイッチを早くもオンに。

　加速／加速／さらに加速──弾丸のごとき速度で目標地点へまっしぐらに飛行。

《うぇ……》雛──変わらず両耳にヘッドホン＝散開の心細さで身をすくめ、三人の中で最も曲芸飛行に長たけた羽を震ふるわせ、本人にしか意味が分からない複雑怪かい奇きな軌き道どうを選せん択たく。

　丸いフォルム／危険をアピールする警告黄色アンバー・ライト／左腕に爆雷マインの束／右腕に火炎放射器フアイアーブラスター──数キロ四方を焼き尽つくす剣けん吞のんな武器を、いつでも使えるよう身構えて目標地点へ。

　鳳──顎がつ骨こつに移植された通信器／脳内チップ＝脳の視し聴ちよう覚かく野やにダイレクトに飛び込んでくるデータで、二人の動き／ＭＳＳの部隊配置／周辺状況を同時に確認。

　御影が率ひきいる第一班を追って飛行──時速百五十キロをぴたりと維持。

　突然、背の羽が優すぐれた探たん査さ機能を発はつ揮き──いち早く異変を察さつ知ち。

　だが脳のう裏りに浮うかぶデータの意味が分からず、速度を落として頭上を仰あおいだ。

「何……？」

　宙でホバリング──びゅうびゅう吹ふきすさぶ風／背で長い髪かみが翻ひるがえる。

　抗こう磁じ圧あつ発生装置──通つう称しよう〈飾オりー耳ア〉による防護＝頭と胸むな元もとを、風圧・熱・衝しよう撃げきから守る、目に見えないヘルメット越ごしに、空を凝ぎよう視し。

　ぴりぴりと羽を震わせる何か──いきなり探査データがノイズまみれに。

《なにこれ、鳳ぁ⁉》《変だよ鳳、お空が何か変》

　乙＋雛も同じ異変を察して無線通信──だが鳳にも答えを出せず。

　機銃を握にぎる手に力がこもる──空を睨にらむ。

《お二人とも、その場に警けい戒かい待機。何かが来ます》

　得体の知れない気配が、どんよりたれ込めた雲の向こうから、にわかに迫せまってきていた。
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　ミリオポリス第二十一区フロリズドルフ──〈ヴィエナ・タワー〉七階テラス。

　地上の激しい闘とう争そうを呆ぼう然ぜんと見守る冬真／客たち。

「意味ないよ。あんなことしたって何も変わらない」青年──ハインツの呟き。群れをなす老人たちのことのようでも、襲撃犯たちや憲兵隊のことを言っているようでもあった。

「中に戻もどろう。だいぶ冷えてきた」

「……はい」

　つい相手に従いながらも、びっくりしていた。今まさに、身をもって市政へ窮きゆう状じようを訴うつたえようとする老人たちを、同じ市民でありながら攻撃しようとする者たちがいて、さらにそれを容よう赦しやのない武力で鎮ちん圧あつする憲兵たちが、激しい銃火を放っているにもかかわらず、退たい屈くつな見せ物だとでも言うように背を向けたのである。

　だが、テラスから地上を見ていた他の客たちも、同じように屋内に戻ってきていた。

　あの二人の日本人だけがなおも地上に目を向けているが、それ以外はみな、市民の悲ひ劇げきなど自分たちとは無関係だと決め込んでいるようだった。彼らが今いる場所こそ、地上の混こん沌とんたる有様の象しよう徴ちよう──ハインツの言葉を借りれば、〝老人殺しの塔とう〟だというのに。

「タワーの関係者が、あのデモを市が許可しないよう働きかけてたんだけどね。それも意味がないな。集まりたければ集まらせれば良いんだ。どのみち第二十一区フロリズドルフのビル建設なんて、市の財政問題の、ほんの一部に過ぎないんだし」

　冬真──市民のデモを操そう作さしようとしたということにも驚おどろいたし、それを平然と口にする青年にも呆あつ気けに取られた。急に居い心地ごこちが悪くなり、咄とつ嗟さにバロウ神父の姿を求めたが、相変わらず内務大臣たちに囲まれていた。

「あの程度の騒さわぎ、すぐに何もなかったように鎮しずまる。そうだろう、エゴン局長」

　内務大臣の吠ほえるような声──客たちに自分の立場の堅けん固ごさをアピール。

　こともなげに返すエゴン局長。「あのような襲しゆう撃げきの情報は事前につかめます。ＢＶＴが誇ほこる最適部隊配置によって、治安は万全です」

　バロウ神父は何も言わず、ただ穏おだやかに佇たたずみ続けている。

「君の師も大変だね」ハインツ──冬真の視線を察し、淡たん々たんと同情の念を表明。「あんな連中が幾いくらわめいたって、この都市は何も変わらない。みんな、いつの間にか出来上がってしまったルール通りに、自分たちの役を演じてるだけさ」

「はあ……」冬真──相手の言うことが、どんどん虚きよ無む的てきというか厭えん世せい的てきになってくるのへ戸と惑まどい、相づちを打つのが精せい一いつ杯ぱい。

　エゴン局長──きびきびとした演説口調。「特にこの第二十一区フロリズドルフは、国連都市を擁ようする第二十二区ドナウシユタツトと並んで、最も重要な地区の一つ。選えりすぐりの部隊を配置しています」

　ふいに艶つややかな声。「その代わり、ドナウ川を挟はさんだ向かいの地区はいまだ手て薄うすの状態」

　歩み来る女性──優ゆう雅がな足取り＝ヘルガ。

　見送ったはずの相手が装よそおいを変えて登場──目を丸くする冬真／予期していたかのように動じないバロウ神父。

　エゴン──ただでさえ神経過か敏びん気味の目つきが、ますます過敏に。「ドナウ川の対岸にある第十九区デープリングおよび第二十七区ヴイーナーヴアルトに、部隊を配置するほどの重要施し設せつは存在しない」

「確かに政治的には重要ではないかもしれません」ヘルガ──艶やかに応おう酬しゆう。「ですが、第十九区デープリングには市の給水ラインたる浄じよう水すい場じようが、第二十七区ヴイーナーヴアルトには観光資源たる、この都市古来の伝統的景観が存在しておりますわ。そのどちらも、治安状態が年々悪化していることから都市開発が停てい滞たいし、犯罪の温おん床しよう地帯となりつつあります」

「市政にさして影えい響きようを与あたえぬ、取るに足らぬ犯罪だ」

　ヘルガ──バラの花のごとき微び笑しよう／猛もう烈れつに鋭するどい棘とげ。「重要人物が住む地区でない限り、市民の被ひ害がいなど取るに足らないと？　多くのテロ組織が、治安の不備をついて同地域を拠きよ点てんとしている可能性があっても？」

「そのような空想をいちいち考こう慮りよしていては治安組織の秩ちつ序じよは保てん」

「マスターサーバーによる解かい析せきに基づいた予測データを空想とするならば、治安組織のみならず全すべての市政が空想によって管理されていることになりますわ」

「まあまあ、二人とも」内務大臣──話の内容が過か激げきになることを恐おそれて割って入る。「ずいぶん遅おそいご登場ではないかね、ヘルガくん」

「これは失礼いたしました内務大臣閣かつ下か。国連ビルでの、テロ被害への弔ちよう慰い会に出席していたもので。てっきり大臣も、そちらに出席しているとばかり思っておりましたわ」

「あちらには党が電報を出しておる」内務大臣──咳せき払ばらい。「……党と言えば、君が来るとは意外だな。州知事である君の兄上は、ビル特区に反対する社会党員ではないのかね」

「兄妹きようだいだからといって党派的な立場を共有しているわけではありませんわ」穏やかに返す──さらりと棘を刺さす。「それに先月の市議会で、ビル特区は決して党派抗こう争そうの場ではないと国民党自ら明言したのでは？」

　さらに咳払い。「むろんだ。特区は市民の利益であって、党の利益ではないからな」

　ヘルガの登場で政治家たちから解放されたバロウ神父──それとなく退いて輪の外へ。

　冬真が神父のそばへ行こうとしたとき、ハインツが声を上げた。「見ろ、特トツ甲コー児童だ」

　思わず振ふり返る──鳳たちの姿を探す。

　先ほど冬真が出たのとは反対側の、まだ外装が完成していないため閉へい鎖さ中のテラス──

　そこに、戦いのための鋼鉄の手足を備えた、鳳とは全く違ちがう少女がいるのが見えた。

　他の客たちも、遠い地上の出来事であるはずの事件の渦か中ちゆうにいる者が、いきなり自分たちと同じ高さの場所に現れたせいで、驚いたり眉まゆをひそめたりしている。

　かと思うと、先ほどの老人──エルメンライヒ氏が、男女の秘書兼けんボディガードをつれて閉鎖中のテラスへ出て、少女に何やらわめき始めたようだった。

「やれやれ」ハインツ──一いつ瞬しゆん、仮面ではなく普ふ通つうの表情に。「きっとタワーに入るなって文句をつけてるんだ。公こう務む執しつ行こう妨ぼう害がいで逮たい捕ほでもされたら良いニュースになるよ」

　むしろそれを望むような口調──いつも年老いた父親に振り回されていると言いたげ。

「父は、ある事情で体が駄だ目めになって以来……おっと、また来た」

　テラスに、なんと二人目の特甲児童が到とう来らい──最初の一人とともに老人と向き合う。

　鳳たちとは違って空中機動装備はなし──強力な四し肢しを駆く使しして軽々と七階まで跳ちよう躍やくしてきたらしい。どちらもびっくりするくらい体のラインが浮うき彫ぼりになる姿で、確かに鳳たちに比べて、人目を引くことを目的とするような格好だった。

　ふいに老人の左右に控ひかえていた男女のボディガードたちが前へ──特甲児童と対たい峙じ。

　呆あきれるハインツ。「参ったな。父がけしかけたんだ。ちょっと止めてくるよ……」

　そのとき。

　ズダーン！　と、タワーのどこかで崩ほう落らくが起こったかのような轟ごう音おんが響ひびき渡わたった。

　騒そう然ぜんとなる客たち／何人かが驚いて落としたグラスが床ゆかで砕くだける／窓辺にいた者たちが空を指さして言葉にならぬ声を上げる／冬真──啞あ然ぜん。

　炎ほのおの塊かたまりが凄すさまじい勢いで空を横切り、いっとき辺りを茜あかね色いろに染め上げたのだった。
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　曇どん天てんの空を二つに引ひき裂さくかのような軌き跡せき──巨きよ大だいな炎が大気を震ふるわせて落下。

「星……⁉」鳳──まさかと思いながらも、その言葉を口にする。

　炎の帯を長く引き、北部の森へ──遥はるか遠くで、一瞬、ぱっと光が爆はぜる。

　僅わずかな間──やがて、ドーン！　という音が彼方かなたから届いてきた。

《なになに、あれなに鳳ぁ⁉》《なんなの敵なの鳳ぁ？》

　頭上では、炎の爪つめ痕あとが風に流され拡かく散さん──あっという間に消えていった。

《わ……分かりません。ニナさん？》

《こちらでも何かが落下したとしか分からない。解析班はんの報告では、同じタイミングで敵メッセージが発生。現在、解読中だ。〈紫火アメテユスト〉は戦術班第一班とともに落下現場へ。〈青火ザーフイア〉は第二班とともに後方支し援えん。〈黄火トパス〉は第三班とともに捜そう査さを続行。何が起こったか各方面から確かめろ》

《了りよう解かい》鳳──さっと気持ちを切り替かえる／行動に出る。《聞きましたわね、乙さん、雛さん。お二人は戦術班との合流を急いで。あたくしが、何が起きたか確かめます》




　ミリオポリス第二十一区フロリズドルフ──〈ヴィエナ・タワー〉。

　ざわめく客たち──啞然となったまま空を見つめている冬真。

　ふいに傍かたわらで、ぼそっとした声。「ソドムとゴモラだ」

　ハインツ──これまでに見た中で、最も分厚い、といった感じの、仮面的な笑えみ。

　どういう意味か訊きこうとしたとき、背後でヘルガの声が鋭く響いていた。

「たった今、仮想現実空間で敵メッセージが発生。解析班が解読に成功」

　振り返る──ヘルガの手に携けい帯たい電話／艶えん然ぜんとした笑みが消えた威い厳げんに満ちた表情。
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　早くも巨体を震わせ狼ろう狽ばいの内務大臣。「あ……あれが、何らかのテロ行こう為いだと？」

「一見して主要区域に被害はない。テロではなかろう」エゴン──過敏さを増して。

「今、メッセージと言ったが、犯行声明のたぐいか何かかね？」内務大臣──これまでの経験からヘルガの言葉を優先／顔を引きつらせるエゴン。

「攻こう撃げきの意志を示すものであるかどうかは不明です。それ自体が暗号かもしれません」

「暗号……？　どんなメッセージだというのだ」

　苛いら立だたしげなエゴン──ヘルガは、声を低めてそれを告げた。

「〝第一の天使が角笛を吹ふいた〟」




　飛ひ翔しよう──落下の軌跡をもとに目標地点を計算＝第二十七区ヴイーナーヴアルト／ウィーンの森の一角。

　無線通信＝御影。《あまり先行するな、お嬢様フロイライン。何があるか分からない》

《まだ正体を特定出来ませんの？》

《航空データに該がい当とうする機体はなし。軍事基地の演習事故でもない。考えられるとすればミサイル攻撃だが、解析班によれば何千キロも彼方から飛んできたことになるらしい》

《隕いん石せきですかしら》

《さて。テログループがメッセージを放ったのと、ぴったりのタイミングで隕石が降ってくる確率がどれほどのものか、私には判断しかねるな。──もう森に着いたのか？》

《間もなくですわ》

《四分遅おくれで到とう着ちやくする。それまで哨しよう戒かいに努めてくれ。敵の待ち伏ぶせもありうる》

《了解》速度を落とす／高度を下げる──機き銃じゆうを体の前面に構える。

　修道院の街クロースターノイブルクから西に十数キロ離はなれた森──ドナウ川を右手に見ながら、傾けい斜しやの多い森林地帯へ。

　重く垂れ込める夕ゆう闇やみ──行く手に、赤々と燃える炎／もくもくと噴ふき出す煙けむり。

　どうやら落下物が原因で森林火か災さいが発生──と思ったとき、火災現場から僅かに離れた場所で、ぱっと炎が上がった。

　燃え上がる木々──最初の火災現場と一つになって、巨大な火の壁かべを形成。

　自然現象ではない──何者かが落下現場を火で封鎖しようとしている。

　立ちこめる煙の中へ飛翔──〈飾オりー耳ア〉による抗こう磁じ圧あつが頭部を守り、呼こ吸きゆうを維い持じ。

　落下現場──炎の海。どこが正確な落下地点か、皆かい目もく不明。

　その場に滞たい空くうして羽の探査能力を最大限に発揮──なんと次々にヒット。最低でも二十から三十の、まず間ま違ちがいなく人間であろう物体が、幾いくつかのグループに分かれて移動中。

　ただちに追つい跡せきはせず──出来る限り多くの探査情報を収集＝本部と他部隊に転送。

　ふいに人間ではないものが探査にヒット──車両＝大型トラック×三台。

　大きなコンテナを運うん搬ぱんしながら火災現場付近から走り去ろうとしていた。

《森に到着した》トラックから数キロ離れた地点──軍用機体ケーフエル×四台が登場。

《不ふ審しんな車両を発見》

《捕ほ捉そくしている。これほど大勢の人間がいるとは驚きの現場だ。第二班を応援に呼んだ。乙くんも追つい随ずいさせてくれ。一いつ般ぱんのハイキング客かもしれんが、片かたっ端ぱしから捕とらえたい》

《了解。──乙さん？》

《なんかドキドキしてきたねーっ‼》

　浮うき浮き返答──五分以内に到着することを確かく認にんし、鳳が飛翔を再開。

　追跡──移動するトラック＝三台が距きよ離りを取って縦列に走行。

　間もなく軍用機体×四台が、トラックを後方から追跡──距離を詰つめる。

　いきなり最後尾のトラックがコンテナを開放＝傾かたむく荷台──巨大な槍やりのような鉄骨が何本もばらまかれる／跳はねる／軍用機体へ向かって飛んでくる。

　軍用機体がアームを展開──鉄骨を弾はじく・受ける・かわす──数機が道を外れて退たい避ひ。

《なんとなんと》御影の戦意を秘めた呟つぶやき／機体の脚きやく部ぶを展開して森を進行。《我々が来ることを予想していたらしい。何が何でも捕つかまえてやるとしよう》

　鉄骨を放ったトラックが斜ななめに停車＝道を塞ふさぐ──運転手が降りて二台目に乗り込む。

　軍用機体がトラックをどかそうと迫せまるや──にわかに閃せん光こう。

　トラックが爆ばく発はつ炎えん上じよう──炎と破は片へんを食らって足止めされる戦術班。

　鳳がすかさず速度を上げて方向転てん換かん──先頭のトラックの行く手へ先回り。

　軍用機体が態勢を立て直して道路を驀ばく進しん──行く手に速度を上げる二台目のトラック。

　広がる火災──白はく煙えんの中を追走する軍用機体＝まるで深い霧きりの中を追うよう。

　鳳＝待ち伏せ地点に向かって加速／機銃を掲かかげる──濛もう々もうたる煙けむりの向こう側を探たん査さ。

　はっとなる。《二台目が、先頭の一台と違うルートを選せん択たく。二手に分かれています》

《なんと》御影──感かん嘆たん。《最初の一台で食い止めると思わせ、二台目で攪かく乱らんか。こいつは地味だが見事な指揮だぞ。先頭車両を阻そ止ししてくれ。こちらも二手に分かれる》

《了解》待ち伏せ地点に到達──機銃を構え、煙の向こう側へ狙ねらい定さだめる。

　間もなく煙の向こうから先頭のトラックのヘッドライトが見えたとき。

　突とつ然ぜん、何かの照準器の光線が、自分に向けられていることを羽の探査がとらえた。

　一秒にも満たない時間において、脊せき髄ずい反射レベルの迅じん速そくさで体をひねった──刹せつ那な。

　衝撃。

　飛来した小さな何かが、驚くほど正確に体の中心へ迫るも、咄とつ嗟さの鳳の動きと、抗磁圧による目に見えないヘルメットによって、狙いと軌き道どうを逸そらされた結果──

　右側頭部の〈飾オりー耳ア〉を木こっ端ぱ微み塵じんに打ち砕くだいていた。

　凄すさまじい一撃──肉体から意識が叩たたき出される／視界が真っ白になる。

　遅れて探査された銃声──とてつもない遠距離から飛来した一発の弾丸。

　散り散りになる意識──敵のメッセージ／ロートヴィルト／狙撃用ライフル。

　だがそれらをはっきりと認識する間もなく、鳳は深い暗くら闇やみに吞のまれ、落ちていった。







　第二の角笛　〝燃もえ盛さかる山のようなもの〟
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《どうした、お嬢様フロイライン！》

　驀ばく進しんする軍用機体──それよりも遥はるかに早く飛ひ来らいする青い輝かがやき。

《鳳アゲハーっ‼》凄すさまじいまでの加速──弾だん丸がんと化して通信が途と絶だえた地点へ到とう達たつ。

　木々の枝に輝き──落下の衝しよう撃げきで引き裂さかれた〈羽フエデール〉の断だん片ぺん。

　さらに下方──紫むらさきの輝きに包まれたようになって横たわる鳳。

「鳳‼」舞まい降りる──愕がく然ぜん。《〈飾オりー耳ア〉が壊こわれてる！　頭から血が出てるよっ！》

《うぇ……》別の場所にいる雛ヒビナ＝泣きべそ。

　無線通信＝ニナ。《落ち着け、〈青火ザーフイア〉。他ほかに〈紫火アメテユスト〉の負ふ傷しよう箇か所しよは？》

《分かんないよっ。空から落ちた。どこかもっと壊れてるかも。ねえっ、どうすんのっ》

《冷れい静せいになれ。火か災さいのせいで道が塞ふさがれている。お前が本部へ運ぶしかない。くれぐれも頭部を揺ゆらすな。負傷者の応急処置訓練を思い出しながら運うん搬ぱんしろ》

　乙ツバメ──ぐっと奥おく歯ばを嚙かみしめる／動どう揺ようをこらえる／長大な腕うでで鳳の体を抱かかえ上げる──相手の手が機き銃じゆうを握にぎったままなのに気づく。

　とんでもない重量の武器──手から離はなさせようとしても離れない。

　乙の即そく断だん即そつ決けつ＝右腕の灼刃ヒートブレイドが青白い炎ほのおを噴ふく。

「ごめんな、鳳ぁ」

　一いつ閃せん──鳳の右手首を切せつ断だん。

　機銃が大きな音を立てて地面に落ちる──鳳を抱えた乙が空へ舞い上がる。

　紫の輝きが青い輝きに抱いだかれ、火と煙けむりが渦うず巻まく森から、暗い夜空へ飛び立っていった。




　ミリオポリス第二十八区ラインブレヒト──燃え盛る森から四キロほど離はなれた地区。

　木立の間を、一人の男が足早に進んでいる。

　日焼けした骨ほね張ばった頰ほお／暗くら闇やみをやどしたような黒い瞳ひとみ／刈かり上げた黒くろ髪かみ。

　一文字に引き結んだ薄うすい唇くちびる／鞭むちのように引き締しまった体／飾かざり気のない灰色の上下──背に担かついだ長大な超ちよう・長ちよう距きよ離り狙そ撃げき用ようライフル。

　腰こしに最新の測そつ距きよ器きと照しよう準じゆん器き／足には手入れの行き届いた軍用ブーツ／左腕にごつい多た機き能のう型がたの腕時計──最新の装備にもかかわらず、いささかも歩調を乱さず進むその姿は、現代の狙撃手というより、あたかも獣けものを追って山々を駆かけ巡めぐる太たい古この狩人かりうどの風ふ情ぜい。

　胸むな元もとで揺ゆれるもの──実用一いつ点てん張ばりの装よそおいの中で、それだけ飾りと呼べる品。

　紐ひもを通して首から吊つるした小さな牌─ブロツク─白い表面に不思議な文字＝『中』。

　小道に出て、すぐ先に停車中のリムジンに歩み寄り、無む造ぞう作さに後部座席に乗り込む。

「やあやあ。我われらがサムライ、ロートヴィルト・佐脇サワキのご帰き還かんだ。首しゆ尾びはどうかね？」

　陽気な笑え顔がおの男──禿はげ上がった頭／生気に満ちた緑の目／特とく徴ちよう的てきな鷲わし鼻ばな。

　上品な象牙色アイボリーのスーツ──光こう沢たくを放つネクタイ＝小さな真っ黒い手のマークを格こう子し状にプリントされた、妙みように不ぶ気き味みな雰ふん囲い気きを放つ品。

「あんたに要求された通りのことはした、リヒャルト」

　男──世の中のあらゆるものを遠くに突つき放したような、うろんそうな声。

「私のことはトラクルおじさんと呼んでくれたまえ。相あい棒ぼうは一いつ緒しよではないのかね？」

「クリシュナには陽よう動どうを指し揮きさせている。思ったより公安が優ゆう秀しゆうだ。運搬ルートを確かく保ほしただけでは追つい撃げきされるかもしれん」

「ほほう。いつも以上の念ねんの入れようだ。それだけこの計画が気に入ってくれたかね」

「昔からこの都市とは相あい性しようが悪い」ぶっきらぼうというより、石くれが声を放っているような抑よく揚ようのなさ。「この都市に来るたびに何かろくでもない目に遭あう」

「ではこの機会に、お互たがいそのジンクスを打ち破やぶろうではないか」

　にこやかに指を鳴らす＝運転席──三十代前後の男が、返事もせずに車を出す。

「第一陣じんが終しゆう了りようしたところで、早さつ速そく、ライフルの使い心地ごこちをリサーチさせて頂こう」

　男の膝ひざに置かれたライフル──銃じゆう床しようも引き金も漆しつ黒こくの色＝木炭のような黒い輝き。

「悪くはない」愛あい想そのかけらもない返答。

「プリンチップ社特製、超・長距離狙撃用ライフル〈ディオスクロイ〉──その最新型〈シャウラ〉だ。かの地上最強の狩人オリオンを抹まつ殺さつせんと送り込まれたサソリの、毒どく針ばりをあらわす星の名さ。サソリこそ狩人殺しの真の暗あん殺さつ者しやだ。世のあらゆる治ち安あん組そ織しきを出し抜ぬき、数々の困難な暗殺を成し遂とげてきた君に、ふさわしい一品ではないかね？」

　讃さん辞じに全く興きよう味みを示さず。「最初は軽さに戸と惑まどったが、もう慣なれた。例の空を飛ぶやつを一人撃うったが、死んだかどうかは確かく認にんしていない」

「それは驚おどろきだ。空中機動型の特トツ甲コー児童を狙撃するとは、君のその胸の飾り──『中アタル』の魔ま的てきな御ご利り益やくというわけかな」

「滞たい空くうしたところを狙ねらっただけだ」誰だれにでも出来ると言いたげな口調──無む造ぞう作さな手つきで胸の牌ブロツクをまさぐる。「こいつに祈いのるほどの相手でもなかった」

「特甲児童の空中機動を追つい跡せきできるだけでも恐おそるべしだ。もし仕し留とめていたら、この国で最初の特甲児童の殉じゆん職しよくとなる。さすが、プリンチップ社が投とう資ししてきた戦せん術じゆつ指し導どう者しや集しゆう団だん〈キャラバン〉の一員──見み事ごとな見けん識しき、見事な腕前、見事な戦線指揮だ。お陰かげで、第一の角つの笛ぶえは吹ふき鳴らされた。その調子で、残る六位の天使に角笛を吹かせ、ともにこの都市をかつてない恐きよう怖ふに陥おとしいれようではないか」




　ミリオポリス第二十七区ヴイーナーヴアルト──燃える木々／夜の闇やみにたちこめる白はく煙えん。

　消防隊／救急隊／警察隊の車の群──飛び交かうヘリ／そこら中に配置された照明車両。

　交こう錯さくする炎と煙とサーチライト──さながら戦場の光景。

　森を貫つらぬく道に、ずらりと並ぶ各機関の車。その一いつ端たんに停とめられたＭＳＳ通信車両。

　軍用機体×八台が、通行の邪じや魔まにならぬよう木々の間にて待たい機き。

　戦術班はん員いんが集合──専せん任にん士し官かんたる御ミ影カゲが、強い戦意を秘ひめた口調で事じ態たいを説明。

「二台目のトラックを発見したが無人だった。見事な攪かく乱らんだ。逃にげた三台目を、解かい析せき班が追跡中。また今もなお、二十名規き模ぼの敵集団が、森の中を動き回っている」

「トラックと森にいる方と、どちらが囮おとりか分からない」日向ヒナタ──腕うで組ぐみ。「大規模な攪乱をコントロール出来るほど優秀な敵か？」

「要撃地点に移動した鳳くんを、さらに待ち伏ぶせするほどの、度ど肝ぎもを抜く戦術指揮だ」

「地ちの利りがなければ不可能だ。この都市の出身者かもしれん」

「この都市で育った私が見事に裏をかかれたがね。さて、海外の傭よう兵へいには、見知らぬ土地を自由自在に動き回るやつがいるが……」ふと空を見上げる。「我らの妖精スプライトが合流だ」

　黄の輝きがサーチライトを避さけつつ到とう来らい──木立の間に、ふわりと着地ランデイング。

　雛──自じ閉へい的表情で御影たちを見つめる／ぽつんと口にする。「……鳳、死ぬの？」

　不ふ穏おんな直球発言──班員たちがひやりとなる／御影が優やさしげに言う。「いいや。そうした情報は入ってきていないよ、お嬢さんフロイライン」

「ボク、男の子だよ」ぽつんと返す。

「これは失礼、雛くん」鷹おう揚ように言い直す。「君の小隊長は不ふ屈くつの戦意の持ち主だ。すぐにも戦線に復ふつ帰きするだろう。……ニナに言われてここに合流したのかね？」

　人形のように変化のない表情──やたらと澄すんだガラスのような透とう明めいな目。「どこも、ぶんぶん鳴ってるだけ。黄色くないの。ぶんぶんしてるけど夕日みたいなのはないの」

「何の暗号だ……？」日向──眉み間けんに皺しわ。

「おそらく奥深い隠いん喩ゆか何かだろう」真ま面じ目めな調子。

「敵てき施し設せつを何か所か特とく定ていしたということだ」ニナ──携けい帯たい電話を手に通信車両から出てくる。「どこも放ほう棄きされていた。解析をもとに捜そう査さを仕切り直す。それと……たった今、落下物の正体が判はん明めいした。人工衛星だ」

　班員たちが一様にニナを注ちゆう視し──ぼんやりした表情のままの雛。

　御影＝代表して聞き返す。「人工衛星だと？　確かなのか？」

「ロシア大使館の情報だ。落下したのはロシアの気き象しよう観かん測そく衛えい星せい〈アンタレス１１４０号〉。落下原因と、衛星の構造データを持ったロシア特とく務む官かんが、こちらに向かっている」

　面めん食くらう御影。「では先ほどのトラックは、人工衛星を運搬していたというのか？」

「情報によればトラックに積める大きさではない。部品パーツを分解した可能性がある」

　日向──訝いぶかしげ。「敵は、衛星の落下場所を知っていて森に部隊を配置したのか？」

　御影──呆あきれ顔。「なんと途と方ほうもない。そんなことが可能なのか？」

　ニナ──平静に。「確かなのはロシア側がそう言ったということだけだ。敵の手段も衛星の正体も分からない。本当に気象観測用の衛星か疑問だと、ヘルガ長官は仰おつしやっていた」

「そのロシアの特務官とやらを、こちらで事じ情じよう聴ちよう取しゆすることは可能なのか？」

「いや」ニナ──険けわしい顔。「ＢＶＴ直ちよつ轄かつで、憲けん兵ぺい隊たいが行う。彼らが得た情報を回してもらうしかない。我々が任されるのはアメリカ大使館──十中八九、ＣＩＡだ」

　目を瞠みはる御影。「……なんと。教科書でしか知らん冷戦の再現だ。ＢＶＴがいつもの官かん僚りよう的てき発想で情報を独どく占せんしたがるのは分かるが、どんな理り屈くつでアメリカが関かん与よする？」

「それについてはヘルガ長官が探さぐって下さる。我々は予定通り、敵グループの実在を証明する。戦術班は一部、私とここに残って、森にいる敵の包ほう囲いを支し援えん。それ以外は解析班のデータをもとにトラックを追え」

「俺おれと二人が残ろう」日向──自分の上官にして相棒への気き遣づかい。「いいな、御影」

　戦意を込めた微び笑しよう。「ありがたい。獲え物ものに逃げられたばかりか、大切な要撃小隊員をみすみす負傷させてしまったままでは、寝ね覚ざめが悪い」

「雛、お前も彼らとトラックを追え」

　応こたえず空を仰あおぐ雛──ふいに青い輝きが到来＝雛のすぐそばで鮮あざやかに着地ランデイング。

　後に続くべき紫の輝かがやきを探す雛。「……乙ちゃん、鳳はぁ？」

「生きてるよ」ぶっきらぼうな返答──怒おこったように続ける。「目は覚めてない。医者が検けん査さしてる。一緒にいても何にもなんないからって、追い出された」

「本部ビルの医師たちはみな優秀だ。信用していい」

　ニナが言う──うなずきもせず、そっぽを向いている乙。

　御影が歩み寄る。「君の小隊長は、我々を支援するために負傷した。借かりは必ず返す」

「……別に、鳳が自分で決めてしたことだろ」

　むっつりと言って傍かたわらに目を向ける。なおも宙を見ている雛──紫の輝きの到来を期待／無意識のような仕草で、鼻の頭に貼はられた絆創膏おまじないを触さわっている。

　乙のおもてが、すっと引き締しまる──美しい刃やいばのような横顔。

　ひょいと機き甲こう化かした拳こぶしを突つき出し、雛の頭をぐりぐりして、こっちを向かせた。

「痛い」弱々しげな文句──乙を見上げる。「……鳳、来ないの？」

「鳳は寝ねてるよ」自分自身の心細さを棚たな上あげに──鳳に代わって年下の雛を宥なぐさめる。「オレたちが何もしてねーと、鳳が起きたとき怒られるだろ。だからその前に、オレとお前で、鳳を撃うったやつをやっつけちまおーぜ」

　雛──人形のような透明な眼まな差ざし／やがて、こくんとうなずいた。

　不安に耐たえる二人から御影が離はなれる──居残り組である日向らに目め配くばせ。

　うなずく日向──出しゆつ動どう組ぐみである御影たちが行動を開始＝軍用機体に搭とう乗じよう／起き動どう／意志と使命感を敵の追跡に振ふり向ける。

　ニナ──二人に指示。「乙はここで包ほう囲いを支援。少し休め。雛──行けるか？」

　まだ不安そうな雛の背を、乙が、ぽんと叩たたいてやった。

　その背で、黄色いスズメバチの羽が広がる──はばたく。

　やがて軍用機体の一団とともに、黄色い輝きが燃える森を背はい後ごに飛び立っていった。




　　　　Ⅱ




　ミリオポリス第二十三区リーズイング──教会＝司祭室。

　ＭＳＳから届けられた独立閉へい鎖さ型の小こ型がた端たん末まつ──中のファイルの移動不ふ可か／コピー不可／送信不可／アクセス不可／画面の撮さつ影えいすら防ぼう止しフィルムによって不可。

　バロウ神父に代わってキーを叩たたく冬真トウマ──素す晴ばらしい芸術品に触ふれるような目の輝き。

「……鳳が？」バロウ神父──司祭室の電話で通話中。

　ぴたりと冬真の手が止まる／振り返る──宙を見つめたままのバロウ神父。「そうか……分かった。こちらで調整した解かい析せきプログラムの結果を、明日の朝、端末ごと届けよう。ああ……事件が本ほん格かく化かする前に解決することを祈いのっているよ、ヘルガ」

　電話を置く──穏おだやかに告げる。「鳳が負傷したそうだ。命に別べつ状じようはない」

「そんな……」突とつ然ぜん、途と方ほうもない不幸を告げられたような気分に襲おそわれる──今日の昼に、元気な顔を見たばかりだというのに。

「心配ない。主に特トツ甲コーの一部が損そん壊かいしただけだ。ＭＳＳのビルで処しよ置ちを受けている」

「お見み舞まいに……」言いかけて口ごもる──ＭＳＳの施設に足を運べば、それだけでバロウ神父が教会関係者から批ひ判はんを受けることを思い出す。

　やんわりと相手の意いを汲くむ微び笑しよう。「では明日、一緒に端末を届けに行こう。お前が気遣っていることを知れば、彼女たちの使命感も向上すると、ヘルガは言っている」

　ぱっと顔が明るくなる。「ありがとうございます」

「明日は用事があると言っていたが、時間は大だい丈じよう夫ぶかね？」

「ええ……」困こまったような顔になる冬真──〈ヴィエナ・タワー〉を去る際、あの老人の息子むすこであるハインツから強引に誘さそわれ、断り切れなかった用件だった。

　炎ほのおの出現後──老人は憲兵の特甲児童に興味を失ったようにタワー内へ／ヘルガやＢＶＴ局長や内ない務む大だい臣じんたちは何が起こったか確かく認にんするため散り散りに／冬真はバロウ神父とともにその場を辞じ去きよ──老人が執とり行うと言っていたミサが果たして実現したかは不明。

「約束は午後です。タワーの中と、彼が作っているものを見せてもらうだけですし」

「何を作っているのだったかね？」

「大きな電子レンジだと……。タワーのライフラインに関するものでしょうか」

「さて、あまりタワーの機能とは関係ないように思えるが……。解析の仕様はどうだね？」

「言われた通りに項こう目もくをまとめて設せつ定ていしました。後は解析を実行するだけです」

「どれどれ」端末をのぞき込む──感心。「問題ない。よく出来たね、冬真」

「いえ……神父様の指示通りに作業をしただけですから」少年らしいはにかみ──得意とするものを与あたえられたことを素す直なおに喜ぶ。「マスターサーバーの意味論的解析プログラムって本当に凄すごいですね。まるで人間と会話をしているみたいです」

「これはほんの一部に過ぎないよ。とはいえ、本来ならば持ち出し厳げん禁きんの品だがね」

　少年の無む邪じや気きさにつられたような微笑──自分で操そう作さしようとする手が、ふいに止まる。

「僕がやります。ご指示下さい」

　痛む手をゆっくりとさするバロウ神父。「すまない……もう少し気候が穏やかになれば消えるのだが。表示された項目を指定し、適切な順序による解析志し向こうで実行しておくれ」

「はい」元気よく操作──的確に解かい釈しやくしてプログラムを実行させてゆく様子を、バロウ神父が感心と驚おどろきをたたえた目で見守っている。

　ふと項目の一つを選せん択たくしかけて止める──師しを振り返る。「あの人工衛星についての解析を、適切な順序にふくめますか？　先ほどの項目作成の際、情報が少ないので意味解かい釈しやくに幅はばが出過ぎる可能性があると、警けい告こくが出ました」

「ふむ……。先ほどのヘルガからの電話では、どうやら解析必ひつ須す事じ項こうのようだ。多少、時間がかかっても構かまわないだろう。順序に加えるよう実行しよう」

「はい」素直に従したがう──手にした品の素晴らしさで、解析内容が危険な兵器や破は壊かい計画であることをすっかり忘れた顔。「あの炎が人工衛星だなんて本当に驚きました。サイバーテロの可能性があるとニュースで言ってましたけど、どうやって落としたんでしょう？」

　まるで楽しんでパズルを解とこうとしているような冬真の口ぶりに、バロウ神父がちょっと神しん妙みような顔になる。「政府関係者か、もしくは開発関係者に、テロの共きよう謀ぼう者しやがいたのかもしれない。宇宙開発は人類的な行こう為いでありながら、たやすく恐おそろしい攻こう撃げき手段に変化する。事実、ミサイル兵器と宇宙ロケットは、構造的には、全く同じものなのだ」

　持ち前の素直さ──すぐに真顔になる冬真。「確かに……衛星が街に落ちてたらと思うと、恐ろしいです。僕と神父様がいたタワーが破壊されていたかもしれないんだ……」

　少し怖こわがらせすぎた、というようなバロウ神父の微笑。「とはいえ衛星は政府機関が厳重に管理している。そうたやすく落下させられるものではないよ。さ……もう寝ねなさい。遅おそくまで付き合わせてしまって悪かったね」

「いえ、勉強になりました」席を立つ──丁てい寧ねいに辞去。「では、お休みなさい、神父様」

「ああ、お休み」

　冬真の退室──沈ちん黙もくする司祭室に、端末の作さ動どう音おんが低く響ひびく。

「……街に落ちていたら」

　呟つぶやき──じっと解析中の画面を見つめる。

「なぜ、街に落とさなかった……？」

　そっと痛む指先でゆっくりとキーを押おす。先ほどとは比べものにならない神妙さで、人工衛星について推すい論ろんを加え、端末が自動的に何万通りもの解析を行うのを見つめた。




　第二十七区ヴイーナーヴアルト──ぱらぱら降り注ぐ雨／懸けん命めいな消火作業／それでも消しきれない炎ほのお。

「焼しよう夷い弾だんを用いた痕こん跡せきが発見された。やはり衛星落下による火か災さいだけでなく、放火で燃え広がっている。鎮ちん火か作さ業ぎようと平行して包囲を行うしかない」

　ニナ──通信車両の外で傘かさも差さず、日向らと包囲のときを待つ。

　乙──通信車両内＝通常の姿／ぼんやりくわえたロリポップ／モニター越ごしに、後から後から現れる者たちを傍ぼう観かん──ロシア大使館／科学捜そう査さ班はん／衛星の専門家たち／山さん岳がく警けい備び隊たい／警察犬の群／レスキュー隊／増える一方の人員。

　ふと目を丸くする──軍ぐん服ぷくみたいな制服＆レインコート姿の一団を、モニターで確認。

　憲けん兵ぺい隊たい員いんたち──うち数名、自分と同い年くらいの人員がいた。

　思わず席を立って車外へ顔を出す──通り過ぎていった彼らの背を見つめる。

「有名なやつらだ」

「憲兵大隊が特トツ甲コー児童を派は遣けんした。包囲が始まる。配はい置ちにつけ」ニナ──まだ憲兵隊の方を見ている乙に、さらに注ちゆう釈しやく。「有名だろうが無名だろうが、ここでは包囲のための一員に過ぎない。西側は彼らに任せ、お前たちは東から道路沿いに敵を追え」

　乙が肩かたをすくめて車両から降り、移動する日向らに追つい随ずい──ぼやき。「どーせ大した敵じゃないっしょ、つまんね。あー、オレもテレビ出たい」

「理解できん」日向──珍めずらしく反応。「不ふ特とく定てい多た数すうの人間に自分の存在を知らせて何が楽しい。曲きよつ解かいと無む理り解かいに苦しむだけだ」

「ファンとかいて応おう援えんしてくれるし」相手の反応があったので気をよくする──そばに近づく。「あんちゃんだって、テレビ見た人が味方になってくれたら嬉うれしいっしょ」

「あんちゃんじゃない」むっつり。

「おにーちゃん」にっこり──可か憐れんな微笑。

「日向だ」かえってますます不ふ機き嫌げんに。

「なんで怒おこんの？」呆あきれ顔。

　答えず機体に乗り込む──操そう縦じゆう席せきの装そう甲こうに手を伸のばして言う。「市民が味方なのではない。俺たちが市民の味方だ。たとえ、どう批ひ判はんされようと。これは、そういう仕事だ」

　そのとき、どこからか、ターン、ターン、と乾かわいた音が響ひびいてきた。

　さっと乙が振ふり返る──日向が操縦席のモニターで素早く情報を確認。

「包ほう囲い網もうに引っかかった敵が銃じゆう撃げきした。何かを運びながら北へ移動。──追うぞ」

　閉ざされる装甲──次々に起動する軍用機体×三台。

「あっは！」

　動き出す鋼鉄の〝カケブートフムエシル〟たちの威い容ように嬉き々きとなる──手を宙に。

「転送を開かい封ふう」

　機甲化──一秒余＝背中に青いトンボの羽を翻ひるがえし、あっという間に木々の上へ出て滞たい空くう──いまだに火と煙けむりが渦うず巻まく森を眺ながめ、散さん発ぱつ的に勃ぼつ発ぱつする闘とう争そうの音を確認。

　迅じん速そくきわまりない移動を開始──立ちこめる白はく煙えんを貫つらぬき、弾丸のように突とつ撃げき滑かつ空くう。

　何手にも分かれる敵たち──そこらで攪かく乱らん／警察や憲兵を迎げい撃げき。

　言われた通り東側道路に沿って飛び、ドナウ川の方へ逃にげようとしているらしい何人かの敵の進路へ先回り──むしろ、鳳を狙そ撃げきした相手が動くことを期待。

　撃うった瞬しゆん間かんに位置を突つき止め、飛んでいって真っ二つにしてやると思いながら、あえて高度を取ったり、急きゆう降こう下かしたりするも、狙撃を仕し掛かけてくる様子はまるでなし。

　すぐに馬ば鹿からしくなって木々のすぐ上を飛行──いささかも速度を落とさず森の中へ。

　物もの凄すごい勢いきおいで迫せまる木々をかわし、浮うき浮き接せつ近きん──目標の敵が移動をやめたのを確認。

　突撃を仕掛ける直前、集団から離はなれる一名の存在が探たん査さに浮かび上がった。

　すかさずそちらを捕ほ捉そく──空くう襲しゆう能のう力りよくにおいて地球上で勝てるものとてないトンボの羽を駆く使しして、たちまち相手を発見。

　探査によって脳のう裏りに浮かび上がるその姿──日本風のキモノを着た、初しよ老ろうの男。

　アジア系の風ふう貌ぼう──瘦やせてはいるが、不思議と弾だん力りよくに満ちた、青竹のような風ふ情ぜい。

　手に、白い杖つえのようなもの──なんと、今やＴＮＴ火薬よりも密みつ輸ゆが困難な日カ本タ刀ナ。

　殺さずに、鳳を撃った相手のことを喋しやべらせた方が良いと判断──相手の白はく刃じんを逆に叩たたき斬きってやるべく、青白い火を噴ふく灼しやく熱ねつの刃やいばを振りかざし、二秒とかからず切せつ迫ぱく。

　右腕うでを猛もう然ぜんと突き出して飛びかかった刹せつ那な、素す晴ばらしい角度で跳はね上げられたカタナの刃が、乙の灼熱の刃と接せつ触しよく──物の見事に弾はじかれた。

　即そく応おう──左腕でなぎ倒たおそうとする乙／弾いた右腕の第二肘ひじ関かん節せつをさっとつかむ男。

　コンマ数秒以下の応おう酬しゆう＝異い変へん──乙の視界が、ぐるん、と一回転した。

　みしっ、という異様な音／宙に投げ出される／かろうじて姿勢を制せい御ぎよする。

　木々にぶつかりそうになりながらも回かい避ひ──急激に速度を殺して懸命に滞たい空くう。

　接せつ触しよく地ち点てんから百メートル近く進んで、やっとのことで振り返った途と端たん、体のすぐ横で、ぶらんとなったものに、ぎょっとなった。

　長大な右腕が、四つの関節のうち、手首と肘がねじれて外れ、だらんと垂れていた。

「なにこれ……？」

　もしかして相手につかまれて投げ飛ばされた拍ひよう子しに関節が外れた──というか、外されたのだろうか、という実に信じがたい考えが浮かび、ますますもって、ぎょっとなった。

《大だい丈じよう夫ぶか、〈青火ザーフイア〉。損傷を示すサインが出ているぞ》

　ニナの通信で、はっと我に返る。《な……なんでもない》

　慌あわてて右腕の再転送を実行──新品に置ち換かん。なんだか不気味なものが、自分の肩かたから垂れ下がっている気がして、ぞっとしていた。

　気づけばカタナ男の姿が消えている。すぐさま探査──再び驚きで言葉を失った。

　真下で、何人もの男たちが武器を抱かかえたまま折り重なるようにして倒れていた。半数は手や足をばっさり斬られているが、なんと全員が、生きて弱々しく呻うめいている。

　咄とつ嗟さに、あのカタナを持った男がやったのだと思った。

　自じ動どう小しよう銃じゆうを持った男たちを──カタナ一本で。

　しかも自分が探査で確かく認にんしてから接触するまでの、僅わずか一分足らずの間に。

《どうした〈青火ザーフイア〉。敵と接触したのか？》

　ニナの鋭するどい声──だが何と説明したら良いか咄嗟に言葉が出て来ない。

《多分、敵のやつらが……みんな倒れてる》

　やっとそう告つげたとき、またもや驚くべきことが起こった。

　男がいなくなっていた。探査にも引っかからない。幻まぼろしのような消え方だった。

　おそらく斜しや面めんを這はうように移動して探査を回かい避ひしているか、穴の中に潜もぐり込んだか、森のどこかに隠かくしていた逃とう走そうのための車に乗って消防車両の群に紛まぎれ込んだのだろう。

　だがどれも現げん実じつ味みを帯おびず、急に、実はあの男は幽ゆう霊れいだったんじゃないかという考えが浮かび、機甲化されたはずの体が、寒さむ気けを感じて、ぶるっと震ふるえた。




　ミリオポリス第十四区ペンツイング──森から出てすぐの工業地区。

　精せい密みつ機き械かいを出荷する倉庫を包囲する軍用機体×五台。

　物々しい限りの布ふ陣じん──御影の号令。「やれ」

　一台が倉庫の扉とびらを突き破って侵しん攻こう──二台が続き、残る二台が裏手と横手の壁かべを破は壊かいして侵入。アームの機銃を構えてライトで照しよう射しや──がらんとした暗くら闇やみに浮かび上がる車両。

　四方から照らし出されたトラック──そのそばにうずくまっている二人の男たち。

　班はん員いんの報告。《ナンバー確認。例のトラックです》《コンテナは空。何もありません》

　御影がモニターを操そう作さ＝男たちをズーム。《こいつらに、荷にがどこか吐はかせ……》

　御影の絶ぜつ句く──班員たちが一様に息を吞のむ。

　おそらくトラックを運転していたであろう二人の男──どちらもピンク色に腫はれ上がった顔／ぼんやりとした表情／ぽかんと開いた口の端はしから唾だ液えきが糸を引いて垂たれる。

「みな装そう甲こうを開くな。化か学がく汚お染せんかもしれん」御影──本部とニナへ同時通信。「こちら第一班。目標のトラックを発見。犯人二名を確保したが様子がおかしい。皮ひ膚ふがただれていることからＢＣ兵器の可能性がある。至し急きゆう、化学処理班を寄よ越こしてくれ」

《了りよう解かいだ》ニナの応答──鋭するどさを増している声こわ音ね。《こちらも動きがあった。インターネット上で敵が犯はん行こう声せい明めいを出した。データを転送する》

　二秒とかからずダウンロード──モニターの一つで実行される動画データ。

　低い女の声。《我々〈待たい望ぼうの会〉は、世界にはびこる一方的な利り益えき追つい求きゆう主しゆ義ぎ者しやたちに鉄てつ槌ついを下すべく、あらゆる闘争と連れん帯たいし、国家と国境を越こえて活動している──》

　英語で犯行声明文を読み上げるアジア系の女──四十代前後／切ったような皺しわ／いやに凜りんとした相そう貌ぼう。画像下部に字じ幕まく＝六か国対応。

　背はい後ごの壁に、万ばん国こく旗きと国こく連れん旗き＝全すべてに赤い「×」マーク。

《我々は、開かい発はつ復ふつ興こう支し援えんを悪あく用ようし、持たざる民たみたちを虐しいたげる欧おう米べい諸しよ国こくおよびそれらに与くみする全ての国家・機関・企き業ぎよう・人民に対し、あらゆる闘争をもって抗こう議ぎする──》

「〈待望の会〉？　どこのグループだ？」

　ニナ＝鋭く。《日本人難なん民みんの救きゆう済さい機き構こうから分ぶん離りした過か激げき派は組そ織しきだ。女の詳しよう細さいなデータは解かい析せき中。そのまま聞いていろ。とてつもないことを口にするぞ》

　御影が黙だまる──女がモニターで声を上げ続ける。

《先せん般ぱん、我々は闘争の一いつ環かんとして、ロシアの人工衛星〈アンタレス１１４０号〉を電子的手段によって落下させた。これは我々の闘争の優ゆう位いを知らしめるものである。また、かの衛星に電源部として搭とう載さいされていた原げん子し炉ろは、我々の手中にある──》

　戦せん慄りつ──戦せん術じゆつ班はん員いんたちが、揃そろって異常をきたした二人の男から機体を遠ざける。

「原子炉だと」ショックを振ふり払はらおうと声を荒あらげる。「なんと……荷はそれか？」

《現在、ヘルガ長官が情報を確認して下さっている。表向きは太陽電池で稼か働どうする気象衛星とのことだが、おそらく、極ごく秘ひに軍ぐん事じ的な目的で打ち上げられたしろものだ》

「もし事実なら、それを運んだらしい、ここの連中の様子がおかしいのは──」

《化学処理班の報ほう告こく次し第だいだが、今のお前の報告を聞く限りでは、敵が奪だつ取しゆした原子炉は、何らかの原因で放射能漏れを起こしている可能性大だ》

「なんという事態だ。敵は都市に放ほう射しや能のう汚お染せんをもたらすつもりか」

《連中が、手に入れたものをどう使うかについては解析班が予測を立てている最中だ。また、犯行声明に伴ともなって追つい跡せき中の七つのグループのうち幾いくつかが判明した。国も宗教も全く違ちがう集団が、驚おどろくほど大規模な連帯行動を見せている。ただ単に原子炉を奪うばって都市を汚染するだけではなく、それ以上の手段を講こうじようとしているはずだ》

「くそっ……いったい何をやらかす気だ。テロの万ばん国こく博はく覧らん会かいか？」

《分からん。今はまだ、段だん階かい的てきに進行する何かだとしか言いようがない》

「段階的？　カウントダウンでもしていると？」

《あるいはな。犯行声明と同時に、新たな暗号化メッセージの発生を確認──先ほど解かい読どくされた。最初のものとほぼ同じだが、確実に進行している》

「転送してくれ」

《少し待て》

　データ受信──操そう縦じゆう席せきのモニターに表示される恐ろしく簡かん潔けつなメッセージ。

〝第二の天使が角笛を吹ふいた〟
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　ミリオポリス第三十五区ジークムント──ＭＳＳ本部ビルの八階＝長官室。

　壁に複数のモニター＝解析データ／森林火か災さいの空くう撮さつ映えい像ぞう／都市図／部隊配置図。

《敵の掃そう討とうと確保を完かん了りよう。警官隊に封ふう鎖さ線せんを任せ、都市内での捜そう査さに合流します》

　ニナの声──デスクの電話＝スピーカーモード。

　大きなデスクの上で両手を組んで壁のモニター群を見つめるヘルガ──藍あい色いろの目に映うつし出される情報の数々。デスクの三つのモニターが、各機関への書類の受じゆ理り状じよう況きようを表示。

《先ほどの犯行声明とともに、七つの敵グループのうち四つまでが特とく定ていされました。捜査された敵施し設せつの痕こん跡せきからも、裏うらづけとなる証しよう拠こが出ています》

　ヘルガ──壁のモニターに列れつ挙きよされた敵グループ名を一いち瞥べつ。

「日本人、ロシア人、キプロス系トルコ人、チェチェン人……そしていまだ不明の三つのグループ。さながらテログループによる国際連合の結けつ成せいといったところね」

《森の敵は全員が日本人でした。彼らが運うん搬ぱんしていた人工衛星の部品は回収されましたが、電でん源げん部ぶなど重要な部品はなかったことから、陽動であったと思われます》

「敵の尋じん問もんは、ＢＶＴビルにて関係機関が合同で行うわ。引き続き他グループを捜査、何を目的に連れん携けいしているのかの判明に努つとめてちょうだい。それと、乙さんザーフイアと雛トさパんスを帰き還かん、規定通りに休きゆう眠みんを取らせて。脳の疲ひ労ろうは、彼女たちの飛行能力を著いちじるしく低下させるわ」

《長官も少しお休み下さい。規定の勤きん務む時じ間かんを遥はるかに超ちよう過かしています》

　ニナの心配そうな声──他の隊員には滅めつ多たに使わない口調。

「あなたもよ、ニナ」微笑ほほえましげ。「連れん絡らく会議が設定されたら部屋に戻もどるわ」

　部屋──ＭＳＳ本部ビル四階の隊たい員いん寮りようにある長官専用の一室。事件中は滅多に自宅に戻らず、副官や他の隊員らとともにビル内で寝しん食しよくをともにする。

《了りよう解かい。戦術班と交代制を敷しきます。ではくれぐれもお休み下さるよう》

「ありがとう」にこやか──通信アウト。

　ヘルガ──解析班の出した結果をもとに、捜査権限を保持するための電子書類を山のように送信──吐と息いき／座席にもたれる。

　デスクのモニターを見る──解読されたメッセージ。

〝七位の天使が七つの角笛を与あたえられ地を訪おとずれる〟

「……第一の天使と第二の天使。……七位の天使。……七つの角笛」

　呟つぶやき──目の焦しよう点てんがモニターではなく宙で結ばれる。

「七年前……。メッセージ……。あるいは、その可能性も……？」

　コール＝通信官の声。《コード１。トマス・バロウ氏より連絡が入りました》

　さっと身を起こす。「つないでちょうだい」

　僅わずかな間──回線の接続／盗とう聴ちよう防ぼう止し装そう置ちの稼か働どう／音声記録の開始。

　バロウ神父の声。《夜よる遅おそくにすまない。気にかかることがあったものでね》

「ありがたい限りですわ、神父様」

《あれから、メッセージに変化はあったかね？》

「はい。先のメッセージとほぼ同内容──〝第二の天使が角笛を吹いた〟と……」

《ヨハネの黙もく示し録ろくからの引用だ》困こん惑わくした調子。《聖書の言葉を、犯罪に悪用しないで欲ほしいものだ。奥おく深ふかい暗あん喩ゆが、陳ちん腐ぷなものとして解かい釈しやくされるようになってしまう》

「昨さつ今こんは全すべての宗教者が、そう思っておりますわ。メッセージに関することで何か？」

《第一から第二へ移行した際に、落下した人工衛星から何かが奪われなかったかね？》

「多くの部品が強ごう奪だつされましたが、姿勢制せい御ぎよ装置やデータ送受信システムなどは大半が回収されました。電源部および気象観測用とされる観測装置はいまだ行方ゆくえ不明です」

《人工衛星の電源は自力発電式かね？》

「ロシア側の情報では太陽光発電とのこと。事実、太陽電池の破は片へんが回収されました」

《兵器開発局にいた頃ころ、各国の次世代型の宇宙兵器開発プランを見たことがある。そのときの記き憶おくでは、１１００式のロシアの衛星は全て、自力発電によりエネルギーを供きよう給きゆうできる発電プラントになるよう設せつ計けいされていた。１１４０号は、その最新型の可能性がある》

「発電プラント……？」

《宇宙空間に戦線基地を構築するための中ちゆう核かくとなる存在だ。そしてその発電装置には、超ちよう小型の原子炉が用いられるとみなされていた》

　ヘルガ──眼光が鋭するどさを帯びる。「……神父様、本来の規定からは外れますが、捜査情報をお話しします。先ほど、衛星の部品を奪だつ取しゆしたと見られる敵グループの一員を逮たい捕ほした際、放ほう射しや能のう被ひ曝ばくと思われる症しよう状じようを呈ていしていました。また、それと前後して敵がインターネット上で犯行声明を出し、その中で衛星の電源部が原げん子し炉ろであると明めい言げんしています」

《……なんということだ》

「私どもは敵メッセージを何らかのカウントダウンであるとみなしております。神父様の方で、それを裏付けるような解かい析せき結果が出たのでしょうか？」

《まだ解析は完結していない。だが今の情報から十分に推すい測そく出来る。思うに、そのメッセージはカウントダウンというよりも、むしろ製造段階を意味するのではないかね》

「製造……。敵は衛星の電源部を使用し、何かを作り出そうとしていると？」

《衛星を使って都市を攻こう撃げきするなら、もっと人じん口こう密みつ集しゆう地ち帯たいを狙ねらったはずだ。彼らにはそれだけ正確に、衛星を操そう作さする手段があったはずだ》

「敵が落下地点を予測したことは明めい白はくです。彼らが衛星を何に変えるとお考えですか？」

《解析中のデータの一部に、ある種の爆ばく縮しゆく装そう置ちに類るい似じしたものがある。ある物質が勝手に反応しないよう、狙い通りに爆発させるための装置だ》

「ある物質……？」

《被曝症状と聞いて、さらに確信した。おそらく今なお損傷した原子炉を稼働し続け、より多く生成しようとしているのだ。あの冥めい府ふの王の名を冠かんする、忌まわしい物質を》

「プルトニウム」

　ヘルガが口にした途と端たん、事じ態たいの重さで空気が歪ゆがむような感覚が訪れた。

《むろん、これらは全て私の推測に過ぎない。だがもう一つだけ推測を加えるなら、衛星を兵器に転てん用ようしようとする者たちは、完成したものを、都市内で使用するだろう。なぜなら高度な製造施設もなく組み立てられるそれは、中心部品と爆縮装置、そしてそれらを正確に稼働させる装置をふくめれば、何トンもの重量になるからだ。しかしその兵器の効果を最大限に発はつ揮きさせるには、何らかの手段で上空数百メートルに打ち上げねばならない。ゆえにこの都市のどこかに、そのための施設が……最終的な組み立てを行い、射しや出しゆつし、正確に爆ばく破はさせる場所が設定されているだろう。今、私が言えることは、それだけだ》

「ありがとうございます、バロウ神父様。後は……私の仕事です」

　声の震ふるえを抑おさえ込む──もし頼りないと思われれば、優ゆう秀しゆうな解析手であるこの老人は、今すぐこの都市から去り、安全な場所へ逃げかねない。老人一人ならまだしも、彼には守り育てるべき一人の少年がいるのだから、その可能性は高かった。

　平静を保つ──類たぐい希まれなる兵器解析の天才を、今この事じ態たいにおいて失わないために。

「引き続き、解析をお願いいたしますわ。いつでも本部ビルに席をご用意しますし、逆に誰かの身の安全をはかるようご指示頂ければ、速すみやかに取りはからいます」

《それには及およばない。明朝、詳しよう細さいな解析結果をそちらに運ぶついでに、鳳のお見み舞まいをすると冬真に約束したからね。そしてその後で、冬真を安全な場所に行かせようと思う。……大丈夫だ、ヘルガ。私はまだ君たちを置いて逃げ出すほど、怖じ気づいてはいない》

　電話越ごしに内心をたやすく見み抜ぬかれる──深く息をつく／動どう揺ようを静かに抑おさえる。

「感謝のあまり返答のしようもありませんわ……そのお言葉を、肝きもに銘めいじます」

　通話を終える──録音終了／盗とう聴ちようの痕こん跡せきなし。

　全ての書類に、〝最重要項こう目もく〟の設定を付ふ加か──諸機関へ送り出す。

　ＢＶＴ、国こく防ぼう総そう省しよう、首相、ならびに大統領へ──緊きん急きゆう連絡会議の開かい催さいを打だ診しん。

　それらが受じゆ理りされ、厳げん重じゆうな管理のもとで配はい布ふされ、実じつ働どうに至るのは、明朝になる。

　政せい府ふ首しゆ脳のうは、いつもより数時間ばかり早く叩たたき起こされ、特大級の衝しよう撃げきに見舞われる。

　やるべきことが完結し、途端に呆ぼう然ぜんとなって椅い子すの背もたれに身を沈しずめた。

　今はこれ以上何も出来ない──なんてことだろう。寝るしかないなんて。眠る間、都市が消えてなくならないことを祈るしかないなんて。

　忍しのび寄よってくる深い戸と惑まどい──だが大きく息をついて振ふり払はらうと、静かに席を立ち、数時間の眠ねむりを得るために部屋を出て行った。
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　ミリオポリス第一区インネレシユタツト──旧市街と呼ばれる都市の中心部。

　数多あまたの観光名所、密みつ集しゆうする主要施し設せつ、各国大使館。

　都市の文化と政治の発はつ祥しようの地にして、莫ばく大だいな都市財政の源の一つ──最重要警備区域に指定された一角に鎮ちん座ざする鉄てつ骨こつと色ガラスを多用した建物。

　重じゆう厚こうさとはかけ離はなれた、市民に頼たのもしさと親しみやすさを与える外観──ＢＶＴビル。

　内務省および国防省による合同会議──制服と軍服の群／スーツ姿の上級官かん僚りようたち。

　半円形をなす座席──一角にＭＳＳ長官ヘルガの姿／離れた位置に憲けん兵ぺい隊たいの一団。

　それと反対側にずらりと並ぶ上級軍人たち／幕ばく僚りよう級きゆうの面々。

　壁へき面めんに設置された幾いくつもの巨きよ大だいモニター──その一つに映し出されている首相官かん邸てい／明け方にもかかわらず勢せい揃ぞろいした閣かく僚りよう各かく位い／中央で固く唇くちびるを引き締しめている首相。

　別モニター──国家戦略を司つかさどる首脳陣じん／戸惑い顔の大統領。

　壇だん上じように立つＢＶＴ局長エゴン──そのすぐそばの席に、政府の意図を現場に徹てつ底ていさせるべく座すわっているゴットフリート内務大臣。

　中央モニター＝これまで判明したテログループの詳細──公安委員の解説。

「……現在、関かん与よが示し唆さされました七つのグループのうち四つが公安委員会において確かく認にんされ、誤ご謬びゆうなしと判断されております。現在、これらに加えて残り三つのグループを捜そう査さ中のＭＳＳ長官より、本件の最重要項目についてご説明があります」

　壇上のエゴンがぎらぎらした光を放つ目を向ける──全員の視線が同じ方を向く。

　座席のマイクへ唇を寄せるヘルガ──苛か烈れつな使命感に満ちた表情。

「今から十二時間前、ウィーンの森に落下したロシアの人工衛星〈アンタレス１１４０号〉は、これまでの捜査結果およびマスターサーバーの解析により、敵の手で人じん為い的に落下させられたものと断定されました。これは〈待望の会〉の犯行声明を裏づけるものであり、現在、同声明は厳げん重じゆうな情じよう報ほう危き機き管かん理りのもと、各国のプロバイダに配はい信しん禁きん止し措そ置ちを取っております。問題は、この人工衛星が何のために落下させられたかですが──」

　モニターの一角に表示される解析結果──今後の予想。

　事前に知らされていたはずの者たちが、一いつ斉せいに低い呻うめきを零こぼす。

「信じがたい……」エゴンの呟つぶやき──同様の面おも持もちでいる政府関係者たち。

　一部の軍人たち／憲兵たちのみが、じっと無表情を保っている。

「私どもの捜査結果と、元兵器開発局の顧こ問もんたるトマス・バロウ氏の推測をもとに解析し、諸機関へ確認したところ、以下のことがらが確実と断定されました。まず敵は高度な電子的手段によって人工衛星の軌き道どうを操作し、この都市の最も警備が手薄な地区に意図的に落下させ、衛星の電源部を奪だつ取しゆ。そしてその電源部から自力発電機関を解体し、都市内を運うん搬ぱんするとともに、大たい量りよう殺さつ戮りく兵へい器きに転用する準備を整えております」

　モニター──その兵器の予想される全ぜん貌ぼう／破は壊かい効こう果か／被ひ害がい規き模ぼ。

　都市全域にもたらされる壊かい滅めつ的てき被害──百万人単位で予想される人的被害。

　会議に満ちる恐怖──凍こおりついたような沈ちん黙もく。

「敵は現在、奪取した原げん子し炉ろを稼働させ続けることで使用済み核かく燃ねん料りようを発生させ、そこからプルトニウムを抽ちゆう出しゆつ。これを原料として、ナガサキ型と呼ばれるプルトニウム式の核兵器を製造し、その都市内での使用をもくろんでいるものと判断されます」

　にわかに起こるざわめき／呻き──第三次世界大戦の勃ぼつ発ぱつでも告つげられたような恐怖。

　身を乗り出す首相。「我わが国の首都が、核かくテロの脅きよう威いにさらされていると？　ロシアの人工衛星の中身を用いて？　そんなことが──」

「実際に起き、今も確実に進行中です、首相。解かい析せき結果によれば、今から最短で三十六時間後には兵器が完成し、四十八時間後までには使用される見込みです」

　ヘルガの即そく答とう──ＢＶＴ局長エゴンが発言する間もなく／会議を〝事実認識〟の段階から、〝有効な対処の協議〟、その〝決定〟へと、強引かつ迅じん速そくに移行させる。

「……起きてしまったこと、これが有ゆう事じであることを、まず認めよう。問題は確実な対処だ。これは我が国のみならず、周辺の隣りん国ごくおよびＥＵ全体、そして国際社会にまで影えい響きようが及およぶ事じ態たいだ」首相──ゆっくりと全員の意志を促うながす／使命感を煽あおる／なぜそんな事態を許ゆるしたのだ、といった責任問題の押おし付け合いで場が混乱することを防ぐ。

「ゆえに、この問題に対し、迅速に有効な手段を──」

「……軍だ」

　いきなり首相の発言を遮さえぎる声──別モニターに映る、怯おびえ顔の老人＝大統領。

「ただちに、軍を、都市に派は遣けんせねば……」

　凝ぎよう然ぜんと息を吞む面々──いっそう無表情になる軍人たち。

　最大級の警けい戒かいにささくれだつ治安関係者たち──呆然となる内務大臣。

　何も言わないヘルガ──予想された発言に対し、じっと何かに耐たえるように場を静せい観かん。

　代わりにエゴンが緊きん迫ぱくした面持ちで大統領のモニターに向かって抗こう弁べん。

「お言葉ながら……大統領閣かつ下か、都市に軍を配備する事態になれば、その混乱は収拾のつかぬものとなり、むしろテログループを利することになりかねず……」

「軍の出動だ」

　誰かが言う──次々に立ち上がる上級官かん僚りようたち。

「それ以外にない！」「明らかに通常の事態ではないのだ」「何ら違い法ほうな処置ではない」

　そして反論──別の官僚たち／モニターの向こうの閣かく僚りようおよび首脳陣。

「馬ば鹿かを言え！」「自分たちの手で都市を破滅させる気か！」「市民が許しはしない！」

　大統領──自分が場を紛ふん糾きゆうさせてしまったことで戸惑い顔。

　呆然となったままなすすべもない内務大臣──怒いかりの顔の首相。

「かつて軍を出動させた結果、どうなったかを忘れたのか！」

　誰かが叫さけんだ──最大級の禁きん句くに等しい発言がそれに続いた。

「あのクーデター事件の再さい来らいになるぞ！」

　いきなり場が静まる──決して平静になったのではない、痺しびれるような一いつ触しよく即そく発はつの空気。

　石のように無表情を保つ軍人たち──目の前に敵が現れたかのような戦意をはらむ治安関係者たち。その両者の狭はざ間まで、言いしれぬ緊張が発生。

　七年前。

　配備された軍の一部が突とつ如じよとして都市を占せん領りよう──クーデター事件の勃発。

　軍と警察が、都市の各所で、壮そう絶ぜつな銃じゆう撃げき戦せんを敢かん行こう。

　多数の死者と解かい明めいされない謎なぞと癒いえぬ傷きず痕あとを、その後に遺のこした過去最大の惨さん事じ。

　同じ国家と国民を守る者同士でありながら、その事件の名が出るなり、軍と治安機構の面々の顔つきががらりと変わっていた。

　今にもこの場で紛糾を激げき化かさせそうな雰ふん囲い気き──その様子をじっと見守るヘルガ。

　やがて首相が言った。「諸君……非常事態宣言を行えば、いずれにせよ軍を出動させることになる。我々はその手順が有効かどうかを、今すぐ判断せねばならない。──将軍」

「はっ──」

「三十六時間で、どれだけの部隊が配はい備び可か能のうかね？」

　将軍──会場の面々は見ず、宙に視線を固定したまま、情報将校がデータを表示させるのを待って発言。「現時点で重大事じ態たい警けい報ほうを受けた場合、機き甲こう化か車しや両りよう師し団だん、空中機動空くう挺てい部隊、地上工作砲ほう術じゆつ隊たい、国境防衛部隊、海外派兵のため待機中の部隊をふくめ最大六万四千の兵が出動可能。またそのためには事前に拠きよ点てんとなる地区の確保が不可欠です」

「どの地区かね？」

「敵集団の潜せん伏ぷくが最も疑われる地区です。そこに第一駐ちゆう屯とん部ぶ隊たいを配備。事前にスパイ・ゲリラ・扇せん動どう者しやとなる可能性のある者たちを拘こう束そくし、隔かく離りします」

　堂々とした面持ちを崩くずさず／誰とも目を合わさず──一個の機械のように返答。

　そして、都市のど真ん中に軍の兵へい站たんと収容所を作り上げるつもりかという激げき烈れつな反論が飛び交かう前に、素す早ばやく付け加えた。

「ただし我々はあくまで国家の敵を撃げき滅めつする火です。既すでに治安が確保された都市において、少数の敵を追うために我々を用いることは、決して推すい奨しようされるものではありません」

　将軍自ら治安関係者へ配はい慮りよ──だが、そうたやすく場の緊きん張ちようは解とけず。

「三十六時間だ」

　首相──爆発寸前の爆ばく弾だんを前にしたような集団に、強力な意志と自じ制せいの念を要求。

「それまで治安機関が事態解決への明確な成果を挙あげられなかった場合、政府の名において非常事態宣言を発令し、軍による事態解決を要よう請せいする。また軍には出動のために必要な準備を本日中に行ってもらう。特定の地区への駐屯もふくめてだ。法的にも、事態の重要性からも、それ以外にすべはない。我々は、この都市を消滅させてはならないのだ」

「その通りです、首相」

　誰よりも早い同意──ヘルガ＝今ここでの紛糾を未然に防ぐための率そつ先せん。

　次々に追つい随ずいする賛さん同どうの声──あちこちで、ささやくような反論の小声。

　エゴン──発言するタイミングをヘルガに奪うばわれ、眉み間けんに物もの凄すごい皺しわを寄せている。

「諸君、今こそ最高の力を発揮し、この恐おそるべき危き難なんを乗り越こえよう」

　首相および閣僚の即そく断だん──大統領らは無言。もともと国政に関して首相がほとんどの採さい択たくを司り、大統領はその承しよう認にんのみが大半。

　紛糾寸前ながらも場は首相の発言をもとに実行へ──火か炎えんのような熱気をもって席を立つ官僚ら／政府関係者ら／きびきびと誰とも目を合わさず退たい去きよする軍人たち。

　じっと眼鏡めがねの奥おくで目を光らせているエゴン──まるでＭＳＳが治安機構の代表であるかのような場の進行に、なんとも穏おだやかならぬ表情。

　ちらっと目を合わせて目もく礼れいするヘルガ──他の面々と同じく退去。

　エレベーターを降りて玄げん関かんを出たところで呼びかける声。「ヘルガ」

　立ち止まって振ふり返る──微び笑しよう。「何でしょう、利ト根ネ先せん輩ぱい」

「成人前の名で呼ぶな」

　呆あきれ顔の男──憲けん兵ぺい大隊副長フランツ・利根・エアハルト。

　憲兵隊の制服姿／長身瘦そう軀く／いかにもエリート風の銀ぎん縁ぶち眼鏡を指で押し上げ、適度に微び調ちよう整せい──声を低めて言った。「……憲兵隊が全部隊を再さい編へんしてこの件に当たるには早くても半日はかかる。今、まともに実働しているのはお前たちだけだ」

「それで、元国こく際さい刑けい法ほう学研究メンバーの一員として私に激げき励れいでも？」

「それと、捜そう査さ状じよう況きようの格かく差さによっては、先行するお前たちと現場でぶつかりかねん。その場合は速すみやかに互たがいの道を妨さまたげぬための対応が必要になるということだ」

「心得ておりますわ、利根先輩。そちらはロシアからの派遣員に応対するとのこと」

「そうだ、不知火シラヌイ」苦い顔で相手の呼び方に合わせる。「諸外国の軍人や諜ちよう報ほう官かんが、我が国での捜査活動を要求している。イギリス、フランス、ドイツなど多くはＢＶＴがコントロールし、ロシアは我々で何とかする。だが、もう一つの方は厄やつ介かいだぞ」

　うなずく。「アメリカＣＩＡ……既すでにＢＶＴ側からＭＳＳに指令がありましたわ」

「ＢＶＴはお前たちに丸投げする気だ。誰もアメリカの相手をしたがる者はいない。何をされたか分からんうちに、やつらの有利なようにことが進んでいるからな。このままではオーストリア国内でロシアとアメリカの諜報戦が始まりかねん。敵の核兵器、外国の干かん渉しよう、自国の軍による都市進しん駐ちゆう──これら全すべてを回かい避ひせねば、都市が亡ほろびる」

「まさに、かつての冷戦開始の再現ですわね」ヘルガ──果か敢かんな笑えみ。「ミリオポリスは、かつて英米仏露の四か国による同時占せん領りようにも耐えて独立した都市。大国同士の牽けん制せいによって操そう作さされた上に、自国人同士で紛ふん争そうを起こすような事じ態たいを避さけ、本事件に対処することこそ、都市の末まつ裔えいたる私たちの責務ですわ」

「そうだ。そのために、互いに全ての手段を尽つくさねばならん」

「ええ。──全ての手段を」




　　　　Ⅴ




　ミリオポリス第三十五区ジークムント──ＭＳＳ本部ビル四階。

　東側＝女子隊たい員いん寮りようとは反対側にある食堂──抗こう弾だん用ようガラスを張はられた窓／他の隊員たちから離はなれた場所で、ぽつんと朝食を摂とる二人の少女＝乙＋雛。

　バイキング形式──温かな朝食＝ゆで野菜の盛り合わせ／目玉焼きにゆで卵／チーズをかけたゆでパスタシユペツツレ／パン類／各種ドリンク。

　それらに容よう赦しやなく降ふり注そそがれる砂さ糖とう＆レモン汁じる。

「かけ過ぎだっつーの、雛ぁ」がっしゃがっしゃ砂糖の瓶びんを振る乙。

「……乙ちゃんに言われたくない」真ま面じ目めな調子でレモン汁の小こ袋ぶくろの封ふうを切る──朝食時にもかかわらず両耳にヘッドホン＝読どく唇しん術じゆつで応おう答とう。「鳳……来ないね」

「どーせ寝ねてんだろ」気楽さを装よそおった顔。「うるさいこと言われなくて良いっしょ」

「おまじないがないよ？」

　絆ばん創そう膏こう──いつもの習しゆう慣かんでシャワーを浴びるときに廃はい棄き／いつでも新しいものを与あたえられるはずのものが、急に二度と手に入らないかもしれないような気分に。

「鳳、ボクたちにはするけど自分にはおまじないしないよね。だから撃うたれたのかも」

「撃たれたけど大だい丈じよう夫ぶだって言ったろ。きっと自分にもおまじないしてたんだ」

「乙ちゃん、おまじないして」真しん剣けんなお願い。

「知らねーもん。あの絆創膏持ってねーし。後で鳳に頼たのめって」あくまで気楽。

「ねえ、鳳が死んだら、乙ちゃん、どうする？」

　真顔で質問──つい自分も真顔になりかけ、ふんと鼻を鳴らす乙。

「どーもしない。悲しくもない。泣いたりなんかもしないね。死んだやつが悪いんだ。オレを置いて死ぬ方が悪いんじゃん。絶対に気にしねー。あっそ、って感じっしょ」

　言えば言うほど口調が尖とがる──馬ば鹿か馬鹿しそうに言い放つ。

「別に、鳳もお前も死んで一人になったって、オレは平気だね」

「そうなんだぁ」雛──感心。「ボク、死ぬの怖こわくないの。だって機械の体なんて、神様がくれたおまけだし。それに、ボクが知ってるこの世界って、多分、ボクの頭の中にあるものだから。ボクが消えたら、乙ちゃんも消えちゃうと思う」

「勝手に消すな」呆あきれ顔。「お前が死んだって、オレ生きてるし」

「でも、ボクが知ってる乙ちゃんは消えちゃうよ？　ボクが見てる乙ちゃんは、他の人が見てる乙ちゃんじゃなくて、いっぱいある色んな乙ちゃんの一つだから。誰かが死ぬと、その人が知ってる他の人も消えてなくなっちゃうの。もし世界中のみんながいっぺんに死んだら、きっとみんなが知ってる太陽も月も地球も、きっと消えちゃうよ」

　やたら衒げん学がく的てきかつ認にん識しき論ろん的な解かい釈しやく──はいはい、となげやりに手を振る乙。

「別に、怖くねーんだったら、消えるとか関係ないんじゃね？」

「独ひとりぼっちが怖い」ぽつんとした言い方。「鳳や乙ちゃんが死んだら、二人が知ってるボクは消えちゃう。それって大事なボクで、一いつ緒しよに色んなボクが消えて、ボク独りになるの。それで何が好きとか、何が嬉うれしいとか分からなくなるの。前は、そんなの怖くなくて好きとか嬉しいとか別に大事じゃなかったけど、鳳と乙ちゃんがいて、独りぼっちになるのが怖くなったの。変なの。自分が死ぬの怖くないの。鳳や乙ちゃんが死ぬ方が怖いの」

　乙──溜ため息。「死なねーし」

「……本当？　ボク、独りになるのやだ」

「なんねーし」雛の頭に手を伸のばす──くしゃくしゃ髪かみをかき回す。「誰も死なない。独りぼっちにしたりしないから安心して食べな。そんでさっさと鳳を起こしに行こうぜ。いつまでも寝ねてると、そのうちオレが小隊長になっちゃうぞって言ってさ」




　ＭＳＳ本部ビル──一階ロビー。

　師しとともに、お見み舞まい用の花と、中に端たん末まつを入れた防犯装置つきの鞄かばんを運ぶ冬真は、ここに来る途と中ちゆうの電車の中で、バロウ神父から言われたことを考えていた。

　今日の用事が終わり次し第だい、クロースターノイブルクの修しゆう道どう院いん長ちようとともに北にある街へ行き、バロウ神父の昔の教え子が運うん営えいしている化学研究所の所長に会うこと──

　かつて都市に持ち込まれた化学兵器が暴ぼう発はつし、修道院の土地が汚お染せんされたとき、ハンガリー系の修道士たち自らが研究を行い、清せい浄じよう化かしたことから設立された研究所だった。

　聞けば、鳳たちの〈羽フエデール〉も、そこでの研究をもとに開発されたのだという。もともとハンガリー系にはやたらと発明家が多い。電波を用いた音声の送受信や、ブラウン管や、インクを極ごく細ぼその筒つつに注ちゆう入にゆうしてペンを発明したのも、全てハンガリー人である。

　そんなに多くの発明品を作り出すなんてどういう人じん種しゆなんだろうと感心する一方、なぜ今このときに行かされるのか不ふ思し議ぎだった。神父は勉強のためと言ってくれたが、何やら大急ぎで自分を都市外へ出そうとしているようにも思える。

「ご苦労様です」ふいに声──歩み寄るニナ。「ヘルガ長官は会議で出ているため私が応対するよう命じられております」

　バロウ神父がうなずく──冬真に目め配くばせする。

「どうぞ。解かい析せき済ずみのものです」鞄──無理矢理こじ開けようとすれば防犯装置と連動し、中の端末のデータが一いつ瞬しゆんで消えるというしろもの。

「ありがとう」ニナの美び貌ぼうに小さく浮うかぶ笑えみ──初めてここで出で迎むかえられたときには表情一つ浮かべなかったことを考えると、ずいぶん親しくなったものだった。

「いえ……。鳳さんは──」

「六階にいる。部屋は入り口の表示で分かるから、これで入ってくれ」

　パスカードを受け取る──丁てい寧ねいに御お礼れいを言う。「ありがとうございます」

「先に行っていなさい、冬真。私は少しニナと話がある」

「はい、神父様」素す直なおにビル内へ──その背を見つめるバロウ神父＋ニナ。

「……ヘルガ長官の指示に従い、神父様のデスクをご用意しています」

「冬真を都市の外に出してから、使わせてもらう。ひとまず端末のデータを更こう新しんし、教会に持ち帰って解析しよう。でないと冬真に疑うたがわれてしまう。あの子のことだ。事態の真しん相そうを知れば、一人で安全な場所に行くことを拒こばむかもしれない……」




　本部ビル六階／医い療りようフロア──以前にも足を運んだ場所。

　救すくうことが出来なかった子供──運び込まれた鳳の中で突とつ然ぜん、〝怪かい物ぶつ〟が目覚めた場所。

　そのときとは違ちがう一室へ向かいながら、ふと鳳の目の傷のことを思い出して胸が痛んだ。

　消された鳳の記き憶おく＝仲間同士の殺し合い。

　こうして花を手に見舞いに来たというのに、鳳が空にいるときのような、とても届かないという気分に襲おそわれ、相手にどんな言葉をかければ良いか急に分からなくなった。

　もしかすると自分が来たところで迷めい惑わくなだけで、負ふ傷しようした鳳にとって平和な日常を享きよう受じゆしている自分など不ふ快かいでしかなく、いっそニナに花を渡わたしてそれで済ませた方が良かったのではないか──次々に悪い可能性に思い当たり、なんだか物もの凄すごく気分が落ち込んできた。

　鳳が負った打だ撃げきのことを心配すべきなのに、自分の心が打撃を受けることばかり心配していることで、ますます情けなくなってくる。人一倍素直な性格なだけに、こういう思し考こうにはまると歯止めが利きかない。病室の前に来る頃ころには、すっかり責められて当然のような気になってしまっていた。あまりに素直なのも困りものだが本人にはどうしようもない。

　きわめて短時間のうちに、もはや懺ざん悔げを求める哀あわれな子こ羊ひつじと化し、自分の方が病人であるかのような憂ゆう鬱うつな顔で、個室のドアをノック。

「どうぞ、お入りになって」

　優やさしい声に従したがい入室──こちらに背を向け、元気に屈くつ伸しん運うん動どうをする場面に出くわした。

　綺き麗れいに畳たたまれた掛かけ布ぶ団とんとシーツ、綺麗に食べ終わった朝食、綺麗に整えられた髪かみ。

　あからさまなまでに〝私は全くもって元気です〟と主しゆ張ちよう──一いつ刻こくも早い復ふつ帰きを願うための、過か剰じようなまでの健康の顕けん示じ。

「ご覧らんの通り、あたくし、すっかり──」

　大きく両手を広げながら、くるりと勢いきおいよく振ふり返った。

　鳳＆冬真──真正面から向き合う二人。

　お互たがい、まるで時間が凍とう結けつしたように硬こう直ちよく──沈ちん黙もくが降おりた。

　まん丸に見み開ひらかれる鳳の目／まん丸に見開かれる冬真の目。

　鳳──患かん者じや服に腕うでを通しただけで、一つとしてボタンを留とめておらず。

　水色のスポーツブラ／とんでもなくあらわな胸の谷間／剝むき出しの引ひき締しまった腹／すべらかな肌はだ／ブラと同じ色の、すっきりした形の可愛かわいらしい下着／付け根から丸見えの太ふと腿もも／びっくりするくらい長くて綺麗な脚あし／いったいどこからどこまでが機械か分からない見事な肢し体たい──基本的に機き械かい化か義ぎ手しゆや義足は、ぴったり体たい格かくに適てき合ごうして作られるので、あまり美び容よう的てきな観かん点てんから調ちよう整せいされることはなく、ということは、そもそも生せい来らいの体型のバランスが良いということだと心のどこかで思った。

　おそらく手足の検けん診しんのためズボンを穿はかず、患者服以外は下着だけという格かつ好こうなのだということは、きわめて論理的に理解できるものの、花を握にぎりしめたまま、ぽかんとなる以外なすすべを失うしなう冬真にとって、それは乙がＰＤＡで見せてくれた〝有名な〟特トツ甲コー児童の、あの過か激げきな衣い装しようを遥はるかに上回る衝しよう撃げきをもたらす反はん面めん、容よう易いに目が離はなせぬものでもあった。
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　深々としたひと呼吸分、たっぷり間をおいてから、鳳の方がいち早く沈黙とショックから回復──運動の続きであるかのような迅じん速そくさで右足を軸じくにくるっと反転＝背を向ける。

　超ちよう絶ぜつ技ぎ巧こうを駆く使しするピアニストもかくやという迅速な手さばきで上から下へとボタンを留めて装そう着ちやく。その素す早ばやさたるや、背を向けられた冬真からは肘ひじが下へと降りてゆく動きしか見えず、窓に向かって何か魔ま法ほうの儀ぎ式しきでも行っているのかと思われるほどだった。

　二秒とかからず完かん了りよう／今度は素早さに優ゆう美びさが加わった振り返りを披ひ露ろう──相手からパンチを食らったところで逆に果か敢かんさを増す優すぐれたボクサーのようなふてぶてしさでもって、この程てい度どのことは一いつ顧こだにする必要すらないほど普ふ通つうにあることであり、何もなかったに等しいのだと言い切るように、堂々と胸を反そらし、にっこりと微笑ほほえんだ。

「おはようございます、冬真さん」

　いまだに患者服の裾すそのすぐ下から超ちようミニどころではなく脚が伸のびているのはさておき、取りあえずは文句のつけどころのない平常かつ平静さと言えた。

　というか、そう解釈せねば即そく射殺されるのではないかと思った。

「お……おはよう、鳳さん」

「わざわざいらして下さったのね。それ、とっても素す敵てきなお花」性せい急きゆうな口ぶり。

「お見舞いに……良かったら、どうぞ」なんとか合わせる。

「もちろん受け取らせて頂きますわ。ありがとう、冬真さん。何か花を入れるものをご用意しますので、しばらく外でお待ちになって頂けません？」どんどん早口になる。

　なぜ花を入れる器うつわのために外で待たされるのか、もちろん考えても辻つじ褄つまが合わず、要するに〝着き替がえるからさっさと出て行って欲ほしい〟ということの婉えん曲きよく的てきな表現に過ぎないということはすぐに解釈出来たので、慌あわててうなずいた──そのとき。

　ぷつん──という音とともに、何かが切れた。

　いやに高らかな音を立てて冬真の足あし下もとで跳はねた小さな何か。

　鳳が慌てて留めたはずの、患者服の上から三番目のボタンが消えてなくなり、先ほどの努ど力りよくも空むなしく、胸の谷間を覗のぞかせていた。

　それで、あたかも積せき載さい容よう量りようを遥かに超ちよう過かしたトラックの荷台の固定用ロープが、カーブした拍ひよう子しに吹ふっ飛ぶように、ボタンを患者服に固定していた糸が切れたのだと知れた。

　そんな風に切れるものなのだと思い切りびっくりした。

　あまりにびっくりしたせいで思わず余よ計けいな言葉が口をついて出た。

「……大きい」

　実際の所、それは全くの事実を言い表していたが、人間の肉体的な特とく徴ちようの多くがそうであるように、本人を前にして面めんと向かって言ってはいけないことの一つなのだということを、みるみるうちに鳳の顔色が変わるのを見て理解した。

　理解したときには遅おそかった。

「どうせ不ぶ格かつ好こうですっ‼」

　一いつ喝かつ──真まっ赤かに染そまった顔／涙なみだ目め。服のサイズは合っているのに、そこだけまるで合っていない胸むな元もとを何とかぎゅうぎゅう閉じようとしながら、半身になって片方の肩かたを突つき出し身み構がまえ、訴うつたえるとも責せめるともつかぬ顔で早口に言った。

「わざわざ仰おっしやらなくたって、どんなに不格好で見た目が悪くておかしいか分かってます。でもどう努力しても変わらない生まれつきのものを笑うことないじゃありませんの！」

　猛もう烈れつな早口／憤ふん激げき──冬真が初めて見る鳳の表情──怒いかりというより傷ついた様子。

「……お、思ってないよ。全然、そんなこと。笑ってなんかないよ」慌てて抗こう弁べん。

「今、仰ったじゃないですの」きっとなって責める。「凄すごくはっきりと」

「そんな……だって見た目が悪いなんて……思わないし。悪口じゃ……」

「悪口です！」

　問もん答どう無む用ようで怒おこられた。

「……ごめんなさい」

　確かに悪口というものは言った方がどう思うかではなく、多くの場合、言われた方がどう思うかが重要であるので謝あやまるほかない。しかし謝ったところで許されることもなく、今度は、なぜ見た目が悪いかを鳳自身の口から長々と説明された。いわく、胸が大きいモデルなんてほとんどいない。いわく、どんな衣い服ふくも胸元だけ大きいなんてことはない。いわく、胸が大きいことではからかわれるが、背が高いことでからかわれる人なんていない。自分だってニナやヘルガのような綺麗な体つきになるよう生まれたかったのに──云うん々ぬん。

　黙だまって聞くうちに訪おとずれる理解──教会で衣服について猛もう反はん発ぱつしたのは、決して顔の傷のせいではなかったということ。それはそれで、妙みようにほっとさせられた。傷を負った苦しみの後で、傷痕を負った苦しみを受け続けるというのは、やはり胸が痛むものだからだ。

　さらに持ち前の素直さで共感──どうやら先ほどの対面は、冬真が思うよりも遥はるかに深しん刻こくに、とっても恥はずかしかったらしい。

　もはや説せつ教きようすること自体が目的となった教師の前で、ただひたすら嵐あらしの過ぎ去るのを待つ生徒のごとく身をすくめる冬真に対し、いつしか鳳は平静を取り戻もどし、いつもの毅き然ぜんとした態たい度どで正面を向き、服の合わせ目を片手で押おさえるにとどめ、もう一方の手を腰こしに当てて、むしろ胸を反らすように胸というものについて語るうち──ふと我に返った。

「あら」急に驚おどろいたように、腰に当てていた手を口元にやる。「何をこんな……。そう真ま面じ目めにお聞きにならなくてもよろしいのに。余計なことまでお話ししてしまって……」

　恐きよう縮しゆくさせたのは自分なのに、なぜお前は話を遮さえぎらないのかと言わんばかりだった。

「僕が考えなしに言ったのが悪かったから……」

　あくまで素直に詫わびる──鳳の方が呆あきれたようになる。

　くすっと笑って口元に当てていた手を差し出す。「それ、ありがたく頂ちよう戴だいいたしますわ」

　このまま持って帰ることになるんじゃないかと半なかば諦あきらめかけていた品を、ほっとなって差し出した。ふと、花か瓶びんを用意するのではなかったのかと思ったが何も言わなかった。

「素敵なお花」にっこり微笑む──相手が目のやり場に困っているのに気づき、ちょっとそわそわして言う。「あの……すぐに着替えますので、外で待っていて下さいません？」

　今回はずばり要よう求きゆう──すぐに回れ右をする冬真。「う、うん……」

　かと思うとノックもなしに勢いよく開かれるドア──乙＋雛が入室＝びっくり。

「へ？　なんで冬真がいんの？」「なんでぇ？」

「あの、鳳さんのお見み舞まいに……」

　瞬しゆん時じに話わ題だい変へん更こう。「あっ！　生きてんじゃん、鳳ぁ」「死んでないよ、鳳ぁ」

「勝手に人の生死を決めるんじゃぁ、ありません」呆れ顔──二人を安心させるように微笑む。「この通り、何の問題もありませんわ」

「なんで脱ぬいでんの？」「ズボン穿はかないのぉ？」

「け……検査のためです」

「冬真いんのに？」「恥ずかしくないのぉ？」

　無む邪じや気きに容よう赦しやなく質問──赤くなってわめく鳳。

「た、たまたまです。これからすぐに着替えようと──」

「ヘルガ長官が戻られた」

　今度はニナが足早に入室──冬真が急いで壁かべ際ぎわへ＝どんどん居い場ば所しよがなくなる気分。

「至し急きゆうブリーフィングを行う。〝教室〟に集合……その格好で話していたのか？」

「好きでそうしていたわけではありませんっ！」

　むきになる──ニナが怪け訝げんそうに眉まゆをひそめる。

「どうやらすっかり元気になったようだね」入り口で顔を覗のぞかせるバロウ神父──おやおやという感じ。「この季節にしては、ずいぶん涼すずしげな格好だ」

「……検査があると思って脱いだのです」言い訳がましく。

　乙＋雛──またもやびっくり。「冬真の前で？」「冬真がいるのにぃ？」

　ニナ＋バロウ神父──それぞれ鳳＋冬真をしげしげと見る。

　二人の抗弁。「違ちがいます！」「そうじゃありません！」

「検査はない。昨夜の検査結果で異い常じようなしと報告を受けている」

　ニナ──どんな事情があれ大したことではないと一いつ蹴しゆう＝本題に戻る。

「食事は済すませたな。すぐに用意を。ブリーフィングが始まる」

「……では我々は、ここで失礼するとしよう。冬真、すまないがこれを」

　バロウ神父から鞄かばんを受け取る──みなに向かって慇いん懃ぎんに辞去の挨あい拶さつ。

「お邪じや魔ましました。ではこれで……」

　鳳が慌あわてて花を手に近寄る──相変わらず服の胸元を合わせながら詫わびるように言う。

「いらして下さってありがとう、冬真さん。今度は、もっと……普通に応対しますわ」

「う、うん……」部屋に入ってから初めて顔がほころぶ──自然と言葉が出る。「まだ聞いていないこともあるし……。あの答えの理由」

　心底から嬉うれしそうな微笑ほほえみ。「必ずお聞かせしますわ」

　退去する冬真とバロウ神父──不思議そうな顔の乙／じっと冬真の背を見送る雛。

「帰っちゃうんだ」「……行っちゃうよぉ？」

「彼らは外部協力者だ。我々と行動するとは限らない」ニナ──言い聞かせるように。

「本来なら、あたくしたちが守るべき市民の方たち……ですわ」

　鳳──すっかり自分を取り戻した顔で、二人を振ふり返る。

「さ、お仕事ですわよ、乙さん、雛さん。ブリーフィングの後で、おまじないをして差し上げますわね。どうかご安心を。昨夜のようなミスは、二度と犯おかしません」
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　ＭＳＳ本部ビル三階──〝教室〟と通つう称しようされる大型の会議室。

　長方形の部屋に整せい然ぜんと並べられた長テーブル──壇だんの背はい後ごに巨きよ大だいなモニター。

　飾かざりもなく窓すらない部屋──壇の脇わきに立つ副官。

　各隊員／三十余名の専任捜そう査さ官かん／十一名の係長以上の人間が集合──無言で待たい機き。

　やがてヘルガが、一人の男を連れて入室。

　男──碧へき眼がん／クルーカットの金きん髪ぱつ／中ちゆう肉にく中ちゆう背ぜい、これといって特とく徴ちようのない、意図的に目立たぬよう努つとめているような、糊のりの利きいたスーツの方が記き憶おくに残りそうな風ふう貌ぼう──いつしか風景と一いつ緒しよになって目につかなくなった標識といった奇き妙みようなまでに記号的な雰ふん囲い気き。

　壇上のヘルガが言った。「こちらはアメリカ中央情報局ＣＩＡの欧おう州しゆう支し局きよく、事じ務む次じ官かん補ほターナー・カルテンボーン氏です。このたびの有事に、情報面から私たちを支し援えんして下さるわ」

　じろりとした目が男に集中する──多くの反感と警けい戒かいの念が場ににじみ出す。

　例外＝最年少の三人──特に表情を変えず男を見つめる鳳／退たい屈くつそうにロリポップをくわえている乙／ぼんやり無感動に宙を見ている雛。

「ターナー・カルテンボーンです」

　男の自じ己こ紹しよう介かい──みなが意外そうな顔になる。いかなる場面でも英語で喋しやべり倒たおすのが常であるアメリカ人が、正確なアクセントによるドイツ語で喋ったからだった。

「このたびの有事は、全すべての国家が団だん結けつし、あらゆる手段を用いて解決すべき課題と認にん識しきしております。この多集団による企くわだてが、オーストリア一国ならびにＥＵ全体、ひいては国際社会に与あたえる影えい響きようははかりしれず、何としても食い止めねばなりません。またその際、我わが国と私が属する機関は、いかなる官かん僚りよう主しゆ義ぎや縄なわ張ばり主義をも貴き国こくに持ち込まないことを約束します。私がここで望むことはただ一つ。我々が多数の情報部員の労ろう苦くと犠ぎ牲せいによって得た情報を、あなた方に自由に判断して頂くこと。それだけです」

　立て板に水──というより適度に蛇じや口ぐちをひねってコップに水を注そそぐような、気になるということが異様なほど皆かい無むの、無む味み無む臭しゆうといっていい弁べん舌ぜつ。

「ターナー氏からはのちほど重要な情報についてご説明を頂きます。私たちは現在、きわめて短時間による解決を必要とする事件に直面しており、彼はそのための良きオブザーバーであり、私たちの活動を左右するとても重要な存在となるでしょう」

　ヘルガ──無む色しよく透とう明めいな存在であろうとする相手に、すかさず色をつける。

　男は適度に表情をほころばせ、緊きん張ちようを緩かん和わ──ニナがヘルガと男を同時に視し界かいに置くような位置＝あたかも男がいつ長官を暗あん殺さつしようとしても自分が盾たてになるといった警けい戒かい。

「今事件の概がい要ようを説明します」

　モニターに出現する複数のウィンドウ──治安機構および他国の公安組織の群。

「現在、ＢＶＴは国際刑事警察機構インターポールとともに、各国との共同態勢を構築中です」

　表示される組織名──ロンドン同時爆ばく破はテロ以来、国民の賛さん意いのもとで増強され、今や世界的な名声を誇ほこるイギリス特殊作戦部隊ＳＡＳ＋対テロ諜ちよう報ほう機き関かん。射しや撃げきや追跡技術ストーキングの正確さから〝世界最高の精せい密みつ機き械かい〟と称しようされるドイツ連れん邦ぽう情報局＋国境警備隊第九群ＧＳＧ９。

　ＥＵ随ずい一いちの執しつ拗ようさと諜報戦力を誇るフランス情報局＋国家憲兵隊対テロ部隊ＧＩＧＮ。自国の流りゆう儀ぎを全く変えないことを最大の利益とする〝世界の遅ち刻こく魔ま〟イタリア保安本部作戦班ＮＯＣＳ。

　ＥＵによる国こつ境きよう撤てつ廃ぱいに伴ともない、ある国から別の国へ自由に往おう来らいする者が増えたことから、日々、多発する犯罪の鎮ちん圧あつにあたる、ポーランド国境守しゆ備び兵へい、ハンガリー国境防衛隊、スイス警護兵、チェコ警察、スロヴァキア警察、スロヴェニア常じよう駐ちゆう警備隊。

　そして、〝世界の警察〟を自じ認にんするアメリカのＣＩＡおよびＦＢＩオーストリア大使館専任の法務官リーガトと、〝かつての冷戦のもう一方の主役〟たるロシア情報特務機関。

　人類と敵対する宇宙人でも攻せめてきたかのような、とてつもない共同態勢。

　言い換かえれば〝そのうち利害が矛む盾じゆんしてバラバラになるのでは〟と不安になるほどの、多た国こく籍せきにまたがる数多あまたの治安能力が、一国の首都に結集。

「これらの協力がＢＶＴによって統とう括かつされるとともに、政府の枢すう要ようが作戦統括本部に集合し、内政・外交に当たっています。もし今から三十数時間後に、彼らが私たちの活動を〝成果なし〟と判断した場合、オーストリア共和国政府の名において、各国の容認のもと、都市全域に、六万人規模の軍が配備されることになります」

　軍──パンドラの箱を開く鍵かぎに等しい一語。

　誰も何も言わず──だが発はつ散さんされる緊張感が炎ほのおのごとく燃ねん焼しよう。

「私たちＭＳＳも、組織上は軍の特とく殊しゆ部隊に準じゆんじる存在……しかし、あくまで都市治安のための警察組織であり、国家主権としての戦争に従じゆう事じするものではありません。軍が来れば当然、私たちは武ぶ装そう解かい除じよされ、全ての捜そう査さ権けん限げんを失い、あくまで軍の判断によってのみ動くことになります。それが軍の規定であり、都市全域が実質的な戒かい厳げん令れい下かに置かれるでしょう。市民ばかりか、たまたまこの国にいた外国企き業ぎようや観光客までもが移動と通信を制限され、徹てつ底ていした拘こう束そくを受けます。その結果、国際社会におけるオーストリアおよびミリオポリスの信しん頼らいは、第二次大戦直後の敗戦状態にまで失しつ墜ついするでしょう」

　場に満ちる緊きん迫ぱくの空気──この一事件に敗北すれば、これまでのあらゆる努力も、信念も、労苦も、犠ぎ牲せいも、全てが無む駄だになるという事実が、〝勝たねば何もかも失う〟といった単たん純じゆん明めい快かいなる事態の認識を全隊員にもたらしていた。

「しかし、それはあくまで、私たちが今事件の惨さん劇げきを食い止められなかった場合のこと。全隊員の能力を最大限に発はつ揮きし、迅じん速そくかつ確実な解決をはかると信じています」

　モニターが別のデータを表示──判明した敵／解明中の敵／予想される敵施し設せつ。

「ウィーンの森に落下したロシアの人工衛星〈アンタレス１１４０号〉について以下の裏うらづけが取れました。一つ、敵は電子的手段によって衛星をピンポイントで落下させた。一つ、敵は衛星の電源部である原げん子し炉ろを奪うばった。一つ、敵は連れん携けいして原子炉を運うん搬ぱんし続けている。一つ、それらは全て、ある兵器の製造を目的としている」

　さらに表示されるデータ──それが何であるかを示す、端たん的てきな名称。

　プルトニウム型〝核兵器ケルンヴアツフエ〟。

　全員が吐と息いき一つ漏もらさず緘かん黙もく──打ちのめされて逃にげ出す者がいないことが不思議に思えるほどのプレッシャーの中、全く揺ゆらがず響ひびく、ヘルガの苛か烈れつな声。

「現在、七つのグループが、それぞれ原子炉の運搬ルートと個別の製造段階を司つかさどっているとみられます。どれか一つでも役割を阻そ止しすれば、今事件の解決の端たん緒ちよとなるでしょう」

　グループ──判明×四。

「第一のグループ、〈待望の会〉。日本人難民の窮きゆう状じようを訴うつたえる組織から分ぶん離りし、世界の過か激げき派はに連れん帯たいを呼びかける武装集団。昨夜の犯行声明を行った女はヨーコ・イマムラ、元文化人類学者にして実行グループの筆ひつ頭とう。また衛星の落下現場付近で、要よう撃げき小しよう隊たい員いんが〝日本人と思われるカタナを持った男〟と遭そう遇ぐう。この男が実行グループの一団を負傷させたとみられます。過激派の存在はむしろ他の日本人の窮状を悪化させることから、グループ内でも闘とう争そうに反対する者がいる可能性があります」

〝幽ゆう霊れいかも知れない男〟──乙が、急に寒気を感じたように首をすくめた。

「第二のグループ、〈自由戦士団〉。キプロス系トルコ人による過か激げき派は組そ織しき。過去にもその関連組織が、ミリオポリス内での大型兵器使用を企図。過激な原理主義のもとで人員を教育し、性別年ねん齢れいを問わず武ぶ装そう闘争に参さん入にゆうさせています」

　鳳──悲痛の光が目の奥おくでよぎる／凜りん然ぜんとして耐たえる。

　三人の救えなかった子供たち──その元げん凶きように等しいグループの名をじっと見み据すえる。

「第三のグループ、〈ジョハルの手〉。チェチェン人による武装組織。チェチェン独立を指し揮きしたジョハル・ドゥダーエフ空軍少将の名を冠かんし、同国を実質的に占せん領りよう下かに置くロシアと、それを黙もく認にんする結果となったアメリカと国連に対し、報ほう復ふくを宣せん言げん。過激なイスラム原理主義に傾けい倒とうする者が中ちゆう核かくとなり、様々なルートで人員を増強。必ずしも危険な原理主義とは呼べない、従来の平和的な原理主義者たちを、金きん銭せんや性差別などで束そく縛ばくすることから、同じチェチェン人からも忌いみ嫌きらわれている存在です。また──」

　ヘルガ──ちらりと男を見る／空気のように佇たたずむターナー。

「第四のグループ、〈ウラジャーイ〉は、ロシア人組織でありながら反ロシアを標ひよう榜ぼう。〝収しゆう穫かく〟を意味する名の通り、銃じゆう器きや麻ま薬やくの密みつ売ばいを主として利益を追求。こちらのＣＩＡ事務次官補の情報では、彼らこそ今事件を指揮する集団……そうですわね次官補どの？」

　うっかりすると存在すら忘れかける男──咳せき払ばらいすらなし／驚きよう嘆たんに値する自然さで応答。「我々は〈ウラジャーイ〉を常に監かん視ししてきました。ソ連解体後、国防省Ｇ参謀本部Ｒ諜報部Ｕと呼ばれる機関で多くの政治的敗北者が出たからです。敗北者たちは富を抱かかえて各地に逃げ、マフィアと結けつ託たく。やがて〈ウラジャーイ〉となり、今もロシア情報部員を闇やみ社しや会かいに引き込んで国家機密や大量殺さつ戮りく兵器の知識を金に換かえています。この集団がなければ、人工衛星の落下も、その恐るべき転用も、なかったでしょう」

　うなずくヘルガ──ターナーの存在を隊員に印象づける／後を続ける。

「その他、敵の特徴を示すキーワードが幾つか存在するわ。一つが〝赤鹿ロートヴイルト〟と呼ばれる人物で、かのプリンチップ社から狙そ撃げき用ライフルを入手したとみられます。また、高度な狙撃をきっかけに敵が陽動に移行し、以後、狙撃が一いつ切さいなかったことから、ロートヴィルトなる人物が、狙撃手であると同時に、戦せん術じゆつ指し揮き者しやである可能性があります」

　その一撃のために病室で拘こう束そくされた鳳／相手の戦術に攪かく乱らんされて原子炉の運搬を許した御影──ともに強きよう烈れつな戦せん意いをたたえてデータに見入る。

「この人物だけがドイツ語名で呼ばれ、プリンチップ社から個別に武器を与あたえられていることから、残り三つのグループのどれかに属し、かつきわめて重要な戦術を担になっていると予想されます。さらにもう一つ……再びご説明をお願いしますわ、次官補どの」

　いったん絡からまると容易には振ふり払はらえないイバラのようなヘルガ──ターナーに集まる注目が、〝本当のことを喋しやべっているのか？〟という警戒を呼び起こす。

「データを表示して頂きましょう」

　ターナー──にこやかさを増す／すり抜ぬけられぬ壁かべを前にして楽しむような目。

　モニター──いきなり予想外のものが映し出される。

　巨きよ大だいな連結式のトレーラー。

　何パターンかの、予想される外がい装そう／国こく籍せきの違ちがうナンバープレート／撮さつ影えいされた写真。

　アメリカのトレーラーハウスを思わせる車両を、さらに大きくした車体。

　ターナー──異い様ようなものを普ふ通つうに解説。「我々とロシア情報機関が相そう互ごに裏づけを取った、〈ウラジャーイ〉の特殊施設たるトレーラーです。高度な通信基地であり、兵器開発の拠きよ点てんとなる車両です。この特とく殊しゆ性せいは、ある名が刻こく印いんされていることからも明白です」

　さらに表示される何枚かの画像データ。

　車体の下部──車しや軸じくの一いつ端たんに刻印された文字＝『PRINCIP INC.』。

　見る者全すべてに、痛つう烈れつな危き機き感かんを与あたえる名──株式会社プリンチップ。

「これは世界のテロリズムを支し援えんする幽霊ダミー企き業ぎようプリンチップ社によって、設計製造された車両なのです。ただしプリンチップ社は、これまで決して自ら行動に出たことはありません。ゆえに残り三つのグループの一つがプリンチップ社であるというようなことはなく、この物品を所しよ持じする〈ウラジャーイ〉こそが、事件の中核と見るべきでしょう」

　穏おだやかに言葉を切るターナー──うなずくヘルガ。

「現時点をもってＭＳＳは全人員をこの事件に投入し、最優先で解決をはかります。三十数時間以内にあらゆる手段を尽つくして原子炉の運搬を阻そ止しし、全グループを無力化すること。これらは、私たちの都市を存そん続ぞくさせるための最さい低てい条じよう件けんよ。良いわね」







　第三の角笛　〝その星の名はにがよもぎ〟
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「情報伝達、組織的な態勢作り、政治的な意見統一、他国との協調……以前に比べれば、段だん違ちがいの迅じん速そくさね。治安組織も……敵も」

　ＭＳＳ本部ビル＝上官専用エレベーター内──ヘルガの言葉に、ニナがうなずく。

「中でもＭＳＳはヘルガ長官のもと、情報力と実行威い力りよくにおいて、現時点で理想とされる全ての要素を備そなえています。いかなる障しよう碍がいも、全人員が連れん携けいして乗り越こえるでしょう」

「残るは一つ……メッセージ・ゲームへの対たい処しよだけね」

「は……？　メッセージ……？」

　ヘルガ──告白を思わせる口く調ちよう。

「敵は私たちが目にすることを前提にメッセージを放っているわ。原げん子し炉ろを用もちいたテロの裏で、七年前のメッセージ・ゲームを仕し掛かけて来ているのかもしれない……」

「七年前……。クーデター事件の……？」

「似ているわ。あまりにも。人工衛星や核かく兵へい器きという、強きよう烈れつな印象を与えるもののせいで誰だれもが見過ごしているけれど、考えれば考えるほど似すぎている。クーデター事件の首しゆ謀ぼう者しやと目された人物が、かつて仕掛けてきたものに」

「犯人は、過去の事件を模も倣ほうしていると？」

「あるいは、過去に計画されたまま今まで実行されなかったのかもしれない……」

　ニナ──息を吞のむ／言葉に迷う。「そんなことが……？」

　エレベーターの到とう着ちやく──開いたドアを手で押おさえるニナ／降りずに話を続けるヘルガ。

「推すい測そくに過ぎない……。それこそ空想かもしれない。でも確かめるすべはあるわ」

　はっとなる。「長官自ら、コンタクトを取るおつもりですか……？」

「ええ」端たん然ぜんと告つげる──微笑ほほえむ。「話してみるわ。かつて事件の渦か中ちゆうにいた男に」

　ニナ──口をつぐむ／どこか切々とした表情になる。

「相手がテレビ電話での会話に応じれば良いけれど。出来ればこの状じよう況きよう下かで、都市を出てレオーベンの刑けい務む所しよまで出かけるのは避さけたいところね」




　本部ビル──地ち下か駐ちゆう車しや場じよう／隣りん接せつする機体格納区画／次々に出動する部隊。

　通信官たちが機器のチェックを済ませ、出発の用意を整える通信車両のそば。

　鳳アゲハ──乙ツバメ＋雛ヒビナに、今日の分の絆創膏おまじないを支給──にっこり微び笑しよう。

「さ、これで万全。敵が何者であれ、あたくしたちに敵かなうものとておりませんわ」

　たっぷり一晩休んだせいか、いつもより自信満々な口上。

「なんで鳳はおまじないしねーの？」「なんでぇ？」

「あら、あたくしだってしていますわよ」

　髪かみをかき上げる──首筋に貼はられた絆ばん創そう膏こう＝獅し子し座ざの印／ブドウの香かおり。

「してんじゃん」「してたんだ」乙＋雛──ちょっと憮ぶ然ぜん。

「これだけじゃ駄だ目めですわ。それ以上に、あなた達へ与あたえることで、あたくしに返って来ますの。これはそういうおまじないなんです」

「ふーん」「ふーん」

「ジンクスは、何より、忠ちゆう実じつであれと人に教える」

　不自然なほど自然なアクセントのドイツ語──まるで昔からそこに立てられていた標ひよう識しきのような風ふ情ぜい──ターナー・カルテンボーン。

「忠実こそ、不ふ屈くつさの源だ。古代スパルタの兵しかり。ヴァイキングしかり。あと私の身内では米国海兵隊しかりだ。ジンクスをおろそかにしない者ほど粘ねばり強く挫くじけにくい」

　乙＋雛──眉まゆをひそめる／ぼそっと。「意味分かんない」「なに言ってんのぉ？」

「これ、お二人とも。失礼ですわ」さすがにたしなめる──いつの間にか空気のように近づいている相手に微笑みかける。「怖こわいときには勇気を、寂さびしいときには優やさしさを、哀かなしいときには喜びを与えてくれる、おまじないです。よろしければお与えしますわ」

　びっくりする乙＋雛──にこやかに歩み寄るターナー。

「ありがとう。顔に貼るものなのかね？」

「いいえ。あたくしどもは装そう備びの都つ合ごうでそうしているだけ。お誕たん生じよう日びは？」

「八月二十二日」さらに付け加える。「齢は四十一。生まれはニュージャージー」

「年ねん齢れいはけっこうです。あたくしと同じ獅子座ですのね。どうぞ、お手を」

　警けい戒かいの念など互たがいにかけらも見せぬ穏おだやかさ──区画の向こうでは、戦術班はんの御ミ影カゲや日向ヒナタたちが、じろりとした目でターナーを見ている。

　ぺたりと貼られる絆創膏──ターナーの左手の甲こう。

「これでジンクスを共有させて頂いたわけだ。大変に心強い」

　ふとターナーの掲かかげた左手の袖そでを見て、乙＋雛がぎょっとなる。

　鳳もそれを見たが、しっかりと微笑を保たもって何も言げん及きゆうしなかった。

　ターナーが着るスーツの下のワイシャツ──左袖の縁ふちに刺し繡しゆう。

『ＭＡ─ＤＥ』

　何も見なかったように言う鳳。「この車両で、ご一いつ緒しよに現場へ向かいますの？」

「いや、さすがに現場指揮の邪じや魔まになるし、既すでにヘルガ長官から、車を用意して頂いている。優すぐれた発信装置つきで、常に私の居場所が分かる。明言はしなかったが傍ぼう聴ちよう装置もついているだろう。よって私もなるべく車内にいようと思う。そうすれば、私がどこにいて、誰に電話をかけたかといったことが、すぐにあなた方にも分かるというわけだ」

　まるで監かん視しされていることがお互たがいに親切であるかのような口ぶりだった。

「それは安心ですわね」しっかりと相手に合わせる。

「この絆創膏おまじないにも同様の装備を施ほどこすことをお勧すすめするよ」全く冗じよう談だんめかさずに言う。

「考えておきますわ」にっこり。「ご自分で運転されるのですか？」

「ハンドルは自分で握にぎるに限る。私たちの言葉でいう自律的なコハンントドロリーンルグのもとだ。とはいえ体力温存のために部下を呼んで交代で運転することになるかもしれない」

　つと、自然な仕し草ぐさでビルの出入り口を振ふり返る──ニナが足早に現れる。

「ただちに出動します」ニナ──ターナーが鳳らとともにいることについて全く言及せず。「我々の目的地を随ずい時じそちらの車のナビに送ります。後続して下さい」

「了ヤ解ー」ターナーが鳳へ、おまじないを施された手を軽く挙げ、用意された車へ歩み寄り、その場にいるほぼ全員から注目されていることなど気にも留めず乗り込んだ。

「行くぞ。乗れ」ニナとともに通信車両へ──途と端たんに乙が大声でわめいた。

「見た見た⁉　あのおっちゃん、服にウマジー虫デって書いてあったっしょ⁉」

「変なの。気持ち悪い」雛──眉み間けんに皺しわ。

「お二人とも。きっと違ちがう意味ですわ」たしなめる鳳。

　発進する通信車両──ニナ＝各班との通信を確かめつつ。「Ｍ・Ａ・Ｄ・Ｅか？」

「ええ」「うん」「そう」三人が同時に返す──鳳が代表して質問。「ご存じですの？」

「アメリカ・プロテスタントの合い言葉の一つだ」

　言われても意味が分からない鳳たち──車両がビルの外へ／ニナのそばの壁かべモニターに表示されるウィンドウ＝御ミ影カゲの笑み。《よくＣＩＡ相手に平静に話せるものだ、お嬢様フロイライン》

　力強い微笑。「まずは相手を知ることが先決ですもの」

　乙＋雛──口々に。「ウマジー虫デって刺繡してんの」「気持ち悪いの」

《マーデ……？　〝明白なる使命マニフエスト・デステイニー〟のことか？》いつもは鷹おう揚ような御影のしかめつら。

「おそらくな。連中の二百年前から変わらない合い言葉だ」ニナが言葉を挟はさむ。

　鳳──再び代表質問。「どういう意味ですの？」

《〝神がお与えになる土地を耕す〟という使命のことさ、お嬢様フロイライン》

「……特に、悪いことではないと思いますけれど」

　ニナ＝冷ややかに。「だが同時に、連中の祖先がアメリカ大陸に持ち込んだ天てん然ねん痘とうウィルスによって原住民が大量に死亡した結果、土地を与えられたときの言葉でもある」

「まあ」目を丸くする鳳──乙＋雛の納なつ得とく。「人が死んだからウジ虫なんだ」「ふーん」

《確かに土地の確保は、ぜいたくマーデな暮らしの大本かも知れんな。今でも連中にとって、世界を耕すことは〝明白なる使命マニフエスト・デステイニー〟であり、開拓精神フロンテイア・スピリツツのたまものだ。昔は馬と銃じゆうで開かい拓たくし、今はアメリカ式の自由経済と民主主義と軍事力でそれを行う。グローバルスタンダードというやつだ。それが連中の正義であり、それを妨さまたげる者はみな悪の枢すう軸じくだ》

「……御影さん、アメリカお嫌きらいですの？」真っ当な質問。

《自分たちの正義が、他人にとっては煮にえ湯ゆであることを知ろうともせん連中はね。コカコーラとハリウッド女優は、そう悪くない文化だが。なあ、潮音シオン？》

　鳳たちが振り返る──ニナの冷ややかな黙もく殺さつ＝各班に指示。「第二班および第三班が現場に到着。第四班は予定通り交代時間まで待機。我々は第十四区ペンツイングを重点的に捜そう査さする」

《何を隠かくそう、潮音はモデル時代にハリウッドを目指して英語を学び──》

「第一班、さっさと追つい随ずいしろ」鋭えい利りな刃やいばのような声──大いに目を丸くする鳳／とばっちりを恐おそれて身をのけぞらせる乙＋雛。

《了解だ。例の次じ官かん補ほどのの追走も同時に監視している》

「言葉数が多いぞ。気が急せいてる証しよ拠こだ」冷れい淡たんな指し摘てき──モニターを見向きもせず。「迅じん速そくさの上に、確実さが要求される局面だ。お喋しやべりと減らず口で肝かん心じんなときに──」

　コール音──ニナが携けい帯たい電話に出る／モニターの一つに解析班からのデータ。

《さて。では厳げん格かくなる副官に従い、口をつぐむとしよう。では現場で、お嬢じようさん方》

　御影の堂々たるウィンク──ウィンドウが消える。

　ちょっと呆あきれたようになる鳳たち──ふいに切せつ迫ぱくした声＝ニナ。「確かか？」

　通信官に手振りで指示──上部モニターに次々に映し出されるデータ。

　アジア系の者たちの写真／名前／予想される居場所──地下鉄Ｕバーンの駅および列車。

「コード１で通報だ。目標変へん更こう。第十四区ペンツイングの最寄りの地下鉄トンネル口へ向かう」

「民間の通報ですの？」鳳──モニターを見上げて。「彼らは？」

「通報で名前が列れつ挙きよされた、六名の日本人移民だ。何も知らず爆ばく破は物ぶつを渡わたされ、地下鉄に向かったらしい。おそらくロンドン同時爆破テロと同じ手口だ。また同区域の地下鉄トンネル口で原げん子し炉ろの〝臭しゆう跡せき〟が発見された。臭においよりも確かなもの──放射能反応が」

　鳳──瞠どう目もく。「……地下鉄のトンネル内を運うん搬ぱんしていると？」

　乙──疑わしげ。「通報って、だいたい噓うそばっかじゃん。ほんとなの？」

　雛──きょとん。「爆ばく弾だんなんて黄色いしぶんぶん鳴るしすぐ分かるよぉ？」

「この爆破テロは明らかに陽よう動どうだ。我々の追つい跡せきが敵の予想より早いため、急きゆう遽きよ、新たに計画したものの、人員が足らずに現地の日本人移民を利用したのだろう。それと──」

　ニナが振り返る──真まっ直すぐ見つめられる乙＝困こん惑わく。「……なにさ？」

「通報の信しん憑ぴよう性せいだが、かなり高い。この通報者は自分のことを説明する際に、こう通信官に告げたそうだ。〝燃える森で、空を飛ぶ青いやつの右腕うでを砕くだいた〟──と」




　　　　Ⅱ




　ミリオポリス第十四区ペンツイング──地下鉄／車両整備・運搬トンネル口。

　いきなりやって来たＭＳＳ通信車両と軍用機体×四台に、呆ぼう然ぜんとなる駅関係者たち。

　トンネル内──列車整備のための区画／地下鉄道への入り口／駅への連れん絡らく階段。

　ガーガー鳴る放射能測定器ガイガー・カウンターを抱かかえたＭＳＳ捜査官たち──地下鉄道への穴の前に並ぶ、ニナ／鳳ら要よう撃げき小隊員／御影ら戦術班員。

　遠間から様子を眺ながめるターナー──まるで昔からここにいる事務員のよう。

「第二班と第三班が増ぞう援えんに回る」ニナ──携帯電話のデータを見つめて。「どちらの現場にも敵はいなかった。放ほう棄きされた施し設せつを解析班に任せる。我々でここを押おさえるぞ」

「良いねー、ダンジョンっしょ、これ！」乙＝トンネルを前にしてわくわく。

「ここやだ暗いのやだ黄色いしぶんぶん鳴ってるし」雛＝暗くら闇やみを前にしておどおど。

「穴の向こうに悪あく魔まがいる気がしてきたぞ」御影──戦せん意いと警けい戒かいの呟つぶやき。「敵はなぜこのルートを選んだか？　人目につかず、我々の機体と車両が入り込めず、分厚いコンクリートと地面によって探たん査さが阻そ害がいされるからだ。しかも政府決定のマスコミ対策に支し障しようをきたす可能性があることから、列車の運行を止めるよう指示することも出来ん」

「その全すべてを計算していると？」鳳──じっと暗い穴を見み据すえて。

「間違いなくな、お嬢様フロイライン。加えて地下トンネルの構造と列車のダイヤをとことん利用し、時間通りに走り回る列車を盾たてに、レールからレールへ原子炉を移動させているんだろう」

「けれど、たとえ偽ぎ装そうしていたとしても駅を通過する際に見み咎とがめられますわ」

「この路線は年々、警けい備びがずぼらになっている。──潮音、監かん視し状じよう況きようは？」

　ミドルネームで呼ばれたことにも気づかずデータを睨にらむ＝険けわしい顔。「監視カメラは通常通り稼か働どう中だが、肝かん心じんの監視員がどこにいるか分からん。飲んだくれているか地下鉄内で違い法ほうな売買に勤いそしんでいるかだ。第二班が中央駅のコントロールルームを押さえてくれる。二分以内にマスターサーバーを通して全監視網もうを掌しよう握あくし、こちらで活用する」

「この通り、敵はこちらの警備の不ふ備びまで計算に入れているというわけだ。特にここは公共事業でやたらと路線を増開発した挙あげ句く、民営化されるなり人件費削さく減げんのため優ゆう秀しゆうな警備員をクビにし、ろくに訓練されていない経歴不明の若造ばかりを雇やとったからな」

　鳳＝疑念。「……けれども、それならなぜ爆弾を？　一発でも爆発すれば全車両が停止して、敵もトンネル内の自由な移動が妨さまたげられますわ」

　御影＝怒いかりのにじむ笑えみ。「その程度の惨劇なら我々にも食い止められると計算したんだろう。もちろん我々は爆破テロも全力で阻そ止しせねばならん。そうして我々の手数を減らした上で、予定通り悠ゆう々ゆうと、都市の地下を移動する気なのだよ、この悪あく魔まは」

「これ以上、好きな真ま似ねはさせん」ニナ──果か敢かんに。「全監視カメラを掌握した。相そう貌ぼう認にん識しきプログラムで、爆弾を所持する者の位置を判明させ、私と第二班で爆弾を押さえる。お前たちは想定ルートに従したがい、原子炉を追跡。連絡トンネルは機体が入れる大きさのものもある。要撃小隊に直径の小さいトンネルを任まかせ、戦術班は連絡トンネルを押さえろ」

　御影＝小声。「ＣＩＡ次官補どのは？」

「私と解析班で監視する。ここで原子炉を押さえればあの男も厄やつ介かい払ばらい出来る」ささやき──にわかに号令。「ただちに捜査を開始。森での借りを返せ！」

「了りよう解かい」鳳＋御影──その部下たちの斉せい唱しよう。

　ニナ──現場を捜査官に任せ、通信車両へ戻もどりつつターナーを一いち瞥べつ。

「転送を開かい封ふう」暗い穴の前で機き甲こう化かする要撃小隊員──紫むらさき・青・黄の輝かがやきが飛び立ち、暗闇の向こうへ消える様子を、空気のように佇たたずむターナーがじっと見つめていた。




《さーぁ、お仕事ですわ、乙さん、雛さん！　路線の分ぶん岐きと同時に散開。列車の運行データをしっかり確認しながら、目標を捕とらえること。良いですわね！》

　鳳──先行して飛ひ翔しよう＝複数の地下鉄入り口の一つへ機き銃じゆうを構えて飛び込む。

《ドキドキするねーっ！》乙──別の入り口へ浮うき浮き飛翔。

《うぇ……》雛──遅おくれて一番左端はしの入り口へジグザグ飛行。

　暗闇──探査と解析班からのデータで進路を確認／列車の接近を事前に把は握あく。

　前方から列車の轟ごう音おん＝光──すかさずトンネル脇わきの管理用通路へ退たい避ひする紫の輝き。

　列車の通過を待って飛び出す──脳のう裏りにデータ＝予想される敵ルート・要撃可能ポイント。ふと線路脇の非常用スペースに何かを発見──探査データを送信。

　破損して放置された運搬器械──ジャッキ一つでレールに乗せ下ろし可能なしろもの。

《目標が使用した可能性のある道具を発見》




「了解」ニナ──携帯電話を複数回線に設定／通信車両内のモニターで確認。「照明車両用の運搬器だ。捜査チームを回せ。放射能反応の有う無むを確認しろ」

　明らかな敵の痕こん跡せきをつかむ──手て応ごたえを得る。

「敵はその地下道のどこかにいる。確実に追い詰つめろ」

　通信車両が停車──携帯電話を手に飛び出すニナ＝地下鉄構内へ。

　一いつ般ぱん客きやくの間を走る──断りもなく駅員室に入る／先に来ていた戦術班はん・第二班と合流。

　困こん惑わく顔で隅すみに立っている駅員／警備員──突とつ然ぜんの事態に緊きん張ちよう顔がおの鉄道警察官ら。

「監視カメラを掌握した」日向──ふてぶてしい様子で現地人員らを振り返る。「爆弾を持った連中が三人この駅に来る。協力しろ」

　固かた唾ずを吞のむ駅員／警備員／鉄道警察官──ニナのフォロー。「一般客の退たい避ひと通路の閉へい鎖さだけでいい。捕ほ獲かくは我々がやる。くれぐれもイギリス警察の二の舞まいは避さけろ」

　素す早ばやく部屋を出るニナ──部下とともに後に続く日向。「イギリス……？」

「ロンドン同時爆破テロの後、警察官数名が無実の民間人をテロリストと誤ご認にんし、取り囲かこんで近きん距きよ離りから射殺した。間ま抜ぬけとしか言いようがない」

　日向──駅の階段を下りながら肩かたをすくめる。「自分がいる場所が戦場だと思ったんだろう。臆おく病びような人間ほど、自分を容よう赦しやのない兵士だと思いたがる」

「テロを戦争呼ばわりしたつけを、一般市民が支し払はらわねばならなかった悪例だ」

　ホームの一角へ真まっ直すぐ駆かけつけるニナ＋日向ら──軍服を連想させる集団がいきなりやって来たことでぎょっとなる一般市民を、駅員らが宥なだめつつ現場から遠ざける。

　現れる光──平常通りに運行する列車がホームに到とう着ちやく。

　ドアが開く──ぱらぱらと客が降りる／出入り口付近で談だん笑しようしていた日本人青年三人＝うち一人が荷物を背負ってにこにこしながら出てきた瞬しゆん間かん、日向が一瞬で取り押さえた。

　床ゆかに顔を押しつけられて悲ひ鳴めいを上げる青年──残り二名を戦術班員が引きずり出し、同様に押さえつけて手て錠じようをかけ、荷物を奪うばって一か所に集める。

　鮮あざやかな手て際ぎわに呆ぼう然ぜんとなる駅員ら／車内の客ら／青年ら──ニナが携けい帯たい電話で指示。

「三名確保。待機中の爆ばく弾だん処理班と、近辺の捜そう査さ官かんを回せ。確保した者たちは何も知らされていないだろうが、念のため事情聴ちよう取しゆを。こちらは引き続き残り三名を追う」

　電車のドアが閉まる──発車する。

　青年たちを軽々と持ち上げる日向ら──棒立ちになる駅員らをよそに、ニナとともに退去。やって来る爆弾処理班に荷物を任せ、駅を出たところで捜査官らに三名を引き渡わたす。

　ニナ──携帯電話。「半数を確保。残り三名は別々に移動中だ。ただちに確保に向かう」




《現在、運行ダイヤに乱れはない。そちらは原げん子し炉ろの確保に全力を尽つくせ》

《了解》御影──軍用機体×四台が列車の運行のタイミングに合わせて散開／侵しん入にゆう可能なトンネルをデータで確認しながら敵の予想運うん搬ぱんルートを追走／鳳らと挟きよう撃げき態勢に。

《捜査官が、先程の運搬器械の放射能汚お染せんを確認した。敵は近いぞ、お嬢じようさんがた》

《Ｕ三線六号Ｕバーン・ドライ・ウント・ゼクストンネルから参りますわ》鳳──迫せまり来る列車を迂う回かい／ドアを蹴けり破って非常用の連れん絡らく路ろへ／幅はば二メートル足らずの通路を飛翔／別の路線へ飛び出す。

《オレが一番先ぃーっ！》乙──地下鉄の駅に出るなり堂々とホーム端を横切り路線変へん更こう／飛び抜ける青い輝き／たまたま居合わせた一般客数名が啞あ然ぜんとなって腰こしを抜かした。

《うぇ……》雛──何も考えていないのではと思われるようなルート変更を繰くり返しながらも、なぜか着実に追つい随ずい／敵ルートを潰つぶしながら鳳の後方一キロにて同じ路線に出る。

　鳳──前方に分岐路を確認／はっとなる。

《どういうことですの……？》咄とつ嗟さに減速──滞たい空くう。

　分岐路の一つからにわかに飛び出す青い輝き──乙。「へ？　敵は⁉」

　もう一方のトンネルから現れる御影の機体／さらに乙の背後から現れる機体。

「ふぇ……？」雛──鳳の後ろからジグザグ飛行で到着。「なんで集まってるのぉ？」

《しまった。ルートを再解かい析せきしろ》御影──大急ぎで機体をバック。

《まさか、先ほどの運搬器械は……》鳳──痛つう恨こん。

《囮おとりだ。わざとあそこまで運んで放置し、我々に誤ったルートを追わせたに違ちがいない。我々が放射能汚染の痕こん跡せきを追うことは自明の理だ。それを逆手に取られた。くそっ、いちいち地味だが効果的な攪かく乱らんを使う》




　ニナ──携帯電話を耳に当てながら通信車両を降りる／地下鉄の駅へ／御影の通信を聞きつつ別回線で指示。「解析班、ルートを再計算しろ。多少の攪乱があったところでトンネル内にいることに変わりはない」さらに別回線。「そちらはどうだ、日向」

《俺と部下で、一名を確保だ》日向──ニナがいるのとは別の駅。《たった今、もう一名をヒュッテルドルファー駅で確保》

「よし。私がいるルゼンシュタイン駅で合流。これから最後の一名を確保する」

《二分で俺たちが行く》日向──懸け念ねん。

「その間にまた移動される。危険な相手ではない。捜査官の話では彼らは味ミ噌ソとかいう食料品を運んでいたと思っている。民族料理を家族のもとに持ち帰ろうとしているだけの一般人だ。後から来い」ニナ──もう一方の手で銃を握にぎる＝安全装置は解除せず。

　携帯電話の画面でデータを見る──目標の位置を捕ほ捉そく。

　ホームの端の方で電車を待つ日本人青年──離はなれた場所にスーツ姿の別のアジア系の男が一人／他に人ひと影かげはなし／携帯電話で指示。「駅員にホームのこちら側を封ふう鎖ささせろ」

　ニナ──相手を驚おどろかせないよう銃を背後に隠かくす／歩調をゆるめる／歩み寄る。

「そこの君」呼びかけ──データで確認した相手の名を口にする。「ヤマモト」

「……えヴアス？　なんですかヴイー・ビツテ？」いきなりの名指しに驚く青年＝アジア訛なまりのドイツ語。

「その荷物を──」

　青年の目が、ふいに恐きよう怖ふの色に染まる──目線＝ニナの背後。

　即そく座ざに振ふり返る──ニナ＝瞠どう目もく。

　先ほど離れた場所にいたアジア系の男──浅黒い肌はだをしたインド系の顔立ち。

　その手が掲かかげる巨きよ大だいな刃は物もの──ブーメランのように湾わん曲きよくしたククリ刀。

　男がニナに向かって刃やいばを振り下ろす──咄嗟に身をひねって飛び退のくニナ。

　唸うなりを上げて振るわれる刃──剃刀かみそりと鎌かまと斧おのを一いつ緒しよにしたような形状のそれが、すぐさま反転して迫せまる／かわす／呆然とへたり込む日本人青年／咄嗟に銃を突つき出すニナ。

　安全装置を解除するための一瞬の遅おくれ──刃で銃を叩たたき落とされる。

　インド人の男が何ら表情を浮うかべず、鞭むちのように身をしならせて刃を振るってきた。

　ぞっとなるニナ──突とつ然ぜんの金属音／ククリ刀が弾はじかれる／インド人の男が一歩退く。

　ニナの目前に、疾しつ風ぷうのごとく飛び込んできた新たな男──初老の日本人／鉄てつ紺こん色のキモノ／足には靴くつ下したを頑がん丈じようにしたような布製の靴／手に白い棒＝長大な日カ本タ刀ナ。
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「杜モリさん……」日本人青年の呆然とした呟つぶやき。

　ニナには〝モリサン〟と一単語に聞こえる／咄嗟にそれが人名であると理解──床に落ちた銃を拾おうとして、インド人と日本人が横ざまへ動いたために遮さえぎられる。

　一いつ閃せん──ククリ刀ＶＳカタナ。

　鋭えい利りな鋼鉄同士が激げき突とつする、焦こげつくような金属音──踊おどるように動くインド人／そのまま首でも差し出すのかと思われるほど僅わずかに体を揺ゆらすだけでほとんど動かぬ日本人。

　インド人が迅じん速そくに横へ回る──日本人はカタナの白刃を斜ななめ上に向けた状態で脇わきに構えたまま、やや体の向きを変えただけ。

　さらに一閃──したかと思いきや、飛びかかったインド人の右手から、ククリ刀がすっぽ抜けて床に叩きつけられていた。

　切り落とされた右手の親指＝インド人のもの──本物そっくりの機械仕じ掛かけの義ぎ手しゆ。

　ニナが啞あ然ぜんとなる──日本人がゆっくりとした動作でカタナを元の位置に戻もどす。

　いったいいつカタナが振り下ろされたのか、間近で見ていたはずのニナですら分からなかった。まるでインド人の右手が磁じ力りよくを帯おびており、そのためにカタナが磁力に引きつけられ、人間の意志を超こえた自然現象でもって相手の指が切せつ断だんされたかのようだった。

　インド人──いささかも間を置かずに、指とククリ刀を置き去りにして身を翻ひるがえした。

　躊ちゆう躇ちよなくホームから飛び降りる──トンネル内へ走り去る。

　銃を拾うニナ──ホームから身を乗り出す／銃を構えようとして身をのけぞらせる。

　眩まばゆい光──慌あわてて退いたニナの目の前を、通過列車が轟ごう音おんを立てて横切っていった。

　ニナの舌した打うち──列車が去った後のトンネルを覗のぞくが、闇やみに紛まぎれて何も見えない。

「追っかけっかい、姉ちゃん？」

　物もの凄すごい訛りのあるドイツ語──キモノの男がカタナを鞘さやに戻す／腰こしの抜けた青年に微笑ほほえみかけ、相手が背に負ったリュックを取り上げながら、日本語で何事か口にする。

　何やら納なつ得とくしたのか、青年が震ふるえながら、こくこくうなずく。

　男──〝モリサン〟の穏おん和わな微び笑しよう。そのままの顔でニナを振り返って、〝追うなら手伝うが？〟というように肩かたをすくめる。

「いえ……トンネル内は別の仲間が捜そう査さしています」ニナ──なんとなく敬意を払はらった口調に／男の雰ふん囲い気きが自然とそうさせる。「……あなたが通報者ですね？」

「あヤあー」〝ヤー〟ですら〝ヤァハー〟みたいな訛りを帯びる。「あちこち電話したが相手にされなくてな。あんたらだけさ、たわごと扱あつかいしなかったのは。マジゼーア、感謝ダンケ、感謝ダンケだ」




　　　　Ⅲ




《爆ばく弾だんは全すべて回収した。第二班はんとともにそちらの追つい跡せきルート上に向かう》ニナの報告。

《了りよう解かい》鳳──屹きつ然ぜんとなって目標地点へ向かう／すぐ背後に青と黄の輝かがやき。

《爆弾回収の際にニナが襲しゆう撃げきされた》ふいに割って入る日向の無線通信──機き嫌げんを損そこねた虎とらの唸りのような剣けん吞のんな声。

《ニナさんが？》鳳──再解析されたルートを飛ひ翔しよう／驚きに目をみはる。

《ほう。我らの白雪姫シユニービツテンを狙ねらうとは良い度ど胸きようだ》御影──豹ひようの唸り／別路線で追走。

《誰がお前たちのだ》冷ややかな声。《通報者が協力してくれたが逃にげられた。余よ計けいなことは考えずに原げん子し炉ろを追え》

《通報者とは、例の乙くんの腕うでを折ったという男か？　なぜ協力を？》

　乙──怖こわ々ごわと口を挟はさむ。《ねえ、幽ゆう霊れいじゃなかった？》

《後で確かめろ、乙ザーフイア。詳くわしいことは聴ちよう取しゆ中だ》

　鳳──思し案あんげ。《爆破現場になりかねない危険な場所でニナさんを狙うなんて……。まるであたくしたちに爆弾を封じさせた上で、現場指揮官を暗殺しようとしたようですわ》

　後を続ける御影。《まるでどころか、まさしくだ。陽動だけでなく、こちらの現場指揮官が誰であるかを知るために爆弾をばらまき、駆かけ回る通信車両を尾び行こうしてニナを狙ったに違いない。なんと狡こう猾かつな悪あく魔まだ。用心だぞ、お嬢じようさんがた。ロートヴィルトとかいう人物が一連の戦術指揮者ならば、この先に何も罠わながないはずがない》

《心得ましたわ》果か敢かんに応答──飛翔＝ふいに数百メートル先で何かを探たん査さ。

　一人の人間──地下の線路上で棒立ちになっている。

《何者かが線路上にいます》鳳──速度を押おさえる／機き銃じゆうを構える／愕がく然ぜんとなる。

　探査によって浮かび上がる相手の姿──アジア系の男＝日本人。

　全身火傷やけどを負ったような姿／膨ふくれ上がった顔面／朦もう朧ろうとした表情──放射能被ひ曝ばく。

　体に巻きつけた何か──導火線の束たば＝壁かべや天てん井じようにびっしりと張り巡めぐらされたもの。

　背後の雛──警告。《黄色いのぶんぶん鳴ってるぶんぶん、ぶんぶん》

　男がのろのろと手を掲げる──鳳の飛翔停止＝滞空／機銃の狙いを両手で固定。

　掃そう射しや機能を最低にまで押さえた二点連射──閃ダダ光ン！＝男の頭が木こっ端ぱ微み塵じんに砕くだけ散ちった。

「雛さん！」思わず地声になって叫さけぶ。

　雛の飛翔──男が倒たおれる前に、掲げていた手首をつかむ／スイッチを奪うばう。

「こんなの簡単だもん」男の死体を横たえる──導火線の一つを無造作に引きちぎる。

「鳳ぁっ！　電車ぁっ！」乙の悲鳴──後方＝遠くから迫せまってくる音。

　そしてさらに雛の声。「まだ鳴ってるよ、ぶんぶん鳴ってるよ、ここじゃない所で──」

　直後──一キロほど先でとてつもない爆音／炎ほのおの閃ひらめき／震しん動どう。

　爆圧の塊かたまりが迫る／吹ふき荒すさぶ──突風の中でも決して失速しない〈羽フエデール〉の能力を駆く使しして耐たい久きゆう／耳を聾ろうする音おん響きようを〈飾オりー耳ア〉の抗こう磁じ圧あつが低てい減げん。

「二段構えで……」愕がく然ぜんとなる鳳──爆破の衝しよう撃げきが収まるとともに探査が正常に戻り、爆破地点でのトンネル崩ほう落らくを確かく認にん＝塞ふさがれる。

　ぞっとなって振ふり返る──彼方かなたから迫る列車。

　送電線が破は損そんしたものの、一定区間ごとに供給される電力によって列車が進行を持続。

　列車と瓦が礫れきの間で押し潰つぶされるという、予想だにしない事態に直面。

　火のような声＝鳳の無線通信。《列車に崩落を警告！　ただちに停車させて下さい！》

《了解、退たい避ひ場所を探せ！》ニナの叫び。

「乙さん、送電システムを破は壊かい！　雛さん、線路上の爆弾を排はい除じよ！」

「あはっ、ドキドキするーっ‼」乙──迫り来る列車の方へ向かって敢かん然ぜんと飛翔。

　両腕の灼刃機能ヒートブレードをフル稼か働どう──航空機では決してありえないＳ字飛行。

　探査と解かい析せきデータに従い、トンネル壁へき面めんおよびコンクリート内の送電線を八つ裂ざきに。

「ふえぇ……」雛──せっせと爆弾解除／千切っては捨てる／千切っては捨てる。

　鳳──データ上でトンネル周辺の構造を把は握あく＝最も薄うすい壁を発見。

　その数メートル先に退避可能な空間があるはずの壁に向かって、機銃を最高速度で掃ダダ射ダ！。

　残ダダ弾ダダ数ダ！〈３ダダ０ダダ０ダダ０ダダ０ダ！〉─ダダ─ダ！〈２ダダ０ダダ０ダダ０ダダ０ダ！〉─ダダ─ダ！〈１ダダ０ダダ０ダダ０ダダ０ダ！〉─ダダ─ダ！〈０ダダ０ダダ０ダダ０ダダ０ダ！〉。

　あっという間に撃うち尽つくす──高熱のドラム弾だん倉そうが自動排出／さらに弾倉装そう塡てん。

　史上希まれに見る物ぶつ騒そうさの掘くつ削さくドリルと化す重機関銃──磁化された弾丸がコンクリートを穿うがつ／削けずる／砕くだく／危険きわまりない跳ちよう弾だんと化す。

《来たぁーっ‼》戻ってくる乙──その背後から列車の轟とどろき＝電力を遮しや断だんされて真っ暗の車内／警告が伝わったことを示すけたたましいブレーキ音。

《終わったよ、鳳ぁ》近寄る雛＝弱々しい無線通信──機銃掃射の音で声が聞こえず。

　崩ほう壊かいするコンクリート──鳳が雛の腕をつかみ、開いた穴へ物も言わず放ほうり投げた。

《うぇ……？》雛──びっくりしながら連れん絡らく用通路に転がり倒れる。

　乙──戻るなり同じようにぶん投げられる／雛の上に倒れ込む。

　鳳が最後に飛び込んだ瞬間、猛もう烈れつなブレーキ音とともに列車が到とう来らい。

　機銃の銃身と両足が間に合わず、列車に接せつ触しよく──さながら刃やいばのないギロチン。

　銃身と両足がへし折れる／ねじ曲がる／引きちぎられる──鳳が通路へ放り出される。

　穴の向こう──通過する列車／ブレーキ音がやむ／瓦礫に激突することなく停車。

「鳳！」「鳳ぁ！」乙＋雛──倒れた鳳にすがりつく／抱かかえ起こす。

「……お二人とも、大だい丈じよう夫ぶですわね？」鳳──衝撃を振り払はらうようにかぶりを振る／膝ひざ下したからもげた両りよう脚あしが、エメラルドの輝きとともに再転送を開始＝新品の足が床ゆかを踏ふむ。

　ニナの無線通信。《複数箇か所しよで敵が自爆。列車乗客および我々の人員に損害なし。崩落したのは要撃小隊のいたトンネルだけだ。全員、通信車両の現在位置で合流。敵は既すでに地上か連絡通路へ出て、一いつ般ぱん貨物に紛まぎれて原子炉を運うん搬ぱんしたと見られる。完全な失敗だ。ただちに態勢を立て直し、追跡を再開する。やつらにこれ以上の借りを作らせるな》




　ミリオポリス第二十一区フロリズドルフ──〈ヴィエナ・タワー〉五十階＝エレベーターシャフト。

　最後の工こう程ていを追え、骨組みを片付ける作業員たちの間を、特に何か落下物があるわけではないが、規き則そくに従したがってヘルメットをかぶったハインツと冬真トウマが話しながら歩いている。

「全ての柱やエレベーターを同一構造内に収めたチューブ型構造は、強度も優すぐれている上に、あらゆるフロアの面積を最大限に活用できる。だから、なるべく多くの企き業ぎように場所を貸してテナント料をもらいたいオフィスビルが好このむんだ。いうなれば、大昔に巨きよ大だいな聖堂の天井を作ることを可能としたアーチ型構造に次ぐ、ヒット商品さ」

　まるで自分の家でも見学させているかのようなハインツの解説──傍かたわらで素す直なおに感心している冬真＝目を輝かせて。「柱のほとんどないビル……地じ震しんや風圧に対しても衝撃を効果的に全体へ伝達できるから、しっかり固定するより、よっぽど安全なんですね」

「その通り。だからアメリカの貿易センタービルも、同じ構造を採用したんだ。あれは実際、ジェット機一つ分くらいの衝撃じゃ決して崩落しないしろものだった」

「……なぜ崩くずれたんでしょう？」

「一説によれば、誰も機体から漏もれ出すジェット燃料のことまで考えなかったらしいね。燃料がビル内の空気ダクトやあらゆる隙すき間まに流れ込んで、広こう範はん囲いに超ちよう高熱の火か災さいを発生させたのさ。それで鉄筋が溶とけ、壁が強度を失うしない、あの有名な、上から下への崩落が起こったんだ。下手をすれば横にへし折れていたかもしれないことを考えると、不幸中の幸いかもね。もしそうなっていたら、さらに何個かビルが崩くずれていたかもしれない」

「ハインツさん、建築にも詳しいんですね」

　肩かたをすくめる。「何しろ父の会社が建設業だからね。本来ならそちらの道に進んでたんだ。機械工学を学んでいるのは、成人した僕が勝ち取った自由ってところ」

「へええ」なんとも素直な冬真の感かん嘆たん──様々な学びの道の中で、しっかりと自分の道を定めている相手に対する、素そ朴ぼくな尊そん敬けいの念と羨うらやましさがあった。

　一方──今朝方、鳳を見み舞まった際に何やら緊きん急きゆう時じであるのが察せられ、再び解析用の端たん末まつを受け取ったバロウ神父は今ごろ痛む両手で仕事をこなしているに違ちがいなく、こんなことをしている場合ではない、という気持ちもある。だがハインツから計算式を見せられたりしつつ四方を取り囲む巨大きわまりない構造体について詳しく解説されたりすると、単純に楽しいし、そういう仕事も良いなと思ってしまうし、自分の将来の参考にもなるし、ついついわくわくし、この場に束そく縛ばくされてしまうのだった。

　そんな二律背反というか、叱しかられるのが分かっていながら家に帰らず遊んでしまう子供のように、やきもきしつつも楽しいという状態の冬真を、これまた物の見事に興味を引いて引っ張り回していたハインツが、ふと足を止めた。

「ちょっと待ってて」言いつつ、仕事中の作業員の一人を手招く──親しげに話しかける。「やあ。どうだい。〝設計図〟は完成した？　見せてくれないか？」

　作業員──気弱そうにもごもご呟つぶやきながら小さくうなずく／ちらっと冬真を見る。

「彼は大丈夫だよ。僕の友人だ」

　また小さくうなずく作業員──警けい戒かいの表情で、作業用の器具を入れるための長細いポケットから筒つつ状に丸められた大きな紙を取り出し、ゆっくりと広げて見せた。

　赤と黒のマジックで描かれた何か──まるで子供が描いたお花畑の絵。

　呆あつ気けに取られる冬真──しげしげと覗のぞき込むハインツ。「例の数字は入れないの？」

　ぎくっとなる作業員＝たちまち噴ふき出す満面の脂あぶら汗あせ──またもや呆気に取られる冬真。

「せっかくここまで描いたんだ。テレビに出るんだろう？　ちゃんと入れとかないと」

　冬真には全く意味の分からないハインツの説得──気け圧おされたようにもう一方の手で赤マジックを取り出すと、作業員は震ふるえる手で、真ん中あたりにその数字を書き込んだ。

　６６６。

　それを見た途と端たん、冬真は、いきなり冷たいものが背に触ふれたように、ぞくっとなった。

　キリスト教圏けんにおいては一般的に最も不吉とされる数字──悪あく魔まの刻こく印いん。

「完かん璧ぺきじゃないか。これで、この〝設計図〟の重要性がちゃんと伝わると思うよ」

　作業員──なんとも言えない、何か大事なものを諦あきらめたような笑えみ。くるくると丁てい寧ねいに紙を丸めて用心深そうにポケットにしまう──軽く目もく礼れい／逃にげるように離はなれる。

「……テレビって、なんですか？」

　冬真──あまりに不ふ可か解かいすぎて何から訊きくべきか分からず、最も気になることを質問。

　ハインツ──再び歩き始めながら。「〝なんでも精神鑑かん定てい団だん〟って番組、知ってる？」

　何やら悪あく趣しゆ味みな予感のするタイトルに不ふ審しんな顔になる。「……いえ。なんですか、それ」

「有料放送は教会では見られないのかな。妄もう想そうと現実がごっちゃになった連中の話を聞く番組だよ。言ってみれば人間の想像力の豊かさを実じつ証しようする、味わい深いしろものさ」

　思わずあの作業員を探したが姿がなかった。「じゃ、さっきの〝設計図〟の人は……」

「彼は、教育は欠かけているけど知能はなかなかのものでね。両親が高校にも行かせず働かせたけど、独学で原子物理学をたしなむほどさ」

「はあ……」普ふ通つうに学校に行かせた方がよっぽど優れた労働力になる気がした。

「だから、僕が製造に携たずさわる電子レンジに気づいたんだ。そして警察に行ったところ妄想癖へきのある人間としてリストアップされ、馬ば鹿かな番組が彼を出演させることに決めたってわけだ。普通は放置すべきじゃないけど、どうせ彼の言うことなんて誰も信じないからね。いっそ大々的にやらせた方が、実際の電子レンジの隠かくれ蓑みのにもなるだろ」

　どんどん話について行けなくなる。「あの、なんなんですか……電子レンジって？」

「おっと、そういえばまだ教えてなかったか」わざとらしい笑み──角を曲がって高級マンションの住民専用のエレベーターに乗り込む。

　何も考えず従う──ハインツが下階へのボタンを押おすのを黙だまって見守る。

　振ふり返ったハインツが、もう一方の手にいつの間にか拳けん銃じゆうを握にぎり、こちらに向ける。

　ぽかんとなる──呆ぼう然ぜんとなる──住民専用エレベーターということは、現在タワー内に住んでいるのはハインツとその家族だけであることから、誰も乗って来ないことを悟さとる。

「バロウ神父は〈６６６〉について、どこまで解明したのかな？」

　ハインツ──先ほどまでと何ら変わらない談だん話わ口調。

「な……なんですか、それ……」

　かろうじて震え出さずに済む冬真──あまりの突とつ然ぜんさに、わけを聞こうとするよりも、とにかく相手を刺し激げきしないようにすることしか考えられなくなる。

「なにって、ＭＳＳから独立閉へい鎖さ型の端末を受け取ったじゃないか。君、解かい析せきを手伝ってないの？　リュウマチが痛むんだろう、バロウ神父は」

　啞あ然ぜんとなる──膝から力が抜ぬけたようになって後ずさる／壁かべに背をぶつける。

「もしかして本当に知らないの？　まあ、だったらバロウ神父が解析に使ってる端末を盗ぬすめばいい。君にも手伝ってもらって。ああ、ちなみにこれで最も穏おん便びんな手段を用いてるんだよ、僕は。逃げたり逆らったりしないこと。君もバロウ神父も、死んだことすら誰にも分からないような方法で、始末しないといけなくなるからね。嫌いやだろ、そんなの」




　　　　Ⅳ




　ミリオポリス第三十五区ジークムント──ＭＳＳ本部ビル八階＝長官室。

　スピーカーモードの電話＝ニナの声。《〝モリサン〟こと杜麟太郎モリリンタロウは、素す直なおに武装解除に応おうじています。といっても文化財であるカタナしか所持していませんが。先ほどの聴ちよう取しゆで〈待望の会〉の実行グループについて豊富な情報を持つことが判明しています》

　ヘルガ──解析班はんが裏づけを取ったデータをデスクのモニターの一つで確かく認にん。

「……ヨーコ・イマムラとの関係は明白ね。彼女の叔お父じアキラ・イマムラはウィーン大学の教授で、現在、憲けん兵ぺい側に出頭して事情聴取中。モリサンは、この都市へ移住する以前からイマムラ教授とは旧きゆう知ちの間あいだ柄がら……それゆえヨーコ・イマムラと都市の日本人青年会がテロに参加するのを止めようとしている」

《いかがしますか？》

「サムライの飛び入り参加を歓かん迎げいしましょう。ただしあくまで情報面においてであって、戦力として期待することはないと言いふくめておいてちょうだい」

《了りよう解かい》ニナ──ふと気き遣づかうように。《……例のメッセージはいかがですか》

　ヘルガ──やんわりと。「今のところ返答待ちよ。やはり、テレビ電話での応答に難なん色しよくを示しているのかしらね。心配いらないわ、ニナ。過去の事件との類るい似じ点てんから、現在の手がかりを探すだけ。それ以上のことに心を割さく気はないのよ」

《は……。では、ただちに再捜そう査さを開始します》

「吉きつ報ぽうを待っているわ」

　通信アウト──ついでデスクのモニターの一つを見る。

　映像＝〈レオーベンの刑けい務む所しよ〉の所長室。

　ミリオポリス南西に位置する都市レオーベンに建設され、数年前から大増築を繰くり返している巨きよ大だいで近代的な刑務所にして裁判所にして職業訓練施し設せつ。

　ガラスと鉄骨を多用した美術館かと見まごうばかりの清せい潔けつで美び麗れいな建物──その明るい木材を多用した一室に、ふいに所長が戻もどってきて、モニター越ごしにこちらを見た。

《お待たせしました、ヘルガ長官》

「こちらこそ急な事態に対処して頂き感謝しておりますわ。それで、彼の様子は？」

《そちらとの応答自体には興味を示しています。ただ、条件がありまして……》

「多少の規則に外れても構いません。緊きん急きゆうに情報を得ることが最優先です」

《……テレビ通話は可能です。ただし顔を見せるのは、あなただけで、彼は自分の顔は見せません。また画面の向こうには彼一人しかいません。たとえそちらから確認出来ないとしても、誓ちかって、彼がそこに座すわっています。そちらによる記録も第三者による傍ぼう聴ちようも可能です。特定回線によるメールのやり取りも必要に応じて行われます。彼の側は、彼一人だけが受け答えます。以上が彼の提案した条件です》

「問題ありません。証言の際に顔を見せたくないという服役者のプライバシー条じよう項こうに適てき合ごうしていますし、本人であるかどうかは声せい紋もんで確認出来ます。それにしても……まるで刑に服している彼の方が、そちらの責任者であるかのような仰おつしやりようですのね」

　ごくっと喉のどを鳴らす所長──恐おそろしい事実をいきなり指し摘てきされたような怯おびえた顔。

《実は……そう言われるのではないかと不安に感じておりました。ここに赴ふ任にんした当初は、なぜ政治犯収容区画の係員や警備員を、三か月ごとに全員入れ替かえるという規則があるのか分かりませんでした。ですがその理由を、私は最初の一か月で悟さとったのです》

「彼のせいだと……？」

《そうです。ただし彼は、この上なく従じゆう順じゆんな囚しゆう人じんです。逆らうということはありません。むしろ率そつ先せんして、こちらが楽なように動いてくれます。なのに彼らを管理する側の方が、いつの間にか、彼に対して従順になってしまうのです。分かりますか。誰もが彼のために何かをしてあげることが当然と考えるようになる。賄わい賂ろも脅きよう迫はくもなく。みなが彼の信者か賛シ同ン者パになってしまう。また当然、この施設に来る刑法学者、マスコミ関係者、作家、精神分析医、牧ぼく師しまでもが、彼に感かん化かされてしまうため、面会期限は三か月で、それ以上は最低でも半年の空白を置かなければ彼には会わせられません》

　ヘルガ──無言＝ただ相手の言葉に偽いつわりがないことを確認する冷静な眼まな差ざし。

《私はここに赴任してからまだ九か月ですが、じきに異動になるでしょう。さもなくば私までもが、この施設が彼の王国になることに荷か担たんしかねませんから》ちらりと腕うで時計を見る──自分では意識していないような従順さで告げる。《五分後に彼が席に着きます。面会時間は彼と相談し、自由に設定して下さい。この回線は三十時間、彼のために開放してあります。私はのちほど会話を確認し、彼の言うことに口を挟はさむことはありません。では、くれぐれも……彼に吞み込まれないよう、注意して下さい》

「ご忠ちゆう告こくありがとうございます」

　所長の強こわばった笑えみ──通信アウト／同時に、回線が彼のいる面会室につながる。

　真っ暗──おそらく面会室の通話用カメラにテープを貼はって塞ふさいでいる。

　モニター隅すみに監かん視し状じよう況きよう──盗とう聴ちよう防ぼう止し／録音録画の確認／音声識別。

　ヘルガ──静かな呼吸／時間の経過を待つ／言われたとおり五分が過ぎる。

　音声解析──かすかな物音──彼がいる。

　さらに一分間の沈ちん黙もくをもって相手を迎むかえる──自分を迎え入れさせる。

「ごきげんよう、カール・クラウス・フォン・シュテルテベッカー元少将どの。私はＭＳＳ長官ヘルガ・不知火シラヌイ・クローネンブルグ。聴取に応じて頂いたことを感謝しますわ」

　反応・返答・咳せき払ばらい──一いつ切さいなし。

　構わず言葉を投げる。「非合法な電子空間上でメッセージが発されるとともに、ミリオポリス市内に重大な事案が発生しました。概がい要ようは、事前にファイルをお受け取り頂いているものと思います。私があなたにお聞きしたいことは次の通り。かつての七年前のクーデター事件における首しゆ謀ぼう者しやとして逮たい捕ほされたあなたが、今回の事件を、事前に計画していたのか？　また、本事件を解決に向かわせるための何らかの手段について、あなたの側に考えはあるか？　むろんこの聴取が、のちのちあなたの刑期に影えい響きようを及およぼす可能性もあります。弁護士の同席を望む場合は、いつでも仰って下さい」

　噓うそ偽りなく投げ放つ──相手が何かを言いたくなるようおびき出す。

「あなたとの会話を望んだ理由は、メッセージです。いまだにどの機関も、それが現実的な効果を発はつ揮きしたとはせず、ただの合い言葉に過ぎないとしています。ですが私は、七年前の事件は、まさにそれによって始まったと考えています。かつてあなたが放った、〝子こ羊ひつじが七つの封ふう印いんを解く〟というメッセージによって」

　沈ちん黙もく──相手のかすかな呼吸音。穏おだやかで乱れがないリズム。暗い画面の向こう側に強きよう烈れつな存在を感じる。返答がないことでの虚むなしさはなし──異様な緊きん張ちようが迫ってくる。

「子羊と七つの封印は、新約聖書ヨハネの黙もく示し録ろく、第五節から第八節にかかわるもの。また第八節において子羊が第七の封印を解いたとき、七位の天使──つまり七人の天使が、七つの角笛を与あたえられて地を訪おとずれるとあります」

　呼吸を整える──吐と息いき一つでこちらの感情が読まれるのを感じる／冷静に続ける。

「過去のクーデター事件では、子羊と七つの封印についてのメッセージとともに軍による都市占せん拠きよ事件が勃ぼつ発ぱつしました。現在、我々は〝七位の天使〟のうち、第一と第二を確認しています。黙示録によれば、第一の天使の角笛とともに雹ひようと火が降り注ぎ、第二の天使の角笛では巨大な炎ほのおが海に投げ込まれます。そして第三の天使の角笛で、にがよもぎという名の星が出現します。この名は、かつてロシアで重大事故を起こした原子炉にがよもぎチエルノブイリを容易に連想することから、様々なメディアで核かく汚お染せんの象しよう徴ちようとして取り上げられ続けているものです。むろん今このときテロリストたちが原子炉衛星を用いて核兵器を製造するという事態に直面した我々にとっては、敵の犯行そのものの記き述じゆつであるとすら錯さつ覚かくします」

　一方的な説明──一方的な沈黙。

　暗い画面の向こうにいる男に、自分の顔を見せつけるようにして僅わずかに身を乗り出す。

「私には今事件が、過去のクーデター事件のメッセージを模も倣ほうしたものとは思えません。むしろ、あの事件が今も続いていると感じます。計画されたまま実行されなかった何らかの手段が、今も実在すると。あなたは、どこまで事件を計画していたのですか？」

　ぷつん。

　突とつ然ぜんの完全な沈黙／通信用ウィンドウの完全な暗あん転てん──通信を切られた。

　なんですって？

　むろん、そうされる可能性について常に考えていた。実際にそうされた場合の、抱かかえなければいけない虚きよ脱だつ感かんも予想していた。そう──ある意味で予想通りの反応が来た。

　溜ため息──深々と椅い子すにもたれる。

　拒きよ絶ぜつされたなら、それはそれでいい。事実を確かく認にんする手段は他ほかにもきっとあるだろう。

　あるのは失望感──この男のことを過大評価しすぎていたという思い。

　所しよ詮せん、過去の事件でも操あやつられただけの男──目的のない一方的な遮しや断だんがそれを示している。知能犯の中でも、ごく低級な部類に属ぞくする反応。期待しすぎだった──

　施設の所長に、会話が終しゆう了りようしたことを告げようと身を起こしたとき──ふとモニターの一角に、受信されたデータがあることを示すサインが明めい滅めつしていることに気づいた。

〝特定回線によるメールのやり取りも必要に応じて行われます〟

　先ほど所長が告げたことがにわかに思い出される──ぞくっと鳥とり肌はだが立つ。

　素す早ばやくデータを開く──指がかすかに震ふるえるのを自覚する。

　閲えつ覧らん──電子メールによるメッセージ。




　アーサー王の騎き士しは質問することを恥はじたが、そのため彼は荒こう野やをさまよわねばならなかった。謎なぞかけに答えることほど強い絆きずなが他にあるだろうか。

　四時間ごとに答えと問いを分かち合おう。一方が偽いつわった時点で円えん卓たくはお開きにする。

　まずは騎士として恥に耐たえて正直に質問した君に、私から答えねばならない。

　七年の歳さい月げつののちメッセージは発展的に継けい承しようされた。といって七という数字の神しん秘ぴが約束するものは、それほど多くはない。手段はどうあれ、にがよもぎの入手はどの国にとっても昔ながらの難題だ。今ごろは恥はじ知らずな正義の信徒が、君の組織に忍しのび込もうとしていることだろう。彼は左袖そでにお気に入りの四つの文字テトラ・グラマトンを刺し繡しゆうしている。それが彼らの流りゆう儀ぎなのだから。正義の信徒が君たちに与あたえた偽りの毒に冒おかされる前に、彼らが欲するものの解明を急ぎたまえ。それこそ国を愛する者の使命にふさわしい。

　私からの質問は二つある。

　君の背にやどる、あの煌こう々こうたる雷らい火かは、今も熱を帯おびているか？

　六の次は七、では七の次は？




　　　カール・クラウス




　なんてこと。

　心の悲鳴──棘きよく波はとも呼ぶべき衝しよう撃げきを、何とか受け止める／耐える／吞のみ込む。

　このメールを、今の会話の最中に用意していたわけがない。それならキーを打つ音を、こちらの音声解かい析せきがとらえていたはず。

　男は、会話が始まる前から、このメッセージを用意していた。この自分が何を喋しやべるかを、完全に予測した上で。そして一いつ切さいの修正を入れぬまま、送って寄よ越こしてきた。

　しまった。完全な油断──この男はメッセージ・ゲームの天才だ。

　彼こそ、過去の事例において、ただ一人、プリンチップ社をも操作した可能性があると目された人物なのを失しつ念ねんしていた。あるいは──印象操そう作さによって失念させられていた。

　心の隙すきを突つかれた──たったこれだけで、相手は、こちらを一つ確実に操作した。

　メッセージによって関係を操作し、行動を操作し、心を操作する──これで自分は呪縛された。こちらが彼を遮断するという選せん択たく肢しが奪うばわれた。遮断することの嫌けん忌きの念を抱いだかせられたのだから。それは低級な反応であり自分は決してそうはしないと思い込まされた。

　胸中で勃発する衝撃──その全すべてを懸けん命めいに抑え込む／メッセージをつぶさに見る。

〝恥知らずな正義の信徒〟──明らかにＣＩＡの関かん与よのことだ。

　だが外国機関の関与は、外交的な配はい慮りよから一切、こうした聴取では教えないことになっている。渡わたした書類にもＣＩＡについての記き述じゆつは皆かい無むだ。

　なのになぜ四つの文字のことを？　ニナの報告ではターナーは袖に『ＭＡ─ＤＥ』と刺繡している。アメリカの開かい拓たく主義者の理念。いったいどうやって──

　落ち着け。言い聞かせる──自分に命令する。ＣＩＡの欧おう州しゆう支部局は独自の流儀を持っているし、これほどの事件にＣＩＡが関与しないはずはない。容易に想像はつく。

　刺繡──おそらく以前から知っていたのだ。彼は元軍人だ。知っていて当然ではないか。あるいは今でも軍や情報機関に彼のシンパがいて、彼に情報を送っているのかもしれない。

〝発展的に継承〟──自分には直接関係がなく、誰かが過去の事件を継続させた？

〝にがよもぎ〟──難題とは、各国の核武装のこと？

〝偽りの毒〟──偽の情報を与えられた？

〝雷火〟──自分のこの背中の傷。

　過去の事件──お前のせいでこの身に刻まれた傷だと、非難させたい？　お前のせいでどれだけのものを失ったかと、この私に訴うつたえさせたい？

　吞み込まれそうになる──目をそらす／暗転したままの通信ウィンドウに映る自分。

　深呼吸──全ての衝撃を放ほうり出し、にっこりと微び笑しよう。

「くそシヤイセ」

　鳳やニナがいたら目をまん丸にしそうな言葉が飛び出た。

　その表情のまま、モニターに表示された黙示録のドイツ語訳とラテン語訳を見比べた。

　やがてそれらの言葉からも顔を背そむけ、現在も進行中の事件に意識を振ふり向けた。

　四時間後に告げるべき答えが何であるかは分かっていた。




　　　　Ⅴ




　ミリオポリス第十五区ルドルフスハイム・フユンフハオス──巨きよ大だいな環かん状じよう道どう路ろを次々に進む軍用トラックの群。

「……軍の第一次駐ちゆう屯とん部ぶ隊たいが動き出した。第十八区ヴエーリングに戦線基地を構築する気だ」

　忌いま々いましげな御影──環状道路の下の空き地にて通信車両および戦術班はんの第一班が集合。日向率いる第二班は既すでにモリサンからの情報に従って捜そう査さへ。

「解析班が裏を取った。あのモリサンは、日本人グループ〈待望の会〉だけでなくロシア人グループ〈ウラジャーイ〉の人員も知っている」ニナ──携けい帯たい電話でデータを見つつ。

「なぜロシアのマフィアと？」御影──軍の群が去った方を睨にらんだまま。

「日本が核かく汚お染せんによって国土を喪そう失しつした際、深刻な食しよく糧りよう不足に見み舞まわれた。その際に自然発生した闇やみ市いちを通してだ。また、国土から脱だつ出しゆつするために多くの日本人が船を調達する必要があった。その際に、モリサンがロシア人マフィアから船を買いつけたらしい」

「当時の日本政府は、国土を保ちたかったのだったな」御影──肩かたをすくめて。「国土の根こん拠きよは第一に住民がいることだ。たとえ放射能で汚染された土地でも、日本政府としては誰かが住んでなくては困る。だから国民の脱出を何としても防ぎたかった。汚染で死なないためにはマフィアから船を買って国を捨てねばならんとは、想像もつかん地じ獄ごくだ」

「モリサンからすればマフィアを頼たよる以外になかったのだろう。過去はともかく、我々には有用な存在だ。第二十三区リーズイングの日本人街で彼は青年会の理事であり、英えい雄ゆうだ」

「英雄？」

「以前、エルメンライヒ氏を救っている」

「エルメンライヒ建設？　あの馬ば鹿かげた物体、〈ヴィエナ・タワー〉を建てた企き業ぎようか？」

「そう。そのＣＥＯだ。氏がＥＵ議員に立候補した際、演説の壇だん上じようでテロリストにより銃じゆう撃げきされた。妻さい子しは死亡し、氏も負傷したが、会場に居合わせたモリサンが命を救った。氏は、モリサンを非常に厚こう遇ぐうしている。モリサンの人脈は非常に広い」

「有色人種に対する偏へん見けんで有名なエルメンライヒ建設のＣＥＯが、アジア人を厚遇するとは驚きだ。なんにせよ人情面に訴えられる人間がいるのはありがたい。解析だけでは得られない情報が手に入るからな。ではここは一つ、モリサンが日本人難民に信しん頼らいされているように、私も信頼して捜査を行うとしよう──」

　ふいに声。「我わが国では、日本人難民というものは存在しないことになっているがね」

　ターナー──先ほどまで車内で自分の部員と電話で連れん絡らく／携帯電話を手に歩み寄る。

「日本政府はまだ多くの国土を保有しているし、我が国が、国家としての日本の存そん続ぞくに力を貸している。海外に移住した日本人を難民と呼ぶのはおかしい話だ」

　御影──鷹おう揚よう／目に皮ひ肉にくの光。「アメリカ合衆国の五十一番目の州としての日本を？」

「優すぐれたパートナーとしての日本だ。さておき私の方でも、リンタロー・モリの素す性じようの裏を取った。海外に移住する前の彼は、生きつ粋すいの国粋主義者ナシヨナリストであり、日本人グループ〈待望の会〉の前身ともいえる〈七望会シチボーカイ〉の一員だ。彼がヨーコ・イマムラと親しいだけでなく、そのグループのために今も働いている可能性もある」

　ニナ──眉まゆをひそめる。「モリサンが敵のスパイである可能性は、こちらでも検けん討とうしている。だが重要なのは情報の正しさと、捜査の進展だ」

「正しいと思える情報が、常に、正しい結果を導みちびくとは限らない」ターナー──なんとも気軽な口調で、疑ぎ惑わくを抱けと進言。「彼は、暗殺者としての嫌けん疑ぎもかけられている」

「我々にはない情報だ」ニナ──むしろターナーへの疑惑を強めながら。

「私にはある。私の組織は、過去から現在にわたり全ての日本人の活動家を把は握あくしている。リンタロー・モリはその一人だ。かつて国土放ほう棄き問題の際、日本の大臣が一名、暗殺された。彼が、その主しゆ犯はんだった可能性が高い」

「今の事件と何か関係が？」冷ややかに突っぱねるニナ──無言で相手を睨む御影。

「それは彼のこれからの発言と行動で分かることだろう」ターナー──天気のニュースのような穏おだやかさ。「一つだけ忠告したい。今の大臣暗殺の話だが、現場では警護五名をふくむ全員が殺さつ害がいされた。凶きよう器きは発見されていない。というより死者の外がい傷しようから凶器はなかったと判断された。犯人は、大臣と警護五名を素手で殺害したのだ。そのようなことが可能な人物について、当時の極きよく東とう支部局員は、こう明言している。〝犯人がモリならば疑問を抱くに値あたいしない〟と。彼は素す直なおに武装解除に応じたそうだが、果たして彼の武装とは、あのカタナだろうか？　それともカタナを自在に操あやつる、あの生身の手足のことだろうか？」




　通信車両──奥おくの待機室。通信官たちが捜査情報を忙いそがしく取りまとめているのをよそに、席に並ぶ三人の少女──向かい合って座すわっている初老の男。

　杜麟太郎──六十一歳さいとは思えぬ若々しい雰ふん囲い気きをたたえたその顔を、ロリポップをくわえた乙が、身を乗り出して、じぃーっと見つめていた。

「……やっぱ幽ゆう霊れいじゃない」ほっとした調子。

「……変な服ぅ」ぽつんと呟つぶやき。

「これ、乙さん、雛さん。失礼ですわ」

「幽霊は良かったな」かかか、とヨーロッパではあまり聞けないたぐいの笑いが後に続く──ちょっとびっくりする鳳たち。

　しげしげと乙を見返すモリ──アジア訛なまりのドイツ語。「驚いたねえ。俺の自じ慢まんの業物ワザモノをもう少しで叩たたき切っちまうところだった鬼おに火びが、実はこんな綺き麗れいなお嬢じようちゃんだとはね。今思い返すと、ありゃあ鬼火っていうより、まさしく明王様ミヨーオーサマの剣けんだな」

「オレのこと綺麗だって」乙──まんざらでもない様子でロリポップをガリガリ囓かじる。

「……下げ品ひんなのに」雛──ぼそり。

「言葉遣づかいを正して食べ物を口に入れてなければ、綺麗ですわ」鳳の教育的指導。

「っせーな……」むすっとなる──モリに向き直る／もっと誉ほめて欲ほしそうに。「ねー、ワザモノとかミョーオーサマってなに？」

「カタナの中でも見事な出で来き映ばえのものをワザモノってのさ。ミョーオーサマは仏教ブデイスムスの神様でな。いつまでたっても悟さとれず悪事を働く連中を、燃える剣でこらしめるんだ。その剣の炎ほのおは、罪人の罪汚けがれを焼いちまうのさ」

　乙──目を輝かがやかせて二人を振り返る。「オレ、ミョーオーサマのワザモノだって」

　鳳──調子を合わせつつ指導。「ならワザモノらしく、きちんと椅い子すにお座りなさいな」

　雛──不思議そうに。「……乙ちゃん、手を壊こわされたのに怒おこんないの？」

　モリが腰こしを上げる──テーブルに両手をついていきなり頭を下げる。

「ごめんなさいフエアツアイウング」もの凄すごい訛り──〝ごーめんなせーいフエーアツーアイウングー〟みたいな感じだった。

「あー……」どう対応して良いか分からない乙──ちらっと鳳を見る。

　鳳も呆あつ気けに取られて目を丸くしている──逆に乙をちらっと見返す。

　頭を下げたまま。「連中を止めたくて森に行ったんだが、あんな馬鹿でかい騒さわぎになって、思わず慌あわてちまった。ついつい夢中でな。悪いことしたと思ってたんだ」

　雛が珍めずらしいものを見たように呟つぶやく。「変な人ぉ。日本人って、変なの？」

「これ、雛さん」叱しつ責せき。

「別に良いっしょ腕うでくらい。つーか、どうやったわけ？　カンフー？」

「まあ……あれとは違ちがうな。俺のは合気アイキってんだけどな」

「アイキってなに？　柔道ジユードー？」

「まあ……違うな。組クみミ手テも乱取りランドリもないから、稽古ケイコからして違う──」

「クミテってなに？」「ランドリってなんですの？」「ケーコって人の名前？」

　咄とつ嗟さに翻ほん訳やくするすべが見つからず頭をかくモリ。「つまり……訓練の仕方が全く違う」

「どのように？」鳳──乙に先行して質問／興味と対たい抗こう意識をやどした目。「カタナ以外に武装もなく、特トツ甲コー児童の腕を砕くだくなんて、聞いたこともありませんわ」

　三人とも興きよう味み津しん々しん──また頭をかくモリ。「夢中だったからなあ。今もういっぺんやれと言われたら、五回に四回は失敗して首を刎はねられちまうよ」

「五回に一回は成功するということですのね」鳳──むしろ感心して。「ぜひ基き礎そだけでも教えて下さい。マーシャルアーツとも違いますのよね？」

「さて……」僅わずかに思し案あん──鳳の腰こしポシェットを見る。「その銃じゆうを抜ぬくってのは？」

　また目を丸くする鳳──銃が入っていることなど一言も口にしていない。「銃を？」

「普ふ通つうはカタナを使って床ゆかに座るんだがね。俺を撃うつ気で、銃を抜いてくれるかい？」

　乙＋雛──無言／わくわくした顔。

「ええ……」何をするのか分からず戸と惑まどいながらも、さっと腰ポシェットを開いて銃を握にぎるや、その手首の辺りを、ひょいと伸のばされたモリの手で、ぴたっと押おさえられた。

　握られたのではなく、手を当てられた。微び動どうだに出来ず／銃を抜けず／左右へ腕を逃にがすことも出来ず。動こうとすると察さつ知ちされ、力の向きを変えられて押さえられてしまう。

「なにやってんの鳳？」「なんか馬ば鹿かみたい」乙＋雛──傍はた目めには分からず。

「お……お黙だまりなさい」鳳──悪戦苦く闘とう。

「こんな風に体と力の流れを学ぶのさ。これで腕が抜けたら初心者脱だつ出しゆつ──」

「えいっ！」鳳──いきなり無茶な態たい勢せいで右足を持ち上げ、テーブルを踏ふみつけた。

　めきっ、とテーブルの脚あしが傾かしぐ──モリが一いつ驚きよう。

　機械仕じ掛かけの腕わん力りよくでモリを押し返す──肩かたがみしみし軋きしむ／構わず上体をひねる／左足で思い切り背後の壁かべを蹴ける／モリの手を振ふり払はらう──だん！　とテーブル上で膝ひざ立だちに。

　弾はじき飛ばされて座席からずり落ちたモリに、銃を掲かかげて微笑ほほえむ。「初心者脱出ですわ」

　乙＋雛──疑わしげ。「鳳、スカート」「パンツ見えてる」

　銃を握ったまま迅じん速そくに衣服を正す鳳──その背に声が飛ぶ。

「何をしている？」ニナ──怪け訝げん／手にモリのカタナ。

「ヤ……日本式ヤパニツシエの訓練です」鳳──テーブルの上でスカートを押さえて正座。

「下りろ。銃をしまえ、馬鹿者」ニナ──珍めずらしく鳳を叱責。

　渋しぶ々しぶとした顔で従う鳳──にやにやする乙＋雛。困ったように頭をかくモリ。

「第二班はんが成果を得た」ニナ──鋭するどく。「モリサンの情報通りに施し設せつを確保。〈待望の会〉の末まつ端たん人員を逮たい捕ほした。押おう収しゆうされた通信機器からトルコ人グループ〈自由戦士団〉への連れん絡らくを確かく認にん。これより我々もモリサンの情報をもとに動く」

　すっくと立つモリ──深々と日本流のお辞じ儀ぎを披ひ露ろう。「ありがとう」

　ニナ──カタナをモリへ渡わたす。「捜そう査さに同行して頂きます。この武器……文化財は、護ご身しん用ようとしてお持ち下さい。ただし決して我々の前に出ないこと。あなたを我々の戦力とは考えていません。事件解決まで、情報管理のためあなたを我々の監かん視し下かに置きます。我々に無断で誰かと連絡を取ることは控ひかえて下さい。特に、原げん子し炉ろの件は誰にも話さないように。現在、政府は意い図と的てきに原子炉の存在を否定し、市民のパニックを防止しています」

「分かった」モリは静かにそう言ってカタナを腕に抱だき、座席の隅すみに腰を下ろした。

　指令──挽ばん回かいをはかる現場指揮官。「原子炉を運うん搬ぱん中の〈待望の会〉、それを受け取ると見られる〈自由戦士団〉、中ちゆう枢すうにいる〈ウラジャーイ〉、その全すべてを追う。既すでに軍の第一派が出動した。猶ゆう予よはない。敵を確認すると同時に第二態勢へ移行。迅速に要よう撃げきするぞ」




　ミリオポリス第二十三区リーズイング──カフェのそば／通りの向こうに真新しい教会。

　路ろ肩かたの駐ちゆう車しや場じように止められた乗用車──助手席の冬真＝携けい帯たい電話で通話中。「……はい。それで、財さい布ふがなくなっていて。はい……。すいません、神父様……。はい……」

　通話を切る／悔くやしげに携帯電話をたたむ──運転席のハインツを振り返る。

　膝ひざに置いた手──拳けん銃じゆうが冬真をぴたりと狙ねらっている。

「声が震ふるえてたよ。落ち着いて。でないと、みんながひどい目に遭あうからね」

　馬鹿にしたような猫ねこなで声──何か言い返したい冬真＝何も言い返せず。

　やがて教会からバロウ神父が出てくる──ハインツの指示通り、〝迎むかえに来てくれ〟と電話した冬真のため、地下鉄の駅へ向かって行く。

「大人しくしていなよ。最初に死ぬのは君ではなくてバロウ神父だ。さ、行こうか」

　銃を握った手を上着のポケットに突つっ込むハインツ──冬真を促うながしつつ降車。

　二人揃そろって教会へ──入り口付近に立つ警備員が気さくに声をかける。「お帰りなさい」

　白い制服の警備員──胸に〈ドライクローネン社〉のバッジ。いつもにこにこ穏おだやかで、道行く者を睥へい睨げいしたり威い圧あつしたりする地区管かん轄かつの警察隊より、よっぽど安心感があった。

「どうも……」冬真──咄とつ嗟さに警備員に助けを求めたくなる／バロウ神父に危き害がいが及およぶことを恐おそれる／本当にバロウ神父を狙う者がいるのか確かめるすべとてなし。

「おつかれさま」ハインツ──憎にくらしいほど平静に警備員に挨あい拶さつ。

　にこりと笑う警備員──冬真とハインツが教会内へ／真まっ直すぐ司祭室に。

　バロウ神父の執しつ務む机──解かい析せき中の端末。

　ひょいとのぞき込むハインツ──感心。「これ一つで全て解析してるんだ。凄すごいな」

　冬真──そっと鞄かばんを手にする／ハインツに手を押さえられる／驚おどろいて相手を見る。

「それに入れたら駄だ目めだろ。ＭＳＳの専用キーがない限り開けなくなってしまう」

　愕がく然ぜんとなった。「な、なんで……そのことを？」

　ハインツ──答えず端末を腕に抱かかえる／冬真を促す／再び警備員に挨拶＝教会を出る。

　再び車に──逆らうすべもなく従う冬真＝悔しさと驚きがごっちゃになった混乱。

　端末を調べるハインツ──面おも白しろそうに。「爆ばく縮しゆく装そう置ちに注目してくれているのはありがたいな。〈６６６〉の電子レンジはまだ無事か。へえ、人工衛星が街に落ちてたらなんて君が言っただけで、ここまで推測して解析を飛ひ躍やくさせるなんて、天才だな、バロウ神父は」

「え……？」息を吞のむ──恐おそろしさと気分の悪さに襲おそわれながら相手を凝ぎよう視しする。

　ハインツの前でそんなことを言った覚えはない。

　考えられる可能性──盗とう聴ちよう。だが、いつどうやってそんなものを仕掛けたのか。不ふ審しんな人物が司祭室に出入りすればすぐに分かるはず。可能性があるとすれば──

　だが、考えがまとまる前に、それ以上の衝しよう撃げきをもたらす言葉が来た。

「まあ、いいさ。こっちは働き者の自殺志願者たちのお陰かげで、順調にプルトニウムを生成中だ。明日の朝までには核かく爆発に十分なだけの原料が抽ちゆう出しゆつされる」

　心臓が大きな音を立てた──感情が麻ま痺ひするほどのショック。「今……なんて？」

「え？」

「核……」口にしようとした途と端たん、ぞっと総そう毛け立だつ──遅おくれてショックを自覚する。

「はは、聞いてないんだ」笑った。圧あつ倒とう的に優位にいる者の恐ろしいほどの傲ごう岸がんさ。

　一いつ瞬しゆんで冬真は悟さとった。バロウ神父がなぜ都市の外に自分を行かせようとしたのか。

　何も知らなかった。鳳の顔が真っ先に思い浮うかんだ。それほどの危機に直面しながら今もどこかで解決のために働いている彼女のことを思い、そして犯人の一人を前にして何も出来ない自分の無力さと情けなさで、気が遠くなるほどの失しつ望ぼうに見み舞まわれた。

「泣くことないじゃないか」

　呆あきれたような笑い声──言われて初めて、それが頰ほおをつたわるのを感じていた。

　たった一いつ滴てき──心の深い場所から流れ出した、不快な血の臭においがする涙なみだ。

「さ、君の携帯電話を渡すんだ。きちんと大人しくするなら面白いものを見せてあげる。普通なら絶対に見ることが出来ないものを。まだ生きてるんだ。楽しまなくちゃ。ね」




　ミリオポリス第十三区ヒーツイング──人口増加によって次々に林りん立りつするアパート群。

　きらびやかな観光名所のすぐそばだというのに、別世界のように薄うす汚よごれた建物が並ぶ地区の大通りを突っ走るＭＳＳ通信車両。

　後部車両内──モニターの一つに表示される男の顔写真＝ロシア系／物ぶつ騒そうなヒゲ面づら。

「間ま違ちがいありませんか？」

　ニナ──鳳たちが振ふり返る／後部車両の壁かべ際ぎわに立つモリがうなずく。

「間違いない。昔に比べて禿はげちゃいるが〝ワニクラカヂール〟だ」

　ニナが通信マイクのスイッチを入れる＝捜査中の第一班ぱんに連れん絡らく。

「〈ウラジャーイ〉の幹部を確認。通称〝ワニクラカヂール〟、本名ロマノフ・シコルスキー。〈待望の会〉に大量の爆ばく弾だんを渡した手配師だ。第一班は、この男の確保を優先しろ」

　さらに次々に出される指示──確認される捜査状況。

　第二班──解析班が割り出した敵の通信拠きよ点てんから〈待望の会〉と〈自由戦士団〉の連れん携けいを押さえにかかる。第三班＋第四班および捜査官チーム──交代で原子炉の〝臭しゆう跡せき〟を追う。

　指揮通信車両＋要撃小隊──捜査状況に従い都市を移動／出撃のときを待つ。

「いずれかの捜査線上で、犠ぎ脳のう体たい兵器の出現が予想される。各班とも連絡を保て」

　待機室と通信官たちが並ぶ通信解析スペースの出入り口付近──鳳たち三人＋モリが、壁一面で次々に映像やデータを表示するモニター群を見上げている。

　その一つ──テレビのニュース映像＝乙が声を上げる。「なにあれ、戦争？」

　鳳──はっと顔を強こわばらせる。「……なんということを」

　第十八区ヴエーリングに設置された軍の第一次駐ちゆう屯とん部ぶ隊たいとＢＶＴ部隊による〝前線基地〟──運動公園に張り巡めぐらされた鋼鉄のフェンスによる檻おりの中に、〝怪あやしいかもしれない〟市民を片かたっ端ぱしから放ほうり込んでは拘こう禁きん。檻にはドイツ系の住民は一人もおらず、トルコ系、アラブ系、ペルシャ系の住民の大半を収容──火がついたような騒さわぎをテレビ局が生なま中ちゆう継けい。

　怯おびえたような上うわ目め遣づかいでその様子を見る雛──悲しい顔のモリ。

「マスコミ戦略で市民を安心させておきながら、あの騒ぎか……」ニナ──冷ややかな怒いかりの眼まな差ざし。「政府の圧力とはいえ、ＢＶＴが率そつ先せんして軍の進しん駐ちゆうに参加するとは──」

　ふいに通信＝モニターの一つに日向が現れる──険けわしい顔。

《次の現場に到とう着ちやくした。映像を送る》

　通信官が手早い操そう作さで別モニターに表示──ミリオポリス第十六区オツタクリングの貸し倉庫。

　壁をぶち破って侵しん入にゆうした機体のカメラで撮さつ影えい。倉庫の一角に大がかりな機材──〈シュリンクスの葦あし笛ぶえ〉と呼ばれる、仮想現実空間への接続装置。

　それに頭部を接続した男──ぼんやりした顔／上半身裸はだかで床ゆかにあぐらをかいている。

　真っ赤に腫はれ上がった顔／体／虚うつろな目。

《ここにはこいつしかいない》日向＝獲え物ものが見つからず唸うなる虎とらのような声。《放射能被ひ曝ばくで正気を失ったらしい。……声は聞こえるか？》

　通信官が音量を調整──男の呟つぶやき。《第三の天使が角笛を吹ふいた、第三の天使が……》

「解かい析せき班はんに確かく認にんしろ」ニナの指示──通信官が本部へ連絡。

　日向。《こいつらの仲間が鉛なまりの板を大量に買ったのが分かっている。原げん子し炉ろの放射能漏もれを防ぐためだろう。地区の警察と憲けん兵ぺいにも協力させて捜そう査さ中だ》

　ニナがモニターを見つめながらうなずく。「今、解析班からも報告が来た。敵メッセージが発生。〝第三の天使が角笛を吹いた〟。その男がメッセージを送ったのだろう。放射能汚お染せんを警けい戒かい。第三班に原子炉の〝臭跡〟を任せ、第二班は〈自由戦士団〉を追え」

《了りよう解かい》

　通信アウト──すぐに第一班の御影から通信。

《ロシア系マフィアが所有する物件を押さえた》

　映像──ミリオポリス第十四区ペンツイング＝ワイン畑のそばの家屋。

　リビングに散乱するワイヤーの束／工具／テープ／耐たい熱ねつ塗と料りよう。

《無人だ。放ほう棄きされた施設だろう。信管を発見したが、爆薬はない。作業の様子から見て、大量の爆弾を製造して持ち出したらしい。大規模な爆破テロの可能性大だ》

「おそらく最後の陽動だ。解析班および我々で捜査する。引き続き〝ワニクラカヂール〟を追え」

《了解》

　通信アウト──ニナがモリを見る。「爆破テロが起きそうな場所に心当たりは？」

　かぶりを振る。「ありすぎて見当つかん。すまない」

　ふいにコール音──ニナが携けい帯たい電話に出る。「はい。バロウ神父？　は……」

　ちらっと鳳たちを見る──三人とも先ほど見た画像やモリの話に意識を向けている。

「分かりました。至し急きゆう、迎えを寄よ越こします」

　ニナ──何気なく鳳たちに背を向ける／運転席の方へ移動／通信マイクへ＝小声。

「……バロウ神父に預けた端たん末まつが消えた。端末の位置を示すＧＰＳが機能していないことから、何者かに奪うばわれて操作された可能性が高い。今すぐバロウ神父を保護し、本部へ移送。また、彼の教え子である冬真・ヨハン・メンデルが行方ゆくえ不明だ。端末の喪そう失しつに関係しているとみなし、解析班に彼の所しよ在ざいと端末の行方を突つき止めさせろ」
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　ミリオポリス第十八区ヴエーリング──住宅街の狭はざ間まに見えるモスク／イスラム系住民の多い地区。

　火のような夕日──通りを進む車＝助手席に呆ぼう然ぜんとした冬真トウマ。

　ふいにコール音──ハインツが不ふ審しんそうに懐ふところを探さぐる。

「電源を切ったはず……」携けい帯たい電話を取り出す──勝手に回線が通じる／テレビ電話モードになる。

　にわかに画面に現れる少年──はヘしイばゼみル色の目＆くせっ毛／すっきりした目鼻立ち／やたら取とり澄すました白しら鷺さぎの風ふ情ぜい。

　ＭＳＳ解かい析せき班はんの接続官コーラスにして特トツ甲コー児童の一人──水ミ無ナ月ヅキ・アドルフ・ルックナー＝その傲ごう然ぜんたる雄お叫たけび。《なんでそう君は人の足を引っ張るんだ、冬真！》

　冬真＝啞あ然ぜん／いきなり急所を貫つらぬく発言に、息の根を止められるような思いを味わう。

　ふと首を傾かしげる水無月──携帯電話のカメラ越ごし＝目を丸くするハインツ。

《君は誰だれ？　冬真は？》

　ハインツ──仮面の笑えみ。「冬真は、こちらにいるよ。君はどなた？」

　ふんと鼻を鳴らす。《ＭＳＳの天才解析班員こと水無月様だ。なぜ君が冬真の携帯電話を所持し、電源をオフにしていた？　お陰かげでマスターサーバーの強制介かい入にゆうを発はつ揮きしなければならなくなったじゃないか。》

「申し訳ない。電池が切れたから車内で充じゆう電でんしていたのさ」すらすら流れ出すハインツの噓うそ。「ずいぶん心配をかけたみたいだね。今、冬真に代わるよ」

　小道に入って停車──携帯電話を渡わたされる／余計なことを喋しやべるなと目で釘くぎを刺さされる。

「ど……どうしたの、水無月くん」

《馬ば鹿か者ものめ》容よう赦しやのない叱しつ責せき。《バロウ神父の要よう請せいで君を探たん索さくさせられたに決まってるだろう。今すぐ現在位置を割り出して捜そう査さ官かんを向かわせるから、そこを一歩も動くな》

「バ……バロウ神父様は？」冬真──こちらをじっと見るハインツと目を合わさず。

《じきにＭＳＳの保護下に置かれる。というより、今の彼は誰？》

「冬真の友人さ、水無月くん」ハインツ──穏おだやかに。「僕の用件で冬真くんを引き留めてしまってね。すぐに送るから、バロウ神父も教会にいるようにしてもらえるかな」

　ふいに悟さとる冬真──ハインツはバロウ神父を教会で殺さつ害がいする気でいる。

　ぞっとなる──慌あわてて止めようとする。「水無月くん──」

《いいや。バロウ神父は冬真を保ほ護ごし、南駅に連れてくるよう要請している。この都市から彼を追い出したがっているらしい。やれやれ、冬真。この身の程ほど知らずめ》

「な……なんでさ、水無月くん……」

《いい加か減げん、くんづけはやめてくれ、水くさい。僕と君の仲だろう》水無月──さんざん罵ののしりながら親しみを強きよう要よう。《何が身の程知らずか？　決まってる。あの鳳アゲハの大人の秘密たるクイズを耳にしたに違ちがいないからだ。正直に言え。そうなんだろう？》

　急にがっくり来る──ハインツの存在を一いつ瞬しゆん、完全に忘れた。

「……そうだけど。なんでそれが、身の程知らずなのさ」

《戦いに出るものにのみ聞く権利がある謎なぞかけを、なんでそう君はたやすく耳にすることが出来るんだ。僕など何度、繊せん細さいな音おん響きよう収集装置を破は壊かいされたことか》

「……やめなよ、盗とう聴ちようとか。素す直なおに訊ききなよ」

《いずれ君も貴族の態度を理解するさ》いささかも悪わるびれぬ腕うで組ぐみ。《さて、そちらの現在位置が判明した。五分以内に捜査官が到とう着ちやくする。それまでクイズの内容を僕に──》

「それには及およばないよ。同じ時間で、僕が、車で彼を南駅まで送り届けるから」

　ハインツの横やり──冬真の手から携帯電話を奪うばう。

《では車両を追つい跡せきする。車体の登録番号を言いたまえ。それと、いったい君は誰？》

「知り合いから借りた車でね。番号を調べてから教えるよ。ところで運転中の携帯電話の使用はドライバーでも助手席にいる者でも条例違い反はんだ。落ち着いたらかけ直すよ」

《これは電話回線ではなくマスターサーバーの干かん渉しようだ。かけ直すことは──》

「それじゃ、後でね、水無月くん」

　有う無むを言わせず通話を切る／電源を切る──両手でへし折って壊こわす。

「マスターサーバーか……話には聞くけど、凄すごい追跡能力だ。さ、車から降りて」

　上着のポケット越しに銃じゆうを向ける──あっけなく助けを失った冬真＝歯がみして従う。

「車も始末してもらわないと。君の父上、メンデル博士のデザインなのに。勿もつ体たいない」

　言いつつ冬真を促うながして小道を進む──ゴミゴミした通りでタクシーを拾う。

　行き先を指示して座席に身を沈しずめるハインツ──ふと思い出したように。「クイズってなんだい？　何かの暗号？　教えてよ」

　相手の怖こわい目つきに押おされるようにして話す──クイズ＝三さん択たく。何より大切なはずの鳳から与あたえられた言葉を、こんな風に誰かに強要して喋しやべらされることで涙なみだが出そうになる。

「ふうん。オリオンとサソリね……。で？　答えはなに？」

　事前に教えられていたが、妙みような意地がそこで出た。「知りません」

「普ふ通つうに考えるとＣの毒かな。やれやれ、暇ひまがあったらネットで調べよう。なぜサソリに狙ねらわれたかは知ってるんだけどな。君、知ってる？」

「いえ……」

「大それた願いを抱いだいたからだよ」当然のように──失敗した誰かをあざ笑うような口ぶり。「狩人かりうどオリオンは、ある国の姫ひめ君ぎみに恋こいをしたんだ。王は狩人に、土地の獣けものを狩かり尽つくせば結けつ婚こんを許すという難題を与えた。王は諦あきらめさせるためにそんな条件を出したのだけど、狩人は難題を果たすことを誓ちかい、狩りまくった。王は狩人を恐おそれて神々に止めさせるよう願って、それで狩人はいったん盲もう目もくにされたけど、諦めずに光を取り戻もどし、再び獣を狩り尽くそうとした。そんな狩人を、狩りの女め神がみアルテミスが味方した。優すぐれた狩人に女神が恋をしたんだ。けれども女神の兄アポロンはそれを懸け念ねんして、大地母神に頼たのんで、狩人を殺すサソリを放った。お陰で狩人は星になった今もサソリから逃にげ回ってる──だろ？」

　返答に困る──そんな説明を受けるとは予想もせず。「いえ……知りませんでした」

「教きよう養ようの差だな」微笑ほほえむ──笑って言い直す。「冗じよう談だんだ。たまたまさ。化学元素って、やたらと神話にちなんでるだろ」

　気さくな調子──銃で脅おどしているとは思えぬ態度／あるいはそれゆえの傲ごう慢まんな鷹おう揚ようさ。

「ウラン、ヘリウム、タンタル、ニオベ、チタン──みんな神の名さ。それでギリシャ神話の本を読んでみたけど、腹が立ってね。途と中ちゆうで読むのをやめたよ」

「……腹が立った？」

「神話なんてどれも似たようなもんだ。何か願えば、すぐ報むくいを受ける。盲目になる、歩けなくなる、閉じこめられる、殺される。まるで何かを願うこと自体、悪だと言うようじゃないか？　狩人もサソリに追われ続けて後こう悔かいしてるさ。恋なんかしなきゃ良かった。誓いなんか立てなきゃ良かった。狩りなんか上う手まくなきゃ良かったってね」

　ひどく人を馬鹿にした、独り言に近い喋り方──冬真の返答など全く期待せず。

　間もなくタクシーが停車──ゴミゴミした通りで降りる／裏道をしばらく歩く。

「見なよ。軍が収容所を作ってる」

　顎あごをしゃくるハインツ──建物の間から見える運動公園に、とんでもないものが出現。

　鎮ちん座ざする軍用機体／張り巡めぐらされた鋼こう鉄てつのフェンス／武装した警官隊と軍隊が一いつ緒しよになって立っているテント──そして次々に手て錠じようをかけられた姿で連行される一いつ般ぱん市民の群むれ。その怒ど号ごうや泣き声や抗こう議ぎの声が裏道まで届いてくるので、冬真は一瞬、今いる場所が、自分が生まれ育った国ではないような感覚を味わった。

「占せん領りようの第一歩さ。ああやって外国人をあらかじめ捕つかまえておくんだ」

　理解──連行されるのはアラブ系やトルコ系など、非ドイツ系の住民ばかり。

　推すい測そく──核かく兵器の存在のせいで軍が来た／手段を問わない治安活動。

「大いに見けん当とう違ちがいの対処だけどね。ただしあれは、実のところ、僕らの最終的な目標を、ひと足早く実現しているとも言えるのさ」

　咄とつ嗟さに意味が分からない──思わず聞き返す。「目標って……あれが？」

「ほんの一部だけどね」

　笑う／冬真の肩かたを押す──ポケット越しに銃を突きつけてその場を離はなれる。

　背後に遠ざかる喧けん噪そう──裏道から裏道へ。やがて小さな食品加工工場の敷しき地ちに入った。

　裏手の倉庫──ハインツがドアの鍵かぎを開いて中に入るなり、異様なものが目を打った。

　倉庫の真ん中に鎮座する長方形の物体──なんとも巨きよ大だいなトレーラー。

　後部車両の外面に、絵画のプリント。

『楽園喪そう失しつ』──アダムとイブに、蛇へびがリンゴに似た知ち恵えの実を渡わたそうとしている。

「〈タフタ〉自じ慢まんのトレーラーさ」

「……〈タフタ〉？」

「あらゆる違法な科学技術を売る、背徳の知識に満ちた流る浪ろうのジプシーたちだ」

　そのとき、ちょうど大きなリンゴの辺りで後部扉とびらが開き、しゃんと背筋を伸のばした老ろう婆ばを先頭に、さらに老女たち／婦人たち／妙みよう齢れいの娘むすめたち／少女たちが、ぞろぞろ現れた。

　ものの見事に全員が女性──先頭の老婆がいきなりとてつもない早口で言った。

「ジプシーなぎゃいねエジプトちうね？　してロムせや？　しと流浪しゃらくさも」

　なんとなくドイツ語らしいのだが、もはや訛なまりを通り越して、別の言語のようだった。

「悪気はなかったんだよマチルダ婆ばあさん」肩をすくめるハインツ。

「な……何て言ってるか分かるんですか？」

「インディアンってのと同じで、ジプシーってのは差別語だってさ。もともとエジプト人と間違えてつけられた名前だからね。ロムってのが彼らの民族名さ。それと流浪と言うのもよせって。別に流浪してるんじゃなくて移動してるだけだから」

　ハインツが解説する間も、マチルダ婆さんと呼ばれた老婆は、婦人たちに手伝ってもらいながら真っ白い無む菌きん服のようなものを着込んでいる。両手にゴム手て袋ぶくろ──まるで外げ科か手術の準備。何人かの婦人と少女も同様の格好になり、それ以外は、計算機やものすごい分ぶ厚あつさのデータ表の束を手にトレーラーに戻っていってしまった。

「どうやら手術に間に合ったな。おいで。君に会いたいって言ってる人がいる」

　ハインツが招まねく──まるで得体の知れない異世界に引っ張り込まれるような気分。

　トレーラーの向こう側に、停車中の大きなトラック。

　荷台の扉が開いている──タラップを踏ふんでハインツとともに内部へ。

　啞あ然ぜんとなる冬真──荷台の中身＝真っ白なベッド／手術台／点てん滴てき／流し／医い療りよう器具。

　トラック後部そのものが真っ白い清せい潔けつな手術室──手術台を覆おおう滅めつ菌きんビニール＝その向こうで、誰かが横たわっているのに気づいて、ぎょっとなった。

　ひどく瘦やせた青年──ぎらっと光る目／頭部が綺き麗れいに剃そられていた。

　青年──低い声。「遅おそかったな。そいつが例のキリスト教徒か」

「途と中ちゆうでＭＳＳに捕まりかけてね。さ、冬真。こちらへ」

　滅菌ビニールの向こうで青年がこちら見る──ぎらぎらした目で睨にらむ。

「俺はトーゴー・セゼル。お前たちが殺した子供たちの従兄いとこだ」

　ぞくっとなる──半なかば予期しながら聞き返す。「子供たち……？」

「ノギ、ハリト、アーディレ」

　その名を投げつけられた途と端たん、思わず大声で返していた。

「ち、違う！　みんな、彼らを助けたくて──！」

「選ばれし者は使命を果たさねばならない。使命を果たしてこそ魂たましいは救われる」

　青年が遮さえぎる──まるで呪じゆ文もんを唱となえるような口調。それだけで完全に何かに凝こり固まっているということが、はっきりと分かった。先ほどの老婆の訛りの方がよっぽど意い思し疎そ通つうが出来る気がした。壁かべの向こう側にいる相手と喋っているような感じだった。

「ノギは覚かく悟ごをもって散った。ハリトもアーディレも勇ゆう敢かんに戦った。今度は俺の番だ。あの子らは決して無む駄だ死じにしていない。お前たちの戦い方を教えてくれた。俺が、決して無駄死ににはさせない。〈自由戦士団〉の名にかけて、この都市の全すべてを破は壊かいしてやる」

　冬真は絶ぜつ句くしたまま何も言い返せない。

　そもそも、なぜ青年は髪かみの毛を剃っているのか。なぜ健康そうなのに手術台などに横たわっているのか。頭皮に描えがかれた線は何か。

　首くび筋すじに埋うめ込まれた管くだ──輸血／電子的生命維い持じ装そう置ち。

　それらが意味することを急に察さつした途端、意志に反して手足が激はげしく震ふるえ始めた。

　荷台の入り口でぺちゃくちゃわめく声──ぞろぞろ入ってくるマチルダ婆さん／婦人たち／娘たち／少女たち。ハインツや冬真を完全に無視して滅菌ビニールの内側へ。

　青年が最後に冬真をひと睨みし、それから目を閉じた。

「やってくれ」

　少女の一人が青年の口にマスクをかぶせた。婦人の一人が注射した。みなそれぞれ、てきぱきと作業を開始した。すぐに青年の体から力が抜ぬけた──眠ねむりに落ちたのが分かった。

　冬真は、そのあと三十分ほどハインツとともにその場に立っていたが、青年が眠ったのを見てから後は、意識も記き憶おくもバラバラに途と切ぎれていた。

　あまりのショックに、目の前で起こっていることが断だん片ぺん的てきにしか認にん識しき出来なかった。

　凄すさまじい音を立てるドリル／回転ノコギリ／外される頭ず蓋がい／肉体への電子機器の接続。

　血──それほど多くはなかった。

　青年の頭から脳が取り出されたときでさえ。

　真っ白になる視界──ぐらぐら揺ゆれる視界──ぐにゃぐにゃ歪ゆがむ視界。

　そしてふと気づいたとき、冬真はいつの間にか荷台の外にいて、倉庫の床ゆかに屈かがみ込んでハインツに背中を叩たたかれていた。

　笑うような声。「さすがに刺し激げきが強すぎたな。手術室で吐はかなくてよかった。マチルダ婆さんにこっぴどく怒おこられる。良いもの見たろ？　普ふ通つうじゃ見られないよ、あんなの」

　意識がゆっくりと戻ってくる──空中に浮ういていたみたいに足の裏に地面を感じ始める。息苦しさ──げえげえ吐いていたことに気づく／顔中が涙と鼻水で濡ぬれている。

「な、な、なんで、なんで、こんな、こんなの……」ぶるぶる震えながら相手にしがみつく──涙が止まらない／泣きじゃくる／恥はじも誇ほこりもなく訴うつたえる。「や……、や、やめさせて、まだ……まだ、間に合うかも……お願い、やめ……──」

　そのとき荷台からマチルダ婆さんが現れ、ついで残りの女たちがぞろぞろ現れた。

　婦人の一人が台車に何かを乗せてトレーラーへ運んでゆく。

　大きなカプセル──その中で髄ずい液えきに満たされ、無数の接続コードにつながれた、淡あわいオレンジとピンク色の──脳。

　先ほどまで喋しやべっていた青年のもの。

　犠ぎ脳のう体たい兵器──マスターサーバーの電子的支配に拮きつ抗こうするための。

「残念。手て遅おくれさ」

　ハインツのくすくす笑い──冬真の頭を両手でつかんで自分の方に向けさせ、ゆっくりと、聞き分けのない子供に言い聞かせるみたいな口調で告げた。

「手遅れなんだよ。何もかも」




　　　　Ⅱ




　ミリオポリス第十三区ヒーツイング──次期開発予定地区に指定され、遺い棄きされた農業施し設せつ。

　停車中のＭＳＳ通信車両──後部車両出入り口で、ニナが捜そう査さ官かんたちに指示。

「ここの飼料用倉庫で発見された部品パーツは、いずれも組み立て時に使用済みとなることが確認された。既すでに犠脳体兵器は最終組み立て工程に入ったと見られる。ここは地区の警察に任せ、ただちに組み立て終わったものと、消えた爆ばく弾だんの行方ゆくえを追え」

「了りよう解かい」捜査官たちがそれぞれの車に乗り込む──走り去る。

　ニナが通信車両内に戻る──通信官の声。「憲けん兵ぺいが敵施設の一つを発見しました。大量の鉛なまりの板を購こう入にゆうした敵の人員を確保したそうです。今、第三班ぱんが現場に到とう着ちやく──」

　映像が表示された途端、通信官が、うっと息を吞のんだ。

　眉まゆをしかめるニナ──目を見張る鳳──乙ツバメ＋雛ヒビナ＝ぽかん。

　その後ろでモリが吐と息いきを漏もらした。「……馬ば鹿か」

　乙がきょとんとなってモリを振ふり返る。

　第十一区ジンメリングのアパートの一室──ほとんど家具もない虚うつろな居間で、血まみれのカタナを手にした上半身裸はだかの男が、あぐらをかいて座すわり、ゆらゆら頭を揺らしている。

　その周辺に死体が二つ──引き裂さかれた腹／突つき刺ささった短刀／ずたずたの首。

　みな日本人──唯ゆい一いつの生存者＝放ほう射しや能のう被ひ曝ばくの症しよう状じようで虚ろな顔。

　ニナの指示。「憲兵に捜査を任せて、第三班は捜査を続けろ。第二班、状じよう況きようは？」

　別モニターに日向ヒナタの顔が現れる。《じきに目標地点に到着する。第三班が見つけたあれはなんだ？　仲間割れか？》

　ニナ──説明出来ず背後を振り返る。「モリサン？」

「切せつ腹ぷく……自殺さ」モリ──目を細めて。「腕うでもカタナもナマクラじゃ首は落とせない」

「ナマクラ？」乙──惨ざん殺さつ現場の映像にもまるで動じず／こうした光景は、いつでも当然、起こりうるものに過ぎない──かつて自分が生なま身みの手足を失ったときのように。

　その乙の虚きよ無む的な平然さを、ちらりと見やるモリ──ひどく悲しげに。「使えねえ刃は物もののことだよ。だから腹を切った後で、介錯カイシヤクに……首を切るのに失敗したんだろう」

　じっと無言で映像を見つめている鳳／怯おびえた上うわ目め遣づかいの雛──どちらも目をそらさず。

《腹と首を？　なんの儀ぎ式しきだ？》日向──怪け訝げん。

「サムライの自決方法だ」ニナ──ようやく現場の凄せい惨さんさの意味を理解。

《わざわざ死ぬ前に拷ごう問もんをするのか》日向──ついていけないというように、かぶりを振る。《憲兵と第三班の報告では、鉛の板は発見されていない。原げん子し炉ろを覆おおっているものと思われる。こちらは第十八区ヴエーリングの目標地点に着いた。突とつ入にゆうするか？》

「待て。解かい析せき班があと少しでそちらの施設のデータを送ってくる」

　猛たける戦術班員たちを引き留めるニナ──鳳たち三人＋モリはいまだ惨殺現場を注視。

「よし。施設内の構造データを転送した。そこの施設で、〈自由戦士団〉と思われるグループが、マスターサーバー〈[image: アマタ]アマタ〉の枝えだ機き関かんである交通運輸省のデータにハッキングしていたことが確認されている。列車に関する情報を奪うばおうとしたらしい。有力な捜査の材料となることから、出来るだけ敵の通信機器を破は壊かいするな」

《了解》

　日向──班員とともに駆く使しする機体＝そのカメラの映像が通信車両に届く。

　第十八区ヴエーリング──小さな食品加工工場の敷しき地ち／裏手の倉庫。

　四台の軍用機体が凄すさまじい勢いで壁へき面めんを破壊──突入。

　工場内──人ひと影かげなし。倉庫内──がらんとした空間に大きなトラックが一台あるだけ。

　トラック──開きっぱなしの後部扉／荷台の中はまるで清せい潔けつな手術室。

「これは……」ニナが息を吞のむ──握にぎりしめた通信マイクがみしりと軋きしむ。

　ふいに、荷台から人影が現れる──軍用機体が掲かかげるアームの機き銃じゆうを笑って眺ながめる。

　青い患かん者じや服のようなものを着た青年が、裸足はだしのまま、タラップを踏ふんで床に降りた。

　綺き麗れいに髪かみを剃そられた頭部──額ひたい・耳の後ろ・後頭部が消失＝傷を覆う人工皮ひ膚ふ。

　脳のない青年──その嘲あざ笑わらう声。《俺の名はトーゴー・セゼルだ。遅おそかったな。俺はもう、ここにはいない。早く逮たい捕ほして連れて行け。お前らの仲間で、会ってみたいやつがいる。そいつにだけ良いことを教えてやる》

　通信車両内──ニナが通信マイクに向かって呻うめくように報告。

「第二班が、脳を摘てき出しゆつされた人物を確保……犠脳体兵器が、稼か働どう状態に入ったものと見られる。各班、警けい戒かいを厳にしろ。いつ出てくるか分からんぞ」

　その後ろで壁かべにもたれるモリ──喫きつ驚きよう／呻うめき。

「……なんだいありゃぁ。脳がないのに生きてんのか？」

「犠脳体兵器……マスターサーバーの電子的干かん渉しように対抗するためです」

　鳳──解かい説せつ／屹きつ然ぜんとモニターを見み据すえる／だがどこか、今にも泣なき崩くずれそうな様子。

「兵器の中ちゆう枢すう装置として機能する彼の脳を……これから、あたくしたちが破壊します」

　モリが言葉を失う──それを当然の役目として受け入れている三人の少女たちを見つめる／目を細める／ふと静かな声を零こぼす。

「神も仏も、あんたらにそれを許すだろうよ」

　無言で顔を引ひき締しめる鳳──にっと笑う乙──上目遣いでちらっとモリを見る雛。

　ふいに通信官の声──切せつ迫ぱく。

「地区警官への通報をキャッチ。第十二区マイトリンクでバスジャックが発生。爆ばく弾だんを所持する日本人グループによるものと思われます」

　全員が振り返る──ニナの鋭するどい即そく応おう「最後の大規模な陽よう動どうだ。我々が現場へ向かう。第二班と第三班、連れん携けいして陽動時の敵本体の動きを追え」

　通信車両が転進──画面に映る多くの情報／多くの悲ひ惨さんを抱いだいたまま街路を驀ばく進しんした。




　ミリオポリス第十二区マイトリンク──夜の闇やみが垂れ込める大道路＝開発されたばかりの新しん環かん状じよう線せん。

　ホテルのバスターミナルから出発した国境通過バス＝スロヴェニア行き。

　通信車両が到着──〝ハエフリーゲ〟と呼ばれる、小さな〈羽フエデール〉を装備した小型カメラ付き円えん盤ばんが放たれ、周辺状況をモニターに表示。

　パトカーと放水車両による円えん陣じん＝中央に停車したバス──窓まど際ぎわに立たされた人質たち。

　三人の武装犯＝体中に爆弾──先進国を批ひ判はんする犯行声明を繰くり返すだけで要求なし。

　救急車／消防車／テレビ中ちゆう継けい車しやが一帯に集合──闇やみに輝かがやくヘッドライトの輪。

　通信車両のモニター──バスの運転席付近に武装犯の一人＝虚ろな顔／被曝症状で腫はれ上がった頰ほお／重度の火傷やけどを負ったような手。

「他の車が邪じや魔まで、これ以上近づけない」ニナの舌打ち。「他のグループに動きは？」

「いまだ確かく認にんされません」通信官のいらえ。

「完全に退路を断った籠ろう城じようだ。他のグループが動くと同時に決行する可能性がある」

　モニターの一つ──拡かく声せい器きで犯人を説得している交こう渉しよう人にん。《子供だけでも解放を！》

「俺に説得させてくれ。やつらが正気を失う前に」

　モリの悲ひ愴そうな嘆たん願がん──ニナがうなずく／鳳を見る。

「鳳、来い。乙と雛はここで待たい機き」

　素す早ばやく車両から降りる三人──ニナが声を上げる。「ＭＳＳだ。道を空けろ」

　車両の群を避さけ、バリケードが設置された最前線に来る──ＢＶＴ隊員にニナが叫さけぶ。

「こちらの男性に説得させろ。彼らの身内だ──」

　ＢＶＴ隊員が何かを言う間もなく、突とつ然ぜん、バスのドアが開いた。

　緊きん張ちようが走る──ドアから怯おびえきった様子の子供たちが降りてくる。

　交渉人の声。《ありがとう。君たちの善ぜん意いは信しん頼らいに値する》

　モリが呻うめいた。「やる気だ。あの子供らに爆ブ弾ツを背負わせてる」

　こちらに来る五人の子供たち──全員の背に紐ひもで結びつけられたリュックやバッグ。

　ニナの叫び。「爆弾処理班を呼べ！」

　はっと目を見開く鳳──こちらに来る子供たちの一人が急に立ち止まる／ぽろぽろ涙なみだを零しながら振り返る／残り四人が同じようにバスへ顔を向ける。

「子供たちが戻もどって行きます！」

　全員が愕がく然ぜんとなる──子供たちが泣きながら親を呼ぶ／駆かけ戻る。

　バリケードから身を乗り出そうとする鳳──その肩かたをモリがつかむ／押おさえる。

　振り払はらえない／びくともしない──モリの痛つう切せつな声。「よせ、一いつ緒しよにやられる」

　そして突然、バリケードの一いつ端たんから憲けん兵ぺいの男が飛び出し、ガス銃を撃うつのが見えた。

　暴ぼう動どう鎮ちん圧あつ用のゴム弾だんが、駆け戻る子供たちの足を次々に撃つ──砕き折る。

　惚ほれ惚ぼれするほど見事な速射──次々に転てん倒とうする子供たち／最後の一人がバスへ＝僅わずか数メートルほどの距きよ離りで、閉とざされるバスのドアへ手を伸のばした刹せつ那な。

　ゴーン──巨きよ大だいな弔ちよう鐘しようのごとき音おん響きよう／爆圧／炎ほのおが、湧わき起こった。

　木こっ端ぱ微み塵じんになったバスの破は片へん──衝しよう撃げきの波に弾はじき飛ばされて宙高く舞まうもの。

　バスへ手を伸ばしていた子供──その小さな体が、爆発で一いつ斉せいに身を伏ふせた警官たち／憲兵隊員たち／救急隊員たちの頭上を、大きな弧こを描えがいて飛んでゆく。

　その姿をとらえた瞬しゆん間かん、鳳は体をひねり、自分を押さえる力を、体の軸じくをずらすことだけでかわし、手でさっと相手を押しやった。決して力任せではない無む我が夢む中ちゆうの所しよ作さ──モリが呆ぼう然ぜんとなるのをよそに、目は完全に宙を舞う子供だけを見つめ、迅じん速そくに転進──疾しつ走そう。

　鳳に押され、見事に地面に転がり倒たおれたモリが、啞あ然ぜんとなってそれを見た。

　人と車の群の隙すき間まを、ほとんど直進でかわして走る──だん！　と地面を蹴ける。

　跳ちよう躍やく──矢のように鋭えい角かく的な軌き道どう＝地面から二メートルほどの高さで手を伸ばす。

　交こう錯さくするヘッドライトのせいで視界を遮さえぎられているにもかかわらず、落下してくる子供の軌道を読んで、正確に、しっかりと宙で抱だき留とめた。

　いつかは届かなかった──自ら爆弾のスイッチを押した子供。

　だが、今度は届いた──つかんだ／この手に抱くことが出来た。

　着地の間際、左腕で子供を抱いたまま、右手で紐を引き千切ってリュックを引っぺがし、二台並んだ放水車両の狭はざ間まに放ほうり込んだ。

　凄まじいまでの叫び。「伏せて‼　爆発します‼」

　ドカン。

　車両に挟まれた状態で爆圧が発生──火柱が上がり、車体と車体の隙間から炎が噴ふいた。咄とつ嗟さに子供を庇かばって身を伏せた鳳の両足首を、高速で飛び散った破片がずたずたにした。

　ヘッドライトが消える／燃える放水車両／でたらめな放水──ほとんど噴ふん水すい。

「鳳っ！」「鳳ぁ！」乙＋雛──通信車両のモニターで鳳の行動を察知／駆け寄る。

「鳳！」ニナ──信じがたいという顔で屈かがみ込む。「よく間に合った……」

　起き上がろうとする鳳──両足をエメラルドの輝きが包む＝再転送／新たな足に。

　ニナが鳳に代わって子供を抱き上げる──意識なし／ぐにゃっとなった腕うで／爆風をもろに浴びたせいで骨が折れ砕くだけている／顔の左半分が真っ黒になっている。

「……まだ生きている」ニナ──救急隊員を呼びつける。「こちらへ！　早く！」

　救急隊員が子供を運んでゆく──起き上がった鳳が、衣服の煤すすを払いもせず見送った。それから吹ふき飛んだバスの残ざん骸がいの方を見た。救急隊員と爆弾処理班はんが、倒れた四人の子供たちを運ぼうとしている。みな生きているようだった。

　足を砕かれることでしか守られるすべがなかった四人の子供たち──最後に命は救われたものの、爆風を食らったことで体に障しよう害がいが残るかもしれない子供。

　生存者はそれだけだったのだと、誰が彼らに告げるのだろう。他の乗客も、敵も、彼らの親も、全すべて失われたと──炎ほのおがそれらを奪うばったのだと。

　かつて自分がそうされたように──家族と自分の体の多くが塵ちりと化したのだと。

　あの幼い彼らに、どうやって理解させ、受け入れさせると言うのだろう。

　ニナの声。「行くぞ。これ以上ここで我々に出来ることはない。既すでに行動に移っている連中を食い止めるぞ」

　だが鳳は、申し訳なさそうな顔でこちらに歩み寄るモリに向き直り、言い放った。

「なぜ、こんなことを！　なぜ話し合いを選ばないのです！　なぜ……！」

　乙＋雛が飛び上がりそうなほどびっくりする──モリを責める理由などないからだ。

　モリは、ただ悲しげに鳳を見つめて言った。

「……すまねえ。本当にすまねえ」

　鳳──歯を食いしばる／うつむく／かぶりを振ふる。「いえ……あたくしこそ、申し訳ありません……」

　その様子を見守るニナ──ふと通信車両の方を振り返る／にわかに鋭するどい顔になる。

　車両のそばで、ターナーが、じっとニナたちを見ていた。

　かと思うと小さく会え釈しやくし、群衆から離はなれて自分の車に乗り込むと、そうするのが当然というように、現場から一足早く去って行ってしまった。




　バスジャックによって形成された封ふう鎖さ線のそばを徐じよ行こう運転する乗用車──脳を摘てき出しゆつされた青年のもの＝ハインツが代わりに受け取って運転／助手席で今も拘こう束そくされている冬真。

「〈待望の会〉はもう終わりだ。原げん子し炉ろはそろそろレールの上に乗る」ハインツ──虚きよ無む的な声こわ音ね／態度。「最後に派手にやってくれたね。なかなか見み応ごたえあったろ？」

　車内のナビ──テレビモード＝ニュースがバスの爆ばく発はつの瞬間を放映。

　窓の向こうでは、交錯するヘッドライトの明かりの中で煙けむりと火花が舞まっていた。

　冬真は無言──度たび重かさなるショックと疲ひ労ろうでぼうっとしながら、混こん雑ざつする道を見ている。

　頭がぼんやりして上う手まく働いてくれず、何もかもが、どうでもいいことに感じられて仕方なかった。これ以上のショックを避けるための現実逃とう避ひ──心が、これ以上傷つかないよう、しきりに殻からに閉じこもれと精神に命じていた。

　ふと、その目が、昔ながらの建物の狭間に、誰かが立っているのに気づいた。

　ボサボサの長い金きん髪ぱつ／萌もえ葱ぎ色の目／大きな軍のジャケット／灰色のズボンにブーツ。

　どうやら少女らしい──なぜか、じっとこちらを観かん察さつするように見ている。

　咄嗟に、親も家もないストリートチルドレンの一人かと思った。

　だが、どこかで見たような気がする──どこだったか思い出せない。

　そして気づけば、その少女の姿が消えていた。

　冬真は目で追うようなこともせず、ただ疲つかれ切った体を座席に沈しずめた。




　暗い路地裏──両側の壁かべに、たん、たん、たん、と軽快な音が響ひびく。

　何かがぶつかっているようには見えない──音だけが左右の壁を上ってゆく。

　ビルの屋上に、たん、とひときわ大きな音──何かの着地。

　そしてその場所に、すうっとその姿が現れていた。

　先ほど冬真が見た少女──さっと屋上の端はしに歩み寄る／片足を乗せて身を乗り出す。

「間ま違ちがいないぜ、メンデル博士の息子むすこだ。どうする、螢ホタル？」

　少女の左手──ごつい灰色の機械の手が上がり、声を放つ。「今は追つい跡せきに専念しろ、皇スメラギ。彼の安全のためにも、我々の目的のためにもな。やつらが彼を殺害すると決めるまでは現状維い持じだ。それと、町中で、あまり透とう化か防ぼう壁へきを解除するな。監かん視しカメラに映る」

「省エネさ。壁越ごしじゃ、ちゃんと顔を識しき別べつ出来ないしな。それより本当に、あいつがリヒャルト・トラクルのいる所に案内してくれると思うかい？」

「可能性大だ。リヒャルト・トラクルは、ごく僅わずかな人間を操そう作さすることで、事件を作り出す。あの青年を操作することで多くのグループを操作しているんだろう」

「証しよう拠こはなんにもないけどな」肩かたをすくめる──右肩だけ。

「だからこそ私とお前がまだ生存している意味がある」

「分かってるさ。警察には出来ない仕事だ」環状線の方を向く──爆ばく炎えんが照らす封鎖線の一角を見つめる。「泣き虫お嬢様フロイラインが頑がん張ばってら。あたしらがひと働きしてやろうぜ。そんで今度こそ、あの男をぶっ殺すんだ。リヒャルト・トラクルに本物の地じ獄ごくを見せてやる」

　そして、すうっとその姿が消えた。




　　　　Ⅲ




　ミリオポリス第三十五区ジークムント──ＭＳＳ本部ビル八階＝長官室。

　スピーカーモードの電話＝ニナの声。《みすみす自じ爆ばくを許す事態となりました。現在、爆ばく弾だんを手配した〈ウラジャーイ〉の中心人物を追うとともに、原子炉の搬はん送そうルートの特定を急いでいます。また……冬真に関しては、今も居場所は突つき止められておりません》

　ヘルガ──あくまで平静。「冬真くんのことは、要よう撃げき小隊員には伏ふせること。いらぬ動どう揺ようの種になれば彼女たちが危険よ。今後、憲けん兵ぺい隊たいやＢＶＴの大部隊が本格始動し、敵の捕ほ捉そくが容よう易いになるけれど、ロートヴィルトなる敵の戦術指揮者が、それを読んでいないとは思えないわ。過去数時間、目立った動きがないことから、陽動以外の戦術を用意しているとみて間違いないわ」

《追跡をかわすのではなく、治安組織による大規模封鎖を電でん撃げき的に突破すると？》

「原子炉リレーの第二走者と目される〈自由戦士団〉が、居場所を知られる危険を冒おかして交通運輸省のデータを手に入れようとしたのがその証拠よ。敵は既に準備を整えているはず。敵の目的地判明とルート判明を優先し、打てる手は全て打つこと。良いわね」

《了りよう解かい》

　通信アウト──ゆっくりと息を吐ついてデスクのモニターを見る。

　ブラックアウトしたままの通信用ウィンドウ──腕うで時計で時間を確かめる。

　一分──二分──三分。その間も壁のモニター群が事件の進展を告げている。

　やがて最善かつ最高の冷静さをもって、そのときを迎むかえた。

　通信用ウィンドウの黒い画面が接続再開──さらに深い暗くら闇やみに。

　盗聴防止／録音録画開始／かすかな呼吸音──音声解析が相手の存在を告げている。

　間を置かずに、一気に言い放った。

「私の背に刻まれたこれは、ただの傷きず痕あとに過ぎないわ。熱を帯びるときは、ただ一つ。クーデター事件の勃ぼつ発ぱつを仕組んだプリンチップ社の名に触ふれたときだけ。操作された同国人に、今さら何の憎ぞう悪おもないわ。たとえあなたが私の夫を殺した本人だったとしても。私にとってあなたは操作された哀あわれな人間の一人に過ぎない」

　一いつ拍ぱくの間──闇の向こう＝相手がさらなる答えを待つ気配。

「七とは、一のこと。七は最後にして最初、アルファにしてオメガ、救世主の到とう来らい、唯ゆい一いつ絶対の存在を示す暗あん喩ゆ。六つの何かは、七である何かのために存在する。七の次はない。六という完成された秩ちつ序じよの上に立つ、絶対的な支配者の数字であるゆえに」

　沈黙──相手が答えを味わっている／問いを待っている。

「あなたは私に、いまだ判明せざるもののうち第七のグループ予測させようとしている。もし私とあなたの想像通りの相手であり、それゆえにメッセージが用いられたのだとしても、今はまだ何の対処も出来ない。軍の本格配備が始まる十二時間後にはそれが明らかとなるでしょうし、私には対たい抗こうすべき兵科がかろうじて存在するわ。ゆえに懸け念ねんすべきは恥はずべき正義の信しん徒とたち。彼らは核かく武装という、戦争の概がい念ねんを変える兵器の先駆者パイオニアであり唯一の使用者。私からの質問は次の通りよ。過去のクーデター事件の最終的な目標はオーストリアの核武装だった？　またその遠因を作ったのはアメリカだった？」

　ひと呼吸ほどの間ののち、ぷつんと通信が切れた。

　盗聴の痕こん跡せきなし──録音録画データの自動バックアップが完了。

　通信途と絶ぜつとほぼ同時にメッセージの到着のサイン──またもや、会話の前にあらかじめ用意しておいたもの。決して、お互たがいに偽いつわらず、過ちを犯さないと信じていたかのように。




　荒こう野やをさまよう騎き士しがついに辿たどり着いたものに等しい返答であり問いだった。

　第四の天使が角笛を吹ふくとき、一羽の鷲わしが飛び立って叫さけぶ。「不幸だ、不幸だ、不幸だ。地に住む者たち。なお三人の天使が吹こうとしている角笛の響ひびきゆえに」

　第五の天使が角笛を吹くとき、深しん淵えんへ通じる穴の鍵かぎが開かれる。出しゆつ陣じんの用意を調ととのえたイナゴたちは、約束された神の王国によってサソリの権限を与えられるのを待つ。

　イナゴは、にがよもぎの火を常に求め続ける。王国の礎いしずえとなると信じて。

　恥ずべき正義の信徒たちは、その火への備そなえを怠おこたることを何より恐おそれる。今いま頃ごろは深淵への鍵をその手でまさぐっていることだろう。

　彼らが偽りを弄ろうする上で、最初に我々から奪うばうものとは？

　賢けん明めいであろうとする者ほど、その喪そう失しつに心を痛める。




　　　カール・クラウス




　メッセージ──新たな答え／新たな問い。

　腕時計を見た。今朝、捜そう査さが開始されてから早くも十六時間が経たっている。

　いまだ敵グループを一つとして潰つぶせず──原子炉を奪だつ還かん出来ず。

　一見して無意味なこの対話が、最善の道のりであるという思い。

　次のメッセージまで四時間──告げるべき答えの確信をつかむには、十分な時間。




　　　　Ⅳ




　ミリオポリス第二十八区ラインブレヒト──森を背にした観光客用の大型ペンション。

　ロシア系シンジケート〈ウラジャーイ〉の下部組織が経営──国境を越こえてやり取りされる偽ぎ造ぞうパスポート／亡ぼう命めい者しや・犯罪者・逃とう亡ぼう者しやを援助／麻ま薬やくと銃じゆう器きと偽にせ札さつを貯ちよ蔵ぞう。

　夜の闇──目標地点に通じる全すべての道を戦術班はんの機体が封ふう鎖さ＝第一班＋第二班。

　通信車両──〝ハエフリーゲ〟の群がかすかな唸うなりとともに飛び立つ。

　車両内のモニターを見守るニナ──後ろで腕組みしているモリ。

　上空八百メートル──機き甲こう化かした鳳・乙・雛。

　建物の二階──〝ハエフリーゲ〟の一つが部屋の中の男をとらえる＝モニターに表示。

　物ぶつ騒そうなヒゲ面づらの男──ニナが振ふり返る／モリがうなずく。

「目標を確かく認にん。要撃小隊は犠ぎ脳のう体たい兵器の出現を警戒。第一班、突入準備！」

《了解》御ミ影カゲ＝第一班──戦意に満ちた応答。

　ふいに声にノイズが走る──全てのモニターが乱れ始める。

　モリが目を見開く──ニナが叫さけぶ。「どうした⁉」

　通信官の切迫。「電子的攪かく乱らん！　電磁波兵器ＥＰの一種と思われます！」

「この車両を攪乱だと……？　強力な軍事兵器でもない限り──」

　ダーン、という音──モニターの一つがブラックアウト。

　精密射撃──次々に〝ハエフリーゲ〟が撃げき墜ついされる。

《敵が仕し掛かけ──》御影の声＝ノイズまみれ。《不明──どのグループだ──》

「ただちに目標を確保だ──！」

　ニナの指令──バン！　と後部扉が開かれる。いきなり別の声に阻害される。

　怒号。「動くなフリーズ！」

　扉とびらをこじ開けた完全武装の兵士たち。突つき出されたセミオートマチック・ライフルの群。

　ニーナ──両手を挙げる／冷厳たる怒り。「アメリカ兵だと……」




《どうなってんの鳳ぁっ⁉》《いっぱいいるよ鳳ぁ？》上空──戸と惑まどう乙＋雛。

《そ……そのまま待機！　決してこちらから攻こう撃げきしてはいけません！》

　鳳──事態の悪化を恐おそれる／混乱に耐えて指令を待つ。

　地上──森から飛び出す兵士たち／重火器を搭とう載さいしたロボット兵器＝大型犬ほどの大きさ／車輪と六つの脚きやく部ぶ／通つう称しよう〝歩行者ウオーカー〟×六台──ペンションと戦術班を包ほう囲い。

　一部がペンション内に突入──数発の銃声／二分も経たたずに沈ちん黙もく。部屋の一角で、両手を頭の後ろで組んで膝ひざ立だちになる〝ワニクラカヂール〟ことロマノフ・シコルスキー。

　ＭＳＳが全く動けず、なすすべもなく目標を奪われた直後──一台の車が到とう着ちやく。

　ゆっくりと降りるターナー・カルテンボーン──さながら実際の交通事情など無視して立てられた、意志も感情もない道路交通標識。




　ミリオポリス第三十五区ジークムント──ＭＳＳ本部ビル八階＝長官室。

　壁かべのモニターに映し出される現場映像──展開するアメリカ兵。

　ニナ。《我々に何の連絡もなく部隊を展開して目標を奪だつ取しゆ。明らかな越えつ権けん行こう為いです》

　ヘルガ──冷静にモニターを見つめる＝次々に表示される公文書データ。

「いいえ……ＢＶＴのてこ入れよ。私たちという組織がありながら、あの次官補どのを通じ、アメリカ欧州軍ＥＵＣＯＭＤ52特とく殊しゆ作戦グループの協力を要よう請せい。……むしろ何らかの圧力で、ＢＶＴおよび政府が、要請させられたといったところかしら」

《他国の首都で、軍の特殊部隊を展開するなど──》

「アメリカ大使館とアメリカ系企き業ぎようの保護という名目さえあれば、いつでも彼らにはそれが出来るわ。今は怒りを抑おさえて、ニナ。恥はずべき正義の信徒が、いかなる偽いつわりのために、何を奪うかを見定めなければいけないわ」

《信徒……？》

　ヘルガ──かすかに笑えみが浮うかぶ／あえて話題を逸そらす。「ＢＶＴから応答ありよ。〝ワニクラカヂール〟は、第一区インネレシユタツトのＢＶＴ本部ビルにて各組織が合同で聴ちよう取しゆ。先ほど戦術班が確保したトルコ人グループの犠脳体についても同様の指示が出たわ。くれぐれも惑まどわされないで。どうやら誰もが、この事件に関しては、完全に呪じゆ縛ばくされて逃にげられないようね」




　ミリオポリス第二十八区ラインブレヒト──ペンションを挟はさんで向き合う二つの陣じん営えい。

　ＭＳＳ主力部隊──アメリカ特殊作戦グループ。

　上空──ニナの命令でいまだ警戒待機中の鳳たち三人が、じっと様子を見守る。

　通信車両──壊こわされた後部扉のハンドルに舌打ちするニナ＝通信マイクへ。「あと数分でＢＶＴの車両が到着し、目標の男を連行する。尋じん問もんには私とモリサンが参加する。連行を見届け次し第だい、各班は捜そう査さに戻もどれ。決してＥＵＣＯＭと衝しよう突とつするな」

《了りよう解かいだ。が……なぜＥＵＣＯＭが動く？》モニターの御影──怒りを鎮しずめた冷静さ。《連中の近ちか頃ごろの興味といえばアフリカと中国だ。特殊作戦群を投入するほどこの都市に存そん続ぞくして欲ほしいのか？》

《核かくと聞けばどこにでも現れる》同じくモニターの日向──獰どう猛もうさを抑えた声。《人工衛星と核は、昔からやつらにとって大おお騒さわぎの種だ。不思議じゃない》

《さて。その二つを統とう括かつするのはアメリカ戦略軍だ。ＥＵＣＯＭの判断ではなかろう。Ｄ52グループは昔からＣＩＡとのつながりが深く、アフリカ全域でやりたい放題の連中だ。この事件に、ここまで取り組む必要がない。衛星テロと核テロを恐れるなら、むしろこの国の軍と一いつ緒しよになって都市を制圧するのが連中のやり方だ。我々に悟さとらせぬほど隠おん密みつに部隊を展開するなどという慎つつましいことはせず、堂々と戦車で乗り込んで来るだろう》

「ヘルガ長官は、連中が何かを奪う気だと仰おつしやっていた」ニナが口を挟む──モニター越ごしに、ペンションの玄げん関かん口に佇たたずむターナーを睨む。

《それが何であれ、手の内は見せてもらった》日向──臨戦態勢。《無線ロボットの操そう作さ回線に同調すれば、電子攪乱は防げる。次にぶつかったときは、後方の電子的工作部隊から叩たたけばいい》

　御影──同調。《では連中が電子攪乱を隠かくれ蓑みのにして切り札を隠していた場合を考え、さらにその後方に二台ほど機体を回そう。そして私とお前で──》

「アメリカと戦争を始める気か、馬ば鹿か者ものども」ニナ──憤ふん然ぜん。「ヘルガ長官に余計な苦労をかけてみろ。私が撃うち殺すぞ」

《むろん戦術班はんは、我らが白雪姫シユニービツテンの御ぎよ意いのままだ、潮音シオン》御影──堂々たるウィンク。

「誰がお前たちのだ。成人前の名で呼ぶな。だいたいお前たちが勝手に……」相手の発言の全すべてに文句をつけるニナ──通信官に遮さえぎられる。「ＢＶＴの車両です」

　会話を打ち切って待機室へ声をかける。「モリサン」

「ああ」立ち上がるモリ──ニナとともに車両から出る。

　黒くろ塗ぬりのＢＶＴ装そう甲こう車両が森の小道から現れ、ペンションの前で停車──建物からアメリカ兵とともに拘こう束そくされたロシア人の男が出てくる。

　モリが声を上げた。「いいざまだな、〝ワニクラカヂール〟」

　男がじろりと睨む──鼻を鳴らす。「〝ウサギザーヤツツ〟が、毛をむしられに来たか」

「今度ばかりは、むしられんのは、そちらさんのようだぜ」

　燃えるような憎ぞう悪おをたたえる男を、ＢＶＴの隊員が車内に押おし込む──ドアを閉める。

「何度見ても、間ま違ちがいないよ」モリ──ニナに。「あの面めん相そうの悪さで、昔は軍のお偉えらいさんだってんだからな。俺たちも、あの男にはさんざん騙だまされて金をむしられたよ」

　車が小道を戻ってゆく──通りに出て右へ／ＭＳＳとアメリカ兵がともに見送る。

　上空──乙＋雛＝ぼやき。《ねー、いつまでここにいんの》《なんにも起きないよぉ》

《じきに移動します。大人しく──》

　ドカン！

　突とつ然ぜんの爆ばく音おん──凍こおりつく地上の面々／上空の三人。

　ＢＶＴの車両が通りに出た辺り──爆ばく煙えん＝猛もう烈れつな勢いで立ち上る炎ほのお。

　鳳が物も言わず飛ひ翔しよう──乙＋雛が慌あわてて追つい随ずい。

《要よう撃げき小隊！　何が見える！》ニナの叫さけび。

　二秒足らずで現場上空に到とう達たつ──鳳＝愕がく然ぜん。

　木こっ端ぱ微み塵じんになった車両──まき散らされた破は片へん／炎／焦こげつく残ざん骸がい。

　吹ふき飛んだドアに文字＝〈ＢＶＴ〉。

　男を乗せて去ったばかりの車両──ＭＳＳとアメリカ兵の目と鼻の先で爆ばく破は。

　鳳──体中から力が抜ぬけそうになる／歯を食いしばって報告。《車両が大破。原因は不明。周囲に敵影なし。生存者は……おそらく、誰も生きてはいません》

　地上──戦術班とアメリカ兵が先を競きそって現場へ駆かけつける。

　ペンションの前──あまりのことに啞あ然ぜんとなっているモリ／凍いてつく怒いかりのニナ。

「我々が手を離はなした途と端たん、なんという失しつ態たいだ」ターナー──冷ややかに睨にらむニナと目を合わせる／淡々と事実を告げているといった口調。「〈ウラジャーイ〉の仕し業わざだ。彼らは自分たちを守るためなら平気で仲間も殺す。これで、ＢＶＴが我々に協力を打だ診しんする理由は明らかだ。我々なら、唯ゆい一いつの重要証人を、このような形で失いはしない。車両を爆破した敵は既すでに逃とう走そうしたろうが、念のため、我わが国の優ゆう秀しゆうな兵士たちに捜そう索さくさせよう。私はこれから局にこの件を報告しなければならない」

　ニナがあえて何も反論せずにいるのを見て、自分の車に戻りかけ、ふと頭上を見た。

　低空で現れる要撃小隊の輝かがやき──先頭の鳳に向かって、左手を掲かかげてみせるターナー。

　鳳が肉眼と探査でそれをとらえる──なんと、まだ貼はられたままの絆創膏おまじない。

　皮肉かどうか不明──おそらくジンクスに対する忠実さは自分の方が上だという誇示。

　それから車に乗り込むと、ひどく一方的な様子でＵターンして小道を去っていった。

　ターナーの車から目を離すニナ──さっときびすを返し、モリとともに通信車両内に戻ったところで携けい帯たい電話にコール音／すぐに耳に当てる。

「……分かった。ただちに現場に向かう」

　通話を切る／壁の通信マイクを手に取る──全隊通知。

「たった今、ヨーコ・イマムラと〈待望の会〉の主犯グループを憲けん兵ぺい隊たいが包ほう囲いした。通信指揮車両および第二班と〈青火ザーフイア〉で現場に向かう。〈黄火トパス〉は第三班と犠ぎ脳のう体たい兵器を警けい戒かい。〈紫火アメテユスト〉は、第一班とＢＶＴ本部ビルに向かえ。先ほど同ビルに移送されたトーゴー・セゼルが、聴ちよう取しゆの相手に、要撃小隊の小隊長を指名してきたとのことだ」




　　　　Ⅴ




　ミリオポリス第二十三区リーズイング──宗教施し設せつが密集する再開発地区。

　朱しゆ色いろの門／石いし畳だたみ／日本から文化委い託たくされた木造の聖堂──桜が植えられた庭。

〝千年耐たい久きゆうする木組みと釘くぎ〟──普ふ通つうは石造建築のみの保存文化財に指定された、世界でも希まれに見る完全な木造建築。敷しき地ちの一角に並ぶ木造の倉庫──保護対象として認められた神輿ミコシ／山ダ車シと呼ばれる祭礼の道具を何種類も保管。この都市の日本人にとって精神的なよりどころたる建物に集合した〈待望の会〉を、憲兵隊が包囲──突とつ入にゆう。

　閃ひらめく銃火──戦場と化した聖堂を、じっと見つめているモリ。

　傍かたわらの乙──くわえたロリポップを遠えん慮りよがちに囓かじる。

「ああ、咲さいてら」モリ──ふと気づいたように頭上の桜の枝を見上げる。

　房ふさ状じようの蕾つぼみ──その一つが小さな花弁を先吹かせていた。

　モリの肩かたが何かをこらえるように震ふるえた。

「……おっちゃん、泣いてんの？」乙──気き遣づかいつつ／どう気遣って良いか分からず。

「大泣きさ」寂さびしげな笑え顔がおで振ふり返る──涙なみだはない／ただ悲しく笑っている。

　何も言えない乙──何か言ってやりたい／何を言っても悲しくさせてしまう気がする。

「我と我わが体を、敵に擲なげつける心だ……」

　ぽつっとモリが言う──何のことか訊きく前に、乾かわいた風のような声が起こった。





　　われは知るイツヒ・ヴアイス・エス、テロリストの悲しみをアイン・トラウリヒス・ヘルツ・リネス・テロリステン

　　言葉とおこなひを分かちがたきヴエルター・ウント・アイネ・ハンドルング・ズイント・ウンタイルバーレ

　　ただひとつの心をエイン・プロツセス・ヘルツ、

　　奪はれたる言葉のかはりにアイン・エルザツツ・フオン・デン・ヴエルテルン、フオン・デーネン・アウスゲラウブト・ヴユルデ

　　おこなひをもて語らむとする心をザイン・ヘルツ、ダス・エア・ミツト・アイナー・ハントルング・エアツアーレン・ヴイルト、

　　われとわがからだを敵に擲げつくる心をアイン・ヘルツ・ウム・アイネン・ケルパー・バイ・アイネン・フアイント・ツー・シユロイデルン──

　　しかしてエス・イスト、そは真面目にして熱心なる人の常に有つかなしみなりデア・ヴエーグ・デア・メンシユ、デア・ミツト・ゲランドリニヒカイツゲヘン・エルンストハフト・イスト






　しんしんと響く男の朗ろう詠えい──遠くで爆はぜる銃火／身を擲なげうつ者たちの上げる最期の声。

　血で染まる聖堂──涙のように咲いている桜の花。

　それらが乙を包む──騒そう乱らんの中にあってひどく深い静せい寂じやくをたたえたものたち。

「──それ、なんの歌？」そっと訊く。

「石川啄木イシカワタクボクの詩を、俺の下へ手たなドイツ語で、適当に訳したのさ」

「タクボク？」

「〝キツツキシユベヒト〟って意味の名前を持つ、日本の詩人だよ」

「ふうん……」

「日本は因幡イナバの白ウサギだった」呟つぶやき──乙には意味の分からない言葉／それでも悲しみだけは伝わってくる。「先進国って名前のワニの上を跳とび渡って良い気になってたが、馬ば鹿かな失敗をして毛をむしられた。それで言葉を奪うばわれたやつらを沢たく山さん生んだ。自分を爆ばく弾だんにして擲げつけることしか出来なくなっちまったやつらを」

「ワニ……？」自分にも分かる気がする言葉──だがモリは別のことを言った。

「あの中にいる今村蓉子イマムラヨーコと、その叔お父じの今村晃イマムラアキラ教授は、俺と一いつ緒しよに〈七望会シチボーカイ〉ってグループに入ってた。俺たちがロシア人から船を買って、汚お染せんされた土地から七千人の日本人を送り出した。でも港を塞ふさがれて、みんな死んじまった。生かそうとして殺しちまった」

　詫わびるような声──祈いのるような声──多分、両方の思いで零こぼれている声。

「それで〈七望会〉は、〈七亡会〉になった。国家・国土・国民・国交・国史・国こく幣へい・国財。七つ全すべてを亡なくす会だ。全部、ワニにむしらせてやる会だ。そうでもしなけりゃ、みんなくたばっちまう。ここの神社ヤシロも、そうやって売り払はらわれたもんの一つだ。これはもう俺たちのもんじゃない。俺たちが使ってるが、所有者はこの国だ。文化保全国のもんだ。そうやって、何もかもみんなワニの腹に収まっちまった」

　ダーン──ふいに、ひときわ高いライフルの射撃音が響き渡った。

　敷地の外──後方で待機していた救急車両が次々にやって来る。

「……終わった」諦あきらめたような声──二人してその場にぽつんと立って、現場が落ち着いてニナが呼びにくるのを待った。

「オレの中にもワニがいるよ」

　小さな声で告げる──無視されるかと思ったら、モリは微笑ほほえんだ。

「いつからだい」あっさりと合わせる──まるで自分の中にも住んでいるというように。

「パパとママが真っ二つになって死んだとき」なんで他人に話すんだろう──素そ朴ぼくな疑問／鳳や雛以外では初めてのこと。「飛行機。ハイジャックされて落っこちた。オレだけ生きてて、体に機械をくっつけられた」

〝９１１ごっこだ〟──胸の奥おくをよぎるワニの声。〝政府に撃げき墜ついされた〟

「そんでワニが言うんだ。パパとママが死んだのはテロリストのせいだって。だから、同じようなことするやつらは、みんな真っ二つにしろって。そうしてれば、そのうち、天国のパパとママに会えるかもしれない」

「刃は物ものになれるってのは、お前さんの素そ質しつだぜ」優やさしい声。「善か悪、どっちかになるってことだ。刃物に曖あい昧まいさはねえのさ。善の善になるか、悪の悪になるか。それとも善を生かす悪になるか、悪を生かす善になるか。なんであれ善か悪かだ。それが真っ二つにするってことだ。お前さんの中のワニは、恐おそろしく危なっかしいんだろうさ。善か悪か、どっちかになれって言われることほど、危なっかしいことはねえからな」

「ふうん」妙みように感心した──自分の中でいつ暴あばれ出すか分からないものを、言葉でしっかり押おさえつける方法を教えてもらった感じだった。

「俺はナマクラだ。国が亡ほろんでも、善にも悪にもなれず、死ぬことも出来なかった。首一つ落とせない切腹の真ま似ね事ごとをしてた連中と、大して変わらねえや」

　モリは傷ついたように言いながら、その上、なんだかひどく恥はずかしそうにしていた。

　なぜかは分からないが自然と笑みが浮うかんだ──ぽんと相手の腕うでを叩たたいた。

「元気出しなよ。オレがミョーオーサマのワザモノになるから。教えてよ。アイキ」

　モリもつられたように笑う──しげしげと乙を見つめる。

「こんな綺き麗れいなお嬢じようちゃんに言われると、やっぱり嬉うれしいもんだ」

「へへ」ちょっとうつむいた。綺麗なんて二度も面と向かって言われて嬉しかった。

　囓り終わったロリポップの棒をポイ捨てしつつ、鳳に言われたみたいに、言葉遣づかいを正しても良いかも、とちょっと思った。

　建物の方からニナが戻もどって来る──傍らに憲けん兵ぺい隊たいの制服を着た男。

「こちらは憲兵隊のカリウス中隊長です」ニナがモリに言った。「ヨーコ・イマムラは存命──治ち療りようを行いながらＢＶＴ本部ビルに移送し、聴取します。同行して頂けますか？」

「怪け我がしてんのかい？」

「銃ではなく刃やいばで」男が言った。「腹部を損傷──腹切りハラキリでしょう」

　がっくりと肩かたを落とす。「イマムラ先生に合わせる顔がねえ……」

　遠えん慮りよがちにキモノの袖そでを引っ張る。「……おっちゃん、大だい丈じよう夫ぶ？」

　力なく微笑む──きちんと男に向き直る。「彼女と話せるんなら何でもしますよ」

「協力感謝します」男が丁てい寧ねいに返す──乙を見る。「お嬢さんは特トツ甲コー児童かな？」

「うん」礼れい儀ぎ正しくする＝鳳の真似。「こんばんはグーテン・アーベント」

「良い夜グーテン・アーベントとは言い難いがな」ちょっとだけ唇くちびるの端はしを上げる＝渋しぶい笑み。「ずいぶん落ち着いてるな。うちの特甲児童はハラキリと自爆と惨ざん殺さつ現場を見て寝ね込こんでるところだ」

「ふーん」不思議そうに返す──ふと相手の顔に見覚えがあることに気づく。「おじさん、バスが爆発したとき、子供を助けた人？」

　バスジャック現場で子供の足を撃うった人物──通信車両のモニターで見ていた。

「その通り、おじさんだ。ＭＳＳは若者揃ぞろいだと聞いていたが現場指揮官までこれほどの若手とは驚おどろきだ。自分がロートルだってことを思い知らされる」

　男が渋い笑みで言う──ニナを見る。

「〈待望の会〉は壊かい滅めつしたが、リレーの原バ子ト炉ンは行方ゆくえ不明だ。そちらの情報に従えば〈自由戦士団〉が手にしたんだろう。ＭＳＳの見事な捜そう査さには感謝している。出で遅おくれたが憲兵隊も全部隊規模で人員を投入した。この馬鹿げた事態を引き起こした野や郎ろうは、今いま頃ごろどこかで笑ってるんだろうが、そう長くは笑ってはいられんということを教えてやるつもりだ」

「同感です」ニナ──冷厳たる氷ひよう像ぞうの眼まな差ざし。「笑わせたまま終わらせはしません」




　ミリオポリス第一区インネレシユタツト──ＢＶＴ本部ビル地下二階＝留りゆう置ち施し設せつ。

　取調室の床ゆかに固定された長テーブルに手て錠じようでつながれた青年──殺さつ伐ばつとした輝かがやきに満ちたクルミ色の目／削そいだような瘦やせ顔。

　髪かみを剃そられた頭の額・耳の後ろ・後頭部・大脳がぽっかり消失＝傷を覆おおう人工皮ひ膚ふ。

　トーゴー・セゼル──その敵意に満ちた笑みを、鳳は、たった一人で受け止めていた。

　毅き然ぜんと──目をそらさず／悲痛がおもてに出てしまうのを必死でこらえながら。

　左側の壁かべに鏡＝マジックミラー──向こう側ではＢＶＴ／ＭＳＳ／ＭＰＢの人員に加えて、ＣＩＡのターナーが、鳳と青年を観察／記録中。

「俺はキプロスの火を見た。空くう爆ばくの火だ。あれを見たら、誰だってもう、いつもと同じ毎日を送ることは出来ない。それで俺たちは使命を理解した。ノギもハリトもアーディレも。あいつらの父親と母親も。お前は使命を持った人間を殺したんだ」

　青年の言葉に、そうだとも違ちがうとも返さない──ただ出来る限り話を聞いた。

　恨うらみを告げるための投降──それ以上の狙ねらいがあるかを判明させねばならなかった。

　何らかの情報工作／交こう渉しよう／訴うつたえ──青年の意い図とがなんであれ、それを逆に利用し、グループと原げん子し炉ろの情報を引き出さねばならない。

　だが会話が始まって十分も経たたぬうちに、とてつもない絶望に襲おそわれていた。

「ノギは使命を持ってお前とともに死ぬ覚かく悟ごだった。俺がその意志を継ついだ」

　凄せい惨さんな笑みを浮かべる青年──すぐ目の前の相手が、手の届かない場所にいる気がした。

　驚くほど流りゆう暢ちようなドイツ語──だが言葉も心も意志も、全く通じない。それがすぐに分かった。自分から脳をえぐり出させて機械に捧ささげた青年──〝使命感〟に凝こり固まった相手との間に、どんな羽も飛び越えられない深い亀き裂れつを感じた。

「──いったい誰が、あなたに使命を与あたえたのですか」

　咄とつ嗟さに口をつく──相手が非難されたと感じて、そのまま沈ちん黙もくしかねない言葉。

「神アツラーだ。決まってるだろう」

　だがさらに声を高める青年──そうすることに生き甲が斐いを感じているというように。

「神の声も聞こえない冒ぼう瀆とく者しやの女に、俺が教えてやる。そのために俺はここに来た。俺の同どう胞ほうは今、トーマって名前の子供を預かってる」

　息が詰つまる──さっと顔が強こわばるのが自分でも分かる。

　無線通信──隣りん室しつの御影へ。《……彼の言うことは事実ですか？　それとも──》

《おそらく事実だ、お嬢様フロイライン》御影の申し訳なさそうな声。《数時間前に解かい析せき班はんが位置を割り出したが、その後で行方が分からなくなった》

《なぜ、教えて下さらなかったのです？》

《捜査に専念してもらうためだ。バロウ神父も不安に耐たえて協力して下さっているが、同じ不安を君に抱いだかせて捜査をさせたくないと仰おつしやっていた。すまない。しかし彼がなぜ投降したか、一つ判明した。人質の存在を知らせてこちらを牽けん制せいするためだ》

「どうした。驚いて何も喋しやべれなくなったか、この間ま抜ぬけ」

　歯がみする──きっとなって相手を睨にらみつける自分を抑おさえられない。

「あなたの神は、何の関係もない無力な民間人を人質に取れと教えるのですか」

「黙だまれ、機械製品の人殺しの娼しよう婦ふめ。お前の生身はどこからどこまでだ。体を見せてみろ」嘲ちよう笑しよう──鳳の顔からさっと血の気が引いた。

《相手は喋りたがっている。冬真くんについて訊きくんだ》御影──励はげまし／客観視／相手が何を言おうと、傷つく必要などないと鳳に言い聞かせるように。

「……冬真さんは、どこにいるのです？」

「ロートヴィルトの所に連れて行かれるはずさ。ちょっとした盾たてくらいにはなるだろ」

　躊躇ためらいのない喋り方──相手が傷つくことを期待して。

《ロートヴィルトについて訊くんだ》

「……ロートヴィルトとは誰です？」

「サソリの毒を持った戦士だ。お前たちには手が出せない。〈キャラバン〉のロートヴィルトと俺たちが、列車を守っているからだ。トーマもその中にいるぞ」

《新たなグループ名だ。〈キャラバン〉について調べる》御影──勢いきおい込んだ口調。《列車について訊け。原子炉のルートだ》

「……どの列車です？　今度は列車を占せん拠きよして原子炉を運ぶ気でいるの？」

「とっくに手に入れてるよ。俺たちが天使に角笛を吹ふかせる。俺たちこそ使命持つ者たちだ。〈ジョハルの手〉だって、俺たち〈自由戦士団〉がいなきゃろくに戦えない。戦うたびに泣きながら祈いのってる弱虫どもだからな。本当は戦いたくないなんて恥はじ知らずなことを平気で言う馬ば鹿かどもだ。俺たちは戦いながら運ぶ。やつらはその組み立てを守るだけだ」

《組み立て地点について──》

「どちらが恥知らずですか！　あなたの多くの同胞が、あなたを称たたえると思っているのですか！　自分たちの生活をいたずらに困難にするあなたを、忌いみ嫌きらうだけです！」

　完全な詰きつ問もん口調──とても誘ゆう導どうなどしていられない／言葉を抑えられない。

「やつらが俺を忌み嫌うのは、俺が真実だからだ。俺は火だ。俺が鋼はがねだ。サソリの力を与えられたイナゴだ。お前たちに苦しみを与える権利を神から与えられた存在だ」

《よせ。挑ちよう発はつに──》

「なぜその気持ちを、より多くの同胞のために振ふり向けないの！　なぜ、あたくしたちが憎にくいなら、あたくしたちだけを狙わないの！」

「黙れ。俺はお前みたいな半はん端ぱなガラクタとは違う。俺がどんな存在になったか、すぐに分かる。お前から戦う力を奪うばって、その体がどこまで機械か、切り刻んで調べてやる」

《落ち着くんだ、お嬢様フロイライン──》

「冬真さんをどうする気なのです！」

「原子炉と一いつ緒しよに閉じこめるかもな。あれは今とんでもない状態だから、きっと体中がどろどろに溶とけるぜ。五分で白血病だ。十五分もあれば死人と一緒だ。頭もやられる。生き延びたって、一生よだれと小便を垂らすだけになる──」

「やめて！」

　悲痛が零こぼれる──耐たえられず哀あい訴そが口をついて出る。

「お願い……」

　青年のぎらぎらと輝く目──無情なまでに満足そうな笑えみ。「その顔が見たかったんだ」

《……交代だ、鳳。収しゆう穫かくはあった。こちらで休んでくれ》

　立ち上がる──憎ぞう悪おが最後の心の支えになった青年に、きつく眉をひそめて言った。

「もっと早く言って下されば、幾いくらでもお見せしましたのに」
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　鳳──取調室を出ても隣となりの記録室に入らず／廊ろう下かの壁かべにもたれる／息を整える。

　入れ替かわりでＢＶＴの人員が取調室に──御影が廊下に出てきて声をかける。

「よく頑がん張ばった、お嬢様フロイライン」

　励ましと慰なぐさめ──かぶりを振って拒こばむ／何を言われても言葉が突つき刺ささる気がして。

　ゆっくりと宥なだめる御影。「不明なグループのうち一つが言げん及きゆうされ、ロートヴィルトが属する集団だと明言された。原げん子し炉ろを〈自由戦士団〉が、運うん搬ぱんする用意を調ととのえていることも。冬真くんを盾にすると脅おどすのは、我々の包ほう囲い網もうを突とつ破ぱするためだ。まだ我々の手は届く」

「途方もない悪の体現者だな、彼は」

　記録室から出てくるターナー──自分は動どう揺ようなどとは無む縁えんといった態度。

「だがこれで、我々が正義を執しつ行こうする上で何らためらう必要はなくなった」

　きっとなって顔を上げる──燃えるような目を相手に向ける。「彼は、正義が間に合わなかったのです。それが分からないのですか」

「お嬢様フロイライン」御影──〝言っても無む駄だだ〟という顔。

　だが止まらない──抑おさえきれない。「信じるべき正義を奪われたからこそ、憎しみを糧かてにするほかなかったのではないですか。自身の正義を欲するからこそ──」

「だから核かく兵器を欲したと？」つまらないジョークに苦笑いするような様子。「いいかね。テロリストに正義はない。君はその事実を忘れている」

　あっさりと言ってのける──自分が正しい側にいると信じて疑わない途と方ほうもない善人。

　鳳──口を切る／言葉を失う／トーゴーと同じくらい何も届かない男から目をそらす。

　廊下の向こうから鋭するどい足音──ニナ。「尋じん問もんは終わったのか？」

「交代中だ」御影──ターナーには目もくれず。「鳳くんが仕事を果たした。幾いくつかの情報の裏づけが取れた。特に……冬真くんについて」

「よくやった」ニナのねぎらい──鳳の肩かたに優やさしく触ふれる。「少し休め。じきにバロウ神父もこちらに来て、トーゴー・セゼルの尋問と犠ぎ脳のう体たい兵器の解析に協力して下さる」

　鳳──気き丈じようさを振り絞しぼる。「いいえ、大だい丈じよう夫ぶです。乙さんは？」

「別室でモリサンと一緒だ。これからヨーコ・イマムラを尋問する。腹部を損傷してショック症しよう状じようを呈ていしているが、ＢＶＴは意識を取り戻もどさせた上で自じ白はく剤ざいを投とう与よする気だ」

　御影が呆あきれる。「負傷した人間に？　即そく死しするかもしれんぞ」

「有能な医師の立ち会いがあれば心配ない」ターナーが口を挟はさむ。「私はそちらに行こう。かつての先進国の一員でありながら、悪の道に堕おちた女闘とう士しに興味があるのでね」




　重傷者を尋問するための部屋──救急治ち療りよう室しつを兼かねた一室。

　隣の記録室に入るニナ／ターナー──鳳と御影は引き続きトーゴー・セゼルを担当。

　マジックミラーの内側で業ぎよう務むを行う大人たち──録音録画／噓うそ発見器／生命維い持じ装置。

　隅すみの方でぽつんと座すわっている乙──両手に抱だいたカタナ。

「それは？」ニナが訊きく。

「おっちゃんが持っててくれって」

　うなずくニナ──ターナーと距きよ離りを取りつつマジックミラーの向こう側を見る。

　ベッドに横たわった女──傍かたわらに座っているモリ／付つき添そいの医師。

《復ふつ興こう支し援えん対象とされた国は、まるで先進国の家か畜ちくです。私はそれを、祖国が亡ほろんで初めて知りました》女＝ヨーコ・イマムラ──日本語で会話。

　通訳官がドイツ語に訳す──同時に音声解かい析せきによる自動翻ほん訳やく。二重の措そ置ちで誤りを防ぐ。

《だから〝ワニクラカヂール〟なんぞに頼たよったのかい。野や郎ろうこそ弱い人間を餌えさにする外げ道どうだぜ》

《いいえ、〈ウラジャーイ〉も他のグループの一つに過ぎません。彼らは森に潜ひそみ、衛星と原子炉を分解して私たちに託たくしただけ。どうせ彼らの取り引きは別にあります》

《取り引き……？》

　モリが首を傾かしげる──記録室でニナや憲けん兵ぺい隊たい員いんらが一いつ斉せいに眉まゆをひそめる。

　ニナ──険けわしい表情。「どういうことだ？　衛星の落下現場に〈ウラジャーイ〉が？」

《説明してくんないか。取り引きってのはなんだい？》

《私たちは知りません。衛星に関するものでしょう。私たちは計画通り、トレーラーによる通信で動いていました。〈ウラジャーイ〉は一度もトレーラーに連れん絡らくしていません》

《トレーラー？》

《グループの一つが持っている道具です。原子炉で〈６６６〉を作るすべを与あたえるものです。なんというグループのものであるかは、どのグループも、あえて知らずにいます》

《〝ワニクラカヂール〟は、なんだって、うちの若い連中に爆ばく弾だんを背負わせたんだ？》

《原子炉の運搬ルートを支援するのが彼らの役目……それと引き替えに、彼らは何かの取り引きを……所しよ詮せん、金のためにしか動かない……》

《〝ワニクラカヂール〟は役目を終えてたが、金が欲ほしくて都市から逃にげなかったんだな？》

《そう……》女の目が焦しよう点てんを失う──幽ゆう霊れいのような無表情さになる。《先生……私、先生に介かい錯しやくして頂きたかった……》

《馬ば鹿か。殺人罪になっちまうよ》優しい微笑ほほえみ。《教えてくれ。原子炉は今どこだ？》

《既すでにレールの上……。腹を切ったくらいで罪が祓はらわれるとは決して……ただ……》

　女の意識が途と絶だえる──医師が忙いそがしく女の脈を取り、薬品を用意させる。

　記録室──乙が哀かなしそうにカタナを抱いて、悄しよう然ぜんとするモリを見ている。

「尋問をいったん中止します。こちらに戻って下さい」ＢＶＴの局員。

　さっと振ふり返るニナ──凍いてつく剣けんのように。「どういうことだ、ターナー次官補。〈ウラジャーイ〉がトレーラーを所持しており、この計画全体の中核を担になっていたのではなかったのか。まるで〈ウラジャーイ〉には別の狙ねらいがあるかのようだぞ」

　ターナー──ぼそぼそ小声でＢＶＴ局員の一人と会話／つとニナを見る／平然と告げる。

「自白剤がむしろ徒あだになった可能性がある」

「……なに？」

「今確かく認にんした情報によれば、ヨーコ・イマムラは癌がんだ。症状を抑えるために抗癌剤を投とう与よしている。そのため自白剤の効果が歪ゆがみ、妄もう想そう的な考えに支配されたのだろう」

「抗癌剤と自白剤が？　そのような影えい響きようを及およぼすなど聞いたことがない」

「症例は僅わずかだがある。彼女が正しい情報を口にしたとは思えない。相当に混乱し、妄想にかられ、自分が正しいと思い込みたいことを事実として認にん識しきしてしまったのだ」

「今の証言が全すべて妄想だと？　それで片付ける気か？」

「むろん、確かめるすべはある。抗癌剤の効果を消し、より強力な自白剤を投与する」

「そんなことをすれば死ぬだけだ。彼女の容態を見ろ」

「だから今、こちらの局員を通してＢＶＴの意向を確かめていたのだ。ここの設備では、彼女を生存させたまま正しく尋問することは出来ない。よって、より高度な治ち療りよう態勢が整った病院に搬送し、病室の一つを取調室として使えるよう手配して頂いた」

「貴様、どれほど勝手な──」

「猶ゆう予よはないのだ、ＭＳＳ副官どの。ＢＶＴとは話がついた。君たちも上部組織の意向に従いたまえ。急がなければ、それこそ全て手て遅おくれになるのだ」

　ニナの美び貌ぼうが凍てつく怒いかりに満ちる──口を閉とざして相手の真意をじっと見定める。

　その背後でモリ、力ない様子で記録室に入ってくる──乙が立ち上がって近寄る。

「ありがとうな、そいつを預あずかっててくれて」モリ──カタナを受け取る／文化財であり護身用の武器であるという矛む盾じゆんした品を小こ脇わきに抱かかえる。

「モリさんヘル・モリ」別のＢＶＴ局員が部屋に入ってくる。「イマムラ教授が憲兵との聴ちよう取しゆを終えてこちらに向かっています。裏口で待っていて欲ほしいとのことです。ヨーコ・イマムラの移送準備が整い次し第だい、ともに来て頂きます」

「分かった。ありがとう」脱だつ力りよくしきった様子で返す──ちらっとマジックミラーの向こうで運ばれてゆく女を見やり、それから乙に微笑みかける。「叱しかられに行ってくるよ」

「オレも一いつ緒しよについてってあげる」真顔で言う。「ニナ、いいっしょ？」

「無線通信には即そく応おうしろ。移送後、お前は鳳と本部へ戻もどって休め。雛は既に帰き還かんした」

　ニナ──携けい帯たい電話で何やら連れん絡らくしながら記録室から出て行く。

　乙とモリが後に続くようにして廊下へ──地下から地上に出て裏口に向かう。

「大丈夫？」乙──珍めずらしいほどの気き遣づかいよう。

「不ふ甲が斐いなくって悔くやしくってなあ。なんでこんなことになっちまったんだ……」

　出入り口を監かん視しするＢＶＴ隊員に通行パスを見せつつ外へ──冷たい夜気の中に出る。

　離はなれた一角──地ち下か駐ちゆう車しや場じようの出入り口に慌あわただしく集合するＢＶＴの車両／その向こうから救急車両が現れる。迅じん速そくな搬はん送そうと護衛──ヨーコ・イマムラを乗せた車両。

「ＣＩＡの人は、さっきの話は噓うそだって言ってた。あの女の人、噓ついてたと思う？」

「いいや。噓ついたって仕方ねえさ。会の仲間がみんな死んじまって、自分まで死ぬってときに、なんで〝ワニクラカヂール〟のことなんぞで噓を──」

　ダーン！

　突とつ然ぜん、一帯に銃じゆう声せいが響ひびき渡わたった。敷しき地ちから出たばかりの救急車両がけたたましいブレーキ音を立てて停車──護衛のために後続する装そう甲こうパトカーの群が取り囲んで守る。

　乙が目をまん丸に見開いて凝ぎよう然ぜんとなる。モリがよろよろと建物の壁かべに背をぶつけた。

「狙撃だ！」遠くでＢＶＴ隊員が通信機に向かって叫さけんでいる──まるで自分が撃うたれたかのような悲鳴。「待ち伏せだ！　容疑者が狙撃された‼」




　急報を聞きつけるなり鳳は記録室を飛び出して廊下を疾しつ走そうし、ぎょっとなるＢＶＴ局員らの間を駆かけ抜ぬけ、屋外に出るなり機甲化──飛び立った。

「出てきなさい！」

　叫び──吹ふきつける風に空むなしくかき消されてゆく。

「あたくしを撃ちなさい！　さあ！　今すぐ撃ちなさい！」

　自ら標的になって相手の位置を探たん査さ──だが目的を果たした敵が反応するわけがない。

《鳳ぁ……》下方──慌てて機甲化して飛び立った乙＝さすがに鳳の行こう為いが無む駄だであることは分かっているが、放ほうっておくわけにいかず追つい随ずい。

　鳳──さっと周囲を旋せん回かい／探査／どこにいるか分からぬ狙撃手を求めて飛び続ける。

　乙──呆ぼう然ぜんと滞たい空くう／闇やみ雲くもに飛び回る紫むらさきの輝かがやきを傍ぼう観かんする以外に何も出来ず。

　ニナの無線通信。《よせ！　ＢＶＴ隊員に捜そう査さを任せろ！》

《容疑者は⁉　どうなったのです⁉》

《……死亡した。お前たちはただちに帰還しろ。これ以上、体力を浪ろう費ひするな》

　旧市街の上空──じっと痛つう哭こくを抱いだく紫の輝きを、乙が遠間から不安そうに見ている。

　ふと、乙の羽が何かを探査──下方の街路を見た。特とく徴ちよう的な人ひと影かげ＝鉄てつ紺こんのキモノ姿のモリが、ＢＶＴビルの敷地の外へ出て、建物の間の狭せまい道に入って姿を消した。

　思わずそちらへ向かって飛ぶ──道の真上に来る。

　無人──道の真ん中にぽつんと置かれたものに気づき、さっと舞まい降りて、拾い上げた。

　ついさっきまでモリが脇わきに抱かかえていたはずのカタナだった。

「……おっちゃん？」

　返事はない──鳳は、まだ上空で狙撃手の反応を空しく待っている。

　呆然と立ちつくす乙──急に暗い場所に引きずり込まれたような不安に襲おそわれていた。




　観光名所が密集する第一区インネレシユタツトの旧市街を囲む環リ状ン線クを走るバン──車体に警備会社のロゴ／運転席と助手席に制服を着た男たち。

　後部座席──同じ制服の二人の男に挟はさまれて座すわるモリ＝左右から突つきつけられた銃。

　向かい合うようにスライドさせた座席で微笑む青年──ハインツ。「大人しく従ってくれてありがとう、モリサン。お陰かげでイマムラ教授まで殺さずに済むよ」

　モリ──腕うで組ぐみ／平静に。「……イマムラ先生が来るってのは、あんたの噓かい、ハインツ坊ぼつちゃん？」

「それは本当さ。でもモリサンが逆らえば、いつでもイマムラ教授は殺せるよ」

「俺なんかさらってどうしようってんだい」モリ──不思議そうに。

「ヨーコ・イマムラが自害しなかったせいで、ちょっと困ってね。情報操そう作さへの協力さ。要するに、あなたが情報を流して、ヨーコ・イマムラを暗殺させたことになるんだ」

「そいつは、誰が描いた絵だい？」

「面おも白しろい比ひ喩ゆだね。誰が描いた絵か。色んな人間が勝手に描こうとしてるけど、描かせてるのは、ごく少数の選ばれた者だけさ。大人しくしてれば会わせてあげるよ。僕だってモリサンのことは嫌きらいじゃないんだ。これを機会に僕らの味方になってよ」

「意味が分からないよ、坊ちゃん。なんだってこの都市の人間が、こんな騒さわぎに荷か担たんするんだい。国を亡ほろぼそうってのかい」

「違ちがうよ、モリサン。全部、市民のためさ。この都市に本当に住む価値のある人間のための計画なんだよ。この国を強く正しくするために、みんな必死に働いてる。だから、あなたも僕らのために働くんだ、モリサン。都市に住む者の、当然の義務ってやつさ」




　ＢＶＴビル最上階──来らい賓ひん室。

　壁に巨きよ大だいモニター＋重厚長大な調度品＋直通端たん末まつ──モニター前に立つエゴン＝呆然。

「こ、このビルの玄げん関かん口で狙撃されるとは……なんという失態を」

「大したことではない。そう狼狽うろたえるな」堂々とした声──ソファに座る三人の男たちの一人＝胸に未来党員のバッジ。

「ＢＶＴは外国機関の要よう請せいで、通常の対処を取ったに過ぎんよ」薄うすら笑い──議員バッジ。

「いまだ敵に翻ほん弄ろうされ続けている現場の部隊に問題がある」威い圧あつ的──階級章。

「は……」エゴン──反論を吞のみ込む／縛しばり付けられたような直立不動の姿勢。

「重要参考人のうち二人も死んだのはともかく、一人は脳がないとは。気き色しよくの悪いものを見せられた」苛いら立だたしげな党員バッジ。

「国法研きっての才さい媛えんヘルガも苦戦しているようだ。いずれにせよＭＳＳの捜そう査さの結果であってＢＶＴが咎とがを負うべきものではない」愉ゆ快かいそうな議員バッジ。

「あと約十二時間以内に残り六つのグループを壊かい滅めつさせねば軍を出動させねばならん。今のうちに指揮権を我々に譲ゆずる準備を整えておきたまえ」有う無むを言わせぬ階級章。

「は……。現時点で進行中の捜査は……？」

「続行だ。特にＭＳＳは好きに独走させておけ」党員バッジ。

「いざというときに咎を背負ってもらう。ＢＶＴに傷はつけない」議員バッジ。

「ＢＶＴは事態の解決を国民に告げればいい。どうせ軍が事態を鎮しずめる」階級章。

「ですが、もし、それまでに核かくが使用されたら……」

「我々は亡ばない」

　笑う議員バッジ──党員バッジと階級章がうなずいてみせる。

　エゴン──絶句／極大の非常事態において何ら変わりない三人に恐きよう怖ふすら覚える、怯えたカマキリが身をすくめるようにして、じっと立ちつくした。




　　　　Ⅶ




　ミリオポリス第三十五区ジークムント──ＭＳＳ本部ビル四階＝隊員たちの寮りよう。

　帰き還かんした鳳＋乙──先に戻もどっていた雛とともにシャワールームへ。

　原則──シャワーは必ず二人以上で、互たがいに目を配ること。

　数万分の一の確率で起こる事故を防止＝もし湯温の影えい響きようで手足が動作不良を起こせば、身動きが取れず小さな水たまりの中で溺おぼれ死ぬ。とはいえ三人ともシャワーのたびに、深刻な気分になるわけでもなし──〝みんなで仲良く入る〟のが習慣という気分。

　鳳──ブースの中で頭から湯を浴びながら、麻ま痺ひしかけていた疲ひ労ろうを実感しながらも、この後で休眠をとらねばならないことに、軽いショックを味わっていた。

　原則──適切な休きゆう眠みん＝脳の疲労により空中機動能力が著いちじるしく減げん退たいしないための。

　なんということだろう。今このときに眠るなんて。

　これほどまでに心を動どう揺ようさせられているというのに、全すべて忘れて眠ねむれと言われることの方が、むしろどんな理り不ふ尽じんさよりも自分を傷つける気がした。

　脳のない青年の怨えん嗟さの笑えみ──冬真は今ごろ恐おそろしい目に遭あっているという思い。

　爆ばく破はと狙そ撃げき──失われた二人もの容疑者たち。

　さらにその上、カタナを残して突とつ然ぜんモリが失しつ踪そう──現場の混乱＝敵による拉ら致ちか、そもそもモリがグループに関かん与よしていたのか。

　ヨーコ・イマムラの尋じん問もん──ＣＩＡの情報と矛む盾じゆんした内容。

　どちらが何のために噓うそをつくのか。いったいどれほどの虚きよ偽ぎが事件を覆おおっているのか。

　次々に起こる懸け念ねんの渦うずに吞のみ込まれそうになる──何とか振ふり払はらってブースから出る。

　更こう衣い室しつ──既すでに下着姿の乙が髪かみを乾かわかしている／雛がバスタオル姿のまま眠そうに宙を見ている。ひょいとドライヤーを向ける──ぼんやりしていた雛が目を丸くする／その髪を乙が強引な手つきで乾かしてやる。

　鳳がいないところでは妙みように雛に対して面めん倒どう見みの良い乙──モリの行方ゆくえが気がかりなのだろうが、そのことについて一言も口にしていない。

　タオルを手にして鏡を見る──体を見る。

　声──〝お前の生身はどこからどこまでだ〟。

　心の中で答えを返す──これが今の自分の生身だ。この全てが。手足が本来のものでなくとも。これらが自分のものだという実感を失わない限り、それは生身に等しく自身たりうる。

　振り返る──懸けん命めいに気き丈じようさを取り戻し、冷静であれと自分に命じ、二人に呼びかける。

「さ、お二人とも。早く部屋に戻って眠りましょう。すぐに起こされるかもしれませんし、そう長くは寝ねていられませんけれど、頑がん張ばって休眠を摂とりましょう。そして目覚めたら、あたくしがまた、おまじないをして差し上げますわね」




　ミリオポリス第九区アルザーグルント──ここ数年で増設された貨物車両用の停留駅の一角。

　冬真は、どうやら警備用らしい小屋の隅すみで椅い子すに座すわり、寡か黙もくなトルコ系の男たちが通信端たん末まつのそばでじっと煙草たばこを吸ったりコーヒーを飲んだりするのを見ながら、助かりたいという以上に、温かい食事とシャワーとベッドのことばかり考えている自分に気づいていた。ときおり、そばのテーブルに置かれた水とパンを囓かじりながら、それ以外にも自由にトイレに行ったり、立ち上がって伸のびをすることも考えた。だがやはり一番はベッドだった。何もかも忘れて横になりたい。この呆ぼう然ぜんとする一方の頭をどうにかしたい──

　精神疲労のきわみのような状態でいると、ふいに小屋のドアが開いた。

　たちまち冬真の胸に忘れかけていた希望がわき起こったのは、入ってきたのが見覚えのある警備会社の制服だからだった。

　胸に社名の刺し繡しゆう──〈ドライクローネン社〉。

　教会の警備でも雇やとっている、気さくで有能な警備員数名とともにハインツが現れ、ついで警備員たちに銃じゆうを突つきつけられながらアジア系の男が入ってくるのを見た。

　冬真はまず、ぽかんとなり、警備員たちが銃を持っていることから味方ではないという失望を味わい、そして〈ドライクローネン社〉がハインツの仲間であるという事実をやっと理解し──ただでさえ絶望に染まる精神が、さらに叩たたきのめされるのを味わった。

　事実──司祭室に入れた可能性のある者たち／幾いくらでも盗とう聴ちよう出来た者たち／自分とバロウ神父の様子をつぶさに観察出来た者たち／いつでもバロウ神父を殺せた者たち。

　愕がく然ぜんとなりかけたものの、心はそれ以上のショックを受けることを許さず、諦めろ、考えるな、感情を放り出せ、という精神的な防ぼう御ぎよを張り巡めぐらせていた。

　結果──冬真はただ無気力に彼らを見つめ、ハインツに肩かたをすくめられた。

「もう少し驚おどろくと思ったんだけどな。君、意外にタフなんだな」

　ぼんやり現実逃とう避ひをしている様子を、堂々としていると勘かん違ちがいされたらしい。

　近くの椅子にアジア系の男が座らされる──こちらを見る。「坊ぼうや、名前は？」

　反射的に返答。「冬真・ヨハン・メンデル」

　どこかで見た顔──キモノで思い出す。〈ヴィエナ・タワー〉で見たアジア人の片方。

「冬真は、僕の友人さ」ぬけぬけと言うハインツ。「こちらは、モリサン。日本人のモリ・リンタロー。その昔、父を救ってくれた命の恩人だ」

「……恩人？」聞き返す──少しずつ頭がはっきりするような感覚／なんとなく、その日本人の男がそばに座った途と端たん、妙みような安心感を受けていた。

「父も昔から、あの体だったわけじゃない。テロリストに撃うたれてね。モリサンが救ってくれたのさ。父は生き延びたことを呪のろうほど多くを失ったけど、彼には感謝してる」

　ふとモリが訊きく。「親父おやじさんはこの件に関かかわってるのかい？」

　ハインツが笑う。「あの人は何も分かってないよ。僕の操作ハンドハーベンで動いてるんだ」

「へえ」モリ──興味がなさそうに返す／冬真を見て微び笑しようする。「そんなことより、こちとら、ひと眠りしたいね。ちょいと寝かせてもらうか。なあ、君」

　気き遣づかい──モリが安心させようとしてくれているのが分かった。思わず涙なみだが出そうになった。緊きん張ちようしっぱなしで悲鳴を上げていた心が、僅わずかに落ち着くのを感じた。

　だがハインツが言った。「それは駄だ目めだ。ロートヴィルトが呼んでる。さ、行こう」

　ほっとしたのも束つかの間、あっさり立たされる──モリの気遣わしげな視線に見守られつつ小屋を出て、警備員たちとともに列車のレールが並ぶ区く画かくに連れて行かれた。

　夜の線路──駅員はいない。警備が必要な場所であることから部外者は入れず、いったん入ってしまえば誰からも干かん渉しようされない。

　自国の警備会社が、これほど大がかりに敵に協力していることにＭＳＳは気づいているのだろうか──もし気づいていない場合、助けは来るのだろうか。

　僅かに思考力が戻ったせいで、悲観的な考えが浮うかんでくる──心が、よせと命じる。

　考えるな──絶望的な思案が心を削けずる／疲労させる／ストレスで息苦しくなる。

　心の防御に従ったとき、大きなコンテナが三両、レール上で連結されている区画に来た。

　真ん中のコンテナは厳げん重じゆうに鍵かぎをかけられ、先頭のものには武装したトルコ系の男たちが出たり入ったりしており、後ろのものは空っぽだった。

　ハインツが真ん中のコンテナを指さす。「あれに原げん子し炉ろが入ってる」

　反射的に体がびくっとなった。「え……？」

「心配ないよ。七重の鉛なまりの板と、コンクリート剤と冷れい却きやく剤ざいで覆ってる。〈タフタ〉の計算では、それであと三時間はもつ。〈待望の会〉と〈自由戦士団〉の大仕事のお陰かげで」

　ふと気づく──灯あかりに照らされるトルコ系の男たち＝ほとんど全員が青白い顔／火ぶくれを起こしたような頰ほお／むくんだ首。

　放射能被ひ曝ばくの症しよう状じようを呈ていしていながら銃器を担かつぎ、黙もく々もくと作業を進める男たちが、恐おそろしい悪あく霊りようのように思えて咄とつ嗟さに後ずさりかけるや──野太い声が背後から飛んだ。

「あと一時間で出発する」ドイツ語──アジア系の訛り。

　振ふり返ると、大きなライフルを背負った男が、インド系の男と一いつ緒しよにやって来る。

「了りよう解かい、ロートヴィルト。クリシュナも一緒かい。〈キャラバン〉の二人が揃そろっていれば、怖こわいものなしだね」ハインツの仮面のような愛あい想そ笑い──二人の男に反応なし。

「そいつが盾たてか」ライフルの男──ロートヴィルト＝ドイツ語名だが、おそらく日本人／世の中の全すべてを突き放したような淡たん々たんとした態度。

「そうさ。トーゴーが今ごろ人質のことを知らせてるはずだよ。〈６６６〉を解かい析せきしてるバロウ神父が彼を助けるよう頼たのめば、公安だって無視出来ないよ」

「乗せろ」

　ロートヴィルトが顎あごをしゃくる──たちまち冬真は、周囲のトルコ系の男たちに腕うでをつかまれ、名前も意志も認められない、〝人質〟という名の物体として、後方の空っぽのコンテナの中に押おし込められてしまった。そして扉とびらが閉ざされるかと思ったら、

「待て」ロートヴィルトが蛇へびのような素す早ばやさでライフルを構え、コンテナの中に向けた。

　冬真の心臓が、どくっと凄い音を立てる──周囲の者たちも呆あつ気けに取られている。

　コンテナの中を見つめるロートヴィルト──ふとライフルを下ろす／顎をしゃくる。

「……閉めろ」

　撃うたれるのかと思った冬真を脱だつ力りよくが襲おそう──がらがらと音を立てて扉が閉ざされる。

「じゃあね。運が良かったらまた会おう」

　ハインツの笑えみ──そして完全に閉じられ、外から施せ錠じようされる音が響ひびいた。

　暗くら闇やみに包まれるかと思ったが、足あし下もとにペンライトの灯り──それを頼たよりに辺りを見る。

　大きなクッション／ミネラルウォーターのペットボトル──後は何もなし。

　クッションに座すわって壁かべにもたれる──緊張でからからの喉のどを水で潤うるおす。

　周りから誰もいなくなったことで安あん堵どを抱いだく──疲ひ労ろうが込み上げてくる。

　外では銃を持った男たちがうじゃうじゃいるというのに眠ねむりの中に引きずり込まれる。

　ふと──闇の中で何かが動いた気がしたが、何であるか確かめる前に目を閉じていた。

　全身が脱力し、今度こそ何もかも投げ出しながら、頭の片かた隅すみで、なんで狩人はサソリに勝てなかったんだろう、という考えが浮うかんでいた。

　クイズ──生きて彼女の声を聞きたい。彼女の微び笑しよう──いつか一緒に閉じこめられた場所で絆創膏おまじないを与あたえてくれたときの／勇気・優やさしさ・喜びを与えてくれるもの。

　最後の希望を抱きながら眠る冬真の耳に、ふと低いささやき声が聞こえていた。

「あのロートヴィルトって男、震しん圧あつ型レーダーでも内ない蔵ぞうしてんのかね」

　冬真は目を開かない──もはや夢の中の声／コンテナの外の声とも判別がつかない。

「たとえそうだとしても、お前の透とう化か防ぼう壁へきを見み抜ぬけるほどではない。心配するな、皇スメラギ」

「あたしらまで閉じこめられることはなかったんじゃない？」

「すぐそばに原げん子し炉ろがある。リヒャルト・トラクルのもとに案内してもらうには、ここが一番いい。それに、メンデル博士の息子むすこを死なせるわけにはいかない。一石三鳥だ」

　すうっと姿を現す少女──淡あわいペンライトの灯りに照らされる冬真の寝顔を覗のぞき込む。

「可愛かわいい顔して、鼻の形とかメンデル博士にそっくりだ。あたしらを開発した、あの恐おそろしい男にさ。こいつもそのうち、ああなるのかね」

「メンデル博士のお陰かげで、私はいまだお前の腕うでとして、この世に存在し続けられている。我々も少し眠ろう。充じゆう電でんモードに入る」

「おやすみ、螢ホタル。あたしがリヒャルト・トラクルをぶっ殺す前に起こしてやるよ」

　左腕＝ピッピッと電子音──かくん、という感じで腕全体が脱力したようになる。

　少女が左腕を動かす──自分がそれを動かしていることを確かめるような動作。

　壁際ぎわへ移動──座り込む／幽ゆう霊れいのように物音一つ立てない。

　すやすや眠る冬真を見ながら腕組みしてうずくまり、すうっとまたその姿が消えた。




　ミリオポリス第三十五区ジークムント──ＭＳＳ本部ビル八階＝長官室。

　さっぱりと身なりを整えたヘルガ──短い休きゆう眠みんを終えて復ふつ帰き。

　ニナは入れ替かわりで休眠中──御影が現場指揮を執しつ行こう。

　デスクのモニターの一つに女の顔＝ぼんやり無表情な解析課課長シャーリーン。《敵は確かにマスターサーバーの枝機関に侵しん入にゆうを試こころみてます。良い度ど胸きようというより、ばれても良いやという感じですね。解析の結果、敵が鉄道を原子炉の運うん搬ぱんルートに設定したのは確実です。でも列車なんて幾いくらでも止めようありますしね。おかしいですね》

「私たちが止めることが出来なくなるような手段があると考えるべきね」

《そう考えて、こちらの包ほう囲い網もうを突とつ破ぱする手段を予測させています》

「ありがとう。引き続き解析に当たってちょうだい」

　通信アウト──続けて指示を出し、〝対話〟に集中する用意が整っていたことを確かめる。

　回線が開きっぱなしのウィンドウ──ブラックアウトしていたそれが、時間ぴったりで通信を再開＝暗闇を映し出す。

　録音録画の開始──盗とう聴ちよう防止機器の作動──音声解析の作動──かすかな男の呼吸音。

　ゆっくりと間を置いて言った。「恥はずべき信徒たちが偽いつわりを弄ろうする上で最初に奪うばうもの……それは証人。あなたが警告したにもかかわらず大いなる失策を犯したわ。日本人およびロシア人グループの主犯を二名とも殺害され、捜そう査さは大きく後退。恥ずべき正義の信徒による情報が、最初から偽りだった可能性が出て来た矢先に」

　与えられた問いに答える──より多くの情報への扉を開く。

「あなたは私に、七つのグループの最後にして最初であるイナゴは、にがよもぎの火を背景として、国家そのものを奪う気だと示し唆さしている。六つのグループは自分たちの利益を求めて、この国に打だ撃げきを与える。しかし七つ目は、この国を自分たちのものにするために打撃を与えようとしているのだと。それが七の数字の意味なら、最終的に核かく兵器を背景とした政府転てん覆ぷくが、クーデター事件の全ぜん貌ぼうということになる。では七つ目のグループに核兵器を使用するつもりはない？　ＣＩＡは七つ目のグループと結けつ託たくしている？」

　ぷつん──何度聞いても、忌いま々いましい思いのする通信遮しや断だんの音。

　そして訪おとずれるメッセージ──待ち望んでいた自分を自覚する。




　くれぐれも手にした剣けんの鋭するどさで、いたずらに傷を負わないことだ。

　君は答えに近づいている。だが心に抱いた答えに惑まどわされてはならない。

　たとえどれほど美しくとも、偽にせの聖せい杯はいを砕くだけぬ者から真実は遠ざかる。

　正義の信徒たちが恥ずべきなのは、奇き跡せきの隠いん蔽ぺいゆえだ。

　黙もく示し録ろくが告げているのは滅ほろびではなく、救世主と神の国の到とう来らいに他ほかならない。

　その両者に共通する奇跡とは？

　たとえイナゴが王国を目前にしようとも、深しん淵えんの使いによって脆もろくも崩くずれ去る。




　　　カール・クラウス




　丹たん念ねんにメッセージを読み解く──まるで教師と生徒、父と娘の手紙のやり取り、といったことを連想させられて、思わずぞっとする。

　咄とつ嗟さに起こったその感情を脇わきへ押おしのけ、なすべきことを思い浮うかべた。

　いたずらに傷を負う──戒いましめ──推理が優すぐれている者ほど、合理的な答えに飛びつきたがる。

　実に的まとを射いた忠告──甘あまんじて受け入れる。

　別のモニターに向き合い、部隊の状じよう況きようをチェック──。休眠を終えた戦術班の第二班はんが、再出動の態勢に入ったことを確かく認にん＝回線を開く。

　精せい悍かんな男の顔がモニターの一角に映る。

《どうしたニナ──》

　口ごもる日向──意表を突つかれた顔が、すぐに引き締しまる。

《長官、何がありました？》

　すぐさま異変を察する有能な追つい跡せき手しゆ──はからずも最適な人材をつかまえることが出来た満足感＝にっこり笑えみが浮かぶ／日向が怪け訝げんそうに眉まゆをひそめる。

「緊きん急きゆう要よう請せい。現状の捜そう査さから外れて、独立した捜査に取りかかって。情報は私に直接送ること。たとえ別部隊が応おう援えんを要請しても、可能な限り捜査を優ゆう先せんよ」

《何を調べますか？》

「ヨーコ・イマムラの狙そ撃げきと、〝ワニクラカヂール〟ことロマノフ・シコルスキーの爆ばく殺さつについて。現場検証、遺体の確認、犯人の推定、いずれも、あなたの目で判断してちょうだい」

《ＣＩＡの情報の真しん偽ぎを確認しろと？》

　文句なしの鋭さ──確かに、いたずらに傷を負いかねないほどの。

「そうかもしれないし、そうならないかもしれない。重要なのは正しい事実よ。合理的な推測の向こう側にある、どれほど意外であろうとも事実と呼べるものを見つけ出して」

《了りよう解かい》頼たのもしいいらえ──通信アウト。

　腕うで時計を見る──あと二時間ほどで夜が明ける。

　地下の大規模施し設せつで閉じこもっている政府の統とう括かつ本部に、効果が薄うすいと分かっていながらも、軍の派は遣けんを延期するよう打だ診しんするための書類を作成──ふいにコール。

　デスクのモニター──解析班＝シャーリーン。《例の仮想現実空間で、メッセージが発生。〝第四の天使が角笛を吹ふいた〟と出ました》

「ただちに全部隊に伝達。メッセージの送り先を特定して」

《了解》通信アウト──入れ違ちがいでコール＝デスクの電話。

　スピーカーモードに。「敵に動きが？　ニナ？」

《はい。ただちに我々と憲けん兵ぺい、現地警官が包囲にかかりましたが……手が出せません。敵は、貨物列車を占せん拠きよ。敵が電子的侵入したのは、原子炉の運搬ルートを確保するためではなく、目的の列車を奪取するためだったようです》

「彼らは、何を占拠したと？」

《貨物列車です。十七の石油タンクが奪われました。原子炉を収しゆう納のうしたと思われるものをふくむ三つのコンテナを連結中。我々が撃うてば、一帯が火に包まれるばかりか、大量の放射性物質がばらまかれると予測されます。敵は列車自体を、核かく爆ばく発はつを起こさず放射能汚お染せんをもたらす〝汚きたない爆ばく弾だん〟と化せしめ、我々から攻撃するすべを奪い、強行突破する気です》







　第五の角笛　〝深しん淵えんへ通じる穴を開く鍵かぎ〟







　　　　Ⅰ




　ミリオポリス第三区ラントシユトラーセ──ウィーン・ミッテ駅。

　飛ひ来らいする三つの輝かがやき──紫むらさき・青・黄。

　上空五百メートル地点で待機──探たん査さと肉にく眼がんで一帯を把は握あく。

　駅の北側──ウィーン北駅に通じる路線にて貨物列車を占せん拠きよした集団＝〈自由戦士団〉。

　過去数時間にわたり追つい跡せきされ、ＭＳＳや憲けん兵ぺいによって全すべての支し援えん組織を叩たたかれたグループの残党──ほとんどの者が放射能被ひ曝ばくの症しよう状じようを呈ていし、体に爆ばく弾だんを背負った、決死部隊。

　二重三重に包ほう囲いする治安組織の部隊──完全に手が出せず。

　タンクの〈燃料輸送〉の文字──どの部隊の突とつ入にゆうをもためらわせる。

　乙ツバメ──果か敢かん。《すんげーの。あいつら本気で街ごと焼く気なんじゃん？》

　鳳アゲハ──じっと冷静に。《彼らの目的はあくまで包囲を突とつ破ぱし、目的地点に原げん子し炉ろを移送すること。そうたやすくは自爆しないはず。……どうです、雛ヒビナさん？》

　雛──怯おびえた爆ばく弾だん魔まの眼まな差ざし。《ぶんぶん鳴ってるよぉ。前と後ろが一番、黄色いの。ぶんぶん鳴ってるの。真ん中の箱だけ別な感じ。なんかもっと怖こわい感じ》

　ふいにデータへのリンクが示される──列車＋タンクの構造／送電系統／操そう縦じゆう系統。

《詳しよう細さいなデータがようやく手に入った》仮か眠みん中だったニナ──飛び起きて現場へ／通信車両から指示。《敵がマスターサーバーの枝機関に侵しん入にゆうした際に上書きしたため、行政のサーバーから情報を取り出すのに時間がかかった。戦術班はんは一キロ先の線路周辺で待機中。どのみちここで戦せん闘とうを開始するわけにはいかない。敵が動き出し、ドナウ川に差し掛かかったときが勝負だ》

　データの照合──前部九両・後部八両のタンクの狭はざ間まに、三両のコンテナ車両。二両ごとに連結器に設置された爆薬。

　真ん中──雛の言う〝もっと怖い感じ〟のコンテナ＝内部に探査を阻そ害がいする材質。

　おそらく大量の鉛なまりの板──放射能を防ぐためのもの。

　原子炉──夜の森で見失って以来、初めて手の届く距きよ離りに。

　ニナの無線通信。《トーゴー・セゼルを、バロウ神父と治安組織の人員が尋じん問もん中だ。先ほど、冬真トウマが当車両のコンテナの中にいることを明言した》

　前方のコンテナに出入りする武装犯たち──後方のコンテナだけ外から施せ錠じよう。

　人質を閉とじこめるための箱。

　確信──ゆっくりと受け入れる／焦あせりや怒いかりに突つき動かされないように。

《あそこに、冬真さんがいます》

　乙＋雛──無言で鳳の言葉を了りよう解かい／意志を共有。

　機き銃じゆうを握にぎりしめる──正しい判断を狂くるわせる憎ぞう悪おが、心に起こらないことを確かく認にんする。

　冷静な使命感──怒りなどより、よほど熱く燃えるものを胸に秘めて。

　やがて、ゴーンという轟とどろきの音とともに、列車が動き出していた。




《列車が運行を開始！　最終的な要よう撃げき地点をドナウ川の鉄橋上に設定！　それまで敵を自爆させずに、出来る限り脅きよう威いを取り除け！》

　ニナの果か断だんな指し示じ──爆発物を満まん載さいした車両を、空から急きゆう襲しゆうして切り離はなす。

　列車の走行に合わせて、パトカーや装そう甲こう車両の群がバラバラと動き出す／先回りしようとする／線路を塞ふさいでいた車両が慌あわてて退しりぞく。

　紫・青・黄の輝きが一気に下降──ビル群の死角から線路へ接近。

　時速四十キロ強の速度を保って進行する列車を待ち伏ぶせ──爆発物を仕掛けられていない連結部／電気系統を綿めん密みつに確認＝万が一、送電線を破は壊かいして列車がストップし、敵に自爆以外の選せん択たく肢しがなくなることを防ぐための準備──一分足らずで完了。

　ビルの隙すき間まで滞たい空くうする鳳──機銃を掲かかげる／構える／狙ねらい定さだめる。

　掃ダダ射ダ！。「ごダダ奉ダダ仕ダダいダダたダダしダダまダダすダダわダダ─ダダ─ダダっダ！‼」

　吶とつ喊かん──磁じ化かされた弾だん丸がんのひと薙なぎ／正確無比にして問答無用の敢かん行こう。

　タンクとタンクの間──爆薬が設置されていない連結部を粉こな々ごなに破壊。

　後方二両のタンクが切り離される──何台かのパトカーが急停車して押おさえにかかる。

　雛の探査──爆弾魔の直感的理解。《やっぱり後ろからなら大だい丈じよう夫ぶ。なくしても良いと思ってる。前からじゃなきゃきっと大丈夫》

　鳳＝素す早ばやく飛ひ翔しよう──乙と入れ替かわる。

　突撃滑かつ空くう──青い火。

　列車に急速接近＝一いち陣じんの疾しつ風ぷうと化し、走る列車の狭せまい隙間を正確に飛び抜ぬけた。

　連結部を両断／舞まい散る火花／さらに二両のタンクを分ぶん離り──敵が必死に撃うち返すも空中機動を捕とらえられず。ドナウ川の岸へあと数百メートルという位置に列車が到とう達たつ──先頭から九両のタンク／三両のコンテナ／四両のタンク。

　後方のタンクを全て切り離せばコンテナに飛び移れる──爆発を恐れず冬真を救える。

　機銃を掲げる鳳──ふいに敵の行動を探査。

　インド系の男──地下鉄でニナを襲おそった男が、自爆する気に満ちた武ぶ装そう犯はんを、各タンクの間に移動させている。連結部への攻こう撃げきを防ふせぐ気だと知れた、そのとき。

　突然、インド系の男の頭が、木こっ端ぱ微み塵じんに吹っ飛んだ。

　──なんですって⁉

　驚おどろきに打たれる──ダーン！　と銃声が遅おくれて到とう来らいする。

　さらに武装犯たち二名が、立て続けに頭を砕くだかれ絶命＝線路の外へ放ほうり出される。

《敵が死んだぞ鳳ぁ⁉》《なんか飛んでくるよ鳳ぁ》

　探査によって正体が判明──なんとも意い想そう外がい。

　味方の狙撃手によるフォロー──おそらく鉄橋と平行して架かけられた橋の上。

　遠距離であるため咄とつ嗟さに正確な位置がつかめず──銃声の音おん響きよう解かい析せきから、巨きよ大だいな超ちよう伝でん導どう式ライフルによる狙そ撃げきであることを確認。

　生身の人間が装備できるものではない──閃ひらめく回答＝憲兵隊の特甲児童。

　天てん佑ゆうにも等しい援えん護ご──胸一いつ杯ぱいの感謝とともに、ただちに連結部への攻撃を再開。

　機銃を掲げる／構える／狙う──刹せつ那な。

　いきなり最も先頭に近いコンテナのドアが大きく開かれ、恐おそるべき悪あく魔まが現れた。

　探査──僅わずかに捕らえられたもの＝コンテナの中で構えられた長大なライフルの銃身。

　ダーン！

　猛もう烈れつな銃声──夜の森で自分を襲おそったものと、ぴったり音おん紋もんが合がつ致ち。

　味方の狙撃フオローがあっさり途と絶だえる──連結部に爆薬を抱かかえた武装犯が飛びつく。

　すぐに事態を理解──あまりのことに愕がく然ぜんとなった。

　先ほど敵を撃ち倒たおしてくれた、自分たちとは違ちがう特トツ甲コー児童──自分たちの探査ですら、すぐには位置がつかめないほど遠距離にいる、類たぐい希まれなる狙撃手と呼ぶべきその誰だれかを、敵が、狙撃で撃ち倒したのだ。
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　ミリオポリス第一区インネレシユタツト──ＢＶＴ本部ビル地下二階＝留置施し設せつ。

　捜そう査さ官かんと、バロウ神父がテーブルに設計図を広げ、脳のない青年を尋問──脅きよう威いを解明。

「……そうだ、そいつは今、俺の中にある」青年が笑う──その顔から少しずつ生気が失せてゆく。「鋼はがねの中に……使命を果たすための、火と鋼の中に、それがある」

　バロウ神父──印刷された設計図の一つの上に手を当てる／重々しい声。

「犠ぎ脳のう体たい兵器の中に、これが……爆ばく縮しゆく装そう置ちが内ない蔵ぞうされているのだな」

「目覚めのときだ」青年──目が虚うつろになる／声が力を失う。「俺おれが……本当に、鋼になる……感じる……。動き出す……お前たちの……最後が見える……」

　ＢＶＴ局員とともに専せん属ぞくの医師が慌あわただしく入室──青年の脈みやくを診みる。

「神に栄光あれアツラー・アクバル……」

　青年の喉のどがひゅうひゅう鳴る──医師がその体を床ゆかに寝ねかせる。

「……父さん、母さん」

　すうっと体が脱だつ力りよくした。電源を抜かれた機械のように。肉体から命が消えていった。

　バロウ神父──息絶えた青年から顔を逸そらす／捜査官へ重々しく告げる。

「至し急きゆう、現場に伝えて欲ほしい。犠脳体の本体が死亡した。間もなく眠ねむれる器うつわが目覚めるだろう。その器自体が、あるいは核弾頭そのものである可能性があると」




　ミリオポリス第三区ラントシユトラーセ──ドナウ川の河岸へと進行する列車。

　敵の狙撃を目まの当たりにした直後──第二弾が放たれていた。

　二百メートル上空──黄の輝かがやきから、ぱっと火花が舞い飛んだ。

　隊員が打撃を受けたサインが脳のう裏りで明めい滅めつ──ぞっとなる。《雛さん‼》

《雛ぁっ‼》すぐさま飛んでいく乙──ふらふら落下する雛を受け止めようとする。

　だがすぐに黄の輝きが飛行を再開──エメラルドの輝き＝特甲の再転送。

《羽が壊こわされたのぉ》怯おびえきった泣き声──ジグザグ飛行／狙撃を回かい避ひ。

　鳳──安あん堵どと警けい戒かいを同時に抱いだく／自身も旋せん回かいして標的になるのを避さける。

　連結部に爆弾を抱かかえた武装犯たち＝闇やみ雲くもに宙に向かって銃撃。

　こちらの接近を許さぬ狙撃手──その唯ゆい一いつの死角である真上に位置／機銃を構える。

　おそらくグループ全体の指し揮きを司つかさどっているであろう狙撃手＝その人物を射しや殺さつすることで、敵が絶望して自爆するかどうかを推おし測はかる──確実な要撃と天てん秤びんにかける。

　一いつ瞬しゆんの判断──ここでこの悪魔を倒す／そうせねば勝機を逸いつするという思い。

　コンテナごと相手の肉体もライフルも破は壊かいすると決けつ意いしたその一瞬──恐きよう怖ふとともに、自分が完全に滞空したこの状態こそ、格好の標ま的とであるという思いが来た。

　全力を振ふり絞しぼって動く──直後に、衝撃。

　コンテナの屋根を貫つらぬいて飛ひ来らいした弾丸が、〈飾オりー耳ア〉の抗こう磁じ圧あつによって軌き道どうを逸らされながらも、左肩かたの機甲を引き裂さき、背の羽を物の見事に穿せん孔こうしていた。

　たちまち亀き裂れつが生しようじる〈羽フエデール〉を迅じん速そくに再転送──きりもみを避けつつ飛行を維い持じ。

　なんという悪魔か──敵は、屋根越ごしに自分が狙ねらって来ることを完全に読んでいた。

　むしろそれをじっと待って、頭上に向かってライフルを構えていたに違いなかった。

　左肩──生身と機甲をつなぐ接続部クツシヨンから僅かに出血＝たとえ目の前で爆ばく弾だんが炸さく裂れつしても抗磁圧によって保護されるはずの体が、一撃で損そん傷しようしたことへの驚きよう懼くに襲われる。

《鳳！》《鳳ぁ！》乙＋雛の悲鳴──歯を食いしばって即そく応おう。《大した打撃ではありません！　今すぐ最終要撃地点へ！》

　飛翔──青＋黄の輝きを率いて、ドナウ川にかかった鉄橋の上空へ。

　対岸では装甲パトカーおよび戦術班の機体が線路を封ふう鎖さ──橋の上で挟はさみ撃うちに／こちらの河岸でも同様に部隊が待機。街中で火の海が発生することを阻そ止し──万が一、放射性物質がドナウ川にばらまかれた場合に備そなえ、下流では多数の防ぼう疫えき化学処理班の人員が大急ぎで船をかき集めて待機。だがどれほど被ひ害がいが防げるか誰にも分からず──他にすべとてなく列車を迎むかえ撃とうとしたとき、雛が叫さけんだ。

《ぶんぶん鳴ってる、すっごい鳴ってる、危ない、危ない、危ないって言ってる！》

　そして響ひびき渡わたる音──ゴーン。

　列車が橋に乗るや、コンテナ後部の連結を解かい除じよ──分離したタンクが橋の入り口を塞ふさぐ。

　さらに音──列車がコンテナを切り離し、先頭車両が対岸の封鎖線へ突つっ込んでゆく。

　同時に、三両のコンテナが互たがいに連結を解除＝後方のコンテナが圧あつ力りよく器きによって押おしやられて逆走／前方のコンテナが勢いをつけて先頭車両の後を追う。

　両側からの力で真ん中のコンテナだけが橋の中央で速度を落としたとき、輝きが発生。

　全すべてのタンクが爆発──まるで橋全体を巨きよ大だいな火の玉が包んだかのような光景。

　轟ごう音おん──爆ばく炎えんの渦うずが一帯を照らし、封鎖線上の機体とパトカーを炎ほのおの津つ波なみが襲った。

《御ミ影カゲーっ‼》ニナの叫び──炎に包まれた軍用機体／列車と激げき突とつ／横おう転てん。

　輝きと爆音が、鳳たちの光学・赤外線・音おん響きよう探たん査さを全て阻そ害がい──暗黒に等しい閃せん光こう。

　かろうじて電子的探査によって捕ほ捉そく──切り離された後方コンテナ。

　炎がそれを吞のみ込む──冬真のいるはずの大きな箱が一瞬で燃え上がる。

　吶とつ喊かん──鳳＝言葉にならぬ叫び声／高熱の火球と化した空気の中を猛もう然ぜんと飛ひ翔しよう。

　まっしぐらにコンテナに迫せまる──狙そ撃げきのことなど考えもせず直進。

　乙＋雛がためらうことなく鳳に追つい随ずい──二秒足らずで橋に接近したとき。

　火炎の輝きに照らされて河かわ面もから、凄すさまじい水しぶきとともに鋼鉄の塊かたまりが飛び出した。




　地下運河の泥どろの中でじっと身を潜ひそめていたそれは、ようやく訪おとずれた目覚めのときを、歓かん喜きをもって迎むかえ入れていた。

　もはや人間であった記き憶おくは、新たな鋼鉄の機械としての自じ我がと化している。

　かつての思い──自分が抱いていたであろう怒いかりも憎にくしみも消えた、完全なる自じ己こ。

　やっと解放されたのだ──心を炙あぶる憎ぞう悪お／全ての苦しみ／もだえるほどの憤ふん怒ぬから。

　あるのはただ静かな使命への思い──切なる願い。

　使命を果たしてこそ全ての魂たましいは救われる。失われた命に安あん寧ねいが訪れる。

　ただ救済を願って──全ての悲しみに報むくいをもたらそう。




　轟ごう音おんを立てて列車が走り出すと同時に、冬真は飛び起きていた。

　自分が深く眠っていたことが信じられなかった。命の危き機きのまっただ中で眠るなんて。

　慌あわてて起きたが、しかし何が出来るわけでもない。

　ガタガタ揺ゆれる列車──響き渡る銃じゆう声せい／激しい怒ど号ごう。

　うずくまって小さくなり、耳を塞いで恐きよう怖ふに耐たえるほか、なすすべとてない。あまりの無力さで涙なみだが零こぼれる。力いっぱい嚙かみしめた歯の隙すき間まから悲痛な声が漏もれ出す。

　永遠に続くかと思われる列車の騒そう音おん／銃声／恐怖──だが突とつ然ぜん、四方でとてつもない轟音が起こるや、背中を思い切り押されるような衝しよう撃げきとともに目の前の床ゆかに投げ出された。

　慌てて身を起こす──ぐんと体が傾かたむく／這はいつくばる。

　逆走してる？　明らかにそれが分かった──そしていきなりの輝き。

　目の前の壁かべが／床が／天てん井じようが、凄まじい勢いで炎を放っていた。

　絶ぜつ叫きよう──真っ赤に輝く、巨大な獣けものの口の中に放ほうり込まれたかのような光景。

　反射的に両手をかざす──それで火が消えるというように振ふり回す。

　あまりの絶望に気が遠くなりかけたとき──ふと、おかしなことに気づいた。

　とてつもない勢いで燃え盛さかる炎──なのに自分の周囲だけ何も燃えていない。

　一瞬で丸まる焦こげになるクッション／ペットボトル──同じように、とっくに焼け焦げになっていておかしくないはずの自分の髪かみも衣服も、なぜか無事だった。

　何かが熱を遮しや断だんしているのだと悟さとったとき、ふいに目の前を光が横切った。

　火の粉とは全く違う何か。

　周囲にきらめく、金の光の群──まるでホタルの大群。

「助けてやるよ。メンデル博士の息子むすこさん」

　いきなり声──傍かたわらに、いつの間にか立っている少女。

　その頭上に高々と掲かかげられた機械の左腕うで──煌こう々こうと輝く手の平＝金の光の発生源。

　軍用ジャケットを半なかば脱ぬいだ姿──背中が網あみ紐ひものシャツ。

　紐の隙間から広がるもの──機き甲こう＝水すい晶しようのように無色透とう明めいな、イナゴの〈羽フエデール〉。

　咄とつ嗟さに冬真の頭がひねり出した回答──特甲児童。

　あの、テレビに出ている〝有名な〟憲けん兵ぺいの特甲児童が、助けに来てくれた──？

　だが相手に確かめる前に、ジャケットの袖そでに通したままの右腕が伸のびてきて、冬真の腕をつかんで立たせ、引きずるようにして扉とびらに向かっていた。
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　少女が言った。「出るぞ。お嬢様フロイラインにつかまえてもらいな、王子様プリンツ」

　さっと左手が宙をなぐ──金の光が、ぱっと八方へ広がる。

　ドカン！　燃え上がるコンテナの壁と天井が木こっ端ぱ微み塵じんに吹ふき飛び、炎の渦うずがなだれ込んで来るや──次の瞬間、体を思い切り持ち上げられ、放り出された。

　燃え盛る橋から宙へ──冬真の口から、長く尾おを引く絶叫が迸ほとばしった。




　爆ばく発はつ的な水しぶきとともに出現したものを一瞬で探査──犠ぎ脳のう体たい兵器。

　バロウ神父と解かい析せき班はんが合同で判明させた機体とぴったり一いつ致ち。

　扁へん平ぺいな体──以前、地下道で見た工作型兵器〈へーラーの大おお蟹がに〉＝その連結バージョン。

　同じ形状をした体が三つ、ムカデのように連結され、巨大な梯はし子ごのように伸のびて橋にしがみつく──巨大なアームを展開＝真ん中のコンテナを確保。

　コンテナの昇しよう降こう部ぶにつかまる人ひと影かげ──背にライフル。

　さらに大蟹ムカデが複数のアームを展開──先せん端たんに機銃＝にわかに連れん射しや。

　紫むらさきの輝かがやきがひらりと舞まって弾だん幕まくを避さける──反撃せず／迅じん速そくに反転。

《冬真さんを助けます！　目標を食い止めて！》

　即そく応おう──乙＋雛。

「ドキドキするーっ‼」果か敢かんな歓かん声せい＝橋が溶とけ崩くずれそうなほどの炎の中を突撃滑かつ空くう＝灼しやく熱ねつの刃やいばが乱射するアームを両りよう断だん／鳳のために道を作る。

「いじめないで！　いじめないで！」展開される連結式爆雷チエーン・マインの束──雛の８の字ダンス／水面すれすれまで下降して投とう擲てき。

　叩たたき込まれた爆雷が、大蟹ムカデの連結部を破は壊かい──巨大な鋼鉄が斜ななめに傾かしぐ。

　再び水しぶき──コンテナごと河面に倒れ込む。

　その上空──鳳の飛翔／機銃を還かん送そう／武器を持たずに速度を優先。

　燃え上がる後方コンテナに向かって手を伸ばすや──眼前で突然の爆発。

　コンテナの壁が粉々に砕くだけ散り、一瞬、鳳を途と方ほうもない絶望が襲おそいかけたが、その直後に、驚おどろくべきものを探査で把は握あくしていた。

　宙に放り出された者──絶叫する冬真。

　鳳──相手の名を叫さけぶ／熱ねつ風ぷうの中で羽ばたく／間に合うことだけを考える。

　抱だきとめた──爆風で宙を舞ったあの子供のように。

　届いた両手で相手の体を抱きしめ、熱風を避けて一挙に下降──降り注ぐ火炎と瓦が礫れきの下を飛び抜ぬけ、奇き跡せきのように炎の渦から退たい避ひ──河岸へ。

　その背後──河面のそこら中で立ち上る、激しい水しぶき。

　雛が砕いた大蟹ムカデの尾部から、小蟹の群がわらわらと出現──水面を埋うめ尽つくし、何かが接近するなり自爆＝爆雷の壁を形成。

　攻せめあぐねる乙──片かたっ端ぱしから爆雷に爆雷で対たい抗こうする雛。

《敵が水ん中に逃にげたぞ鳳ぁ！》《どっかに行っちゃったよ鳳ぁ！》

《周辺を探査！　解析班に運河と地下下水道の立体地図を要よう請せい！》

　鳳──ふわりと舞い降りる＝地面にへたりこむ冬真。

　ニナの無線通信。《無理に追うな。敵は河を下ったか、地下水路に逃げ込んだ。あれほど巨大な物体が入り込めるルートは少ない。すぐに一帯を封ふう鎖さして仕留めにかかるぞ》

《戦術班は無事ですの？》

　御影の応答。《両りよう脚あしが丸焼きになるところだったがね。機体の耐たい熱ねつ構造に感謝だ》

《乙さん、雛さん、いったん要撃を中止。お戻もどりなさい》

　ふっと息をつく──ひざまずいて震ふるえている冬真の前で、自分も膝ひざをつく。

　冬真──相手が本当に鳳であることを確かめるように見入る／涙なみだを浮うかべる。

「ありが……」

　だが礼を言う前に、ぎゅっと両手を鳳に握にぎりしめられていた。

「ありがとう……生きていて下さって」

　冬真は急に言葉をなくして、うつむく鳳を見つめた。

　かろうじて届いた自分の手──むしろ鳳の方がすがりつくようだった。

　助け出した相手の手を握りながら、鳳が、同時にもっと多くの何かを握ろうとしているのを感じた。今こうして触ふれている以上のものを、鳳は、その手で包もうとしているのを。

　無力さを思い知らされることで流れる血の臭においのする涙を、きっと彼女は自分よりもずっと多く流してきたのだろうと思った。自分よりも遥はるかに勇ゆう敢かんで強くて優やさしい彼女の手ですら、この世では届かないものの方が、ずっと多かった。

　それでも少しでもその手が届くことを、鳳自身が切に信じ、また願っていた。

　乙がそばに舞い降りる──雛が、じっと鳳と冬真の様子を見つめたまま滞たい空くうしている。

　冬真は、ただ鳳が自分の手を握るに任せ、先ほど言いそびれた言葉を、そっと口にした。

「ありがとう……鳳さん」

　河の下流の方で、静かに夜が明けていった。

　軍の出動まで、あと六時間を切っていた。
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　河岸──地下運河への入り口で、すうっと少女が姿を現した。

「助けて良かったな。メンデル博士のためじゃなく、お嬢様フロイラインのためにさ」

「だいぶ電力を消費した。地下道のどこかで補ほ充じゆうしよう」

　少女が右肩かたをすくめる──地下へ続く水流とコンクリートの道を見る。「やっぱ助けたりしないで、真ん中のコンテナに乗ってりゃ良かったかな。逃げられちまった」

「放射能を漏ろう出しゆつする原げん子し炉ろと一いつ緒しよに乗るわけにもいかない。治安組織は既すでに包囲を始めているだろうし、敵は防衛戦を行うはず。とすれば敵の位置もおおよそ見当がつく」

「リヒャルト・トラクルがいると思うか？」

「何を仕し掛かけるにしても、最前列で観かん賞しようしたがる男だ。必ずいる」

「警察が来る前に、捕つかまえないと。一いつ瞬しゆんで殺すなんて嫌いやだからな。あたしら二人とも、失なくした感情をすっかり取り戻すくらい、ゆっくりと地じ獄ごくに落としてやらないと」

　そう言って嬉き々きとして地下へ向かい、すうっと闇やみに溶けるように、その姿が消えた。




　ミリオポリス第十九区デープリング──地下下水道の一角。

　下水の臭いの充じゆう満まんするコンクリートの通路を進む青年＋初老の男──ハインツとモリ。

　ハインツの手に、細いペンライト──壁かべ＝特定の光源に対して浮かび上がる文字。

〝ＰＲＩＮＣＩＰ〟。かつて第一次世界大戦の〝引き金〟を引いた青年の名が、通路のそこかしこに現れ、二人を導く──闇に招く。

　やがて錆さび果てた扉とびらに到とう達たつ──ハインツがそれに手を当てる。

　モリが言った。「本当に、イマムラ先生を殺す用意があんのかい、ハインツ坊ぼつちゃん？」

「試ためしに僕を殺してみる？　僕とあなたが、これから行く場所に現れなければ、すぐに連れん絡らくが行って、イマムラ教授は、この世から消えてしまうよ」

　いささかも態度が乱れない仮面の笑えみ──力を込めて扉を押おし開く。

　穏おだやかな照明が降り注ぐ──モリが息を吞のむ。

　地下に運び込まれたソファ／絨じゆう毯たん／豪ごう奢しやな調度品／観葉植物──そこだけ香かぐわしい空気。

　いきなり高級ホテルのロビーに入り込んだような光景。

「ようこそ！　深しん淵えんへの扉を押し開く者たちよ！」

　ソファに男──リヒャルト・トラクル。

　生気に満ちた緑の目／竈かまどの火のような眼光。

「やあ、リヒャルトさん。ロートヴィルトたちは〈６６６〉を無事に移送出来たの？」

　モリに銃じゆうを向けてソファに座らせるハインツ──ともに男と向かい合って着席。

「私のことはトラクルおじさんと呼んでくれたまえ、同志ハインツ」いたずらげな微び笑しよう──浮き浮きと。「じきにロートヴィルトが来る。実に手に汗あせ握にぎる、奇跡の脱だつ出しゆつだった。〈６６６〉とともに河に落下する直前、彼は犠脳体兵器の背部に搭とう載さいされた爆縮装置の空くう洞どうに潜もぐり込んだのだよ。作動しないと分かってはいても、人体など一瞬で粉々になる装置の中に躊ちゆう躇ちよなく入り、じっとしていられる精神には脱だつ帽ぼうだ。さて──」

　男が懐ふところから小さなアンプルと、ピストル型の注射器具を取り出し、テーブルに置いた。

「レーゲルメースィヒ反応薬の中和剤ざいだ。飲ませるもよし、素す早ばやく注射するもよしだ。適切なときに、お父上に投とう与よして、大人しくさせてやりたまえ」

　モリが目を瞠みはってハインツを振ふり返る。「なんの薬だと……？」

「レーゲルメースィヒ反応。暴力との調和、衝しよう動どうとの一体化のことさ。その効果をいったん沈ちん静せい化かさせるための薬だよ」ハインツ──仮面の笑み＝これまでにない硬質さ。「今まで僕が父に投とう与よしてたんだ。父は膵すい臓ぞう癌がんを患わずらってる。その抗こう癌がん剤ざいに混ぜたのさ」

　モリ──悲しげ。「そうやって、お父上をテロに参加させたのかい」

「彼の本ほん性しようを引き出してあげたんだよ。彼のためにね。ただ、このままだと本当に破は滅めつ的な選せん択たくをしてしまう。その前に効果を調整するのが、ほどよい操作ハンドハーベンのコツさ」

「いけないね。養い親に対して、そんな言葉を使っちゃ──」

「僕がどれほどあの父に、操作され続けていたか、モリサンは知らないんだよ」

　ハインツ──仮面の笑みがさらに力を帯びる／本物の表情と言えるものに変へん貌ぼうする。

「彼はテロによって家族を失い、体の自由を失い、政治的にも敗北した。そんな哀あわれな老人の愛あい玩がん物はもう沢たく山さんだ。僕が養子に選ばれたのは、単に彼の息子むすこに似ていたからさ。僕は彼の息子になるために全すべてをはぎ取られた。本当の親どころか、名前さえ忘れさせられた。ハインツは彼の息子の名だ。僕が何者だったかを示す全ての記録を、彼が抹まつ消しようさせた。そんな僕がいかに父に操作されていたかを、トラクルおじさんが教えてくれたんだ」

「ハインツくんは実に正しくその事実を受け止め、本来の人生を取り戻す決意を抱いだいたのだよ」にっこり笑う男──モリは反応せず／ただ悲しげにハインツを見つめている。

「今度は僕の番だ。あの父を操作しなければ僕は何の財産も相続出来ないところだった。彼は僕に何も分け与えようとはしなかった。僕は、彼とこの都市を、そしてこの都市を支配する最後のグループを全てを操作する。そのために信しん頼らい出来る人が欲ほしいんだ。手伝ってよモリサン。あなたが父を助けたせいで僕が生まれたんだ。あなたには手伝う義ぎ務むがある。あの父のボディガードみたいに僕に仕つかえてよ。言うことを聞かなければイマムラ教授だけでなく、あなたのことを知る全ての人間をこの世から消してやる。本当の自分を知る人間が誰もいない、本当の名前さえ思い出せない気分を、少しは味わってみればいいよ」




　ミリオポリス第三十五区ジークムント──ＭＳＳ本部ビル地ち下か駐ちゆう車しや場じようの一角。

　到着する車両──捜そう査さ官かんに付つき添そわれて下車する冬真。

「冬真！」足早に歩み寄るバロウ神父──トーゴー・セゼルが死亡したため、一足早くＢＶＴ本部ビルから帰き還かん／深い感謝と安あん堵どを込めて冬真の肩かたを抱だく。「よく無事だった。本当にすまない……私のせいでお前を恐おそろしい目に遭あわせてしまった」

「神父様のせいではありません」冬真──疲ひ労ろうの陰り／だいぶ本来の自分を取り戻した表情。「無事に、鳳さんと……特トツ甲コー児童の方に救って頂きました」

「特甲児童？……憲けん兵ぺいの？」

「多分……燃えるコンテナの中にまで入ってきて僕を助けて下さって……」

「失礼」捜査官──やや遠えん慮りよがちに。「現場指揮官から、彼の聴ちよう取しゆを急ぐよう指示が出ております。お疲つかれでしょうが、事態は急を要します」

「聴取はここでなくても出来るはずだ。まず冬真を都市の外に出してもらわねば」

　うなずく捜査官。「警護車両と人員を用意しております。聴取は車内で」

　思わず遮さえぎる冬真。「バロウ神父様はどうするんですか？」

「私はもうひと仕事だけ残っていてね。あるトレーラーの調査を助けるだけだ」穏やかに──相手の納なつ得とくを促うながすために説明してやる。「つい先ほど、憲兵が確保したものでね。〈ウラジャーイ〉というグループがそれを所持していたらしい。高度な通信解かい析せき機能を持ち、科学実験の施し設せつも兼かねたものだそうだ。何の危険もない仕事だよ。それが終われば私もお前のいる場所へ──」

　ふいにバロウ神父が口ごもる──冬真＝愕がく然ぜんと目を見開いて宙を凝ぎよう視し。

　脳のう裏りに甦よみがえる恐ろしい光景──摘てき出しゆつされる脳／老ろう婆ばや婦人や娘むすめたち／巨きよ大だいなトレーラー／その外面に描かれた『失楽園』の絵／真っ赤なリンゴ／ハインツの言葉──ジプシー。

「〈タフタ〉です。ハインツはそう言ってました」

「……なんだねそれは？……ハインツ？　エルメンライヒ氏のご子息の？」

「彼が僕を拘こう束そくしたんです。彼は、トレーラーは〈タフタ〉のものだと言っていました。違い法ほうな科学技術を売るジプシーだと。それで……みんなで、生きたまま脳を……。僕は、止めたくて、でも……」

　鼓こ動どうが高ぶる／声がうわずる／涙なみだが勝手ににじむ──バロウ神父がその肩に触れる。

「無理に話さなくても良い。落ち着きなさい、冬真……」

　その腕うでをつかむ──バロウ神父が両手に抱える痛みを刺し激げきしないよう、咄とつ嗟さに力を抑おさえながらも、せっぱ詰つまった大声で言った。「僕も手伝います、神父様」

「いいや。大だい丈じよう夫ぶだよ、冬真。お前は、もう十分に頑がん張ばった──」

「何も出来なかったんです！」声がさらに高ぶる──まるで悲鳴。「何も出来ませんでした。本当に何も出来なかった。こんな気持ちのまま、神父様や鳳さんたちを置いて逃にげてしまうなんて……このまま何もしないなんて耐たえられません！」

「冬真……」バロウ神父──重々しい眼まな差ざし／重々しい溜ため息。

「お願いします。僕はあのトレーラーをもう一度、見ないといけないんです。あの場所に戻もどって、何かをしないと駄目なんです。でないと……どうにかなってしまいそうで」

　バロウ神父はゆっくりとうなずくと、痛むはずの手に力を込めて冬真の肩を抱いた。




　　　　Ⅳ




　ミリオポリス第十九区デープリング──旧第だい二に浄じよう水すい場じよう。

　以前に、鳳たちが犠ぎ脳のう体たい兵器を要よう撃げきした現在の浄水場ではなく、数年前に廃はい棄きされて再開発区画に指定された古い浄水場──その大地下道。

　汚お水すいの中を進む警察隊・憲兵隊・治安組織の捜そう査さ官かんたち──迎むかえ撃うつ苛か烈れつな銃じゆう火か。

　最深部は地下六階にまで広がる複雑怪かい奇きな暗くら闇やみの迷めい路ろに、激しい怒ど号ごうと悲鳴が響ひびき渡わたる。

　過か激げきなイスラム原理主義を標ひよう榜ぼうする第四のグループ──〈ジョハルの手〉。

　自分たちの国チェチェンを占せん領りようし、首都を破は壊かいしたロシア。それを黙もく認にんした国連。自分たちをテロ国家とみなしたアメリカ。その全すべてへの熾し烈れつな敵意をもって銃を執とる者たち。

　十数名──多くても三十名にはとても及およばないはずの彼らが、絶対多数の治安組織相手に一歩も退かず、むしろ見事なゲリラ戦術と突とつ撃げきをもって包ほう囲い網もうにほころびを生じさせてゆく。

　闘とう争そうの鬼き神しんと化した彼らを、奇怪な存在が支し援えん──素す早ばやく歩き回る爆ばく弾だん＝小こ蟹がにの群。

《西Ｂ４ブロックで遠えん隔かく小型兵器を確かく認にん、要撃します！》

　鳳──たダダめダダらダダうダダこダダとダダのダダなダダいダダ掃ダダ射ダ！＝撃うち抜ぬかれた小蟹が他の蟹たちもろとも炸さく裂れつ。

　通路全体を軋きしませる爆圧／灼しやく熱ねつ／飛び散る鉄片のミキサーの中を果か敢かんに飛ひ翔しよう。

　一階上の区画──乙の突撃Ｓ字滑かつ空くう＝壁かべを偽ぎ装そうする小蟹を両断／突破／火か炎えんの嵐あらし。

「あっはは！　ドキドキすんねー‼」

　一階下の区画──雛の複雑怪奇なジグザグ飛行。

「ぶんぶん鳴ってる、すっごく鳴ってる。どこも黄色いの。みんな黄色いの」

　ひしめく小蟹の群のど真ん中を、一匹ぴきたりと反応させず通過──親蟹の正確な位置を、もはや霊れい能のう的直感と言っても過言ではない爆弾魔まの眼まな差ざしで追つい跡せき／解析。

　地上──敵の要よう塞さいと化した旧浄水場＝多数の地じ雷らいを敷ふ設せつ／建物の壁の至いたる所に銃眼。

　その敷しき地ちから百メートルほど離はなれたビルとビルの狭はざ間ま──ＭＳＳ通信車両。

　内部のモニターの一つが、急にブラックアウト──敵が〝ハエフリーゲ〟を銃撃で破は壊かい。

「なんという有様だ。包囲しているという気にはとてもなれん。明らかに消しよう耗もう戦だ」

　夜明け前のコーヒー──御影＝両りよう脚あしに巻かれた包ほう帯たい／火傷やけど／カップを握にぎらない方の手で、ひっきりなしに冷れい却きやくスプレーを大だい腿たい部ぶから足首にかけて吹ふきつけている。

「足の指の痛みが消えたぞ、潮音シオン。これなら、じきに機体を乗りこなせる」

「大人しくしていろ、馬ば鹿か者もの」ニナ──一いつ蹴しゆう。「戦術班はんが、南Ｂ１からＢ４ブロックにかけて制圧。現時点で、お前が不在の状じよう況きようでも問題ない」

「やれやれ……目の前であの悪あく魔まの狙そ撃げき手しゆが、大いに敵を指揮しているに違ちがいないというのに、なんという体ていたらくだ。……日向ヒナタは、まだ捜査中なのか？」

「ヘルガ長官じきじきの指令だ。第二班の指揮から離れ、捜査官チームとともに容疑者の死亡現場を捜査。同時にモリサンの行方ゆくえも追っている」

「今いま頃ごろ、私と同じように悪魔退治に乗り出せず、ほぞを嚙かんでいるだろう。……ＣＩＡ次官補どのの姿が見えないが、まさか例のウマジー虫デ部隊を率いている最中か？」

「そのまさかだ」ニナ──不ふ快かい感かんを隠かくさず。「先ほど、ＢＶＴの後あと押おしでＤ52特とく殊しゆ作戦グループとともに地下へ入った。こちらに通信コードを教えもせずに」

「我々との連れん携けいなど考えてもいないというわけだ。追跡はしているのか？」

「マスターサーバーを通して解析班が常に監かん視ししているが、連中は治外法権的に活動することをＢＶＴに了りよう承しようさせている。監視を中止するよう言われればそれまでだ」

「他国で人の癇かんに障さわることを、そこまで堂々とするとは。ある意味で脱だつ帽ぼうだ」

　ふいに通信官の声。「ＢＶＴから指令。最優先項こう目もくとして設定されています」

「なんだと？」ニナ──半ば事態を予期して怒いかりの形相に。

　そして車内に響ひびき渡わたる緊きん急きゆう回線のコール音──最悪の指令の到とう来らい。

《こちらはＢＶＴ機き甲こう部隊である。ただちに指揮権を委い譲じようし、捜査を一時中止せよ。諸しよ君くんらは我々の指揮下に入り、より確実な包囲に尽じん力りよくせねばならない。繰くり返す──》




　ミリオポリス第三十五区ジークムント──ＭＳＳ本部ビル八階＝長官室。

　ヘルガ──揺るがぬ平静さ。「……今は従うしかないわ。ＢＶＴによる包囲を支し援えん。いざというときの突破的な要撃のための準備にかかってちょうだい」

　スピーカーモードの電話＝ニナ。《ですが部隊の撤てつ収しゆうで、現場は完全に敵の陣じん地ちと化しました。これほどの籠ろう城じようですとＢＶＴの通常の対処では解決に一週間はかかります》

「幸いなことに、核かく兵器の存在のお陰かげで、どれほどの愚おろか者でも、それほどの猶ゆう予よはないことを理解しているわ。ＢＶＴも逆らえない命令が政府から発されたということよ。敵が地下のどこかに核弾だん頭とうの製造施し設せつを持つことが明らかになったため、軍に指揮権を委ゆだねる準備が始まったわ。ＢＶＴが現場を統とう括かつし、それを軍が受け継つぐという段取りね」

　みしり＝ニナが携けい帯たい電話を握りしめる音。《軍の本格出動まで三時間近くあり、しかも奪だつ還かんすべき原げん子し炉ろが確実に目前にあるというのに、我々から指揮権を奪うばうと？》

「まだ全てを奪われたわけではないわ。猶予はないのは敵も同じ。いずれ急激な動きを見せるはずよ。そのときこそ、あなたたちの要撃力が試ためされるときよ」

　不満げ。《しかし、長官……》

　微び笑しよう。「確実に事態は進展しているわ。救出された冬真さんの証言と、トレーラーの実在によって、〈タフタ〉というグループの存在が確認されたところよ」

《織物タフタ……？　中東もしくは西アジア系のグループでしょうか》

「断定は出来ないけれど、トレーラーに居きよ住じゆうしていた者たちがロシア語を使った痕こん跡せきはなし。決して〈ウラジャーイ〉の所有物ではなさそうね。また〈キャラバン〉についても調査が進展……アフリカ全域を主な市場とする傭よう兵へい的な戦術指導者集団らしいわ」

《英語名のグループ……。情報では、ロートヴィルトなる人物はドイツ語を……》

「国際法に違い反はんする傭兵の群であるならば、どんな国の人間が参加していてもおかしくないわ。たとえインド系であっても。問題はそのグループを形成させた存在……活動資金を提供した者がいるはず。もしそれが英語圏けんの出身なら──」

《まず最初にアメリカを疑いたくなりますが》

「どこもそのようね。過去にフランス情報局が〈キャラバン〉について、ＣＩＡに問い合わせているわ。その際の回答は、〝そのようなグループは実在を確認しない〟だったそうよ」

《他国の情報機関を、無能だと言うような返答を、よく平気で……》

「ある意味で、本音の分かりやすい国よ。ただ我々としては、ようやく不明なグループが残り一つに絞しぼられたわ。引き続き現場から目を離さないでちょうだい。特に恥はずべき信徒たち……地下深くに潜もぐった次官補どのとその子飼いのグループには注意して。おそらく追つい跡せきは不可能でしょうけれど、不ふ測そくの事態に備えておく必要があります」

《長官は……彼らについて何かを確信されているのでしょうか……？》

「まだ何も。ただ、じきに全すべてがつながるはず。第七のグループ、ヨーコ・イマムラの証言、トレーラー……。そのときこそ、真の先取攻こう勢せいによる要撃のときよ。良いわね、ニナ」

《了りよう解かい》忠実な即そく応おう──通信アウト。

　ヘルガ──腕うで時計を一いち瞥べつ／ブラックアウトしたウィンドウを見つめる。

　沈ちん黙もく──壁かべのモニターがデータと現場の映像をひっきりなしに表示し続ける。

　やがて回線がつながる──ウィンドウが暗くら闇やみを映うつす──かすかな気配が届いてくる。

「約束された奇き跡せきとは、死者の復活。それこそ救世主と神の国の到とう来らいに共通する奇跡であり、最後の審しん判ぱんという裁さばきの場への道のりよ。あなたは私が示した、七つ目のグループに核兵器を使う気がない可能性、ＣＩＡが七つ目のグループと結けつ託たくしている可能性の、両方を誤りだと指し摘てきしたわ。それは、私が復活する死者を想定せず、恥ずべき信徒たちは何より証人たる死者を隠いん蔽ぺいする、ということを失念していたからよ」

　ウィンドウが映す暗闇の向こう側＝この対話が始まった当初からいささかも乱みだれぬ呼吸音──だがそれが一いつ瞬しゆんだけ、かすかな笑えみを零こぼした気がした。

　ヘルガ──果か敢かん。「死亡した証人の一人が告げた通り、〈ウラジャーイ〉は残り六つのグループとは別の目的で、〝取り引き〟を行おうとしているなら、恥ずべき信徒たちもまた、この事件とは全く別の目的を持っているはず。その全てが、にがよもぎの火という、国際社会が行うあらゆる制裁に対し、ただ一つの拮きつ抗こうを許してしまう、あの兵器に結びついている。それこそ、かつてのクーデター事件がいまだに謎に包まれたままでいる理由なのね？」

　ぷつん。忌いま々いましい遮しや断だんの音──だがその瞬間、ヘルガは、自分の心が〝よし！〟と快かい哉さいの声を上げるのを止められないのを覚えた。

　そして訪おとずれるメッセージ──操作されるな、心を相手の自由にされるな、と自分に強く命じながら、じっとそれを読み解いた。




　イナゴに与あたえられるサソリの力は、にがよもぎの火によってもたらされる。

　それこそ深しん淵えんへと通じる扉とびらを開く鍵かぎだ。君はそれを手に入れた。

　第六の天使が角笛を吹ふくとき、四人の天使が解放される。この天使たちは、その年、その月、その日、その時間のために用意されていた。そして誓ちかいの言葉が訪れる。「もはや時がない。第七の天使の角笛が吹かれるとき、神の秘められた計画が成じよう就じゆする」

　復活すべき死者の名は？

　恥ずべき正義の信徒たちが、火を守るために追われ続ける裁かれざるサソリの名は？

　慎しん重ちように進みたまえ。深淵に吞のみ込まれないように。

　これまで以上に、知ろうとする気持ちを抑おさえねばならない。




　　　カール・クラウス




　それから、長い空くう白はくが訪れた。

　壁のモニター──解かい析せきの空から振ぶりを告げるデータ群／政府に圧力をかけられたＢＶＴの大規模な横やりによって、膠こう着ちやく状態に陥おちいる旧第だい二に浄じよう水すい場じようの光景。

　動かない──変化はない。時間だけが刻々と過ぎてゆく。

　デスクのモニター──次々に出される指示／書類／報告とその確かく認にん。

　まだ動けない──慎重に進まねばならない。

　今すぐにでも提出したい書類／要よう請せい／指示──それら全てを押しとどめる。

　早く。

　心が悲鳴を上げ始める──自制したはずの感情が逆らい出す。

　早く来て。この確信を行動に移すために。手遅れになる前に。お願い──早く！

　そしてその耐たえ難い空白の圧力が逆らいがたいものとなったとき。

　ふいにコール。

　戦術班はん・第二班から指揮を離はなれた追つい跡せき手しゆ──日向。

「成果は？」

　精せい悍かんな面つら構えの男が映し出されるなり、デスクのモニターに身を乗り出していた。

　それすら自制のたまもの──もう少しでモニターにつかみかかるところだった。

　のけぞる日向──姿勢を正す。《まず日本人の女ですが、撃うったのはロートヴィルトではありません。理由は、弾た丸まが違ちがう、狙そ撃げき距きよ離りがやつにしては近すぎる、やつは常つねに単たん独どくで狙撃しているが、こいつには距離の測定と、逃とう走そうを支し援えんした仲間が最低一人はいる。別の、暗殺に慣れた連中の仕し業わざです》

　要点のみを淡たん々たんと告げる無ぶ愛あい想そうな口調がこの上なく頼もしく耳を打つ。「次は？」

《〝ワニクラカヂール〟が爆ばく殺さつされた車は、停まっていました》

　よし、よし、よし──止まらない快かい哉さい。思わずキスの一つも贈おくりたくなるほどの決定的で素す晴ばらしい情報を、顔色一つ変えず告げる日向に、心の中で百回ほど贈った。

《走っていたように見せかけていますが、俺には爆発と同時に走らせたようにしか見えません。調査は間違いです。マンホールの蓋ふたに爆ばく弾だんが仕し掛かけられていたのではなく、車体の下に仕掛けられていました。蓋の裏表が、逆になっていたせいで調査した人間が誤解したんでしょう。またマンホールの下の通路で複数の足跡を発見。その一つはペンションにあった足跡と同じです。また死んだＢＶＴ隊員ですが、半年前に組織再編されたときに、なくなった部署に所属。ただし、そいつらと親しかった人間を一人も見つけられませんでした。誰も、そいつらの顔すら知りません。明らかにダミーデータです》

「ありがとう。どれも、あなたの目があればこそ見つけられたものよ」

　身を乗り出す＝臆おく面めんのない讃さん辞じ──日向がまたちょっとのけぞる。

　日向の咳せき払ばらい──では不満を聞いてくれと言うように。「いつ現場に復帰出来ますか？」

「今すぐよ」猛たける虎とらに本来の獲え物ものを与あたえる──解き放つ。「籠ろう城じようする敵グループを包ほう囲い中の、通信車両の指揮下で、戦術班に復帰してちょうだい」

《了解》たちまちやる気に満ちた顔に──通信アウト。

　さっと別のモニターに向き直る──幾いくつかの書類を送る／指示を出す／外交的な配はい慮りよを伴ともなう捜そう査さについて強引に承しよう認にんさせるための手段を幾つも講じる。

　死者の復活。いつ捕とらえる？　いかなる謎も残さず事件を解決させるタイミングは？

　そしてまたふいにコール──解析班。

　モニターにシャーリーンの顔。《敵メッセージが発生。〝第五の天使が角笛を吹いた〟と出ました。マスターサーバーは九十％以上の確率で敵が核弾頭を完成させたとし、最高度の警けい戒かいレベルと判断。現場が膠着している間に、敵はせっせと働いてたみたいですね》

「敵が大いに働くのはこれからよ。完成した核弾頭の移送ルート、射しや出しゆつするための装置、包囲網もうの突とつ破ぱ手段──ただちに断定的な解析を出してちょうだい」

《了解》通信アウト──すぐさま現場に指示を出しかけたところへ全隊通信。

　スピーカーモード＝ニナの声。《敵が行動を開始！　籠城していると見せかけ、敵の別働隊が、我々を包囲網の背後から襲しゆう撃げき！　バロウ神父の解析では、犠ぎ脳のう体たい兵器そのものが核弾頭である可能性が高い！　要撃小隊、ただちに兵器を無力化しろ！》

　壁かべのモニター──旧浄水場にひるがえるチェチェンの国こつ旗き／真後ろから出現した敵を慌あわてて迎げい撃げきする警官隊／ＢＶＴの大型軍用機体が、地下からの爆撃で足場を失い、ひっくり返る。

　凄すさまじいまでの乱戦──地下と背後から同時に現れた敵に、混乱した現場が味方同士で攻撃し合う／催さい涙るい弾だんを撃うち合う／同士討うちで破は壊かいされた車両が炎ほのおに包まれる。

　混こん沌とんが支配する現場を飛び抜ぬける要撃小隊──三つの輝かがやきが次々に地下へ舞まい戻もどる。

　地上と地下で立て続けに起こる炎──敵の猛もう攻こうを果敢に受けて立つ戦術班。

　ヘルガ──飛び交かう火を藍あい色の目に反射させながら、じっとそのときを待った。

　先ほど送り出した書類が、一つまた一つと承認されたことが告知されてゆく。

　そして──外交的配慮を伴う捜査が、条件付きで承認された瞬しゆん間かん、さっと現場の指揮通信車両への回線を開き、言った。

「緊きん急きゆう指し令れい。今すぐ動ける者に、最優先項こう目もくとして行動させて」

《はい、長官》ニナ──間かん断だんのない即そく応おう。《指令の内容をお告げ下さい》

　ヘルガは、これまで以上の自制をもって、それを口にした。

「ＣＩＡ事務次官補ターナー・カルテンボーン氏を、ただちに逮たい捕ほしてちょうだい」







　第六の角笛　〝火と煙けむりそして硫黄いおうの災わざわい〟
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　ミリオポリス第十九区デープリング──地下下水道の一角。

　コンクリートの洞どう窟くつを進む一団──完全武装の兵士たち。

　追つい随ずいする遠えん隔かく操そう作さ型の戦術用ロボット──多た脚きやく型〝歩行者ウオーカー〟×六台。

　アメリカ欧州軍ＥＵＣＯＭＤ52特とく殊しゆ作戦グループ──先頭を進むターナー＝手に細いペンライト／照らされた壁かべに浮うかび上がる文字＝〝ＰＲＩＮＣＩＰ〟。

　やがて錆さびた扉とびらに行き当たり、ターナーが兵士に向かって顎あごをしゃくる。

　兵士が扉を押おし開く──すぐさま向こう側の空間へ突つき出される兵士たちの銃じゆう。

　広大な空間──作業施し設せつ。

　大がかりな地下街の建設を目的としたが、浄じよう化かしきれぬ水の悪あく臭しゆうを防ふせげず放置。

　その至いたるところに設置された照明器具／高価な計測機材／大型工具。

　壁の一面にそびえ立つ大おお蟹がにムカデ──連れん結けつされた二つの腹部＝組み立てられた鉄材で囲まれ、まるで発はつ掘くつ途と中ちゆうの巨きよ大だいな化石のよう。

　大蟹ムカデの背──巨大な球形をした爆ばく縮しゆく装そう置ち／追加された巨大な縦長の甲こう羅ら。

　その威い容ようのすぐ下──照明の届かぬ闇やみの奥おくから、ぬっと禿とく頭とうの男が姿を現す。

　兵器のすぐ下に立つ男──禿頭／生気に満ちた緑の目／鷲わし鼻ばな＝リヒャルト・トラクル。

「ようこそ、歴史的な一いち撃げきが生み出された記念すべき場所へ。正義の兵士たちよ。〈６６６〉は完成した。こちらの〈へーラーの大蟹〉が特殊射出型に改造されると同時にね」

「では、行動の時間というわけかね」ターナー──相手が誰だれであろうと全く変わらぬ、不自然なまでの自然な態度。「その割には、〈ウラジャーイ〉の姿がないようだが？」

「私が取り引きを仲ちゆう介かいしよう。プリンチップ社はあらゆるものを仲介する。人は願うことによって生き、その願いを叶かなえるきっかけを与あたえることを仲介と呼ぶ」

「では我々の願いである人工衛星の偵てい察さつ画像データはどこかね？」

「ここにはない。〈ウラジャーイ〉は森へ移動した。せっかく〈タフタ〉が放ほう棄きしたトレーラーを独どく占せんしたのだがね。それを用いて偵察画像データの暗号解読に成功するどころか、全く使いこなせず、治安組織に譲ゆずるほかなかったというわけだ」

「では我々が、それらを頂こう」

「君たち正義の兵士が自ら動いて、支障はないのかね？」

「ない。〈ウラジャーイ〉が奪だつ還かんしたということになる。そのために〈ウラジャーイ〉が好んで使う軍用機体を用意した。過去にやつらが小国の兵器保管庫から密みつ売ばいしたものだ。我々は西アジアの核かく融ゆう合ごう施設をふくむ全すべての兵器の流れを把は握あくしていたが、たった一つ、管理し損そこなっていた重大な兵器の実在が、我々の手で裏づけられる。核弾頭すら売買の対象になりかねない、あの地域での危き機き的てき状じよう況きようが、これで改善されるのだ」

「ふむふむ。実に偉い大だいな使命感だ。さて。〈ウラジャーイ〉が偵察データの記き憶おく装置を渡わたせば、取り引き通り、君たちが拘こう束そくした人物と、一定額の金きん銭せんを、彼らに渡すかね？」

「何を言っている？」

　ターナー──相手を馬ば鹿かにした様子は微み塵じんもない／心底から不思議そうな問い。

「我々はテロリストとは取り引きしない。ロシア側とは話がついた。この国の治安組織が手に入れたトレーラーも、そろそろＤ52グループの別分隊が急きゆう襲しゆうする頃ころだ」

「ほほう」トラクル──感心した顔。「この国の人間を殺してトレーラーを奪うばうと？」

「誰も我々が行ったとは分からない。我わが国が関かん与よした証しよう拠こは一いつ切さい、消しよう滅めつする。ここでお前が死んだとしても、それは〈ウラジャーイ〉との仲間割れだ」

「おやおや」微笑ほほえみ──子供のいたずらを咎とがめるように。「取り引きを破は綻たんさせるのは、まあいい。商売上、ままあることだ。しかし大切な商売相手を殺すのは、いかがなものかな。君の背後にいる正義の兵士たちも、そう思っているのではないかね」

　ターナー──これまで決して自然な所しよ作さを失わなかったその体が、ぎょっと強こわばった。

　いつの間にか兵士たちが、鷲鼻の男ではなく、ターナーに銃口を向けていた。

「お前たち──」

　ガーン！

　グループ長が拳けん銃じゆうの引き金を絞しぼり、激しい銃声とともにターナーを撃うち倒たおした。

　どっと仰あお向むけに倒れるターナー──呻うめき＝苦痛の声。

　衣服の下に薄うす型の抗こう弾だんスーツ／肋ろつ骨こつに打撃／左肺はいに打撃／息が詰つまる／立てなくなる。

「我々は、この国で起こったことから啓けい示じを受けたのです、次官補どの」

　グループ長がきびきびと告げる──きちんと相手に敬意を表し続ける。

「過去、この国のクーデター事件の背景には、一部軍人によるオーストリアの核武装計画が実在しておりました。それが我々に王国を与えるのです。核が国を創つくるのです」

　ターナー──言葉で蜂はちの巣にされたというようにおののく。「……正気か、お前たち」

「いやいや」トラクルが間に入る──にこやかな解説。「もともと軍人ほど、国家創建の願いを抱いだきやすい人種はない。『地じ獄ごくの黙もく示し録ろく』は知っているね？　ベトナムの奥地に独立国を作った実在の米兵をモデルにしたあの映画を。あるいは英国近海に、英国軍人が勝手に独立を宣言した公国は知っているかね？　チェチェンを最初に独立させたのは、ある一人のロシアの空軍少将だったではないか？　ここにいる兵士たちは、偉い大だいな独立手たちと同じ意志を、ずっと昔から、抱き続けていたのだよ。これほど素す晴ばらしいレーゲルメースィヒ反応は存在しない。暴力との偉大なる調和。武器による建国。それこそ、レーゲルメースィヒ反応が、人間にとってなくてはならないものである証拠の一つなのだよ」

　ターナー──言葉を失う／苦痛と驚きよう愕がくで脂あぶら汗あせをしたたらせる。

　グループ長が言った。「我々は多くの独どく裁さい者や政党を支し援えんして小国を作らせてきました。また多くの小国を崩ほう壊かいさせてきました。今度は我々自身の、〝明白なる使命マニフエスト・デステイニー〟を果たすべきときです」

　うんうんとうなずくトラクル。「痛つう切せつなる願いだ。願いを叶かなえるすべを与えること。それが仲介だ。私は彼らのような者たちのために、日夜、働いている」

「あなたの命を奪うばうに忍しのびません、次官補どの。あなたは我々によくして下さった。どのグループよりも我々に傷しよう痍い手当を割り増しして下さった。どうか我々にご賛さん同どう下さい。我々は、アフリカ大陸で初の核武装による平和国家を樹じゆ立りつします。現地住民からダイヤモンド鉱こう山ざんを奪い、経済の柱とします。核ニユークとダイヤ。ゆえに〝ニュークディア国〟です」

「あほか」ターナー──最高の頭ず脳のうを要求される役職にしては知ち的てきさに欠ける罵ば倒とう。「やめんか。独立だと？　こんなテロリストの男に頼たよって何を言う。血迷うな、馬ば鹿か」

「おやおや、次官補どの。それでは、君の国そのものが血迷っていることになるぞ」

「は……？　なにを……」

「プリンチップ社は、いつだって君の国の望みを実現しているじゃないか？　君の国は今でも、真実の一角を体たい現げんしている。戦争は公共事業であるという世界の原理を。武器の大量消費こそアメリカ経済の骨こつ格かくであり、そのアメリカ経済こそ、世界経済の中心だ。もしアメリカの大統領が、〝今後、戦争で使うミサイルの数を半分に減らそう〟と発言してみたまえ。ミサイル製造で経済が成り立っている地域で暴ぼう動どうが発生するぞ」

「武器密売屋が、我が国を批ひ判はんするのか──」

「素晴らしいと言っているのだよ。そして君の国はさらに、最高の真実の一角を担になっている。つまり──君たちは、頑張った。世界に平和をもたらした。最高の経済と民主主義を提供し続けた。グローバルスタンダードは最高だと、あらゆる国々に教えてあげた。なのになぜ、こうも世界中から憎まれる？　意味が分からない！　頑張ってるのに‼」

　熱ねつ狂きよう的な金かな切きり声──啞あ然ぜんとなるターナー。

「君たちこそ正義だ。ゆえに答えは一つ。すなわちアメリカに敵対する何らかの勢力が世界を操作し、アメリカを憎むようし向けているに違いない。アメリカがいくら頑張ろうとも、それをなし崩くずしにしてしまう陰謀が実在するに違いない。君たちはそう確信した。ゆえに──その真実の叫びを、我々が仲介したのだ。我々は君たちのために陰謀を提供してあげている。そうでもしないと、そんな陰いん謀ぼうはそもそも実在しないじゃないか？　そしてこの都市は重要な国際世論の一角を成す場だ。そこで私たちは真にグローバルスタンダードに貢こう献けんすべく日夜、陰謀を創そう造ぞうし続けている。神が、その栄えい光こうを我々に譲ゆずったのだ。君たちと、君たちが創り出した世界、その両者が、プリンチップ社に偉大な〝明白なる使命マニフエスト・デステイニー〟を与えたのだよ。いかなる狩人かりうども殺せず、逃にげ出すほかない、世界のサソリとしての使命を」

「うるさいシヤラツプ」罵倒に関しては驚おどろくほどボキャブラリーが少ないターナー。「この馬鹿。クズ。お前は頭のおかしい男だ。お前が、神の使命を理解しているなど信じられるか」

「ふむ。以前、似たようなことを言った少年がいたが、彼の方が知的に私を罵ののしった気がするな」呟つぶやく──どうでも良さそうに後を続ける。「神は確かに与えない。私に対しては。ただ無条件に譲り渡すのだ。神こそ、この私の奴ど隷れいなのだからね」

　トラクルが銃を取り出す──グループ長や兵士たちが悲しげに目を伏ふせる。

「ありがとう。テロ戦争を起こしてくれて」

　トラクルが言って銃の撃げき鉄てつを起こした。

　だがそのとき、ターナーの脳へ弾だん丸がんが叩たたき込まれることを妨さまたげる出来事が二つ起こった。

　トラクルの頭上で、にわかに犠ぎ脳のう体たい兵器が起動──幾いくつものアームを展開／機銃の暴発防止装置をガシャガシャと音を立てて解除。

　誰もいない空間に向かって、とてつもない轟ごう音おんとともに掃そう射しやしたのだった。

　そしてもう一つ──兵器の突とつ然ぜんの起動でバラバラと鉄材が崩くずれ落ち、兵士たちが慌あわてて四し散さんする一方、機銃掃射を素す早ばやくかわした目に見えない何かが、ひらりと壁かべの鉄パイプに跳とび乗り、金に光るプラズマの塊かたまりを、無数のホタルの乱らん舞ぶのように発生させたのだった。

　その一つが真まっ直すぐにトラクルに飛ひ来らい──だが犠脳体兵器のボディがそれを遮さえぎった。

　炸さく裂れつ──金の光が、一いつ斉せいに熱と火花を放った。

　犠脳体兵器のボディが衝しよう撃げきで震しん撼かん／兵士たちが衝撃で倒れる／直撃を受けた〝歩行者ウオーカー〟が粉々に吹ふき飛ぶ──鉄材の落下とプラズマの両方から免まぬがれたターナーが必死に這はう。

　笑えみを浮うかべたトラクルが、銃をぶらぶらさせて奥おくの闇やみへ後ずさってゆく。

　かすかな電子音──鉄パイプの上＝幽ゆう霊れいのように半透とう明めいの姿を明めい滅めつさせる少女。

「震しん圧あつ探知か。高価なもん使ってやがる」

「それと、プラズマの発生電荷を察知されたらしい」

「焦あせんな、螢ホタル。いくらやつがいたからってな」

「お前こそ透とう化か防ぼう壁へきの純じゆん度どを下げて、やつの顔をよく見ようとしただろう」

「へいへい。あの男はすぐそこだ。追いかけてって、脚あしの一つや二つ、吹っ飛ばしちまおうぜ。そうすりゃ、もうどこにも逃にげられないさ」

　跳ちよう躍やく──放たれた矢のように／少女の背で震える水すい晶しようのように無色透明なイナゴの羽。

　侵しん入にゆうした何かを追って、犠脳体兵器が機銃を掃射──Ｄ52特とく殊しゆ作戦グループの面々が慌てて跳ちよう弾だんを避さけて、元の通路へ戻もどろうとしたとき。

　飛ひ翔しようする輝かがやきが、猛もう烈れつな勢いで、その空間に飛び込んで来ていた。

　紫むらさき・青・黄──苛か烈れつなまでの戦意とともに。
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　ミリオポリス第二十二区ドナウシユタツト──新開発地区＝高速道アオトバーン沿いの、瀟しよう洒しやなビル街。

　大きなオフィスビル──テナントの一つに〈ドライクローネン社／警備保障〉の文字。

　ビル自体の警けい備びも担当──地ち下か駐ちゆう車しや場じようの警備用区画に、もとはトーゴー・セゼルのものだった車を乗り入れるハインツ──モリとともに警備員室へ。

　室内──監かん視しカメラをチェック中の三人の警備員が反射的に立って腰こしの武器に手を伸のばす／二人が手を離はなす──一人が手を当てたまま言った。「ヘル・ハインツ。今までどこに？」

「父はどこだ？」苛いら立だたしげに質問で返す。

「捜そう査さを避けるため、複数の会合に出席していると偽にせの情報を流し、避ひ難なんしています」

　武器に触ふれたままの警備員──モリがだらんと両手を垂たらしながら、三人を見る。

「なぜ僕にも教えない？」

「エルメンライヒ氏が捜査の対象になったのは、あなたが原因です。〈６６６〉の列車運うん送そうの際に、鉄橋上から救出された人質が、あなたの名前を口にしたからです。我々ドライクローネン社も関かん与よを疑われ、幹かん部ぶが必死に追つい及きゆうを逃のがれる方策を取っています」

「人質を始し末まつし損そこなったのは、ロートヴィルトの責任だ。僕じゃない。まったく、どうせ父はタワーに隠かくれてるんだろ？　あそこは今、百四十階の全すべてが自宅みたいな状態だ」

「お答え出来ません」冷ややか──残り二名がいつの間にか腰を上げている。

「……理由は？」ハインツ──さすがに相手の態度に剣けん吞のんなものを感じて声を落とす。

「〈６６６〉の〝設計図〟なるものが登場するテレビ番組が、先ほど配信されました」

「ああ。ネットの有料配信だともう見られるんだ。どうせ誰だれも信じないさ」

「その〝設計図〟を描いた人間は始末しました」

「別に殺すほどでもないだろ。教育は不足してるけど趣しゆ味みは良い──」

「暗殺チームが憲けん兵ぺいに追つい跡せきされ、危あやうく〈白き盾ヴアイスシルト〉の下部組織たる、我々〈純粋兵士ラインゾルダート〉の存在が現時点で露ろ見けんするところでした。エルメンライヒ氏はお怒いかりです」

「テレビなんて放ほうっておけば良かったんだ。分かったよ。僕から父に謝あやまるから──」

「氏は、あなたを近づけさせるなと仰おつしやいました。また、既すでにキーコードを作動させたと伝えるよう言われております。我々には意味が分かりませんが……」

「馬ば鹿かを言うんじゃないよ！」いきなりの怒ど声せい──警備員たちの目が据すわる／モリが軽く体を揺ゆらしながら自然な動作で彼らに一歩近づく。

「今すぐ父に確かめないと。もし本当なら、すぐに止めさせるんだ」

「やはり、あなたは我々を裏切った」

「……は？」

「氏は、あなたが計画を阻そ止ししようとしているとお考えです。また、リヒャルト・トラクルから全て聞いた、とも仰いました。あなたが、氏に何かの薬物を投とう与よしようとしたと」

　ぽかんとなるハインツ──警備員たちが銃じゆうを抜ぬいても、呆ぼう然ぜんと棒立ちのまま。「噓うそだ……」

「〈白き盾ヴアイスシルト〉の名において、あなたを粛しゆく清せいします」

　ぼきっ、と乾かわいた音がした。

　銃を突つき出そうとした警備員の腕うでを、ひょいとモリがつかみ、ひねった音だった。

　苦く悶もんの叫さけび──腕を折られた警備員が銃を落とす／残り二人が次々に銃を向ける。

　モリの瘦そう身しんが迫せまり、屈くつ強きような警備員の一人が弾はじき飛ばされて転てん倒とう／最後の一人が全身を一回転させたように床ゆかに叩たたきつけられる──骨折・脱だつ臼きゆう＝どちらも苦痛で起き上がれない。

「モリサン……」

　茫然自失のハインツの手を問答無用で引っ張る──警備員室から飛び出す。

　車に辿たどり着いたところで、やっとハインツが正気に戻る／慌ててキーを取り出す／乗り込む／けたたましい音を立てて走り出し、ビルから飛び出す──逃にげる。

　猛もうスピードで車を走らせるハインツ──ドナウ川の橋を越こえる／中なか州すの第二区レオポルトシユタツトに入って右へ左へ街路を曲がり、ドナウ運河に差し掛かかったところで、ビル街の裏手にあたる、人気のない堤てい防ぼう沿いで停車──よろよろと車から降りて、堤防にもたれた。

「馬鹿だ……。どいつもこいつも、馬鹿だ。ふざけてる」ハインツ──涙なみだ声ごえ／その背が震ふるえる。「トラクルおじさんが、僕を裏切った。許せない。許せないよ」

　モリがゆっくりと歩み寄り、その背に向かって、静かに言った。

「もう十分、楽しんだでしょうや、ハインツ坊ぼつちゃん。ここらが潮しお時どきだ」

「潮時なもんか」

　振り返るハインツ──仮面の表情を失った顔を、幾いく筋すじも涙が流れ落ちた。

「僕が薬を飲ませたからだ。レーゲルメースィヒ反応だ。まさか父がそこまでやるとは思わなかった。あと数時間で、この都市は消えてなくなる」

　モリが目を細める。「……今、なんと？」

「キーコードだ。それを父が入力した。〈６６６〉を設置した瞬しゆん間かん、装置が作動する。止める方法なんてない。入力なんてするはずなかったんだから。次に〈６６６〉を運ぶのは〈白き盾ヴアイスシルト〉だ。誰にも止められない。なんだっていうんだ。核かくは抑よく止し兵へい器きとして国を支配するためのものだ。せっかくの核だぞ？　さっさと使ってしまうなんて馬鹿のすることじゃないか。核を盾たてにしてあらゆる要求を押おし通させる方がよっぽど得なんだ。核は完成させるべきものであっても、決して使うべきものじゃない。なのに……、それなのに、父は使う気だ。父は、核を炸裂させて、この都市を消滅させる気なんだよ」




　ミリオポリス第十九区デープリング──地下下水道の一角。

《犠ぎ脳のう体たい兵器を確かく認にん！　ただちに要よう撃げきします！》

　鳳アゲハ──広大とはいえ空中機動において決して十分ではない空間を正確に飛ひ翔しよう＝掃ダダ射ダ！。

　同じく、壁かべや天てん井じようやパイプに接せつ触しよくすることなく自在に飛び回る乙ツバメ＋雛ヒビナ──入れ違ちがいに撤てつ退たいするＤ52特とく殊しゆ作戦グループ／〝歩行者ウオーカー〟に踏ふみつけられて悲鳴を上げながらも何とか起き上がってよろよろ逃にげるターナー。

　大おお蟹がにムカデが全てのアームを展開＝掃そう射しや──その弾だん幕まくを迅じん速そくに避よける鳳＝無線通信。

《ターナー次官補とアメリカ軍の部隊を確認》

　ニナ＝鋭するどく。《そちらは戦術班はんがやる。お前たちは犠脳体兵器を何としても破は壊かいしろ》

《ぶんぶん鳴ってるの！》いきなり雛の悲鳴。《黄色いのすごい黄色いのすごいの！》

　雛がわざわざ掃射の雨をかいくぐって犠脳体兵器の背後の空間へ──鳳＋乙も即そく応おう＝理由はなんであれ爆ばく弾だん魔まの速すみやかな退たい避ひに従したがう。

　一角で、壁が音を立てて崩ほう壊かい──コンクリートの壁に擬ぎ態たいしていた小蟹の群。

　大蟹が崩くずれた壁へ走る──向こう側の空間へ飛び出す。

　代わりに小蟹の群が大挙して押し寄せてくる──雛が、物も言わず飛翔＝大蟹を追う。

　鳳＋乙がすかさず雛の後に続く。

　波のような小蟹の群の上を飛び抜け、崩れた壁の向こう側へ出た。小蟹の群が一いつ斉せいに炸さく裂れつ──空間が溶よう鉱こう炉ろのような輝かがやきに満たされ、爆圧と灼しやく熱ねつが噴ふき出した。

　間かん一いつ髪ぱつの退避──爆風を背後から受けながらも三つの輝きが決して失しつ墜ついせずに飛翔。

　真っ暗な地下運河に飛び出し、汚お水すいを跳はね散らして走る大蟹を追つい撃げき──先せん陣じんを切る乙。

「ドキドキさせてーっ‼」飛行という概がい念ねんを覆くつがえすようなＳ字飛行の連続──恐おそろしく狭せまい空間で弾幕をかわし、一秒余で接敵＝即撃──灼刃ヒートブレードが脚きやく部ぶを幾つかまとめて両断。

　連結された腹部をぐらりと傾かしがせる大蟹──壁に接触＝火花を上げながらも疾しつ走そう。

　分ぶん岐きする水流──壁へき面めんを削けずりながら右へ左へ折れる／紫むらさきの輝きがいったん離り脱だつする。

　汚水がなだれ込む斜しや面めん──大蟹が水流に逆らって上階へ向かってゆく。

　腹部の連結を解除──骨組みが展開＝小蟹の群が飛び出す／宙にばらまかれる。

　乙──爆弾の雨に打たれる前に、非常識な迅速さでＵターン。《雛ぁっ‼》

「いじめないでぇーっ‼」ジグザグ飛行で宙を舞まう小蟹の群の中へ飛び込み、ひょいと手を伸のばして小蟹の一つをキャッチ──工作機械と化す雛の両手／ルービックキューブの世界チャンピオンなみの手つきで高速分解。

　たちまち剝むき身になる小蟹──コードの一つを引っ張り出して炸裂の基き準じゆんを操そう作さ。

「えい」背後を振ふり返って投とう擲てき──残りの小蟹の群が一斉にそれに跳とびかかってゆく。

　しかし一体として爆発せず、次から次へと折り重なって巨きよ大だいな球状に。

　汚水まみれになりながら、速度を上げて斜面を駆かけ上る大蟹──だが乙の空くう襲しゆう速度にかなうはずもなく、背後から灼刃ヒートブレードで後ろ足をまとめてなぎ払はらいにかかったとき。

　バン！　と大蟹の尾部から背部にかけての装そう甲こうが弾はじけ飛び、柔やわらかな輝きが舞った。

　乙──眼前に飛び込んでくる装甲を真っ二つに／突とつ如じよとして現れた輝きに目を瞠みはる。

〈羽フエデール〉──大蟹の背から真しん珠じゆ色をした四枚の羽と、さらに四枚の補助羽がひらめいた。

　まるでセミの脱だつ皮ぴ──あっという間に羽が展開を完かん了りよう＝暗くら闇やみを裂さくような羽ばたき。

　ふわりと大蟹が宙へ──あまりのことに目をまん丸にする乙＋雛。

　かろうじて追撃──乙が狙ねらい通り後ろ足を切り払う／雛が盛せい大だいに火か炎えん放射。

　足を失おうとも、もはや関係なく飛び立つ──羽が熱に耐たい久きゆう／炎を振り払う。

《飛んだ！　敵が飛んだぞ鳳ぁっ！》《ぶんぶん鳴ってるぶんぶん鳴ってるのぉ！》

《二人とも、あたくしの射しや角かくから退避！　後はお任せなさい‼》

　鳳──待ち伏ぶせ＝斜面前方に先回り。

　暗い地下から、外界へと羽ばたき出ようとする大蟹──たまらなくぞっとする。

　犠脳体兵器それ自体が核弾頭である可能性──背に搭とう載さいした球状の爆縮装置＝プルトニウムを正確に一点で反応させるための。

　羽──一トン近い弾頭を、最も爆発の効果が高い地上数百メートルへと射しや出しゆつする装置。

　猛もう然ぜんと迫せまり来るもの──脳を捧ささげた青年の声＝〝その顔が見たかったんだ〟。

　屹きつ然ぜんとなる──悲痛の光をたたえる深紫の瞳デイープ・パープル／きつく眉まゆ根ねをしかめる。

　機銃を掲げる／構える／狙う──叫さけぶ。「ご奉ほう仕しいたしますわぁ──ッ‼」

　最ダダ高ダダ速ダダ度ダダでダダ放ダダたダダれダダるダダ灼ダダ熱ダダのダダ洪ダダ水ダ！──大ダダ蟹ダダのダダ顔ダダ面ダダがダダ半ダダ壊ダ！／アダダーダダムダダがダダ立ダダてダダ続ダダけダダにダダ折ダダれダダ跳ダダぶダ！。

　引ダダきダダ裂ダダかダダれダダるダダ真ダダ珠ダダ色ダダのダダ羽ダ！──輝ダダきダダがダダ涙ダダのダダよダダうダダにダダ舞ダダうダ！。

　背ダダがダダ射ダダ角ダダにダダ入ダダるダ！──球ダダ状ダダのダダ装ダダ置ダダがダダ凹ダダむダ！／ひダダしダダゃダダげダダるダ！／穴ダダがダダ開ダダくダ！。

　弾たま切れ──焼けながら回転するドラム弾だん倉そう／新たに自動装そう塡てん。

　狙う──失われた言葉の代わりに、行いをもって語り、その身を擲なげうつ者へ。

　掃ダダ射ダ！──羽がズタズタになって四散した。

　崩壊──鋼鉄の体が斜面に激突──砕け散った。

　その背から球状の装置が離れ、壁にぶつかりながら暗闇へ転がり落ちてゆく。

　鳳のすぐそばを折れ跳んだアームや何だか分からない破は片へんが飛んでいった。

　打ち砕かれた青年の思い──ふと、まだそれを確認していないことを悟さとった。

　摘てき出しゆつされた脳──すぐさま探たん査さ。

　バラバラになって飛び散る部品パーツのうち、頭部と背部の狭はざ間まにあるそれが、まだ左右の脚部ともども連結を失っていないことを悟った。

　愕がく然ぜんとなる──咄とつ嗟さに掃射＝灼熱の雨に打たれながら、脚部と胴どうの一部だけが走り出し、斜面から別の水路に飛び込み、なだれ落ちてくる汚水の中へ潜もぐった。

　慌あわてて追う──水路の中へと掃射を見み舞まう。

　反はん響きようする弾丸──探査が阻そ害がいされ、いったん掃射を中止。

　真っ黒い汚水の流れのどこにも、逃にげ去ったものの断片すら見つけられなかった。

　下方──転がり落ちる球状の装置。

　宙を舞う雛が、〝ぶんぶん鳴る〟それを、こつんと蹴けって軌き道どうをずらす──コンクリートの通路の床ゆかに転がし、ピエロのようにその上に着地。

　ガラスのような透とう明めいな目でそれを見つめる──亀き裂れつの間に手を突つっ込む。

　さっとそばに乙が舞い降りる。「馬ば鹿かっ、雛っ。危ねーっしょ。放射能出すんだろ、それ」

「ううん」

　雛がかぶりを振る──ぺたっと球状の装置の上に正座し、ごんごん拳こぶしで叩たたく。

「入ってないの、これ。中に、あのすっごい黄色いのが入ってなかったの」




　　　　Ⅲ




　文字通り人生の汚点となりそうな、臭しゆう気きに満ちたコンクリートの洞どう窟くつを、ペンライトを手によろめき進むターナー・カルテンボーン次官補──銃撃で砕くだけた肋あばらの痛みに耐たえかねて立ち止まり、浅く呼吸して肺の痛みを軽けい減げんしようとしつつ、ふと、その左拳を見た。

　香かおりつきの絆創膏おまじない──獅し子し座ざの印。ほぼ丸一日経たったためブドウの香りは残ざん留りゆうせず──隅すみ々ずみまで臭気が染み込んだようなそれをむしり取って、そばに流れる汚水に放ほうり捨てたとき。

　照明──前後から眩まばゆいライトで照らされ、一いつ瞬しゆんで視界を失った。

　伸のびるアーム──がっちりと体をつかまれ、打撃を受けた胸の痛みに身もだえた。

　軍用機体＝御ミ影カゲの声。《負傷したか、次官補どの？　実は私も、自分の足にこれほど苦しめられるのかと思うほど痛くてね。負傷した者同士、仲良くご同行願うとしよう》




　地上──ＭＳＳ通信車両＝味方の流れ弾で外がい壁へきに幾いくつかの損そん傷しよう。

　周辺で徐じよ々じよに収しゆう束そくする現場の混乱──治安組織が建物へ繰くり返し突入をはかる。

　通信マイクを握にぎるニナ。「ターナー次官補を確保。特とく殊しゆ作戦グループの行動について尋じん問もんする。要撃小隊、ただちに帰き還かんだ。調査は専門家に任せる。消えた脳についても、他に犠ぎ脳のう体たい兵器の出現の可能性があるか、解析班とバロウ神父に判断してもらう──」

　ふいに携けい帯たい電話にコール──さっと左手だけで懐ふところから出す＝見覚えのない番号。

「誰だ？」

《こんばんわグーテンアーベント。いや。もう、おモはルよゲうンの方か？》もの凄すごい訛なまり──目を瞠みはるニナ。

「モリサン……⁉　今どこに？」

《ドナウ運河のシュッテル通りシユトラーゼの辺りさ。急に姿を消して済まねえ。いきなりだが二つほどお願いがあってな。一つはイマムラ教授を見つけて安全な場所に連れてって欲しい。それともう一つは、ここにいるハインツ坊ぼつちゃんが言うには、核かく爆ばく弾だんが爆発──》

　ガーン！

　いきなりの轟ごう音おん──銃声＝ニナが咄嗟に耳から離はなす／慌あわてて叫ぶ。「モリサン⁉」

《くそ……壊こわれちまっ……》

　ノイズ──通話が途と絶だえる。通信マイクに向かって叫ぶ。「解析班！　たった今、私の携帯電話にかけてきた者と、イマムラ教授の位置を最優先で割り出せ。捜そう査さ官かんチームはシュッテル通りシユトラーゼに急行。モリサンが指名手配中のハインツ・エルメンライヒと同行し、何者かに銃撃された可能性がある。両名とも、この事件の重要な証人だ。急いで探し出せ！」

　ふいに通信官の声。「解析班から報告！　新たに敵のメッセージが発生！」

　ニナ──息を吞のむ／怒りの眼まな差ざしでモニターを見る／否いや応おうのない恐きよう怖ふが車内に満ちる。

〝第六の天使が角笛を吹ふいた〟

「……いよいよ猶ゆう予よはなくなった。総員、集合を急げ。ただちに態勢を整ととのえ、全人員を投入して核弾頭を追う。この都市ごと我々が吹き飛ぶかどうか、ここがその瀬せ戸と際ぎわだ」




　暗い、地下道の一角──少女がすうっと姿を現した。

　右腕うでだけ袖そでを通したジャケットをぶら下げ、背の透とう明めいな羽をあらわに、ボサボサの髪かみをかき上げる、嬉き々きとした顔で、闇やみに立つ男を見つめた。

「探したぜ、リヒャルト・トラクル。あたしも螢も、ずっと、お前のことだけ考えてたんだ。どうやってお前に地じ獄ごくの苦しみを与あたえてやろうかってことを、ずーっとな」

　爛らん々らんと輝かがやく緑の目──鷲わし鼻ばなの下でひどく赤い唇くちびるが三日月のように両りよう端はしを釣つり上げる。

「我々の尖せん兵ぺいとなるはずだった特トツ甲コー児童が、こうもイレギュラーの存在となるとは、私の人生においても、大いに驚おどろくべき出来事と言えるだろう。君たちが正常に機能してさえいれば、各地から武装勢力を輸入しなくとも、都市への軍出動は実現出来ていたろうに」

　少女の左手が持ち上がる──金の輝きを帯びる／少女とは違ちがう声を放つ。

「人格改変プログラムの本当の目的は、恐怖の消失に伴ともなう感情の減げん退たいではない。それは特甲児童の記憶を消すことだ。私たちの記き憶おくを消し、代わりに何を詰つめ込む気だった？」

「私と同じ、真実と一体となるすべだよ、皇スメラギ・アンジェラ・ヴァール、螢・ヘレン・トローベル。メンデル博士に見み出いだされた、災わざわいの申もうし子ごたち。プリンチップ社が人にもたらす真実が、君らの中で、深く根づいているのを感じるよ」

　少女の左手の輝きが高まるや、周囲の闇に、わっと金の光が群をなして出現した。

「久々に、不ふ快かいな気分というやつを思い出したぞ」

　金の光が次々に数を増す──ホタルのごとく宙を舞まい、男に群がる。

「ははっ、螢が怒おこった」少女──凄せい惨さんなまでに嬉々として。「もう止めらんないぞ」

　閃せん光こう──空気がたわむようなバン！　という轟とどろきとともに、四方が灼しやく熱ねつ地獄と化した。

　炎ほのおの軌き跡せきが無数の蛇へびのようにのたくる──男の姿が、どろりと溶とける。

　さっと少女が接近──透明な羽を震ふるわせる／探たん査さ──何の反応もなし。

　舌打ち──足あし下もとで溶け崩くずれた光学防ぼう壁へきの液えき晶しよう繊せん維い／四方で焼け焦こげる攪かく乱らん装置。

「探査にまでダミーを食わされた。こんな高た価かいもんを使い捨てにしやがって。逃にげるだけで五十万ユーロは使ってるぜ、あの野や郎ろう」

「そうまでして足止めしなければならないほど近くにいるということだ。追え、皇」

「あいよ。一発ぶっ放してすっきりしたかい？　しばらく充じゆう電でんして頭を冷やしてな。あたしが、あの男の両足を死なないようにもいでから、どうするか一いつ緒しよに考えようぜ」

　少女は炎ほのおの渦うずから飛び出すと、目を輝かせて奥おくの闇へと飛び込んでいった。




　ミリオポリス第三十五区ジークムント──ＭＳＳ本部ビル八階＝長官室。

　壁かべのモニター──旧第だい二に浄じよう水すい場じようの上空を旋せん回かいする軍のヘリ／続々と現れる軍用トラック／拡かく声せい器きによる通告。《こちらは第一次駐ちゆう屯とん部ぶ隊たい〇七分隊である。政府判断により、ＢＶＴに属する部隊の指揮権は我々へ委い譲じようされた。ただちに武装解除に応じ、我々の指揮下に──》

「敵が核弾頭を完成させたとして政府が軍の出動開始を繰り上げたわ」ヘルガ──モニターが映し出す光景をじっと見み据すえたまま。「本来ならあと一時間弱の猶ゆう予よがあったこと、負傷者の存在、捜査データの統とう括かつなどを理由に武装解除をかわします。何があろうとも、決して今ここで、戦うすべを奪うばわれては駄だ目めよ。いいわね、ニナ」

《はい、長官》スピーカーモードの電話＝ニナの果か敢かんな応答。《たった今、ターナー次官補が車両内に連行されました。ただちに現場から離り脱だつします》

「そうして。それと彼をこちらのモニターに出してちょうだい」

《はい》即そく応おう──デスクのモニターの一つに映し出されるターナー＝苦痛に顔をしかめる／両手に手て錠じよう。《いったいこれは何の真ま似ね──》

「復活する死者の名は、〝ワニクラカヂール〟ことロマノフ・シコルスキー。彼は今も生きて、あなたが率ひきいるＤ52特殊作戦グループのもとで拘こう束そくされているわね？」

　ターナー──表情を変えまいと努つとめる／苦痛が倍増しになったように脂あぶら汗あせが湧わく。

「彼こそ、裁さばかれるべき最後の審しん判ぱんにおいて復活する死者であり証人。あなたがＤ52グループに指示し、ロマノフ・シコルスキーの爆ばく殺さつ現場を演出させ、ヨーコ・イマムラを狙撃させて口を封ふうじた。また、あなた方が、にがよもぎの火を守るために追われることとなったサソリの名こそプリンチップ社よ。あなた方が、原げん子し炉ろ衛えい星せいに搭とう載さいされていたものを得るために行おうとした〈ウラジャーイ〉との取り引きについては、外交的な配はい慮りよのもとで情報規制が敷しかれます。安心して現場指揮官の尋じん問もんに答えるといいわ、次官補どの」

　ターナーの表情がぼんやりとしたものになる──虚うつろな声。《我々は、正義を遂すい行こうしただけだ。衛星に隠かくされた、もう一つの核のために。だが……兵が裏切った》

「Ｄ52グループは今どこに？」

《……別働隊がトレーラーを奪だつ取しゆする》ぶつぶつ呟つぶやくように。《本隊は取り引きの……〈ウラジャーイ〉を殲せん滅めつするための準備に向かったはずだ。ロマノフもそこにいる》

　画面の脇わきにニナ──戦意に満ちた眼まな差ざし。《長官、ご指示を》

　ヘルガ──微び笑しようが消える／清せい冽れつな号令が放たれる。

「部隊を三手に分け、ただちに第二態勢へ移行。一アイン、モリ・リンタローおよびハインツ・エルメンライヒを確保。彼らこそ核弾頭の移送先の手掛かりよ。二ツヴアイ、トレーラーおよび解析中の人員を保護し、Ｄ52グループ別働隊を要撃。三ドライ、ターナー次官補を車両内で尋問、もう一つの核の存在を明らかにし、Ｄ52グループ本隊を要撃。これらを完かん遂すいし、全部隊が合流して核弾頭を移送する第七のグループを要撃。許された猶予は、軍が私たちの指揮権を完全に奪うまでの一時間弱。これが、この事件で勝利を収めるための最後のチャンスよ。良いわね」《了ヤ解ー！》あらゆる隊員の返答／即応／通信アウト。

　立ち上がるヘルガ──ＰＤＡを操作＝いつでもどの部隊とも通信出来るよう確かく認にん。

　それから引き出しを開き、オートマチックの拳けん銃じゆうを手にした。

　そして、メッセージを見つめた。




　偽いつわりの聖せい杯はいを砕くだくことが出来た騎き士しに、真実の祝福を。

　いまだに多くの者が、どんな火が世界を焼き払はらうかを問うている。

　示しめされているものは王国の到とう来らいなのに。

　誰がその火のしもべであるかは明らかではないかね？

　火をもって王国を迎むかえる者を許してはならない。

　この問いに口頭で返答する必要はない。君自身の働きで示すことだ。

　いずれ私も、君が正解に辿たどり着いたことを知るだろう。

　私が今いる場所でも、ニュースを見ることは許されているのだから。

　いつかまた君と話すべき機会が訪おとずれることを祈いのっている。

　弾だん丸がんは出来る限り用意して行きたまえ。




　　　カール・クラウス




　ヘルガはその最後の忠ちゆう告こく通り、ぎっしりと弾丸の詰つまった弾だん倉そうを拳銃に叩たたき込んだ。

　遊底をスライド──パンケーキ型のホルスターに収納／上着を脱ぬいで脇下に装着。

　再び上着を着てＰＤＡをしまい、弾倉を三つポケットに収め、長官室を出て行った。
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　ミリオポリス第三十一区ライヒリーズイング──ウィーンの森の南西部。

　大通りから外れた一角──観光名所でもある古い石せつ膏こうの採さい掘くつ場にして、大戦中はナチスの戦せん闘とう機きを製造する秘密工場でもあった地底湖ゼーグロッテから一キロほど西。

　森の木々と小川に囲まれた、小規模なワイン工場──その残ざん骸がい。

　燃え落ちた事務所／穴だらけの工場の壁／至いたる所に血けつ痕こん／次々に運び出される遺い体たい。

　情報によれば、〈ウラジャーイ〉と憲けん兵ぺいと外国の特務機関がさんざんに銃撃戦を繰り広げた後であるその施し設せつの倉庫に、奇き跡せきのように弾だん痕こん一つないトレーラーがあった。

　その内部──ＭＳＳの通信車両が安物に見えるほどの設備。

　びっしり詰め込まれたコンピュータ類／通信機器／実験装置／シミュレーション装置。

　バロウ神父を補佐する冬真トウマ──ＭＳＳ解かい析せき官かん／憲兵隊の専門家たち／各機関の科学捜査官たちが、忙いそがしげにトレーラーの内部を調査＝解析。

　中央のテーブルに設置された何かの模も型けい。

　遺伝子モデルのような螺ら旋せん構こう造ぞう──中心に吊つるされた滑かつ車しや＝刻きざまれた紅あかい数字〈６６６〉。

　解析する全員が懸けん命めいな表情──敵メッセージが〝第六〟にまで到とう達たつ。最初期のメッセージが〝七位の天使〟であることから、最後のカウントダウンであることは明らかだった。

　バロウ神父──じっとＰＤＡの画面で解析を見つめながら。「報告では、破は壊かいされた犠ぎ脳のう体たい兵器は、確かに爆ばく縮しゆく型がたの弾だん頭とうを搭とう載さいし、飛行装備まで付加されていた。それが囮おとりだったとすると、他にどんな炸さく裂れつ手段が？　解析された犠脳体兵器は、あれ一つだけだ……」

　冬真──なんとなく口を挟はさむ。「球面によるものではないのでしょうか」

「いや……全面爆縮型の他に、解析されたものは見当たらない。プルトニウムを原料として、一いつ瞬しゆんで反応させる衝しよう撃げきをどう与えるのか。それをどう地上数百メートルにまで位置させるのか……」

　ふいにコール──憲兵隊の専門捜査官／携帯電話に向かって怪け訝げんそうに聞き返す。

「は……電子レンジ？」

　思わず振り返る冬真──捜査官が不ふ審しんげに携けい帯たい電話をたたむのをじっと見守る。

「テレビ出演後に〝設計図〟の男が殺害され、ドライクローネン社が追つい跡せきされた件で、我わが隊に情報がありました。〈６６６〉が電子レンジに収納されると、大きな波が発生する……とのことです」

　困こん惑わくする捜査官──困惑する他の人員──大きく目を瞠みはる冬真。「電子レンジ！」

　その場にいる全員が冬真を振り返った──冬真が慌あわててバロウ神父を振り返った。

「そ……それを貸して下さい、神父様」

　ＰＤＡを強引に受け取る──電子パネルを展開＝画面を何倍もの大きさに。

　データを脇わきによける──ネットにアクセス／検けん索さく／ヒット──大急ぎで探す。

「あった！」発見＝テレビ番組──有料放送＝慌てて登録しようとして、ＭＳＳの捜査権限による即時閲えつ覧らんが実行されて驚おどろいた。教会で次々にテレビ番組をダウンロードしていた乙──どうやら一いつ切さいお金を払はらわず見ていたらしい。

「……何を探したのかね？」やっとバロウ神父が訊く。

　いきなりデータが再生──場ば違ちがいなほど明るい番組のテーマソング／賑にぎやかな笑い声／タレントたちの叫さけび。《なんでもっ、精神っ、鑑かん定てい団だん──っ‼》

　みなが呆あつ気けに取られる──冬真＝顔を赤らめ、慌てて音量を下げる。

「それは？」バロウ神父──いかにも無む節せつ操そうな印象の番組タイトルに眉まゆをひそめる。

「ハインツが言ってたんです。ある男性が、設計図を描いたと──」

　ふいに、あの作業員の男が画面に登場──子供の落書きのような設計図を掲かかげたところで一時停止＝画像を拡かく大だい。

　テーブルに歩あゆみ寄よる──ＰＤＡの画面を掲げて見比べる──螺旋構造の模型。

　ハインツがあの作業員の男に最後に描かせた数字──〈６６６〉。

　衝撃とともに理解が訪おとずれる──声が震ふるえ出す。「……電子レンジです。もし分子震しん動どうによる熱と衝撃を用いた爆縮装置であるとしたら、撃発装置を球形に配置するような複雑な構造を必要とせず、一定の範はん囲い内に確実にエネルギーを生じさせれば良いだけでは？」

「いや……」バロウ神父──他の専門家たちと同じ〝ありえない〟という表情。「核かく爆発ほどのエネルギーを生み出すには、相当の重量となる。たやすく打ち上げられるものではない」

「打ち上げる必要なんかないんです。〈６６６〉が上空数百メートルに位置してさえいればいいんです」その言葉に、みなの顔色が変わる──何とか理解してもらうための言葉を探す。「ハインツが言ったんです。電子レンジ。彼はその製造に携たずさわっていると。結局、僕には見せませんでしたが、彼はもしかすると気分次し第だいではタワー内を案内していたかもしれません。この設計図を描いた人は、タワー内で作業していたんです」

「タワー内……？」バロウ神父が繰くり返す。誰もが固かた唾ずを吞のんだ──模型を見た／冬真が掲げるＰＤＡの画面を見た／理解の光が誰の目にもやどっていた。

　そして、冬真が言った。「タワーです。もし電子レンジがあの構造体の内部に存在するなら、ハインツの態度も理解できます。あの〈ヴィエナ・タワー〉が、核弾頭を数百メートルの高さにまで持ち上げる射出装置であると同時に、核兵器そのものなんです」

　誰も何も言わなかった──冬真に対して、そうだとも違うとも言わない。

　全員が素す早ばやく携帯電話を／ＰＤＡを／端たん末まつを操そう作さ──専門家たちが一いつ斉せいに、核弾頭に関する全く新たな解析を検証し、各部署へ告げるために動き出していた。

　バロウ神父が冬真の肩かたに手を置く──その目に紛まぎれもない感かん嘆たんの輝かがやき／ＰＤＡを受け取り、自分の口から解析班に連れん絡らくするために操作した。

　冬真──自分の言葉で、これほど大勢の大人たちが一挙に動き出すとは思わず。

　なんだか、もの凄すごく気分良いかも──冬真の実感。

　にわかに暗あん雲うん──みなが手にした通信機器に眉をひそめた。

「……つながらない」バロウ神父──設置された端末を覗のぞき込む。「おかしい」

　憲兵の捜査官が言った。「駄だ目めです。あらゆる端末による通信に支障が生じています」

　バロウ神父が、はっと顔を上げる。「電子攪かく乱らん兵器を用いた通信阻そ害がい──」

　突とつ然ぜん、パンパンパン、という乾かわいた銃声が、敷しき地ちのどこからか響ひびいてきた。ついで倉庫の入り口に停とめられていた装そう甲こうパトカーが炎えん上じようし、警備していた隊員が床ゆかに倒たおれた。

　炎ほのおの中を疾しつ走そうする機械仕じ掛かけの猟りよう犬けん──六つの脚きやく部ぶを持つ遠えん隔かく操作ロボット〝歩行者ウオーカー〟が、重じゆう火か器きによる猛もう烈れつな攻こう撃げきによって、倉庫を防ぼう御ぎよする車両を一つ残らず破壊していった。







　第七の角笛　〝見よ、獣けものの刻印は６６６〟
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　ミリオポリス第二十八区ラインブレヒト──猛もうスピードで走るＭＳＳ通信車両／負ふ傷しようを押おして指し揮きする御ミ影カゲ＋現場に復帰した日向ヒナタ＋戦術班はん員いんが操そう縦じゆうする軍用機体×八台。

　通信車両──待たい機き室しつに座すわるターナー＝ぼうっと無表情／自分のキャリアが失しつ墜ついした男の顔／そのくせ昔からそういう状態だったかのような自然な態度＝変えられぬ流りゆう儀ぎ。

　じっと見み据すえるニナ＋鳳アゲハ──全隊員が車両の中ちゆう継けいで尋じん問もんを視し聴ちよう。

　ターナーは言った。「〈アンタレス１１４０号〉は最新型の軍事偵てい察さつ衛えい星せいであると同時に、宇宙基地建設の際の電力供給プラントであり、情報データベースでもあった。その〈アンタレス１１４０号〉の内部に、〝サソリの巣〟と呼ばれる暗号化画像データが存在することを我々はつかみ、アメリカ戦略軍司令部がただちに動き出した。戦略軍の目的は二つ。全世界における核かく兵器と、宇宙開発の監かん視しだ。〈アンタレス１１４０号〉はそのどちらにおいても重要だった。何としても成果を出さねばならなかった」

《アメリカはいつまでも冷戦時代が懐なつかしいらしい》飛んでくる揶や揄ゆ──御影。

「冷戦の再現ではない。ロシアの背後には中国が存在する。次世代を考えての戦略だ」

《それで中国の急激なエネルギー開発を〝蒙もう古こ襲しゆう来らい〟などと呼んで諸国に警けい戒かいを呼びかけた？》御影──鷹おう揚ような口調／鋭するどい爪つめのような皮肉。《日本もずいぶんと中国警戒網もうに貢こう献けんしたらしい。その網あみにほころびが出るのを避さけるため、日本人の難民認定を先延ばしにして、何万人も放射能漬づけにしたか？》

「御影」ニナの制止──ターナーに先を促うながす。「〝サソリの巣〟とは？」

「我々が〝忘れられた核ミツシング・ニユーク〟と呼ぶものの一つ……かつてソ連を襲おそった政治的変動により、地下深くに発射基地ごと埋うめ立てられたまま忘れ去られた核ミサイルのことだ」

　じっと話を聞いている鳳──眉まゆをひそめるニナ。「核を忘れた？」

「核削さく減げんの背後で、解体したと見せかけ、秘密兵器として温存しておいたものだ。それがソ連崩ほう壊かいの激げき変へんで、関係者が消されるなどして位置不明となった。軍事や防ぼう諜ちよう機関を司つかさどっていた者たちが、次々に闇やみ社会に身を落としたのだ。追つい跡せきは困こん難なんを極きわめた」

「なぜそれが〈アンタレス１１４０号〉に？」

「数年前、〈ウラジャーイ〉とつながりを持つ元権力者が、〝サソリの巣〟の存在を盾たてに政府を恐きよう喝かつすることを試こころみた。その人物は〝サソリの巣〟の位置をかなりの正確さで知る唯ゆい一いつの人物だったが、ほどなくしてこの世から消えた。その人物の情報を元に、〝サソリの巣〟の正確な位置を〈アンタレス１１４０号〉が撮さつ影えいした。〈ウラジャーイ〉はそのデータを狙ねらっていた」

「偽にせの情報を我々に与あたえた理由を説明しろ」ニナ──冷ややかに。「トレーラーが〈ウラジャーイ〉のものであると偽いつわったのは、お前たちが関かん与よしていたからだとしか思えん」

「……そうだ」ターナー──諦あきらめたように宙を見る／外交的配はい慮りよによる〝情報規き制せい〟を前ぜん提ていとした責任放ほう棄き。「我々は〈アンタレス１１４０号〉に電子的侵しん入にゆうを仕し掛かけた。宇宙戦略上、重要な実験でもあった。中国は既すでに衛星同士の破は壊かい実験を繰くり返している。実験は、衛星を電子的に支配し、内部データを奪うばうことが主眼だった。その際、ダミーとして選んだのが〈タフタ〉だ。連中は違い法ほうな科学技術を売買していたが、それほど危険な存在とはみなされていなかった。あのプリンチップ社製のトレーラーを手に入れるまでは……」

「途と中ちゆうから〈タフタ〉が独走した？」

「連中と接せつ触しよくした我々の支局員が正体を見み抜ぬかれ、ハッキングによって戦術プログラムを奪われ、〈アンタレス１１４０号〉への強ごう引いんな電子的侵入が行われた。ロシアは侵入を防ふせげず、〝サソリの巣〟について知ったロシアの大統領は、衛星落下を決定した」

「決定……？」ニナ──不快そうに。「わざと落としたのか。我々の国に」

「むろん彼らはロシア国内に落とす気だった。我々もそう進言した。テロリストによる電子的侵入をかわすにはそれしかなかった。だがそれこそ〈タフタ〉の……背後にいる〈ウラジャーイ〉とプリンチップ社の狙いだった。落下を開始する直前、衛星の軌き道どうを操そう作さし、この国に落とした。衛星落下は、実験の対象外だった。関与が露ろ見けんすれば世界中から非ひ難なんされる」

　当たり前だ──という空気が車内に満ちる／ニナが言う。「〈タフタ〉に咎とがを負おわせ、お前たちがしたことをロシア側には伝えなかったのか？」

「最終的に、互たがいの情報をある程度まで伝え、合意を得えた。〈タフタ〉と〈ウラジャーイ〉殲せん滅めつのために。だがそこで〈キャラバン〉に阻そ止しされた。あの集団は、我々がダミーグループとしてテロリズムを偽ぎ装そうさせていた集団だった。それがプリンチップ社側に寝ね返がえったのだ。いや……いつの間にかプリンチップ社が出資する傭よう兵へい集団と化していた」

「原げん子し炉ろで核弾だん頭とうを作り出す技術も、お前たちのものか？」

「それは違ちがう。おそらくは。私も全すべての戦術プランを知るわけではない。シンクタンクはありとあらゆる戦術を日々考案されてはストックする。調べれば……あるかもしれない」

《パンドラの箱のような国家だな》御影の揶揄。

　受け流すターナー。「いずれにせよ原子炉による核兵器製造など誰だれにとっても予想外だった。我々は早急にロシア側と話し合い、我々が偵察データを〈ウラジャーイ〉から買いつけるとともに、互いの連れん携けいで連中と〈タフタ〉を一いち網もう打だ尽じんにすることで合意した」

　ニナ──怪け訝げん。「なぜロシアはお前たちにデータを譲ゆずった？」

「彼らはデータの回収より、もっと現実的な方法を選せん択たくした。紛争を起こすのだ。核が埋まい蔵ぞうされているであろう地域で、偽ぎ装そうされたテロを仕掛け、それをきっかけに進軍する。我々はそれを黙もく認にんすることで、ロシアへの影えい響きよう力りよくを強める。日本が国家として成り立たなくなったことで、中国の無む軌き道どうな軍備増強と開発を牽けん制せいする防ぼう波は堤ていを早急に築きずかねばならなかった。今回の件でロシアがその役を担になう流れが作られた。核と宇宙戦略、そして国際外交上の秩ちつ序じよにおいて、この作戦は必要だったのだ。世界の秩序と正義のため──」

　ダン！　凄すさまじい音が遮さえぎった。手の平で待機室の壁かべを叩たたいた鳳──凹へこむ壁へき面めん。

「あなた方の一方的な都合を押しつけることが秩序ですか？　あたくしたちの都市を戦場にした遠えん因いんを作っておきながら、それが正義だと言うのですか？」

　ターナー──左手を上げる／袖そでに四つの文字──永遠の合い言葉＝〝ＭＡ─ＤＥ〟。

「君なら、どのような行こう為いを正義と呼ぶ？　強きよう烈れつな火器と能力を持つ君だ。さぞ──」

「あたくしに許された正義は僅わずかなものに過ぎません。この都市での限られた行為に対する、限られた対たい処しよです。その多くが、間に合わなかった正義のための働きです」

　御影──呆あきれた調子で追つい随ずい。《我々の存在は市民の生活と財産を守るための一手段に過ぎんが、お前たちにとって、世界はお前たちの財産か？》

「世界経済の中心はアメリカだ」ターナー──当然のごとく。「世界の矛む盾じゆんに対たい抗こうする唯一のすべが、絶対的な正義とは考えないのかね？　たとえ必要悪を伴ともなうものでも──」

「絶対的な正義といったもので矛盾を認めないのではなく、多くの矛盾を身をもって乗り越こえる努力をすることこそ正義ではないのですか？」

「私は身をもってそうしてきたつもりだ。だが先ほど地下道で、悪の権ごん化げのような男から、世界に陰いん謀ぼうが必要だと言われて、ろくに反論出来なかった。全く、その通りだからだ」

　真ま面じ目めな調子のターナー──ニナも鳳も眉まゆをひそめた。

「私は今、大変なショックを受けている。君たちには理解できまい。あのような男の方が、君たちより話が通じると思うと、気が滅め入いる」

　肩かたを落とすターナー──鳳はふと、最後の最後で、相手の素す顔がおを見た気がした。

　一方通行を示す、とてつもなく巨きよ大だいな標ひよう識しきの一部になろうとしているが、しかしただそれだけの、単純な事実をこよなく愛する、悲しいほど真面目で素そ朴ぼくな人間だった。
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　ミリオポリス第二区レオポルトシユタツト──ドナウ運河とドナウ川に挟はさまれた中なか州す。

　ドナウ運河沿い／巨大なゴミ焼却場／遠くに見えるプラーター大観覧車──貨物列車の石油タンクが爆ばく発はつ炎えん上じようした橋から二キロほど離はなれた地点。

　車を捨てて逃とう走そう──ゴミゴミした雑ざつ居きよビルの狭はざ間まを走り抜け、ひと気のない堤てい防ぼうの陰かげによろよろとうずくまるハインツ。「ちくしょう、ちくしょう。あんなつまらないことで。ちくしょう。僕を殺すなんて。消そうとするなんて。ちくしょう」

「……やっぱ動かねえや」ハインツの携けい帯たい電話をいじるモリ──画面に亀き裂れつ。突とつ然ぜんの襲しゆう撃げきをかわすためにハインツを引っ張り倒たおし、ビルの陰に飛び込んだ結果、見事に損そん壊かい──それを持ち主に返す。「やれやれ。どうして連中に場所がばれたんだか」

「……携帯電話の使用で、位置を割り出されたんだよ」ハインツ──うつむいたまま。

「いつまでもいじけてるわけにもいかねえよ、坊ぼつちゃん」

「父さんが僕を殺そうとした」顔を上げる──自分が操あやつろうとした相手に報ほう復ふくされた動どう揺ようが泣き顔となって表れる。「あんなやつ殺してよ、モリサン。あんたが助けたのが悪いんだ。お陰で僕が生まれた。僕みたいな、愚おろかで利用されるだけの存在が生まれたんだ」

　深々と息をつく──身をかがめる。「内ない緒しよにしといてもらえるなら教えますよ」

　洟はなをすする。「……何を？」

「坊ちゃんの親父おやじさんはＥＵ議員になろうとしてなさったでしょう。あの人は実は昔から、あの性格でね。別に歩けなくなったからってわけじゃないんだ」

　ハインツ──それがどうしたのかという顔。

「あの人が議員になったら、俺おれたち移民には不ふ都つ合ごうなことばっかり多くてね。殺やっちまうしかないって思った連中が大おお勢ぜいいたんだ。そのうちの一人が、俺なのさ」

　ぽかんとなるハインツ──まじまじと相手を見つめる。「本当は父を殺そうとしたの？」

「だが、どうにも殺せなくってね。そのとき一緒に動いた連中を全員、裏切っちまった。みんな、その場で死んだ。俺だけ生き恥さらしたままだ。ま……陰で俺も他の日本人も、あの人には良くしてもらったがね」

「殺せなかった？　昔、自分の国の大臣を殺したっていう噂うわさは噓うそだったの？」

「そいつは本当だ、坊ちゃん」

　モリが真顔になる──ハインツが一いつ瞬しゆん、ぞくっと身を強こわばらせる。

「そのときとは状じよう況きようが違ったんだ。確かに俺たちは、生き残るために国を殺すほど絶ぜつ望ぼうしてた。〈ウラジャーイ〉から船を買って、七千人を逃にがしたら、港で凍こおり死にさせちまったくらいだ。でも、本当の絶望は、日本が港の封ふう鎖さをロシアと合ごう意いしたのは、アメリカさんの考えに従ったからだって知ったことさ。自分たちの考えじゃなかった。人の国の都合で、自分たちの国民を殺した。だから殺った」

　ハインツが啞あ然ぜんとなるほどの酷こく薄はくな顔──それがふとまた柔やわらかに微び笑しようした。

「エルメンライヒさんはね、少なくとも自分の考えでやってる。この国を良くしなきゃってね。びっくりするくらい差別的だが、この国は実際、いっぱいいっぱいだってことは分かる。これ以上、移民を受け入れられない。自分たちの国だって実感がなくなっちまうからだ。それはそれで危険だぜ。ヒトラーみてえのが生まれちまうからな。でも実感が持てて、余力が生まれりゃ、巡めぐり巡って、また移民を受け入れ始める。国ってなそういうもんだ」

　ハインツはじっと無言──モリが優やさしく言った。

「親父さん、止めてやんなくちゃな」

　ゆっくりと立ち上がる──涙なみだを零こぼしてモリを見る。「あなたが僕の父親なら良かった」

　モリが笑った。ふいにバタバタ音を立てて頭上を軍のヘリが旋せん回かい──通りを軍用トラックが走ってゆく。そして湿しつ気けと排はい気きガスで薄うす汚よごれたビルの一角から、兵士たちが現れた。

　二十名ほどの部隊＝完全武装──モリが肩かたをすくめる。「軍隊のお出ましだ」

　先頭の兵士の詰きつ問もん。「ここで何をしている」

「ちょいと難なん儀ぎしてたところで──」

　兵士たちに歩み寄ろうとするモリの腕うでを、ハインツがつかんだ。

　恐きよう怖ふの顔で兵士を見つめるハインツ──軍服の襟えりに、白い盾たてを象かたどった小さな紋もん章しよう。

「〈白き盾ヴアイスシルト〉……」

　先頭の軍人がちらりとハインツを見た。「間ま違ちがいない。ハインツ・エルメンライヒだ」

　モリがさっとハインツの体をつかんで持ち上げた。ハインツは軽々と堤防の向こう側の斜しや面めんに投げ出され、転ころがっていって第一遮しや水すい壁へきの土台に倒れ込んだ。

　ハインツの言葉にならぬ叫さけびをかき消すように、一連の銃じゆう声せいが激はげしく響ひびき渡わたった。




　ミリオポリス第三十一区ライヒリーズイング──ウィーンの森の南西部＝破は壊かいされたワイン工場。

　倉庫に向かって放たれる容よう赦しやのない十字砲ほう火か──自動小銃の一いつ斉せい射しや撃げき／激しい跳ちよう弾だん。

　ほうぼうで叫び。「いったいどこのグループだ⁉」「来るぞ！」「止められん！」

　トレーラーの中で這はいつくばる冬真トウマ／バロウ神父／解かい析せき官かん／捜そう査さ官かんたち。

　何発かの弾だん丸がんがトレーラーの壁かべを貫かん通つう──テーブルの上の模も型けいを打ち砕くだく。

　バロウ神父が庇かばうように冬真の背に腕を回す／冬真──悲鳴＝言葉にならない叫び。

　突然、倉庫入り口で凄すさまじいまでの爆発が起こり、吹ふっ飛んだ機械の猟犬がトレーラーの窓を突つき破って飛び込んできた。

　完全に機能停止──バロウ神父の瞠どう目もく。「……アメリカ製の〝歩行者ウオーカー〟？」

　さらに爆ばく炎えん──吹っ飛ぶ兵士／機械の猟犬。

　ばらまかれる炎の狭はざ間まをジグザク飛行──黄の輝かがやき。

　聞き覚えのある声が響き渡り、はっと冬真が目を見開く／悲鳴がやむ。

「いじめないで！　いじめないで！　いじめないで！」

　爆ばく弾だん魔まの叫び──この上なく物ぶつ騒そうな天てん使し祝しゆく詞し。




　ミリオポリス第二十八区ラインブレヒト──観光客向けのペンション。

　Ｄ52グループと初めてぶつかった場所へ驀ばく進しんする戦術班はんの軍用機体──先頭の御影＝鷹おう揚よう。《振ふり出しに戻もどるとはな。爆破現場の目と鼻の先とは、実に良い度ど胸きようだ》

　後こう続ぞくする通信車両──ニナの指示。「〝ハエフリーゲ〟によりロマノフ・シコルスキーを確かく認にん。二階にいる。隣りん接せつする倉庫で稼か働どう音おん。ジャミング装置を警けい戒かい──発見次し第だい、破は壊かいしろ」

　通信車両の後部扉とびらから身を乗り出す鳳──宙に手を差し伸のべる。「転送を開かい封ふう」

　一瞬で機き甲こう化か──紫むらさきの輝かがやきが、機銃を握にぎりしめて飛ひ翔しよう。

　ニナの無線通信。《ターナー次官補の協力により、連中の米兵としての資格は失しつ効こうした。もはやどこの国の軍隊でもない、違い法ほうに武装した犯罪者の集団だ。要よう撃げきを遂すい行こうしろ》

　機体の接近を察さつ知ちした兵士たちが屋おく内ないから飛び出す──散さん開かい＝ロケット弾を放つ。

　御影の機体がかわす──後続の機体が左右に散る。

　路上で爆炎──ペンションを包ほう囲いしにかかる戦術班／ジャミング装置による通信阻そ害がいとともに、〝歩行者ウオーカー〟の名に反する迅じん速そくな疾しつ走そうを見せる機械の猟犬が放たれる。

　通信車両が機械の猟犬の操そう作さを解析／通信コードの再設定＝ジャミングを無効化。

　上空から垂直下降する鳳──果か敢かんな掃そう射しや＝走り跳とぶ〝歩行者ウオーカー〟を破壊。

　兵士たちが重火器で応戦──軍用機体が鎮ちん圧あつ用の催さい涙るいガスをばらまく／森の中へ木々をなぎ倒して移動＝銃火を放って伏ふく兵へいを掃討。

　持ちこたえる兵士たち──窓からロケット弾を放ち、軍用機体の一台が車輪を吹き飛ばされる──脚あしを立たせたところでワイヤー弾に絡からめ取られる。

《さすが世界一の軍隊、しぶとい》鷹揚な御影──日向の唸うなり。《背後を突く》

　森の中を移動する日向の機体──ジャミング装置を搭とう載さいしたトラックへ接近＝アームを展開／超ちよう振しん動どう型がた雷らい撃げき器きで粉ふん砕さい／トラックが吹っ飛んで横おう転てん／兵士たちが地に倒れる。

　鳳──下降／上じよう昇しようを繰くり返して〝歩行者ウオーカー〟を翻ほん弄ろう＝次々に撃破。

　ふいに隣接する倉庫の扉が吹き飛ぶ──大型の機体が飛び出してくる。

　ニナ＝解析結果を即そく座ざに通信。《ロシア製の軍用機体〝カニクラーブ〟──あくまで〈ウラジャーイ〉の仕し業わざだと偽装する気だ。総員、ただちに要撃しろ！》

　蟹かにというより扁へん平ぺいな蜘く蛛もといった感じの敵性機体が六本のアームを展開＝見み境さかいなく機銃を掃射／ひらりと弾幕を避よける鳳／散開する第一班／背後へ回る第二班。

　四台の軍用機体が、敵性機体に同時に迫せまる──御影ら二台が掃射を避けつつ両側から応射／日向ら二台が背後から接近＝ワイヤー弾を放射して後ろの脚きやく部ぶを引っ張る。

　前のめりになる敵性機体──御影ら二台がワイヤー弾を放射＝敵のアームを拘こう束そく／左右から引っ張る／ワイヤーを脚部で踏ふんで機銃の銃口を地面に向けて封じる。

　見事なまでの拘こう束そく──残った二本の敵のアームがワイヤーを撃うって切ろうとする。

《お嬢様フロイライン！》御影の要よう請せい──鳳＝上空で機銃を構える／狙う。《大人しくなさい‼》

　迅速にして確実な掃射──自由な敵性機体のアームを両方とも粉砕。

　四台の軍用機体がワイヤーを巻き上げながら左右と後方から接近──前部アームの超振動型雷撃器で、敵性機体の脚部を粉砕／残りのアームを粉砕／装甲を粉砕／めった打ち。

　ずしん──地じ響ひびきを立てて敵性機体がその場にくずおれる＝動作不能。

　軍用機体が左右からペンションの壁を破壊して侵入──催涙弾を凄すさまじい勢いで発射。

　両手を挙あげた男たちが出て来る──〝ワニクラカヂール〟がよろめきながら現れてひざまずく。

　兵士たちが次々に銃を捨て、悄しよう然ぜんと膝ひざをついて頭の後ろで両手を組む。

　御影の軍用機体が近づいてきてアームで〝ワニクラカヂール〟をつかむ。《ようやく確保だ》

　もがくロシア人──激しく軍用機体に唾つばを吐はく。「地じ獄ごくの業ごう火かで焼かれるがいい！」

　通信車両──ふらふら出てくるターナー。「彼らのあのような姿を見ることになるとは」

　破壊されたペンションの壁のそば──最後まで抵てい抗こうして射しや殺さつされたグループ長。

　ふわりと鳳が地表付近で滞たい空くう──探たん査さ＝脅きよう威いの消しよう滅めつを確認。

　ターナーが鳳を見上げる。「君の正義と不ふ屈くつさは、その武装のお陰かげかね」

「銃に心を委ゆだねたことは一度もありません」

　屹きつ然ぜんとはねのける──うっかり熱い火に触ふれたようにターナーが身をすくめる。

「あたくしの正義は要撃です。銃の前にあるもの、銃そのものに、心を委ねることは許されません。それは、あたくしの背後にあって守られるべきものにのみ許されることです」

　燃えるような眼まな差ざしで見下ろす──ターナーが呆あつ気けに取られたようになる。

　ニナの無線通信。《憲けん兵ぺいおよび解析班が〈６６６〉を搬はん送そう中と思われる第七のグループの通信を傍ぼう受じゆ！　〈紫火アメテユスト〉は、ただちに〈黄火トパス〉を支し援えんし、捜そう査さ中の〈青火ザーフイア〉と合流。当グループの位置をつかみ次第ただちに要撃！》

《了ヤ解ー……》鳳の反転──現場に背を向けて飛翔しながら、ターナーに言い放ったことが、むしろ自分の心の中でいつまでも反はん響きようしていた。

　いかなる理り屈くつをつけようと、銃を執とることでしか成なしえないものの多さ──その悲痛に挫くじけぬのは、ただ、痛みをともに抱いだいてくれる者たちがいるからだと。
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　ミリオポリス第二区レオポルトシユタツト──ドナウ運河付近。

　滑かつ空くうする乙ツバメ──ふいに銃じゆう声せいを探査。

　一いつ瞬しゆんで解かい析せき──方角／武装／武力を行こう使しする者の規き模ぼ。

　転てん進しん──地上を走る戦術班にはとても追つい随ずい不能な、凄まじいまでの速度。

　堤防──運河側の一角でうずくまって震ふるえている青年。

　陸地側──爆はぜる銃火の輝かがやき。

　そして、とんでもない光景が、乙の脳のう裏りに飛び込んできた。

　完全武装の集団を相手に、たった一人の男が、素手で戦っていた。

「モリサンっ‼」

　咄とつ嗟さに名で呼んでいた。突とつ撃げき滑かつ空くう──なぜか自分たちの国の軍服姿で銃を構かまえる男を蹴け飛とばした。刃やいばで真っ二つにはせず──そうするほどでもない相手＝宙を舞まって転てん倒とう／悶もん絶ぜつ。

　到とう着ちやくしたときに残っていた脅きよう威いは、それだけだった。

　地面を削けずるような着地ランデイング──振り返って愕がく然ぜんとなった。

　血まみれの鬼き神しんがそこに静かに立っていた。佇たたずんでいると言って良かった。

「よう」モリ──口の端はしから血の色をした泡あわが噴ふき出す＝肺を撃うち抜ぬかれた証しよう拠こ。

　鉄てつ紺こん色のキモノが真っ赤だった。胸も腹も腕うでも脚あしも血に染そまっている。

　そしてその周囲の地面が見えないほど、大勢が倒れていた。五、六人という数ではない。十人はいた。十五人はいるかもしれない。だが探査情報では乙が蹴飛ばした者を除いて、十九人だった。信じられなかった。ナイフや拳けん銃じゆうだけではなく、自動小銃を抱かかえた者たちすらいた。兵士たちの側に強力な支し援えん火器がなかったとか、ろくに臨りん戦せん態たい勢せいに入っておらず集団であることで油ゆ断だんしていたとか、そういった理屈すら意味がなかった。

　そこに死者は一人もいなかった。手足をねじられ、へし折られ、骨や筋肉に損そん傷しようを受けた者はいた。だが倒れた全員が生きていた。生命を保たもったまま戦う力だけ失っていた。

　ミョーオーサマのワザモノだ。

　この男こそ最高の刃物だ。

　心の底からそう思った。

　歩み寄る──呻うめいている男たちをまたぎ越こえる。なぜか後から後から涙なみだが零こぼれた。悲しいだけではなかった。機き甲こう化かしたはずの体が震ふるえるほど感動していた。

　今にも死にそうな男のすぐ目の前に立つと、自分がその身に備そなえた鋭するどい鋼こう鉄てつの手足が、何の価値もないものに思えた。いや──それを駆く使しする自分自身以上に、武器が価値を持つことなど本来あってはならないことなのだ。

　生身の手足で、これほどのことを成した男の前で、ただ呆ぼう然ぜんとそれを思い知らされた。

「モリサン……」

「ハインツ坊ぼつちゃ……近くに……」ごぼごぼ血の泡が垂たれた──それでもしっかりと己おのれの両脚で立っていた。「どうか……許してやっ……くれ……」

　大きくうなずいた。拍ひよう子しにしゃくり上げていた。

「泣かんで……くれ……頼たのむ……」

「違ちがうよっ」慌あわてて鋼鉄の手の甲で顔を拭ぬぐった。「悲しいんじゃない。オレ、モリサンが死んだって悲しくない。人が死んで悲しいなんて、思ってらんない」

　大きなわめき声──この世を去る者にしっかりと届くように。

「でも、きっと、モリサンのこと忘れない。オレがなってやるよ。ミョーオーサマのワザモノに。必ず、だから──」







[image: ]







　にこりとモリが笑った。ひどく満足そうな笑え顔がおだった。

〝こんな綺き麗れいなお嬢じようちゃんに言われるとやっぱり嬉うれしいもんだ〟

　桜の木の下で言ったときのように、一瞬、そう口にしたのかと思った。

　だが実際は、そのまま、どっと地面に仰あお向むけに倒れて動かなくなっていた。

　呆ほうけたような笑み──空を見ていた。透すき通るような眼まな差ざしだった。

「だから……モリサンが天国に行っても、オレのこと、忘れないでよ……」

　そう、死者に向かって言った。乙の背で羽ばたきが起こり、さっと飛ひ翔しようした。

　悲しみが後から追ってくる。それを振ふり払はらうようにして飛んだ。

　何百メートルか先──堤防の河岸側にいた青年が走って逃にげているところを急きゆう襲しゆう──襟えり元もとをつかむ／着地と同時に、四つの関節を持つ長大な腕で相手を持ち上げた。

　何も言わずじっと見つめる──青年の体が強こわばる。「……殺すのか？」

「馬ば鹿かじゃね？　お前みたいなの真っ二つにしたって自じ慢まんになんない」

　ゆっくりと下ろす──相手が逃げ出さないよう肩かたをつかんだまま。

「だったら……連れて行ってくれ。……空中機動型の特トツ甲コー児童なら担かついで飛べるだろ」

「なんでオレがそんなことすんのさ」

「モリサンに言われたんだ」ハインツ──決意というより虚きよ脱だつしたような笑み。「父を……核かくの炸さく裂れつを止める。〈白き盾ヴアイスシルト〉が動き出した。〈６６６〉は確実に移送される」

　相手を貫つらぬくように見る──ぽつっと問う。「どこへ？」

「第二十一区フロリズドルフ、最高階層のビル──〈ヴィエナ・タワー〉」




　ミリオポリス第三十一区ライヒリーズイング──ウィーンの森の南西部＝破は壊かいされたワイン工場。

　立て続けに起こる爆ばく破は──ジグザク飛行する雛ヒビナが、豆まきなみに爆雷マイン投とう下か／火か炎えん放射。

　急襲に泡を食うＤ52グループ──〝歩行者ウオーカー〟を失いながら倉庫外へ撤てつ退たい。

　かと思うと、倉庫入り口に、ぬっと敵の機体が威い容ようを現していた。

「〝カニクラーブ〟？　今度はロシア製の軍用機体？」バロウ神父──事態の異常さに困こん惑わく。

　機体がアームを展開──さっと窓から外へ逃げる雛。「うぇ……」

　一いつ斉せいに掃そう射しや＝倉庫の壁かべをズタズタにしながら移動／壁を突つき破って追撃。

　ジグザグ飛行でかわす雛──敵性機体をおびき寄せる／倉庫から引き離はなす。

　生き残った一体の〝歩行者ウオーカー〟が回り込んで重火器を構える──体から突き出た対戦車侵しん徹てつライフル＝にわかに火を噴ふく／機械仕じ掛かけの正確な照しよう準じゆん。

　数十メートルという近きん距きよ離りで立て続けに放たれる侵徹弾が、雛の軌き道どうを阻そ害がい／かろうじてかわす／敵性機体が完全な十字砲ほう火かの態勢でアームの機銃を一斉掃射。

　雛＝両側から熾し烈れつな弾だん幕まくに挟はさみ込まれる──Ｗ字を描いて飛ぶという超ちよう曲芸飛行で、冗じよう談だんのようにかわすものの、さらに地上の兵士たちが容よう赦しやなく重火器を構える。

　最新型スティンガーミサイル×二──高性能の精密機器による照準。

　その引き金が引かれる寸前──戦術班はんの軍用機体×四台が遅おくれて到とう来らい＝機銃を掃射。

　横よこ殴なぐりに襲おそいかかる銃火に、兵士たちが一斉に身を伏ふせる──慌あわててスティンガーミサイルの照準を軍用機体に振り向けようとしたところへ、ぽい、と何かが放ほうり込まれる。

　雛──侵徹弾に脚を撃ち抜かれ、肩口を引き裂さかれながらの正確な爆雷投下。

　炸裂──携けい帯たい型ミサイルごと兵士たち数人が粉々に砕くだけ散った。

　雛の転進──損傷した脚部を再転送で修復する余よ裕ゆうすらなく、さらに弾幕をかわす／かわす／かわす──〝歩行者ウオーカー〟の狙ねらいがどんどん正確になる。

　地上──戦術班＝兵士たちの銃火を機体の装そう甲こうに受けつつ、四台ともまっしぐらに施し設せつ脇わきに停とめられたトラックへ迫せまる。迎げい撃げきする兵士たち／走り出すトラック──四台の軍用機体が散開して追い込み、苛か烈れつな掃射で兵士たちを蹴散らし、トラックへ突とつ進しん──体当たり。

　轟ごう音おんを立てて横転するトラック──軍用機体の掃射で蜂はちの巣に／ジャミング装置の停止／遠えん隔かく装置の停止──跳はね回っていた〝歩行者ウオーカー〟が、かくんと首を垂れて停止。

　侵徹弾の飛来がやんだと同時に、雛の急激な下降──地表すれすれを複ふく雑ざつ怪かい奇きな回かい避ひ軌道を見せ、敵性機体の掃射をかいくぐって接近。

　目に見えない巨きよ大だいな電動ノコギリの刃はのような一連の掃射で、爆雷を装備した左腕が二の腕で切せつ断だんされる──残った右手で、ひょいと宙を舞う腕をつかむ。

　地面に顔を突っ伏ぷしそうなほどの超・超低空飛行──敵性機体の脚部の間をすり抜け、その腹の下に潜もぐり込んでぺたっと張り付き、整備用ハッチを膝ひざで蹴り壊こわして開放。

　切断された左腕から爆雷を引っ張り出し、ハッチの内側へ、ぽいぽいっと放り込んだ。

　退たい避ひ──アームの群を魔ま法ほうのようにすり抜け、ささっと敵性機体の背へ這はい込む。

　格かつ好こうの標的にアームが群むらがろうとした刹せつ那な──点火＝ドン！　と爆音が湧き、機体の装甲が内側から膨ふくらみ、その隙すき間まから火花と煙けむりがもくもくと噴ふき出した。

　ずしん──敵性機体が地に沈しずむ／完全停止。

　地上──支し援えんを失った兵士たち／全ぜん滅めつする前に誰からともなく銃じゆうを捨て始める。

　要撃終了──雛が倉庫に戻もどってきて、ふわりとトレーラーのそばに舞い降りる。

　車両から出てくる解かい析せき官かん／捜そう査さ官かん／バロウ神父／冬真──全員が、脚あしを撃たれ、左腕うでを失い、満まん身しん創そう痍いの姿で、ぼうっと焦しよう点てんの定まらない眼差しの少女に、声をかけあぐねる。

　かと思うと、雛の目が、急に冬真の顔で焦点を結ぶ──期待するように見つめる。

「あ、ありがとう、雛さん……いや、雛くん」冬真──恐おそる恐る礼を言う。

「えへ」ぱたぱた背で羽が動く──どうやら嬉うれしかったらしい。

「ありがとう、雛。……転送に支し障しようが？」バロウ神父が歩み寄る。

　雛──ふと自分がまだ再転送で手足を修しゆう復ふくしていないことに気づく。いつもなら自動的にマスターサーバーがリンクを開くのだが、何の応答もない。

「転送を開かい封ふう──」

　壊れた腕を宙に差し伸のべる──エメラルドの輝かがやきが包つつむや、パン！　と風船が爆はぜるような音とともに、粒りゆう子しが飛ひ散さん／輝きが霧む消しよう／壊れた腕から火花が散った。

　バロウ神父が瞠どう目もくする──雛が目を丸くする／冬真が言葉を失う。

　雛が言った。

「転送出来ないよ……？」




　　　　Ⅳ




　ミリオポリス第三十五区ジークムント──ＭＳＳ本部ビル地下四階＝接続官コーラスのフロア。

「ちょっと、まずいですよ、これ。シャレになんないです」

　シャーリーン──キーボードを抱かかえ、いつものぼんやり無表情な顔が、切せつ迫ぱくの念を浮うかべてモニターのヘルガに向かって身を乗り出している。

　ヘルガ──果か断だんな表情。《あと三十分、何としても保たせてちょうだい》

　花びらのように配置された端たん末まつ群ぐんの中心＝巨きよ大だいな円えん筒とう形けいのガラスの内部──水ミ無ナ月ヅキ。

　祈いのりを捧ささげるように膝をついた姿／上半身は裸はだか／だらりと脇わきに垂らした両手──その背で細かく振しん動どうする、緑に輝くキリギリスの羽。

　その羽の表面でぱちぱち火花が爆ぜる──円筒形の内部に充じゆう満まんするノイズ／羽がぴしっと亀き裂れつを走らせる／水無月が膝をついた状態で痙けい攣れんする／耳と鼻から血が流れ落ちる。

「やばいでしょ、ほらロット回して！　接続官コーラスに侵しん入にゆうされてるんだよ！　いちいち書き直してたって間に合わないでしょ！　じゃんじゃん予備ロットに浸しん漬しコード流して！」

　シャーリーンの叱しつ咤た──解析官たちが端末群に、しがみつくようにして懸けん命めいに作業。

　円筒形──水無月の閉とじたまぶたの隙すき間まからすうっと血が流れ落ちる。

　シャーリーン──真顔でヘルガに向き直る。「こんな破は壊かい的な干かん渉しようをうちの〈[image: バク]バク〉に対して行えるなんて兵器管理局の……軍のマスターサーバー〈[image: カムキ]カムキ〉だけです。本当にどうにかなるんですか？　このまま稼か働どうを維い持じしたら接続官コーラスが死ぬかもしれませんよ？」

　どう責任取ってくれるんだというような口調──ヘルガの表情に変化なし。

《今ここで〈[image: バク]バク〉の火を消すわけにはいかないわ。必ず間に合わせます。出来る限り現状を維持し、要よう撃げきの遂すい行こうを支し援えんしてちょうだい》

「この状態で、特トツ甲コー児童たちに戦わせるんですか？」シャーリーン──鬼おにかあなたは、と小さく呟つぶやく。「本当に勝算があるんですよね？　本当に？」

《ええ》ヘルガ──じっと見つめ返して。《頼たのんだわ、シャーリーン》

　通信アウト──くしゃくしゃ髪かみをかき回すシャーリーン。「ああもう、どうなってんの。うちの長官、軍と戦争する気？　ほら、浸漬ロットを初期化だよ。急いで、急いで。そんなんじゃ、どんどん敵に持ってかれるよ。いざとなったら接続を切って強制終了──」

《駄だ目めだよ、ボス》

　いきなり声──シャーリーンが円筒形の中の少年を振ふり返る。

　眠ねむったままのように目を閉じている水無月──その電子音声がスピーカーから響ひびく。

《ここでシステムダウンはよしてくれ。それだけはやめてよ、ボス》

「馬ば鹿か、なに言ってんの。そこまで長官に義理立てして、あんたが死ぬ──」

《あの子が飛べなくなるだろ》

　シャーリーンがぴたりと口をつぐむ──いつもの表情に戻る。

《頼むよボス》

　ぼんやり無表情の顔のまま、やれやれと溜ため息をつく──その手が凄すさまじい速度でキーを乱打する。「はいはい。今すぐ全部のサブロットを転送用解析補助に回すからね。もう少しだけ。ぎりぎりまで。あんたのあの子のために頑がん張ばんな」




　ミリオポリス第三十一区ライヒリーズイング──破は壊かいされたワイン工場。

「ボクたち転送出来ないってニナが言ってるの。ヘルガ長官が直してくれるまで、このまま戦うしかないって言ってるの」雛──茫ぼう々ぼうとした口調／琥珀色の目アンバー・ライトに怯おびえの光。

「このままって……」冬真──言葉を継つげず、バロウ神父を見上げる。

「マスターサーバー同士の干渉……なぜ……」バロウ神父──ジャミング装置から解放された端末で、最新の解析閲覧。「まだ、通常の通信と解析は無事だ……。転送塔とうに浸漬コードが集中されているが、いずれ〈[image: バク]バク〉が反撃を開始する。そうすれば、マスターサーバー同士の相そう互ご破壊が行われる……。そうなる前に、原因を究きゆう明めいし、何らかの方策を取らねば……」

　周囲──一か所に集められた元アメリカ兵たち／臨りん戦せん態たい勢せいを解かない戦術班はんの軍用機体／忙せわしげに連れん絡らくを取る捜査官ら／マスターサーバーの異変で対たい処しよに追われる解析官ら。

　彼方かなたから響ひびく声＝拡かく声せい器き。《武装解除を命じる。繰くり返す、武装解除を──》

　みなの動きが止まる──きょとんと声の方を向く雛。

　先ほど敵性機体が破壊した壁かべの向こう──次々にやって来る軍用ジープ／兵士を乗せたトラック／後続する大型機体＝〝ケンタウロスツエンタオアー〟──おのおの×一台。

「軍だ……」バロウ神父──重々しい声。

　ジープが到とう来らい──大型機体がずしんと地じ響ひびきを上げて敷しき地ちの入り口にそびえ立つ。

　兵士たちが銃を掲かかげて降車──指揮官らしい男が倉庫に入って来て怒ど鳴なった。「武装解除に応じない者は、敵対者とみなし、即そく射殺する」

「待ちたまえ。非常事態だ」バロウ神父が前へ出る。「マスターサーバーが──」

　目を向けようともしない指揮官＝さっと手を振る──兵士たちがライフルを構え、一いつ斉せい射しや撃げきを放つ。

　殺さつ戮りく──一か所に集められていたアメリカ兵たちが一人残らず血の海に沈しずんだ。

「やめろ！　無む抵てい抗こうな者をなぜ──！」バロウ神父の叫さけび──硬こう直ちよくして動けない冬真。

　全く相手にしない指揮官──兵士たちへ。「決起を邪じや魔まする者には容よう赦しやするな！　ここにいる生き残りを拘こう束そく、ドイツ系民族は出来る限り殺さずにな」

　兵士たちが近寄る──啞あ然ぜんとなって後ずさるバロウ神父たち。

「ぶんぶん、ぶんぶん」

　ぴたりと兵士が足を止める──左腕うでのない雛が、ゆっくりと、怖こわくて涙なみだ目めになりながら、冬真たちの前で立ちはだかる。

　指揮官が振り返る。「公安の特トツ甲コー児童ごときが──武力の差を見せつけてやれ」

　兵士たちが一斉にライフルを向ける──大型兵器が照準を雛に向ける。

　戦術班の機体が機銃を構える──雛が見開いた目に涙を膨ふくらませて右手を掲げる。

　最初の銃じゆう火かが、誰からともなく放たれようとした一いつ触しよく即そく発はつの刹せつ那な──怒ど号ごうが勃ぼつ発ぱつ。

「おやめなさい‼」

　倉庫の屋根越ごし──まるで天から舞まい降りた天使ミカエルのお叱しかりの声。

　一ダダ連ダダのダダ掃ダダ射ダダがダダ凄ダダまダダじダダいダダ勢ダダいダダでダダ屋ダダ根ダダをダダ貫ダダきダ！、兵士たちの眼前の床ゆかに一列の弾だん痕こんを穿うがつ。

　さすがにのけぞる兵士たち──倉庫の外で、ズダーン！　と轟ごう音おんが発生。

　素す早ばやく振り返った指揮官が、倉庫の穴の向こうの光景に愕がく然ぜんとなる。

　引き倒たおされた大型機体──新たに到とう着ちやくした戦術班の機体が四方からワイヤー弾で拘こう束そく。

　御影＋日向が率いる軍用機体×七台＋損傷が激しい一台──空っぽの軍用トラックを蹴け飛とばして倉庫内に入ってくる機体＝御影の声。《実戦を知らんにわか士官だ。素す晴ばらしい武装を、完全に一か所に向けて配置するとは。ありとあらゆる場所が、がら空きだ》

　指揮官が怒いかりで真っ青になる──ぶるぶる震ふるえながら腰こしの拳けん銃じゆうを抜ぬく。

　背後から迫せまった戦術班の機体がアームを伸のばし、指揮官の両腕ごと上体を拘束した。

　日向の声。《同国人を殺すために兵士になったのか？》

　反論せず、代わりに足をじたばたさせる指揮官──兵士たちが戦術班の機体に押おされるようにして、先ほどのアメリカ兵と全く同じように銃を奪うばわれ、一か所に集められる。

　壁に開いた穴から、ふわりと舞い飛んで来る鳳──雛の傍かたわらに降り立つ。

「鳳ぁ……」まだ右手を掲げたままの雛──弱々しげに洟はなをすする。

　その小さな体をぎゅっと抱だきしめる──しっかりと誉ほめてやる。「偉えらいですわ、雛さん。みなさんを最後まで守ろうとなさって……」

　雛がやっと手を下ろす──鳳がそっと体を離はなし、バロウ神父たちに向き合う。

「先ほどヘルガ長官より全隊通告がなされました。第七のグループは、軍内部に浸透した、極きよく右う組織〈白き盾ヴアイスシルト〉。現在、第二駐ちゆう屯とん部ぶ隊たい〇五分隊およびそれを支し援えんする複数の小隊が、その勢力と判明。うち〇五分隊が、核かく弾だん頭とうを第二十一区フロリズドルフへ移送中です」

　鳳──静かな決意を秘めながらの告こく知ち。

　みな言葉もなくそれを聞いた──雷らい鳴めいのような衝しよう撃げきのはずだが、なぜかパニックはなし。

　鳳が、限りない自信をもって口にしたからだと、やや遅おくれて冬真は気づいた。

　自分たちが必ずそれを止めるという鳳の意志──それが、自然とみなに伝わっていた。

「あのクーデター事件の再現だ……」バロウ神父──穏おだやかに鳳を見つめ、言った。「核弾頭は〈ヴィエナ・タワー〉に運ばれる。あのタワーこそが、射しや出しゆつ装そう置ちであり、爆ばく縮しゆく装置である、核兵器そのものだ」

「止める方法はお分かりですか？」鳳──怯まず事実を受け止める。

「弾頭が爆縮装置に設置される前に止めるしかない。弾頭の昇しよう降こう装置は、あのトレーラー内にあった模も型けいからすると、複数の区画へ移動可能だ。百四十階のフロアを、偽ぎ装そうされた空間を見抜きながら探して回れば、何日もかかってしまう」

「では──」

「もし弾頭が設置されたなら、止めるすべはない」

　鳳の顔が厳きびしく引き締しまる──全すべて理解したというように目もく礼れいする。

「頼たのむ……この都市を守って欲しい」

　バロウ神父が言った。冬真はやっとそこで愕然と事態を理解した。

　鳳が雛や仲間たちとともに戦いに行く。転送すら出来ないまま。手持ちの武器だけで。

「そんな……」つい反射的にバロウ神父の袖そでをつかんだ。師なら鳳たちを行かせずに他の方法を示してくれると思った。「だって、もし、羽を傷つけられたら、墜おち──」

「いいえ」鳳が遮さえぎる──冬真の目を自分に向けさせる／凜りん然ぜんと告げる。「狩人かりうどがサソリに勝てなかった理由は、それがとても巨きよ大だいだったから。なぜなら太陽神が頼み、大地の神が遣つかわしたサソリは、大地そのもの。勝つには大地ごと滅ほろぼさねばならなかったのです。ゆえに狩人は、大地ある限り、サソリに追われ続けることになったのですわ」

　まるで自分もそうだというように──この都市がある限り、そこから生み出されるサソリに追われ続けると。しかも狩人のように逃にげることも出来ないまま。

　冬真を襲おそう混乱──なぜ今それを告げるのか。任務が終了してから聞かせてくれるのではなかったのか。これでは、もう会えない可能性があるというようではないか──

「では、そもそも、なぜ狩人はサソリに狙ねらわれることになったのでしょう？」

「──え？」

「答えは、全てが終わってから、お話しいたしますわ。どうかお信じ下さい、冬真さん」

　ふわりと羽が翻ひるがえる──鳳が雛をつれて宙へ。

　それだけで冬真は、もう何も言えなくなってしまった。ただ鳳と雛がこちらを見ながら、壁かべの穴から外へ出て、にわかに身を転じて飛び去るのを、ただ見送るほかなかった。

　気づけば戦術班はんの半数は既すでに移動し、残り半数で兵士たちをどこかへ連行しようとしているところだった。みな振ふり返りもしない──ただ向かうべき場所へ移動して行った。




　　　　Ⅴ




　ミリオポリス第二十一区フロリズドルフ──〈ヴィエナ・タワー〉。

　飛ひ翔しようする青い火──その長大な両りよう腕うでに抱かかえた青年＝ハインツ。

　馬ば鹿かでかいとしか言いようのない巨きよ大だいな建造物に近づくや、乙が素すっ頓とん狂きような声を上げた。

「なに、こいつら？　なんで集まってんの？」

　眼下にひしめく老人たちの群──情報規制によって核弾頭のことなど何も知らない彼らが、先日に引き続き、都市への諦てい念ねんに満ちた抗こう議ぎを行うため、タワーに大集合。

「はは、みんな集まってくるな。この塔とうに……」ハインツ──上空の高速飛行のため、もの凄すごい寒さで体が冷え切り、かちかち歯を震ふるわせながら呟つぶやく。

　乙──ハインツの健康など全く気にした様子もなく速度を上げて上昇／呆あきれるばかりの高さの建物の屋上へやっと到とう達たつ／屋内へのドアを蹴け飛とばして開き、ハインツを解放。

　ぶるぶる震えながら床ゆかの上に立つハインツ──青い顔に笑えみを浮うかべる。「まるで自分が飛んでるみたいだった。運んでくれただけじゃなく、貴重な体験にも感謝すべきだな」

「ふつーに、ありがとうダンケって言えば？」乙──半眼。「で、どうすんの？」

「父に殺される前に、これを射うてば……きっと正気に返る」ハインツ──懐ふところからアンプルとピストル型の注射器具を取り出す。「〈６６６〉を移送してるのは軍だ。止められはしない。父に言って、止めさせるしかない」

「核爆弾を運ばせなきゃ良いっしょ、オレらが」乙──むっとなって。「もう鳳たちが軍のやつらを何人もやっつけたし。だいたい止めらんなかったら、お前がパパと一いつ緒しよになって核爆弾でみんなを脅おどすんじゃねー？」

「一緒にか。それは考えてなかったな」そう言いながら階段を下りてゆく。「核で吹ふき飛ぶよりは、その方が良いかもな。父を説得するために、もう一つやらなきゃいけないことがある。君は〈白き盾ヴアイスシルト〉を止めてよ。本当に止められるなら」

　かちんとくる。「簡単っしょ、そんなの」

　青年が笑みを零こぼす──仮面のようではない、ごく自然な顔。「じゃ……ありがとうダンケ」

「じゃーね」

　あっさり背を向ける乙──ドアから出て飛翔。

　三キロほど先の第二十二区ドナウシユタツト側で激しい銃撃戦──憲けん兵ぺい隊たいや警察隊が、軍の兵士たちや大型機体と戦せん闘とう中。

　圧あつ倒とう的な火力で押おしやられながらも何とか持ちこたえる憲兵＋警察──一方、大きな軍用トラックがジープやトラックに護ご送そうされ現場を離り脱だつ＝タワーから一キロという地点にまで接近している。

　原げん子し炉ろリレー──その最終走者を迎むかえるべく、タワーふもとの南側搬はん入にゆう口ぐちが開き、軍服を着た者たちが銃をふりかざして老人たちを追い払はらい、道を作ろうとしている。

　ふと胸の奥おくで、チクタク・チクタク・チクタク鳴り続ける鼓こ動どうを感じた。

　音の向こう側で、ワニがぬっと顔を現してささやく。〝やつらを真っ二つにしてやれ。羽が壊こわれるまで飛び続けろ。もう誰も壊れた体を戻もどしてくれない。羽が壊れたら真まっ逆さかさまだ。なんて楽しいんだ。なんてドキドキするんだ。まるでパパとママが死んだ、あの飛行機の墜つい落らくのときみたいじゃないか？　あのときみたいな火が見たくないか？〟

「うっせーよ」

　ぼそっと呟つぶやく──にっと笑う。

「オレはミョーオーサマのワザモノだぜ。もっと楽しいドキドキがあるっしょ」

　音を立てて両腕の灼刃機能ヒートブレードを発はつ揮き──正確な飛来コース／空くう襲しゆうタイミング／回かい避ひと攪かく乱らんパターンを天性の直感で把は握あくし、にわかに滑かつ空くう＝青白い炎ほのおを両腕に秘めて突とつ撃げき態勢に。

　ワニが薄うすら笑いを浮かべて胸の奥に消える──乙の口から浮き浮き歓かん声せいが迸ほとばしる。

「ドキドキしたいっしょーっ‼」

　核弾頭を運んでいるに違ちがいない軍用トラックに向かって猛もう烈れつな勢いで飛んでゆく乙の行く手で、ふいに黒い影かげが差した。巨大な鋼鉄──バタバタと激しいローター音／全身に重武装をぎっしり搭とう載さいした威い容よう／真っ黒く塗ぬられたボディ＝軍の戦闘ヘリ。

　咄とつ嗟さに飛行コースを修正して上に回り込みながら、ヘリの操そう縦じゆう席せきを見て取っていた。

　無人──抗こう弾だん板ばんで覆おおわれた大きなものがコードの束たばで計器と接続されている。

　犠脳体兵器──軍の兵器に乗り移った復ふく讐しゆう者の魂たましい。

　機体下部のガトリング砲ほうがこちらを向く──砲火が過か酷こくな螺ら旋せんを描えがいて迫せまる。

　鋭えい角かく的飛ひ翔しようでかわす──接近の一いつ瞬しゆんを狙う。

　獰どう猛もうな笑み──ワニの笑み／胸の中でチクタク響く鼓動の音。

　たった一人で要撃──限られた攪乱パターン／絶好のコースに入り込めず／敵の火力で損傷することを避さけながらの空襲を行うほかない。けれども頭の奥はひどく冷静だった。生身で兵士たちと戦った男がいるのだ。こんなの怖こわいうちに入らない。

　ヘリの翼つばさで、ぱっと閃せん光こうが起こる──ミサイル弾×三が別々の弧こを描いて飛来。

　追つい跡せき装置つきの忌いま々いましい炎ほのおの鉄矢──さっと高度を下げる／ビル街の中へ飛び込む。

　ビルとビルの隙すき間まを縫ぬいながら、雛に勝まさるとも劣おとらぬ曲芸飛行を披ひ露ろう──非常識な速度で、非常識な転進を敢かん行こう──飛来するミサイルを逆になで切りにしながら飛び抜ぬける。

　背後で炸さく裂れつ──爆ばく炎えんを貫つらぬいて追ってくる残りのミサイルを翻ほん弄ろうしつつ、再び上空に出ようとしたところで、ヘリの横殴なぐりの砲火を受け、強引に方向転てん換かん。

　眼前に迫るオフィスビルのうち、無人のフロアを素す早ばやく確認＝窓をなぎ払はらって切断──硬こう化かガラスを窓まど枠わくごと破は壊かい／ビル内に突入──奥のドアを切断して廊ろう下かへ。

　背後でミサイルが二つとも壁に激突して爆発──壁も廊下も砕くだけ散る。

　素早くビルの反対側から、窓を切り裂さいて再び外へ──ビル群を盾たてにヘリを探たん査さ。

　乙が建物に突っ込んでやられたと判断したか、ヘリが転進してタワーふもとへ。

　そんなところ誰もいないのに、と思ったが、探査によって驚おどろくべき存在を把握。

　タワー向かいのビル屋上で、超ちよう伝でん導どう式の長大なライフルを構える者がいた。

　憲けん兵ぺいの〝有名な〟特トツ甲コー児童の一人──どうやら核かく弾だん頭とうを運ぶトラックを狙そ撃げきで止めようとしていたらしいところへ、問答無用でヘリが急襲。

　間かん一いつ髪ぱつでガトリング砲の砲火をかわして跳ちよう躍やくしたその特トツ甲コー児童は、なんと、逃にげるどころかライフル一いつ挺ちようで、ヘリと真まっ向こう勝負を仕し掛かけようとしていた。

　思わず、ぞくっとなった。ワザモノがあそこにもう一人いる。

　かっと昂こう揚ようする気分とともに、相手を支し援えんすべく両腕を振りかざしてヘリへ突とつ進しん。

　いきなり無線通信。《お任せなさい‼》

　同じ現場へ、一足早く紫むらさきの輝かがやきが、黄の輝きをつれて接せつ近きん。

　ヘダダリダダにダダ向ダダかダダっダダてダダ徹ダダ底ダダしダダたダダ掃ダダ射ダダをダダ敢ダダ行ダ！──千発以上の弾丸が一発として外はずれず敵装そう甲こうに叩たたき込まれる。ヘリがたまらず屋上の特甲児童との一いつ騎き打ちから離り脱だつ──急速に上じよう昇しよう。

《横列追つい随ずい！　敵の三次元軌き道どうを封ふうじ、上下から挟撃サンドイツチ！　良いですわね！》

　果敢な号令──合流した紫・青・黄の輝きが、ヘリを追って上空へ飛翔していった。




〈ヴィエナ・タワー〉──六階フロア奥に設置された教会の聖堂＝その祭さい壇だん。

　贅ぜいを尽つくして飾かざられた、終末と救済を描えがく彫ちよう刻こくと壁へき画がを、一人の老人が見上げている。

　電動車くるま椅い子すにその身を預け、赫かつ々かくたる眼まな差ざしで輝かしい王国の絵と、その下で燃え盛さかる都市と逃にげまどう人々の絵とを眺ながめ、低い声で呟つぶやいた。「……ソドムとゴモラだ」

「あなたはロトじゃない」彫刻の陰かげから青年が姿を現し、素早く柵さくをまたぎ越こえ、さっと相手の腕うでをつかんで袖そでをまくり、ピストル型の注射器を押おし当て、引き金を引いた。

　バスッ、という音とともにカプセル内の液体が消える──老人の体内に注入される。

　手を離はなすハインツ──憤ふん怒ぬの形ぎよう相そうの老人を見下ろして言った。「ソドムの都市で唯ゆい一いつの正しい人だったロトじゃない。天使があなたに何かを告げたわけじゃない。全すべて、僕が与あたえていた薬のせいだ。今、その中和薬を投とう与よした。全て……元に戻る」

「なるほど」老人──あらゆる負の感情がこもったような声。「〈６６６〉を迎むかえる前に、わしが一人でここを訪れ、神に祈いのると分かって、隠かくれておったというわけか」

「あなたが信心深いのはよく知ってるさ」注射器を捨てる──屈かがんで相手と同じ目線になる。「神様も許してくれる。もう終わりにしよう……父さん」

「中和薬だと？」まくられた袖を元に戻す──凄すさまじいまでの嘲あざけりを込めて笑う。「お前が与えようとした薬など、わしが飲むと思っていたのか？」

　ハインツが表情を失う──立ち上がりながら弱々しく後ずさって祭壇に背をぶつける。

「飲まずに……レーゲルメースィヒ反応を……」

「何を言うか。これがわしの真実の願いだ。この都市は永遠の神の王国にはほど遠い。神の名において与えられし平和など、わしが生きているうちには訪れん。だが神に滅ほろぼされしソドムとゴモラの偉い大だいな浄じよう火かの光景なら、生きているうちに見ることが出来る」

　ハインツ──笑うとも泣くともつかぬ顔。「ただ自分のために──」

「この都市が滅べば、ドイツは誰からも非ひ難なんされず、この国を支援することが出来る。この国と一つになり、大いなる帝てい国こくが復活する。ドイツ民族による偉大な国家が。わしはそのための滅びを眺めながら死んでゆく。ここの地下の核シェルターで。世界がこの都市に弔ちよう辞じを告げるのを衛星テレビで見ながら死ぬのだ。それでやっと、己おのれの死を受け入れられる。銃じゆう弾だんでさえ生き延びたものを、忌いま々いましい癌がんなどで死ぬことを神の恩おん寵ちようとみなせる」

「父さん……死ぬのが怖こわかったんだ。ただそれだけで、みんなを巻き込んだんだ」

「都市は死を嫌きらう。病やまいにむしばまれたわしは、間もなくあらゆる役職を奪うばわれる。これまでの功こう績せきが無に帰す。このタワーがわしのものであることを、みなが認めなくなる」

「忘れないよ」ぽつっと、ハインツが言った。「僕が、父さんのこと……」

「わしは死ぬ。息子むすこ代わりの喋しやべる木で偶く人形は、もう不要だ」

　老人が出入り口を振ふり返った。いつの間にか現れていた秘書兼けんボディガードの男が、サブマシンガンを構えてハインツに歩み寄り、引き金を引いた。弾丸はハインツの体を突つき破って背後の祭壇と業火の絵に食い込んだ。血が噴ふき、ハインツはその場に倒たおれた。




　上空──三つの輝きが、連れん携けいしてヘリを攪かく乱らん／互たがいに合わせて次々に複雑な飛行コースを選せん択たく／ヘリの強力な重火器をいたずらに消しよう費ひさせ、たちまち隙すきを突いて切せつ迫ぱくする。

　乙──下から燃える刃やいばでヘリの装そう甲こうを切り裂く／尾び翼よくに亀き裂れつを走らせる。

　雛──上から猛火を浴びせて操そう縦じゆう席せき付近の探査装置にダメージを与える。

　鳳──巧たくみに二人に指示を出しながらヘリを要よう撃げき地点に誘さそい込んでゆく。

　犠ぎ脳のう体たい兵器──トーゴー・セゼルの変わらぬ怨えん嗟さの声を聞いた気がした。

　相手に有利な飛行コースを与えず、一いつ切さいの容よう赦しやを捨ててヘリから戦うすべを奪いきるかに見えたそのとき、鳳の探査に、とてつもない恐きよう怖ふをもたらすものが浮うかび上がった。

　遥はるか彼方かなたから到とう来らいするレーザー照サ準イ器トの光──狙そ撃げき手しゆの眼まな差ざし。

　はっとなる──乙と雛に警告を与える間もなく、敵が正確に、指揮者である自分を狙ねらっていることを悟さとり、かろうじて身をひねった瞬しゆん間かん、衝撃が来た。

　これまでの二度の狙撃によって、こちらの急所をつかんだとばかりに、弾丸が胸部へ斜ななめに飛来し、抗こう磁じ圧あつの目に見えない鎧よろいで軌道を逸そらされることすら計算に入れて放たれた弾丸だった。一瞬で左肩かたの機甲を貫つらぬかれ、本来なら絶対にダメージを負うはずのない機械と生体の接続部クツシヨンが深く損傷し、ぱっと血が舞まい、羽の縁ふちを僅わずかに裂さかれた。

　まさに間かん一いつ髪ぱつ──喉のどか心臓を撃うち抜かれなかったことが不思議に思えるほどの一撃。

《鳳⁉》《鳳ぁ？》乙＋雛が遅おくれて異変に気づく──叫さけび返す。《狙撃手です‼　乙さん、雛さん、敵の照サ準イ器トによる探査を警けい戒かい！　ヘリを要撃コースから逃のがさ──》

　ぱっと火花が発生──回かい避ひ運動を始めた瞬間の雛の頭のすぐそばを弾丸が通つう過か。

〈飾オりー耳ア〉の右側に損傷／抗磁圧の機能低下──風圧を防ぎきれず雛の前まえ髪がみが舞う。

《雛さん！》《雛っ！》二人の叫び──雛が慌あわててジグザグ飛行＝涙なみだ目めで次弾を警戒。

　フォーメーションにほころび──鳳が立て直させる間もなく、ヘリが要撃コースから逸それながら、旋せん回かいする乙へ砲ほう火かを浴びせて牽けん制せい／予定していた飛行パターンのほとんどを一瞬で放ほう棄きした乙が、さっと身を転じて態勢を立て直そうとしたところへ──衝撃。

　まるでヘリと連携して仕留めるかのように、乙の長大な双そう腕わんの隙間を縫ぬって、脇わき腹ばらの機甲に弾丸が突き刺ささり、抉り、貫いた。機甲がかろうじて主要臓器への損傷を防ぐ／痛覚が自動的にオフに／骨が軋きしんで肺を圧あつ迫ぱくし、裂かれた皮ひ膚ふから血が零こぼれ出した。

　げほっと苦痛の息を吐く乙──損傷にひるまず、むしろ戦意を昂こう揚ようさせてさらに激しい旋回──狙撃を警戒しつつ、要撃コースから抜け出そうとするヘリに飛びかかる好機を狙う。

　鳳の掃そう射しや──かろうじてヘリを要撃コースに押おさえながらも、狙撃への警戒から一気に仕留めることが出来ない／こちらの疲ひ労ろうと消しよう耗もうが加速度的に襲おそいかかって来る。

　やられる前にやるしかない。損傷覚かく悟ごでヘリを叩たたき、狙撃から退避する以外にない──

　機銃を握りしめ、徹てつ底ていした要撃を指示しようとしたとき、照サ準イ器トによる敵の視線をとらえていた。

　警戒よりも驚おどろきが勝まさる──なぜ遥はるか下に向けられている？　自分たちを狙っていない？

　思わず地上を探査──もし狙われている者がいるならば、すぐにも警告を発してやらねばならないという強い義務感に駆かられた途と端たん、さらなる驚きに心を打たれた。

　特甲児童──先ほどヘリと単独で対たい峙じしようとしたその人物が、長大なライフルをぴたりと構え、遥か彼方かなたに向かって敵とほぼ同じラインで照サ準イ器トの探査を走らせていた。

　そのライフル──自分の機銃と原理は同じだが、用よう途とは全く違ちがう、超ちよう伝でん導どう式装備。

　驚きに打うたれたのも束つかの間、ダーン！　という、とてつもない銃声が響ひびき渡わたった。

　沈ちん黙もく──ヘリを牽制するコースを飛行しながら、祈いのる思いで地上を探査し続けた。

　今にもライフルを構えたその人物が、力を失ってぐらりと倒たおれるのではないかと思った。

　だがそのまま数秒が経過──地上の人物に異常は見られず、さらなる敵の狙撃もない。

　やがて鳳は、地上にいる自分たちとは違う特トツ甲コー児童が、見事に成し遂とげたのを悟さとった。

　あの悪あく魔まの狙撃を、狙撃で撃退したのだ。

　たった一発──なんという神かみ技わざ。




　　　　Ⅵ




　ミリオポリス第二十二区ドナウシユタツト──東側に位置する重じゆう厚こうな建物＝〈兵器管理局〉。

　ゴシック様式の廊ろう下かを、軍服姿の男とともに足早に進むヘルガ──ふと右手の通路から大おお股またでやって来る者を見て足を止め、微笑ほほえんだ。「ごきげんよう、利ト根ネ先せん輩ぱい」

「先を越こされたな、不知火シラヌイ」男──ミリオポリス憲けん兵ぺい大隊副官フランツ＝相手の呼び方に素す直なおに合わせる／きびきびとした歩調で近づく。

　ヘルガ──相手とともに再び足を運ぶ。「全ての必要書類を用意しましたわ」

　男──鋭えい角かく的にうなずく。「私の方でも、ＢＶＴから正式な許可を得ておいた。お陰かげで、限りなく合法的な手段として、この措そ置ちが取れる。今はまだ、そちらのマスターサーバーが食い止めてくれているが、じきにこちらのマスターサーバーにも干かん渉しようが伝でん播ぱするだろう。都市中のマスターサーバーが相そう互ごに電子戦を起こしかねん」

　三人がエレベーターに乗り込む──緊きん張ちようした面おも持もちで軍服の男がキーカードを差し込み、関係者にしか入れない地下七階のボタンを押おす。「本当に、これしかないのですか？」

　ヘルガ＝ドアを見たまま。「残念ながら、敵は〈[image: カムキ]カムキ〉の枝機関たるユニットを合法的に所持しています。その奪だつ還かんをはかる時間的余よ裕ゆうは誰にもありません。またこちらのシステム操そう作さは、既すでに敵ユニットにより封ふうじられていることでしょう。他にすべはありません」

　フランツ＝同じ視線。「〈[image: カムキ]カムキ〉が保持する全ぜんデータは、他のマスターサーバーが保全する。軍にとっては大いに打撃だろうが、事態を放置すれば、さらに傷を深めるだけだ」

　軍服が黙だまる──ドアが開き、ヘルガとフランツが素す早ばやく外へ出る。

　呆ぼう然ぜんとした面おも持もちの解かい析せき官かんたちが左右に列を作り、二人の通過を黙って見送る。

　ヘルガとフランツ──同時に足を止める／マスターサーバー〈[image: カムキ]カムキ〉の基き幹かん部であることを示す、マスターサーバーを設計した者たちが考こう案あんした三さん位み一いつ体たいのマークを見つめる。

「けっこうな数の弾たまが必要だな」男──懐ふところから銃じゆうを抜ぬく。

「たっぷりと用意してきましたわ。ある人の助言で」ヘルガ──懐から銃を抜く。

　そして基幹部を示すマークに向かって、蓋ふたを開きもせず、立て続けに引き金を引いた。

　へたへたと脱だつ力りよくして膝ひざをつく解析官たち──呆然と立ちすくむ軍服。

　そのどちらも眼中に入れることなく、二人とも銃弾を装そう塡てんしては撃うち続け、やがて完全に物理的なシステムダウンがもたらされるとともに、電子のかまどから火が消え去った。




　ミリオポリス第三十五区ジークムント──ＭＳＳ本部ビル地下四階に沸わき起こる歓かん声せい。

「システム復活！　浸しん漬し防止に回したロットを復帰！　ほらほら急いで急いで！」シャーリーン──ぼんやりした顔のくせに鞭むちのように鋭するどい指示。躍やつ起きになって端たん末まつに向かう解析官から、円えん筒とう形けいへと目を移す。「……頑がん張ばったじゃない？」

　水無月──亀き裂れつの入った四枚の羽／顔から流れた血が幾いくつも体に線を走らせている。

《大したことはないよ、ボス。何の問題もない》

　羽が震ふるえを帯おびてエメラルドの輝かがやきに包まれる──再転送によって修復されてゆく。

「ヘルガ長官の措そ置ちがあと五分遅おそかったら、死んでたかもね。ちょっと休む？」シャーリーン──どかっと席に座すわりながら呆あきれ顔でキーボードをばりばり叩たたく。

《特トツ甲コー児童はそう簡単には死ねないさ。駄だ目めだよ、ボス。あの子の羽を守るのが僕の仕事だ。それだけは、誰にも譲ゆずる気はないね》




　ミリオポリス第二十一区フロリズドルフ──狙そ撃げきから解放されて空戦に専心する三つの輝かがやき。

　にわかに無線通信＝ニナ。《妖精スプライトたちへ。マスターサーバーへの干渉が断たれた。一分以内に転送を再開する。それまで持ちこたえろ》

《お安いご用ですわ、ニナさん》鳳──珍めずらしく挑ちよう発はつ的な返答／地上で素す晴ばらしい仕事を成なし遂とげた、別の特トツ甲コー児童を意識した果敢な挑戦意欲。

《さあ、乙さん、雛さん！　あたくしたちのお仕事をお見せする番ですわ！》

　三つの輝きが完全な要撃コースにヘリを捕とらえる──間もなくそれぞれの機き甲こうがエメラルドの輝きを帯びて次々に修復／装塡／機能回復。

　今朝未明からの度たび重かさなる戦せん闘とうによる疲ひ労ろうさえ消し飛ぶかのように、次々に襲しゆう来らい。

　乙──下から敵の砲ほう身しんを切り裂さく／装甲を抉えぐる／尾び翼よくに深刻なダメージをもたらす。

　雛──上から退たい避ひしようとする敵に容よう赦しやのない爆雷マインの洗せん礼れい／火か炎えんと衝しよう撃げきを叩き込む。

　鳳──素早く最終要撃地点へ位置し、機銃を掲かかげ／構え／狙ねらい──ひたと見み据すえる。

　叫さけび──猛ダダ烈ダダなダダるダダ掃ダダ射ダ！。「ごダダ奉ダダ仕ダダいダダたダダしダダまダダすダダわダダ─ダダ─ダダっダ！‼」

　ダメージを負ったヘリの操そう縦じゆう席せきの防弾ガラスがまたたく間に砕くだけ、装甲が雪に水をまくかのように削そぎ取られてなくなり、機体内部に洪こう水ずいのような弾丸がなだれ込んだ。

　計器が蜂はちの巣にされ、抗こう弾だん板ばんで覆おおわれたものがあらわになった。

　カプセル──髄ずい液えき＝脳。

　目を見開く──真まっ直すぐに。祈りの言葉も口にすることがかなわないまま。

　撃うった──鋼鉄となることを選んだ相手を火で、その憎にくしみを悲しみで抱いだくように。

　もはや空中に放ほうり出された鉄てつ屑くずに等しいヘリの内部で脳が粉々に砕け散り、力を喪そう失しつした機体が真っ直ぐに落下──タワー七階＝テラス。

　眼下にいる老人たちには破は片へん一つもたらさず──まだ装そう飾しよくを覆うビニールが張られたままの真新しいテラスに墜つい落らくし、鋼はがねとそれにやどる魂たましいがともに轟ごう音おんを上げて燃え上がった。

　タワーふもと──ヘリと狙撃に対処している間に、既すでに大型トラックが内部へ。

　先ほどのライフルの人物も、核かく弾だん頭とうを追って中へ入ったのが分かった。

《乙さん、雛さん、タワー内へ侵しん入にゆう！　核弾頭が設置される前に阻そ止ししますわ！》

　鳳──機銃でテラスの窓を破は壊かい／燃え盛さかるヘリに一瞬だけ目を向け、屋内へ。

　乙──さらに十階ほど上階から侵入。雛──別の側面から。

　屋内を探査──巨きよ大だいなものを上階へ運うん搬ぱんするための装置を探す／解析班はんが用意したビルの立体図と核弾頭の移動予想ルートを参さん照しよう。

　鳳──大きな吹ふき抜けを飛ひ翔しよう／エスカレーター脇わきからひときわ大きな空間に飛び込む。

　核施設ではない──教会＝目を打つ豪ごう奢しやな装そう飾しよく／祭さい壇だん付近に横たわった者。

　さっと傍かたわらに舞まい降りる──その穴だらけの体から流れた血の多さに眉まゆ根ねをしかめる。

　データを参照＝ハインツ・エルメンライヒ──ゆっくりと目を開いた。「……聞こえる」

　鳳が屈かがむ──相手のかすかな声に耳を潜ひそめる。

「装置……唸うなりだ。〈６６６〉……止まらない。でも、最後に……あの人から、一つだけ奪うばったよ……。結局、奪い合うことだけが……僕たちの……」

　最後の吐と息いきが消えた。目から命が消え、なすすべもなく肉体が魂を失った。

　いったい誰に訴うつたえたかったのか──受け止めてやることも出来ず、ただ青年の言葉を反はん芻すうしながら身を起こし、ふわりと宙を舞って通信車両へ報告。

《……ハインツ・エルメンライヒを確かく認にん。たった今、死亡しました》

　ニナの応答。《そちらの探査を通して確認した。奪ったという言葉が、何の情報を示しているのか不明だ。引き続き核弾頭の設置阻止に向かえ》

《予想ルートに適合する構造が発見出来ません。構造データは確かですの？》

《市に提出された設計図と、実際の設計とが微び妙みように食い違ちがっている。マスターサーバーを通して解析中だ。核弾頭の上じよう昇しよう装そう置ちと目されるもの全てを破壊しろ》

《了ヤ解ー》反転──オフィスやショッピングや歓楽用に区切られた多数のスペースから、複数の階層を貫く構造を発見して接近＝エレベーターシャフトと断定して掃射。

　コンクリートの壁かべを粉ふん砕さい──銀幕すらない作りかけの映画館に飛び出していた。

　何日もかかってしまう──バロウ神父の言葉が甦よみがえる／巨大すぎる構造の迷めい路ろに心を押おし潰つぶされそうになりながらも身を翻ひるがえす。すぐに地下搬はん入にゆう口ぐちから続く構造を確認。

　掃射──コンクリートの向こうから分厚い鋼板が現れる／弾丸で引き裂く。

　侵入──暗くら闇やみ／巨大な縦たて坑こう／エレベーター坑。

　さっと上方へ向かう──込み上げそうになった歓かん喜きが、いきなり打ち砕かれる。

　行き止まり──二十階付近。すぐさまデータを参照して壁を破壊し、通路に出る。

　多すぎる──エレベーターだけで三百七十八基／同じ数の縦坑／資材運搬用エレベーター／エアダクト／送電設備／水道設備を入れると、途と方ほうもない数になる。

　たまらないプレッシャ──いったん吹き抜けで滞たい空くうし、しっかりと心を保った。

　ふと──あちこちで振しん動どうを探たん査さ＝闇雲とも思える破壊。

　乙と雛が、片かたっ端ぱしから構造体を破壊して核弾頭を追つい跡せきしているのだろうか。

　そう思ったとき、にわかに無線通信──艶つややかにして果か敢かんな声。

《妖精スプライトたちへ。現在、マスターサーバーが同タワーの電力消費を確認。核弾頭が設置され、カウントダウンが始まったものと見られます。その阻止は現状では不可能。よって、打開するすべは、ただ一つ。核兵器であるタワーそのものの除去をもって、爆縮装置を無力化すること》

　目を見開く──機き銃じゆうを握にぎりしめる／自分を囲む巨きよ大だいな構造それ自体が、打ち砕くべき目標と化すのを心が受け止める。

《既に憲けん兵ぺい隊たいの特トツ甲コー児童が同様の手段を行使！　最適なルートにおいてこれに追つい随ずいし、個別の行使による相乗的効果をもって要よう撃げきを遂すい行こう！》

　そして声こわ音ねが一変──かつて聞いたことのない鋭するどさ。

《〈紫火アメテユスト〉、〈青火ザーフイア〉、〈黄火トパス〉──要撃小隊〈焱の妖精フオイエル・スプライト〉に命じる！　示された進路に従い、ただちに〈ヴィエナ・タワー〉の崩落を実行せよ！》

　ヘルガ──美しいまでに容よう赦しやも躊躇ためらいもない、凄せい烈れつな号令。




　鳳──にわかに身を翻して通路を飛翔。

《ヘルガ長官の指令を実行！　ただちに要撃を開始します！》

　窓を破壊して外へ＝全速で上昇──脳のう裏りに浮うかび上がるデータ群を確認。

　この巨大なタワーを、横倒れにすることなく、真っ直ぐ真下に崩すための手段。

　破壊すべき構造体×九十八──その最適な順番／予測される残り時間＝約三百五十秒。

　既に下から上に向かって自分たちとは別の特トツ甲コー児童たちが各所を破壊＝計十九か所。

　すぐさま雛＋乙が追随──三つの輝かがやきがともに屋上へ。

《あたくしたちは最上階から下へ破壊します！　良いですわね、乙さん、雛さん！》

《すんげー、ぶっ壊こわし放題っしょ‼》乙──歓かん声せい。

《黄色いのぶんぶん鳴ってるのすっごいぶんぶん鳴ってるのぉ》雛──泣きべそ。

　屋内に再突とつ入にゆう──ただちに三つの輝きが散開。

　鳳──最初の柱に向かって至し近きん距きよ離りから猛烈な掃射／跳ちよう弾だん／破片の嵐あらし。

　乙──大きく腕うでを振ふりかぶって灼しやく熱ねつする刃やいばを壁に叩き込みＳ字飛行でズタズタに裂く。

　雛──丁てい寧ねいにコンクリートに穴を作って爆雷マインを設置／エアダクトに設置／最適な爆圧発生地点を爆ばく弾だん魔ま的な正確さと念入りさで計算──点火＝一挙に炸さく裂れつ／崩ほう壊かい。さらに移動しながら火か炎えんを放射しまくり、火か災さいによって周囲の構造の耐たい久きゆう力りよくを減退。

　それぞれ完全に破壊──すぐさま次の地点へ／苛か烈れつな炎ほのおをもって徹てつ底てい的に破壊。

　鳳＋乙に先行して、雛が一足早く先に次の目標へ＝爆弾魔の本領発揮。

　残り二百五十秒──成果＝鳳×三、乙×六、雛×九。計十八か所。

《鳳、遅ぇっしょー》《鳳、遅ーい》乙＋雛──非難。

《こ、機こ銃れは本来こういう風に使うものではないんです！》鳳──反論。

　下階から七十数階にかけて既すでに三十五か所が破壊済み──別の特トツ甲コー児童たち。

《競争だぞ鳳、雛ぁ。あいつらに負けてらんねーっしょ》乙──ライバル意識／ふと考え直す。《でもオレらが勝ってもテレビ出らんねーし。だーれも誉ほめてくんねーっす》

《あたくしやＭＳＳのみなさんが、大いに誉めてくれますわよ》鳳──呆あきれたように返し機銃掃射／ビル解体ドリルと化す重機関銃。《あなたのことを本当に理解して下さっている人たちが、あなたの成し遂とげたことをいつまでも覚えていて下さいますわ》

《はーい》乙──気のない返事／鉄骨ごと柱を両断。《オレ、もう絶対に有名になる》

　雛──黙もく々もくと爆雷を設置／点火／設置／点火／いつしか満足そうな、充じゆう実じつしたひとときを過ごしているかのような光が目に浮うかぶ。

　残り二百秒──成果＝鳳×八、乙×十一、雛×十七。計三十六か所。

《本当、鳳ってば遅ぇーの》《ボクもういっぱい壊したのもっと壊すのもっと沢たく山さん》

《う……お二人が早いんです》鳳──貫かん禄ろくの危機／誉め倒たおす。《偉えらいですわお二人とも》

《ねー本当に壊せんの、こんな大きなの》《もう逃にげられないよぉ？》

《信じなさい。与あたえられたデータと、あたくしたち自身を。あたくしたち以外にも、ともに働いている者たちを。あたくしたちなら絶対に成し遂げることが出来ます》

　そう返しながら自分が恐きよう怖ふに怯おびえていないことに気づく──ひとたび核が炸裂すれば、まず間違いなく自分たちが最初に吹ふき飛ばされるというのに。
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　ともに働く者たち──互たがいの成し遂げたこと、成し遂げようとしたことを知る者たち。

　だからこそ逃げずにいられた。あまりに巨大なものへも、こうして向かって行けた。

　出来る。この仲間となら。自分たちなら成し遂げられる。どこかにいる彼らとなら。

　今どれほど危機と困難の渦か中ちゆうにあるかは関係なく、そう信じられるということの至し福ふくを、切々と味わった。善悪を越こえた感情──個人であることを越えた感情だった。

　破は壊かい──オーバーヒート覚かく悟ごの掃そう射しや／負傷した左肩かたの出血を完全無視。

　破壊──果敢な切断／両断／溶断／打撃を受けた脇わき腹ばらのことなど忘ぼう却きやくの彼方かなた。

　破壊──黙々と繰くり返される爆破／データなどろくすっぽ見ちゃいない爆弾魔の没ぼつ頭とう。

　三人の火をもって、どこかにいるもう三人とともに繁はん栄えいの象しよう徴ちようたる塔とうを根底から破壊。

　ふいに乙の呟つぶやき。《なんかオレたちがテロしてるみたい。ふつー怒おこられるっしょ》

　確かにそうだと思った。《今はこれ以外に方法がないのですわ》

《なんか変なの。あとで怒られたりしたら嫌いやだよ、オレ》

　乙のぼやき──そのくせ手は止めない。

　何も言い返さず、ただ鳳は微笑ほほえみ、自問した。

　立場が変わろうと、正義が不変であると主張するのはたやすかった。破壊それ自体は必要悪であって、使い方次し第だいだと言うほど安易なことはなかった。ただそれが欺ぎ瞞まんだとしても、その行使を迷うことはない。率そつ先せんして行使すればいい。その是ぜ非ひを判断する者たちは自分の背後にいるのだから。

　自分は要撃手だ。決して自分の背後に銃は向けない。守るべき者たちには決して。

　もし本当に自分が非を犯おかしたときは、守るべき者たちの手によって背後から撃うたれるだろう。それでいい。そうなったときは甘あまんじて抗あらがわず受け入れればいい。

　遅おくれて言葉を返した。《もし怒られたとしても、あたくしたちみんな一いつ緒しよですわ。あんまりひどく怒られるようなら、あたくしが、あなたたちの分まで謝あやまります》

《つーかテレビ出たーい》《お洋服欲ほしいー》二人──なんら感謝の意を示さず。

《これが終わったら、あたくしから長官に頼たのんでみます。だから頑がん張ばりなさい》

《あっは、マジ、マジ？》《欲しいのいっぱいあるのいっぱい》二人──現金な喜び。

　構造体──より根こん幹かんに近づく／破壊が困難になる／時間が無情に過ぎてゆく。

　百階に到とう達たつ──巨大な壁をやっとの思いで破壊／分厚いコンクリートで覆おおわれた柱をどうにか切断／上下のフロアの床ゆかごと爆破してやっと崩ほう壊かいするエレベーターシャフト。

　疲ひ労ろうが襲おそう──プレッシャーが追いかけてくる。

　残り百五十秒弱──成果＝鳳×十、乙×十三、雛×十九。計四十二か所

　下階の彼ら＝四十五か所──残り十一か所。

　破壊すること自体は不可能ではない。決して。だがこのままでは間に合わない。

　届かない。六人でも──ほんの僅かに。

　重苦しい思いが押おし寄せてきたとき──いきなり下階から轟ごう音おんが迫せまってきた。

　床ゆか中が崩くずれる／壁かべに亀き裂れつが走る／データから八か所の構造体が一気に消える。

　自然崩壊──ビルの構造体が、上下の急激な重量による変化で砕くだけ散ったのだった。




　タワー九十階付近──ボサボサの髪かみをした少女が、あちこちから電力ケーブルを引っ張ってきて左腕うでに接続し、大変に危険な電力供給を行っていた。

「幾いくら都市が危ねーからって、あたしらまでやるこたないんじゃない？」

　左腕がひょいと持ち上がる。「リヒャルト・トラクルを逃のがしたのだから仕方ない。この都市が無事でいる限り、やつは必ずまたここに来る。この都市から出てあの男を追うには我々に不利な点が多すぎる。それに、お嬢様フロイラインがここにいる」

「世話が焼けるぜ、お嬢様フロイライン。ちょっと充じゆう電でんし過ぎだぜ、螢ホタル。脳みそ焼けるぞ」

「最大限に力を発揮するためだ。……よし。やろう、皇スメラギ」

「あいよ」コードを引ひき千ち切ぎる──フロアの真ん中に移動する。「いいぜ、螢」

　輝かがやく左手──にわかに金の光の群が、フロア中に出現。

「ここさえ焼き払はらえば、自然に崩れるはずだ」左腕が言った。

　かっと金の閃せん光こうが走った。轟音とともに周囲が一いつ瞬しゆんで灼しやく熱ねつの渦うずと化し、あらゆる隙すき間まに炎が入り込んで、エアダクトを焼き払い、鉄筋を溶とかした。

　そして重量バランスの急激な変化で、上下八か所の構造体が一挙に崩壊していった。




　　　　Ⅶ




《残り三か所ですわよ！　乙さん！　雛さん！》鳳──猛もう然ぜんと通路を飛ひ翔しよう。

《あっは、オレらがやるしかないっしょ！》乙──エレベーター坑こうを真まっ直すぐに下降。

《うぇ……》雛──非常階段をくるくる下降。

　そして九十階──三人とも、それぞれ彼らを目もく撃げき。

　鳳──すぐ向こうの床を粉ふん砕さいして通路に飛び出した黒い特トツ甲コー児童。

　乙──ホールに出た途と端たん、別のエレベーターのドアを蹴け破やぶって現れた紅あかい特甲児童。

　雛──同じ非常階段を上ってきて、ほぼ同時にフロアに飛び出した白い特甲児童。

　それぞれの頭上を飛翔──先行。

　銃じゆう身しんが熱で焼けつくのも構わず最後のコンクリートに向かって掃射。

　猛然と柱を切断──金属疲労＝刃はがへし折れる。

　巨大な壁を爆破──残存する全火力を一いつ挙きよ投入。

　そして背後から、彼らがやって来るよりも早く──

　タワー全体が崩落を始めた。




　多くの偽ぎ装そうを施ほどこされ、たとえマスターサーバーでも僅わずか数時間では看かん破ぱし得ないその空間で、老人は壁にもたれて座すわり、死が目前に迫せまるのを感じていた。

　目の前で唸うなりを上げる装置──それに設置された〈６６６〉と記された黒い巨大な円えん筒とう形けいをした物体。核かくの火をもたらし、この都市を浄きよめる、その爆心地点グラウンドゼロ。

　こんなはずではなかった。これでは自分が最初に吹き飛んでしまう。

　老人はぎらぎらした目を装置に向けながら、最後の最後で奪われたものを思い、はらわたが煮にえるような怒いかりを抱いだいていた。ハインツの仕し業わざであることはすぐに分かった。あの愚おろか者が、核シェルターの扉を塞いだのだ。一定期間、決して外から開かないよう設定された扉とびら──それを自分が中に入る前に閉とざしたのだ。そして怨えん嗟さとともに装置のもとへ戻って来たときには、核の火はもはや止めようもないものになっていた。

　老人は自分が核爆ばく発はつを起こすのではないかと思うほどの怒りに震ふるえながらも、やがて、この都市が滅ほろんだ様子をじっくりと眺ながめながら死ぬということからは真逆の今の状態を、忌いま々いましい思いで受け入れていった。かつて老人がどのような理想をこの都市に抱いていたにせよ、それらが全すべて滅びの火をもたらすことにすり替かわったように──いつしか滅びの火を眺めるという願望が、自分が最初にそれを浴びるという気持ちへと変わっていった。

　ここに来る途中、憲けん兵ぺいの特トツ甲コー児童から自分を守ってくれた秘書たちも戻って来ない。

　やがて孤こ独どくが静せい寂じやくとなって心を支配し、ただ神の救いを待つ思いに満ち、

「主よ……、救いあれハイル……」

　そう呟つぶやいたとき、いつか抱いた理想が、ふと思い出された気がした。

　なぜその理想を抱かねばならなかったのか──

　いずれ国境は消える。ＥＵが成し遂とげたように。国と国が互たがいに一体となる道を選ぶ。それは誰もが希望することとして行われるだろう。

　だがまだ早い。人はまだそこまで急に国を捨てられない。むしろ自分の国とはいったい何であるかを問うための新たなナショナリズムが沸き起こるだろう。

　その過か渡と期きを正しく乗り越こえることが出来たとき、初めて新たな世界が誕たん生じようするのだ。

　遠い遠い先に──自分がもはや生きてはいないだろう時代に。

　それを見たいという願いを、あのプリンチップ社が仲介してから、何かがおかしくなったのだという考えが、ふいに起こった。中和薬。あの注射のお陰で考えられるように──

　刹那──床に亀裂が走り、部屋全体が傾かしいで壁に背を押しつけられたようになった。装置がバラバラに砕くだけて火花を噴ふき、〈６６６〉と記された巨きよ大だいな円筒形が、弾だん丸がんのように老人に向かって吹ふっ飛んできた。

　老人が金切り声を発し、その体が、背後の壁ごと巨大な円筒形に押し潰つぶされて粉々になり、無数の瓦が礫れきとともに、遥はるか下方の地上へと真まっ直すぐに落ちていった。




《彼らを助けなさい！　乙さん、雛さん！》

　降り注ぐ瓦礫を避よけながら必死に指示──乙＋雛がそれぞれ、先ほど見た相手を探す。

　心身を振ふり絞しぼってこれを成し遂とげた者たち──その報むくいが、こんな最さい期ごであってはならないという思いとともに、周囲の全てが砕け散る中を果か敢かんに飛翔。

　あまりの崩ほう壊かいの激しさに、ほとんどの探たん査さが機能不全に陥おちいり、ただ羽による電子的探査と、己おのれの目を頼たよりに、降り注ぐ瓦礫をかわしながら探した。解かい析せきデータでは、タワーには僅わずかながら足場が残るはずだった。彼らはそれを頼りにこの任務を遂すい行こうした。空を飛ぶ羽もなく、ここまで上ってきた。ならば羽を持つ自分たちが、彼らの退避を助けねばならなかった。

　最初に乙が発見──足場に向かって迅じん速そくに崩壊する廊ろう下かを駆かけ抜ぬける紅い特トツ甲コー児童。

　その頭上から降り注ぐ瓦礫／鉄骨へ、突とつ撃げき滑かつ空くう──素す早ばやく溶断。相手の進路を助けるとともに、なだれを打って落ちてくる瓦礫で腕うでが折れ飛んだ。

　ついで雛が発見──複雑な８の字ダンスで解析データが示す足場への道を示すや、白い特甲児童がすぐさま追つい随ずい──本当に羽を装備していないのかと思うほどの身軽さで崩壊するフロアから飛び出した。

　そして最後に鳳が発見──足場へ必死に向かおうとする黒い特甲児童が、凄すさまじいまでの崩落に接せつ触しよくし、右手足を物の見事に引き裂さかれて転てん倒とう＝崩くずれゆく壁かべにぶつかって体が滑すべり、そのまま一気に、地上数百メートルの宙へ投げ出されていた。

　飛んだ──手を伸のばした──虚こ空くうに放たれた相手へ＝大声で叫さけんだ。「つかんで‼」

　さっと相手が左手をこちらに向けて伸ばした。

　互いの腕うでをつかみ合う──何かがしっかりと結び合わされたように。

　間に合った。この手が届いた。

　だが瓦礫が巻き起こす激しい風圧に見み舞まわれ、咄とつ嗟さに体勢を崩し、ともに落下する恐きよう怖ふに襲おそわれた。とてつもない量の瓦礫が頭上から迫せまるのを察したが、相手をつかんだ勢いで素早く退避出来ない。負傷した左肩──出血／機能低下。ならば、ともに足場へ、という思いとともに反動をつけるためあえて僅かに下降──それから揚よう力りよくに優すぐれたアゲハチョウの羽の機能を最大限に発揮し、相手の体を猛もう然ぜんと持ち上げながら、目指すべき足場へ飛んで、勢いよく放ほうり上げていた。

　崩落を免まぬがれた壁──そこから僅かに突つき出したフロアの名残なごりの上に相手の体が乗った。

　それを確かめたとき、コンクリートの塊かたまりが降り注ぎ、ねじるように左腕をもいだ。

　ついで壁のような風圧が眼前から迫り、背後へ弾はじき飛ばされ、文字通りに宙を舞った。

　降り注ぐ破は片へんで打撃を受けながら羽を再転送──必死に態勢を整ととのえ、そして見た。

　自分たちが引き起こしたもの──巨大な崩落を。




　それは破は壊かいというより消しよう滅めつだった。互いに支え合っていたものが離はなれることにより、かつてどれほど強固であったかは全く関係なく、一瞬にしてかき消えるようだった。

　何千人もの老人たちが、治安組織の退避命令によって遠ざかりながらも、決して去ることなく、それを見た。巨大な岩であったものが、砂と化して崩れるような光景を。

　憲兵隊を支援してタワー周辺の敵を掃そう討とうした戦術班はんの面々も、駆けつけた通信車両に乗るニナや通信官たちも、それを見ていた。

　各部隊の空くう撮さつ装置や、集まってきたテレビ局のヘリが中ちゆう継けいする映像を、〈兵器開発局〉で全ての弾丸を撃うち尽つくしたヘルガと憲兵の男が、統とう括かつ本部に集まる政治家や軍人たちが、それぞれの生活の場にいるあらゆる市民が、みな、それを見ていた。

　都市の繁はん栄えいと犠ぎ牲せいの象しよう徴ちよう──〈ヴィエナ・タワー〉の消滅を。




　ごうごうと風が唸うなりを上げている。

　鳳は宙にいながら、何とも言えない虚きよ脱だつ感に襲われていた。

　タワーの残ざん骸がい──南側と西側の壁が支え合ってかろうじて立っている。

　まるで巨大な墓標──この事件で命を落とした、どれほどの数とも知れぬ者たちの。

　虚脱感とともに死者への悲ひ愴そうの念が来た。押し潰されそうだった。

　その思いに耐たえながら、助けたはずの相手を探査──手が届いたはず、無事に足場へ乗ったはず、と祈いのりながら探し、すぐに居場所が分かって大急ぎで飛んで行った。

　八十階前後──いた。

　ふわりと相手の前に舞い降り──相手を見た。

　綺き麗れいな、すらっとした感じの、短い黒い髪かみをした少女──その相手も、自分を見た。

　口から、すぱーっと気分良さそうに煙けむりを噴ふかしていた。

　その残った方の左手──煙と火。すなわち煙草たばこ。未成年による緩かん慢まんなる自殺の光景。

　鳳の眉み間けんに刻きざんだような深い皺しわが寄った反射的な叱しつ責せきモード──屹きつ然ぜんと睨にらみつけた。

　煙草を持った相手の腕で、先ほどつかんだ自分の手がまだぶら下がっている。

　相手を助けたということが、信じがたい一事で、全てないがしろにされた気分。

　だが相手はきょとんとしたようにこちらを見ている。何が悪いのだと言いたげ。

　かくなる上は厳げん格かくに注意すべく近づこうとしたとき、相手が、ひょいと手を振ふった。

　お前も一本どうだ、というような気楽な調子に、怒いかりを通り越こして呆あきれ返った。

　そして、もっと呆れることが起こった。

　相手が手を振った拍ひよう子しに、つかんでいたはずの自分の左腕が、すっぽ抜けて宙を舞い、なんとも盛せい大だいな弧こを描えがいて落下──地上のどこかへ消失。

　必死の思いで届いた手──取り返しのつかぬ事態に。それから再びお互いを見た。

　相手はまた手を振っていた。わざとじゃないから、という調子だった。

　確かにそうなのだろうが、何という態度か。少しは詫わびる気持ちを見せたらどうか。

　あまりにふざけた事態に対して、怒るというより泣けるやら情けないやらで呆ぼう然ぜんとなっていると、いきなり、相手が、にやりと笑えみを浮うかべた。

　ふてぶてしい笑み──どんな矛む盾じゆんも欺ぎ瞞まんも丸ごと吞のみ込んで、せいせいしていそうな、タフさそのもののような態度。

　自分には浮かべられそうにない、上品さなど薬にもならないと言わんばかりの笑み。

　呆気に取られた。お陰かげで、先ほどの悲ひ愴そうも泣けそうな気持ちも吹ふき飛んでしまった。

　ふいに無線通信──乙＋雛。《ちゃんと助けたぞ、鳳ぁ》《言う通りにしたよ、鳳ぁ》

　相手に目を向けたまま、思わず、自然と微び笑しようが浮かんでいた。今度は相手がちょっと目を丸くした。それが妙みようにおかしくて、また頰ほおがほころんだ。

《よくやりましたわ、お二人とも》

　それから相手の流りゆう儀ぎに合わせることなく、いつも以上にきちんと品良く目礼──ひらりと空に羽ばたいた。

　ともに生き延びた仲間たちとともに。

　輝かがやき──紫むらさき・青・黄が、空へ飛び去って行った。




　　　　Ⅷ




　崩ほう落らくしたタワーの向かい──ヘリに最初に掃射が浴びせられたビルの屋上で、すうっと少女が現れ、ボサボサの髪かみをかきあげながら、去ってゆく輝きを見つめていた。

　少女の左腕が言った。「これでさらに都市治安は過か酷こくになる。警備が増強され、違ちがう人種同士の反はん目もくが高まる。治安組織が武力を強化し、マスコミがこの都市に注目する。リヒャルト・トラクルが仕し掛かけるには絶好の場所になる」

「必ず終わらせてやろうぜ。あの男のお遊びも、あたしらのこの思いも、一いつ緒しよに……」

　呟つぶやきとともに、すうっとまた音もなく姿を消した。




　北へ続く森の道を走るリムジン──運転席＝無表情な三十代前半の男。

　ふとその速度が落ち、やがて道路脇わきの空き地で停車──後部車両から男が降りる。

　右腕に抱かかえた破損したライフル──撃うち抜かれた左腕＝機械化義ぎ手しゆ。

　車内から声をかけるリヒャルト・トラクル。「本当にここで良いのかね？」

　無ぶ愛あい想そうにうなずく。「〈キャラバン〉に拾ってもらう。その車は落ち着かない」

「都市中を敵に回して見事な指し揮きを執とった男が、トラックの荷台を選ぶとは」

「俺が請うけ負ったのは政府転てん覆ぷくも何もないただのテロだ。大した仕事ではない」

「本気で王国を作ろうとした老人もいたがね。死期に怯おびえてくれたお陰で、私が与あたえ続けていたレーゲルメースィヒ反応薬も見事に効きいてくれた」

「……息子むすこが投とう与よしていた薬は飲んでいなかったと聞いたが？」

「彼はフェイクだ。あの老人の秘書は、私がじきじきに洗せん脳のうしたプリンチップ社製の人間兵器でね。秘書がたびたび老人に飲ませていた飲み物の中に薬を混入させていたのさ」

「……お互たがい、ろくな死に方はしないな」
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「真実のために奉ほう仕しする者は、死ののちも永遠に不ふ滅めつさ」

「俺は屍しかばねになって消える方がいい」男がドアを閉め、山さん岳がく地帯へ歩み去ってゆく。

　車が道路に戻もどり、ふとトラクルが背後を振り返った。

　国際都市がある方へ向かって、生気に満ちた緑の目を見開いて、にやっと笑ってみせた。

「では、また会いましょうアオフヴイーダーゼーエン」




　ミリオポリス第三十一区ライヒリーズイング──損そん壊かいしたワイン工場。

「そうか……。三人とも無事で良かった。ではここで迎むかえを待とう。君の方こそ大変な働きだった、ヘルガ。都市を救ってくれたことに感謝する」

　ＰＤＡをしまうバロウ神父──みなと一いつ緒しよに端たん末まつの画面で、タワーの崩落を映すニュース番組を見ていた冬真が、無事という言葉で、ほっと脱力。

「鳳たちが、こちらに来る。ここの現場に調査官を派は遣けんするついでに、車両をこちらに用意するそうだ。彼女たちと一緒に乗せてもらおう。ゆっくりと答えを聞けるよ、冬真」

「はい、神父様」素す直なおに返しつつ、実は既すでに知っていることは黙だまっていた。

　最初の答え──Ａ。巨きよ大だいだったから。そしてその理由を告げた後、鳳が置いていった問いは、既にある青年から答えを聞いていた。水無月に位置をつかまれた後──トレーラーのある場所に行くまでの間に。

　狩人かりうどが狙ねらわれた理由──大それた願い。ある姫ひめ君ぎみへの恋こいをかなえるために誓ちかわなければならなかったことが、神々の怒いかりを買う結果に。

　そのときの青年の言葉を思い出し、表情が暗くなる冬真に、バロウ神父が首を傾かしげた。

「どうかしたのかね？」

「僕に……ある人が言ったんです。神話では、人が何かを願えばすぐに報むくいを受けると。まるで願うことが悪あくのようだと……神話の人物たちも、願ったことを後こう悔かいしていると」

　バロウ神父──それを誰に言われたのか察しているが口にはしないというような微び笑しよう。

「神話は多くの後悔を描くが、そればかりではない。たとえば、お前が鳳に教えてもらったという狩人も、自分が願ったことを後悔してはいないだろう。彼は今もまだ追いかけ続けているのだから。プレアデスの乙女おとめたちの一人、自分が恋した相手を」

「……今も？」冬真──持ち前の素直さで、あっという間に暗い気分から脱だつ却きやく。

「サソリに追われるのは一面に過ぎない。彼は己おのれの誓ちかいを今も抱いだき続けているのだろう」

　バロウ神父──まるで神話の狩人が、大切な友人であるかのような口ぶり。

　冬真も真ま面じ目めな調子でうなずいた。

　何かを願えばすぐ報いを受ける──確かにそうかもしれない。だが願うことが悪だという考えは、綺き麗れいに消えていた。願うことで乗り越こえられるからこそ報いもあるのではないか。たとえ永遠にサソリに追いかけられることになったとしても、決して抱いた誓いへの誇ほこりを失わずにいられるのは、やはり願い続けているからではないか。

　神話の狩人も──悲しみを背負って羽ばたき続けるあの少女も。

　冬真はただ、彼女の口から答えを聞くのを待った。

　やがて空の彼方かなたから輝きが現れるのを見た。

　紫むらさき・青・黄──寄り添そい、多くを分かち合うように。

　難なん行ぎようを定められ、また自ら望んだ者たち──その輝きを。







　スプライトシュピーゲルあとがき







　お久ひさし振りですの方も、初めましての方も、みなさんコニチワーっ！　冲うぶ方かた丁とうです。

　みなさん日本語話せますかー？　冲方はいまいち微び妙みようです。誰ですか、うなずいた人。そんなあなたに、いきなりですが問題です。

「海海海海海」

　これなんて読むか分かりますかー？　分かりますよねー？　簡単、簡単。

　答えは本編のどこかにあります！　ヒント！　乙つばめとモリサンが会話する辺りが怪しいですね。特に、石いし川かわ啄たく木ぼくの詩が出てくる辺りとか。……ね？　ほら、あった！

　──噓！　答えはあとがきの末尾辺りに書く予定。マジ探した人ごめんなさいフエアツアイウング！

　唐突ですがさらに問題。

「黒犬・紅犬・白犬」

　このうち吠えないのはどーの犬っ⁉　これは分かりますかー？　簡単、簡単。

　答えは、シュピーゲルシリーズの一翼たる『オイレンシュピーゲル弐』（スニーカー文庫）のどこかに記述されています。特に、本作の問答無用お姉さんこと鳳アゲハが、問答無用に登場する辺りが非常に怪しいですよみなさん問答無用な感じで。ね？　ほら、みっけ！

　──噓！




　さて。

　みなさまの御ご愛あい鼓こをもちまして、めでたくスプライト大だい二に弾だんに凸とつ入にゆうでございます。

　ちなみに本炸さく品ひんは絞しめ切りマジかでパソコンがクラッシュした余よ破はがウケて、縮しゆく命めい的なまでに全ぜん途と多た難なんなスタートでかなり汗あせりました。ですがなんとか粉ふん骨こつ災さい身しんでもろもろのトラブルをノリ超こえ、こうして痕あと書がきというゴールに倒とう着ちやくすることが溺できましたよ万斎バンザイ！

　──はい。ここ、まるまる誤字ってますみなさん校正者さん。ちょっとやってみたかっただけです。大迷惑です。ごめんなさい。豊かな日本語によるピンポイント誤ご爆ばく。なんとなく感じが伝わると思いませんかみなさん。ここ書くのに二時間くらいかかりました。




　というわけで。そろそろ真ま面じ目めにいきますよー。良いいですかー。

　さて！　スプライトも第二弾かつ初の長編ですよぉー、乾杯チアース！

　長編ゆえにページ大増量にてお送りする、黙もく示し録ろく的クライム・フェアリーテール。

　後書きも、なんと前作の四倍＝遊んだり語ったりの全八ページ。長いですねー。

　また、前作に続いて／・＋＆＝──と、記号的というより奇号的文章もエスカレート。

　編集氏さんもサジを投げたと噂のバクララバンラチ文体。

　今のところ賛さん成せい派はと反はん対たい派はが入り乱れ、アンケート結けつ果かもＵＦＯなみに軌き道どう不ふ明めいのジグザグ運動中だそうで、みなさん扱いに困こまってるそうです。

　僕は好きですけどね！　そういう炸さく品ひん！　また誤ご字じってますよみなさん校正者さん。

　で。実はやたら気合いが必要でした。この文体。

　ぼんやり書いても、ちゃんとクランチしてくんないのですよ。そのため、えらい勢いきおいで集中力を削けずり取とられ、ちょっと書いただけで、くたくたになることもあったり。

　けれども、お陰様で視点カメラの数を増やし、ぐるぐると回せますよ。もう、ぐるぐると。

　ますますもって、ぐるぐるする一方の同時多発ストーリー。

　ついに今回は、先行発売された、もう一つの『シュピーゲル』とのリンクが本格化。

　全く同じ事件──二つの組織。

　複数コンプレツクスの眼差しによって引ひき裂さかれる事態。

　事件が通り過ぎた後ですら、真相を知る人物にのみ現実は重くのしかかる。

　そして真相を知らない者たちは、そのことが果たして幸運だったか悪運だったか、いつか必ず、問われることになるだろう。

　本作だけ読んでも良し。どちらのシリーズから読んでも良し。

　一方だけ読んで、これはこういうもんだと決めて、他のシリーズは読まないも良し。

　両方を読み合わせ、読者の眼まな差ざしという「第三の視点」をもたらすも良し。

　複ふく数すうの視し点てんによって物語が凹凸を持って立体化し、善ぜんも悪あくも織おり交まぜられ、真実さえも記号化されてゆく近未来。

　このシリーズの目標の一つは、物語の記号化だ。

　それによって新たな主題の象しよう徴ちよう化かに間まに合あう──と、まあ小難しい理り屈くつはさておき。

　要するに、シリーズ全ての視点を見渡せる存在は、ただ一つ。

　読者だけなのである。

　物語を生きる者たちは、誰一人として、事件の全ぜん貌ぼうを知るすべを持たない。

　みな、限られた情報、限られた眼差し、限られた関係しか持つことが出来ない。

　物語を語る作者も、それを世に届ける編集部すらも、最終的な全貌に触ふれるのは読者より後になる。全貌への視点を真っ先に読者にもたらす。ただそれだけのために身みを尽つくす。

　それが同時多発ストーリーの目め指ざすところなんです──が。




　……もう結論を言ってしまったよ！　まだ半分しか進んでませんよ、今回の後書き。

　だいたい本当に八ページもあるんでしょうか。編集部からの指示の出し間違いで、実は一ページでしたとか言われたら泣きますよ冲方は。

　もう、そんなわけですから、仕方ないので冒ぼう頭とうのクイズの解答ですよ。みなさん。

「海海海海海」は読んで字のごとく「あいうえお」です。

　海あ女ま・海豚いるか・海う胆に・海え老び・海お髪ご（おごのり）ですね。割と有名な問題なので試しに国語の先生とか親とかに出してみると、彼らの気分次第では一いち目もく置おかれるかもしれません。

　ですが彼らが答えられなかった場合は要注意です。「分かんないのセンセぇー？」などと口にしようものなら、「生生生なやつだ！」と思われて逆効果になるかもしれません。

「生生生」は「なまいき」と読みますね。はい。

　ちなみに「子子子子」という名字が、日本に実在するそうです。

「すねこし」と読むとのこと。ちょっと間違えると「シネスコ」になりますジャパン。

　そんなジャパンの話題が出たところで、本編について！

　本作では、極東の某国（亡国）ならびに、とある超大国の人間も登場──ヤバい話題だろうがなんだろうが真まっ直すぐ書きますよー。物語最優先ですからねー。

　とはいえ。どんな話題も、ある人物に関係した側そく面めんしか書いておりません。

　あくまで物事の一つの側面です。本シリーズを通して、特定の国家や人種や宗教などを、非ひ難なんしたり中ちゆう傷しようしたりする意図はありません。

　また差別については、そのときどきの状況を物語に即そくして描いております。

　これから物語が進めば進むほどに、様々な人々が登場し、様々な眼まな差ざしが入り交じり、色んな考え方が出てくることでしょう。

　鳳たちが、どんな考えに共きよう感かんし、反発し、そして受け入れてゆくのか──一人一人の、ちょっとした考えの違いが、彼女たちの運命を、大きく変えるのだと思いますよ作者は。

　それにしても。今回は事件のハードさのあまり、いきなりＭＳＳや妖精スプライトの誰かが殉じゆん職しよくするかもしれんと真面目に不安になりました。もう色々と危あぶなかった。

　みな生きてこのシリーズのラストまで辿たどり着つき、その先にきっとある希望の道へ踏ふみ込こんで欲しいものです。というか冬とう真まはヤバかった。もうダメだと思ったら街に住み着いた別の妖精たちが救ってくれたりして。頑張れ少年。這はいつくばってでも生いき延のびろ。

　そうそう。少年といえば、この長ちよう編へんと平へい行こうして書かれた（二ヶ月お休みを頂いただきましたが）ドラゴンマガジン誌上の連載では、冬真と水み無な月づきがなかなか良いコンビで頑がん張ばってくれていますね。こちらは「スプライトⅢ」として刊行予定ですので、お楽しみに！

　また、今後は鳳たちの前に、新たな少年たちが現れ、ぼちぼち少年率も高くなっていくのではという予感がしますよ作者は。……あ、少女も出るかも。どっちが先だろう。




　……うおっ。まだスペースがあるし。これ以上ネタバレして良いの？　うっかり今後の展開とか書いてない？　もういっそ「スプライトⅢ」の予告をしてしまいますよ冲方は。

　おっと。その前に、クイズの答えですよみなさん。

「黒犬・紅犬・白犬」のうち、吠えないのは──？　もちろん「黙だま」ってる方です。

　分かりましたか？　漢字を一つ覚えましたね。このクイズ、しつこくお友達に出してみましょう。そのうち嫌がられて「黙れ！」と言われるかもしれません。そうしたら「正解！」と言ってあげましょう。相手には意味不明なので殴なぐられないようにご注意下さいね。

　はい。では──予告っぽい感じの前振りです。

「スプライトⅢ」は全六話の雑誌連載であることもあり、二十四時間を六等分し、毎話ごとに「四時間ずつ事件が進行する」という構成を試こころみたりしました。

　某アメリカンなＴＶドラマの手法をそのまま連載に応用し、こいつは確かにノンストップだぜ超気持ち良いー、とノリノリで書き始めたものの、数話目で鼻から出血。

　ここだけの話、超メンドクセ──────ＹＯ‼　時間軸ずれたらプロット崩壊。人物の居場所一つで伏線消滅。筋書きをつかむために方眼紙が必要でしたよ冲方は。

　そんな「スプライトⅢ」は、別誌で連載する「オイレン参」と、本作とはまた違うかたちで連動しております。そして、その次（Ⅳ？）辺りで、また、どかん！　と両シリーズが交こう錯さくするんじゃないかと思いますよ作者は。今からめっちゃ楽しみですよー。

　えー。

　いよいよ長い後書きも終わりに近づいて参りました。作者はとてもほっとしております。

　同時多発的に事件が勃ぼつ発ぱつするこのシリーズ──この後書きで触れているのは、あくまで予測可能な範囲でのことばかり。物語は今もって未知であり、この先、鳳や冬真たちがどんな場所へ踏ふみ込こむのか。彼らも僕らも信じることでしか進めはしない。

　どうか彼らがあなたによって見守られ、妖精たちの物語スプライトシユピーゲルがあなたの眼差しに応えて姿をあらわさんことを。多くの悲ひ惨さんの中でも、決して失われぬ幸いを秘めた、その姿を。





二千七年七月　冲方丁拝






　※クイズの答えがいち早く知りたくて末尾を覗いたみなさん。

　　答えは後書きの中のどこかにありますので探してみて下さいね！（本当）










スプライトシュピーゲルII




Seven　Angels　Coming
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